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MELCOM 80シリーズ/モデル31
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関西電力映高浜発電所1号機920M>A

1,80orpm内部冷却タービン発電機
(本女 7ページ2・1.1.1参照)
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九州電力快川内発電所1号機BTG

補助盤

(本女 9ヘージ2-1.1.3参照)

関西電力妹棄斤生駒変電所納め50okv GIS (本女17ヘージ2-2.3.2参照)

●表*氏説明 事務用小形計算機MELCOM80シリーズモデル31

オフィスコンピュータの代表機種として約4,000台の実綬を持つ

MELCOM 80シリーズ、MELCOM 86、MELCOM 88の上イ立機種

0.8マイクロ禾少/2バ'イトの高速ICメモリを16K,ぐイトから64K,ぐイトまで

実装し、最大64台の各種入出力装置を接続して、多様のインライン処

チ里、オンライン処王里及び,ぐツチ処チ里を行うことができる二れらすべて

イランTAVANIR納め三相150M>A

400/230kV単巻変圧器

(本女 15ページ2-2.3.1参照)

の処理を網羅するハラメータ指定式機能別簡易言語 rプログレス、

10Mバイトの大容磁気ディスク接続によるダイレクトデータプロセッ

シング、カラーキャラクタディスプレーやテンキー端末からの問合わせ

など、多くの特長を持ち、電卓なみの手軽さで使用できる
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三菱アルミニウム(富士)納めN03.コーノレドミノレ用直流電動機群(本女29ページ3-1.2.4参照)

新日鉄(君津)納め MELMIC・MELSEC自動制御システム

(本交27ページ3-1.2.1参照)
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並列式8ビットCPU用LS1のパターン写真

(本女58ページ4-3.4参照)
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ドーム上のクレーンプラットホームからみたAATB向け3.9m天体望遠鏡

(Nsvvj州、オーストラリア)

(本女47ページ4-1.5.1参照)
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MELCOM ・COSM0700大形電子計算機システム
(本交51ページ4-2.1参照)

原子炉核計装盤
(本文61ページ4-4.1参照)
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横浜市港北下フK処理場 MELCOM350-フシステム(本女65ページ5・2.4参照)

.郵

SA・302形煙道ガスj則定器

(本女64ページ5・1.4参照)
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ビル清掃の省カイヒをはかった

新宿住友ビル納め自動窓ふきシステムのノレーフ・カー
(本女74ページ6-2.9参照)
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スペイン国鉄納めDC3,00OV3,10okW直流電気機関車
(本女68ページ6-1.5參照)

意匠を考え航空写真をパ才、ノレにエッチングし六松坂屋札幌店エレベータホーノレ(本女73ページ6-2.6参照)
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HIGH-L玲HT

=菱MAG HEAT "クリーンレンジ"

(本文82ページフ-1.6参照)

タッチチャン才、ル方式

22CK・110PT形カラーテレヒ

(本女78ページフ・1.1参照)
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CS・1002形昇降装置つき水金艮灯器具

(本女幻ページフ-3.2参照)
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グッドデザイン選定品

省資源形

18CT・35P形カラーテレビ

(本女78ページフ-1.1参照)
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三菱ボクス(>OCS)石油温風暖房器
VPB・400OA升多

(本女85ページフ-2.2参照)
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巻

三菱電機株式会社'常務取締役

和

頭

明けましておめでとうござ仏ます。

高度成長と国際競争の活発化を基調とした 1960年代

の日本経済の繁栄は,1970年代の前半にいたって,成

長期に蓄積されたひずみとそれによる制限要索となっ

てあらわれ,企業として反省の時期に直面しておりま

す.今や国内的にも国際的にも調和をもった産業の発

展が望ましいことであり,高度成長から安定成長への

変換の年と考えられる 1975年を迎えるにあたって,

過去1年間の技術成果を回顧し今後の技術発展のあり

方を再考する必要があると思仏ます。

とれまでの1年問をふりかえって見ますと,当社で

は,電力機器の超高圧化・大容量化に対する技術開発

と基本技術の蓄積に重点的に取組bとともに,原子力

計装制御技術,超電導技術など次の時代に必要な技術

の開発を進めてきました。また新Lい電子材料・部晶

の研究及びマイクロ波技術の開発を進め,通信機器,

無線通信応用装置の分野においてかずかずの特長ある

成果をあげて仏ます。更に咋年計算機製作所,制御製

作所を独立させ,電子計算機及び電力・土業分野のプ

ラント制御機器とシステムに対して機能の充実拡大を

はかっています。
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技術本部長

田巌
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技術の進歩特集

目次

巻頭言

[1]研究

[2]発電・送配電

1.発電

2.送配電

3.自家用受配電設備

[3]産業用電機品

1.工業プラント用電機品

2.標淮電機品

3.生産機器

4.冷凍・空調機器

[4〕電子機器

1.通信・電子応用機器

2.電子計算機

3.半遵体素子・電子管

4.放射線機器

1

和田巌

一方では^1・,央研究所,生産技術研究所その他研ヲt部

門の充実・強化をはかるとともに応用機器研究所を新

設し,環境保全対策としての排煙一非水処理に関する

応用技術の開発,新L仇産業用機器・視聴覚情報端末

機器並びに生活関連機器の開発展開に勢力的に取組ん

でおります。

省エネルギ,省資材の問題は当面の課題としてだけ

でなく更に長期的な企業の命題として解決に努力する

必要があり,節電形各種電機品及び設備機器の開発と

省資材化への努力,耐久性・信頼性の向上に力をそそ

いで成果をあげています。御好評を仏ただいてⅥるク

リーンビータ・クリーンボイラの拡大と展開,冷暖房

ヒート米ンプシリーズの機能充実などの努力をつづけ

ると同時に,国家プロジェクトそしての太陽工才、ルギ

利用技術の研究にも大きく一翼をになっております。

1975年を迎え「未来を開発する三菱電機」として,

今後社会の二ーズにとたえる技術の発展に一層努力す

る覚悟を新たにしております。 1年問の成果につき各

位のご一読をえて御批判をたまわりますならぼ淺とと

に光栄でビざいます。

'.

[釘計測・制御

].計測器

2.システム制御

[6]交通

1.電気鉄道

2.昇降機

3.船用電機品

4.電装品

[刀家庭用電気品・照明

1.家庭用機器

2.空調・給湯機器

3.照明

18]材料

1.絶緑材料

2.金属材料

3.フェライト及びメモリ

4.化成品その他
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エネルギ,資源問題,環境保全,福祉社会の重視,成長経済から減速経済への移行など企業を取り巻く社会環境は一段と多様化し,きびしくなっ

てきている。

と,のような情勢を背景として当社の研究割炉サは総合電機メーカ所属の研究機関として,一層の賢御充実を月指し,新技術,新製品の開発,基

礎技術の向上,生産手段の改善忙努力し,全社への協力を行っている。

研究対象分野は,省資材,省エネjレギ対策を始め,電力,恬報関連,電子1邪品,環境村1宅,産業機器に波り,基本技術,1心用技i心,材料技術

などの技術分野で時系列的に短期決戦形と中・長期テーマ(国家づ0ジェクトなど)に分析して重点課題を設けてづ口づエクト的忙推進し,また,共

通技術のレベル向上に努力している。特に,昨年10月には応用機器研究所を中研から分籬独立し,新製品開発の体制を強化した。

49年度における研究開発成果のうち,電子計算機,原子力,超高速鉄道,水処理装置など事業部に直接関連のあるものは本特集号の各編に

紹介し,この「研究編」では基本技術,将来技術,材料技術に関するものの一部を紹介する。

石"突

近年,電力系統の大容量化,大規模化が進展するに伴って,電力系

統の保護,制御技術に、,従来と比較して一層の速応性,高信頼性

の機能が強く要求されるようになってきた。このような要請に応じ

るために,新し仏保護,制御方式の研究を進めている。

系統保護,制御方式の開発

(1)保護方式

速応性の観点から,主として統計的パターン認識の手法を用いた以下

のような方式の研究を行っている。

(a)最適負荷しゃ断量の決定方式

系統定数,並びに周波数低下量から推定された電源脱落量などを,

前もって求めておいた線形重回帰式に代入して,最適な負荷しゃ

断量を決定する。

化)脱調のモード予測

系統の脱調モードを,事故時の潮流状態,発電機の加速力などを

用い,線形判別式で判別し,ダイナミックな系統分離点を決める。

(2)故障点評定

(3)制御方式

送電線故障時の事故点評定を,従来のべクトル方式にかえ,有限フー

り工変換,カルマンフィルタなどを用いて精度よく行う。

電力系統保護・制御システムの基本アルゴリズム
なお,図形の構造解析には,高級なづログラミング言語が必要である

が, MELCOM 7000 の新りスト処理言語LISP/M は,数値データ

とりストデータが一様に扱えるから,このために特に有用なものである。

計算機による図形処理の目標とするととろは,図形の持っている種

太の性質を調べ,それらを、とにして,図形の持つ構造を解析し,

図形の意味情報を認識するととである。

図形の構造解析法としては,(1)図形集合の持つ統計的性質を

調べる統計的解析法,(2)図形に関する記述から論理的構造を解

析する推論システムを用いる方法,(3)図形の文法的構造を解析・

推論するシンタ,クス法,(4)図形のデータ構造を生成し,そのりス

ト解析を行う方法,(5)色彩による構造解析法を代表的な、のと

して提案している。とれらの方法による図形の構造解析法の研究が

進められ, MELCOM 7500 を用いて,図形の構造解析ソフトゥ1ア

が開発されつつぁる。これらのソフトゥエアば,色彩図形解析,航空

写真の解析, DNA顕微鏡写真の処理,各種の土業用パターン処理に

用いられ,その有用性が示されている。とれらの方法の中で、,特

に,パターン演算代数系による方法と色彩による図形構造解析法は,

当社考案の独自の優れた新方式である。

2.図形の構造解析とそのソフトウエア

送電系統の超高圧化・大容量化に伴って, L"や断器・避雷器にお込

て発生する大電流アークのしゃ断現象の基本的な解明が必すU動の

ものとなってきた。従来の研究は電流・電圧特性の測定が主であっ

たが,この特性から現象を明らかにすることには限界があるため,

より基本的なづラズマ素過程を明らかにする必要が生じてきた。実際

のしゃ断現象は複雑で再現性に乏しく過波的な、のである上に高気

圧であるため,既に低気圧づラズマに適用されてφる手法はほとんど

無力である。そこで高気圧アークづラズマの素過程を明確にするための

づラズマ診断技術の確立が切実に要望されてきている。

一方近年レーザやイメーづ管など電子機器に長足の進歩が見られ,

高出カレーザ光を利用した散乱や干渉忙よる観測により電流零点・

絶縁回復時における無発光時の計測も可能となった。このように分

光器を含めた検出部と探策用光源の高時間分解・高感度化により,

原子分子索過程のづラズマパラメータの直接測定ができる高気圧づラズマ

診断技術を系統的に体系づけるとと忙成功した。これらの診断技術

の確立により従来仮定の域をでなかった高気圧づラズマにおける局

所熱平衡,成立の反証を初めとして,診断法は現在SF0ガ'スしゃ断

器の大容量化のため高速気流中アークの基礎研究に適用され,数多

くの知見が得られつつある。

3.アークプラズマ診断技術

2

材料・部品・機器などにおける高信頼度の達成を目的として,初期

特性の要因解析法や寿命予測法などの基本技術の開発をす,'めてい

る。初期特性の要因解析法忙ついては,信頼性データ収集・処理法

としての電算機データファイリングシステムを開発し実用化するととによ

り,データ拡造を吉慮して,特性値の分散に関連する要因を分散分析

・回帰分析・多変量解析などで統計的忙解析していく方式を確定し

た。との方式は,工程におけるぱらつき発生の要因分析や製品の歩

留ま射佳定などの問題への適用が可能である。

寿命子測技術については,劣化・破壊現象の故障物理モデルの開

発をすすめ,熟的・電気的・機械的などの多くのストレスが複合して

いる場合のモデルとして,反応論モブルを基礎とした複合モデルを適

用する手法を実用化した。その結果,実験計画法d川速試験法なと

4 信頼性解析技術の開発

三菱電機技報・ V01.49 ・ NO、 1・ 1975



によるデータ解析の信頼度を向上することができた。

また,劣化・破壊の確率モデルとして,直列りンクモデルと口一づモデ

ルを組合せた複合現象のシミュレーションにより,構成要素にばらつき

がある場合の現象系のふるまいを定量的に追跡し,新しい確率密度

分布関数の定式化をめぎしている。

今後は,とれらの基本技術を多くの実際問題忙応用し,信頼性技

術分野における適用技術の確立をはかっていく予定である。

5.長大回転軸系の振動特性解析

回転機の大形・高速化とともに,危険速度を越える回転数で運転さ

れる機械が多くなってきており,とのために設計の時点で従来以上

に精度よく判帳到件寺性を計算・推測するととが必要となってきた。

このような要諸にもとづき,今回,当社中央研究所が本社情報処理

部,関連製作所と共同で,次のよ5な機能・特長を有する回転軸系

の振動特性解析づ口づラムMARS を開発した。

(1)危険速度と固有モード計算,不つり合忙よる周波数応答と応

答モード計算のほか,自重忙よる静たわみ計算,軸受の探付高さの

計算など軸系設計に必要な計算が行える。

(2)油膜特性の水平・埀直方向忙おける異方性の影縛,両方向問

の相互連成効果,及び支持台の振動特性を考慮に入れるなど,従来

の解析忙比べて,判唖一支持台系の振動特性を精度よく模擬できる。

(3)タービン発電機のりティニングリングなどのよらに中途に分1岐のあ

る軸系がとりあつかえる。

(4)計算手法忙工夫をこらしているので,長大側深の計算が精度

よく行える。

図 1-1 には, MARS により 60MNV クラスのタービンータービン発

電機軸系の不つり合応答モード計算結果を示す。

今後, MARS を有効に利用することによって,回転機器の信頼

性を高めるととが十分期待できる。

6.マイクロ波電磁界解析

マイクロ波は無線通信やレーダなどに広く応用されており,それらに

用いられるアンテナやマイクロ波回路などはシステムの高度化に伴い高

性能が要求され,精密な設計,すなわち,マイク0 波電磁界の十分な

解析が必要である。

1

非回転対称な反射鏡系は衛星通信地球局アンテナの集束ビー△形1

次放射系,準光学形分波装置など忙用いられるが,それらの系忙お

ける電磁界の解析は容易ではない。とのため,幾何光学的K解析す

るとともに等価な回転対称な系で波動論的に解析し,伝送能率が高

く,交差偏波成分の少ない反射鏡系を得ている。

回転対称なビームをもち,交差偏波成分の小さいホーンにコルゲート

ホーンがある。広帯域忙わたってそれらの特性を得るKはそのコルゲ

ート壁の設計,すなわち,その電磁界解析が重要である。その解析

を境界値問題としてより厳密に行φ広帯域にわたって優れたホーン

を得,衛星通信地球局用として実用化している。

更に,マイクロ波ホログラフィ技術も電磁界解析のーつの手段となる。

近接領域の放射パターンの実測値から遠隔領域のパターンを算出する

データ処理法,また複数枚のナルト基板を用いたポリューム形ホロづラ

フィックァンテナの設計法の研究も行っている。

フ.数値制御用交流電動機

N/C機械などに利用される精密制御モータは,精度・速度範囲・

応答速度・滑らかさ,たど最高性能が要求される。

我々はパワーエレクトロニクス忙関する研究実績を更に発展させ, AC

モータ制御の高性能かつ簡易化の研究を行い, Fine con廿0]方式を

開発した。

この方式は,自在に制御できる正弦波状交流を供給し,回転磁界

の速度及び位置を自在に制御する徹細可制御変調インバータの開発に

成功し,従来の可変周波数制御の欠陥である"低速域での回転磁界

のステッづ"に基づく脈動を解消した。

更忙制御用高周波同期電動機を開発し,とれを組合せれば,クロー

ズドルーづ式.晋及形 NC Eータ(Fincontr0Ⅱed synchTonous Motor)

が得られる。

また,制御用かビ形誘導電動機を研究し,とれを組合せれば,オ

ーづンルーづ手て高級NC Eータ(Fincontr0Ⅱed lnduction Motor)が

得られ,機械の直結駆動に好適である。

これらは,1パルス当たりの回転角を自由に選ぶととができるとと

もに,回転が滑らかで切削精度が高く,堅ろうであるなど多くの特

長を有し,数値制御モータの主流になって行くものと期待される。
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8.磁気元帳情報処理装置用磁気へッド

磁気元帳は元帳忙情報をタイづすると同時ICその情報を元帳に張ら

れた磁気テーづ上忙記録しておき,との元帳を計算機を通すととに

よって伝票の発行などの処理をスビードア,,づする、のである。

元帳への情報の書込み,読出しを行うための磁気へ,ゞドとしては

とれまで書込み,読出し兼用へッドが用いられてぃたため,書込み

及び書込まれた信号のエラーチェヅクの操作をそれぞれ別個忙行わね

ぼならず,エラーチェヅクに時問を要していたが,リードアフタライト方式

ヘッド(3チャンネル)の開発により,元帳への信号の書込みと同時に読

出し,エラーチェ,りクができるので処理時問の短縮がはかられた。との

ヘッドでば書込みと同時忙読出しを行うため,書込み電流忙よる漏

れ磁界を読出しへヅドで検出してしまう,いわゆるクロスフィードその

他の間題が存在するが,試作研究の結果クロスワイード5%以下,記録

密度10嚇Vmm と満足すべき結果を得た。

またこの種のへッドでは磁気元帳との均一な接触を保っため,元

帳をへ外 k対して押さえっけた状態で元帳の送り1剰乍(送り速度

30omm/S)を行うので,特忙へ,,ドの寿命が問題となる。この点忙

関してはすべて高密度フェライトを用いるとと忙より,ヘッドづまり

ボなく,九つ長寿兪・高信頼度のへッドが実現できた。

発した。ーつは高純度多結晶己りコンを使う方法であり,他のーつは

過酸化水素水で,シリコンの表面を化学処理し,続いて,気相成長技

術を使って,シリコン酸化1嘆やシリコン窒化膜で素子の表面を被覆す
る方法である。

例えば,トランジスタではN形コレクタの表面に,サイリスタではN形

ベースの表面にとれらの方法を適用するととにより高耐圧の素子が

得られる0 とのようなづレーナ形素子ではづラスチック外装ができ,安

価で,信頼性の高い素子を多量忙作ると巴ができ,高耐圧の素子は

民生用ばかりでなく,産業用に込広い用途が期待される。

9.高速データ伝送用自動等化器

音声帯域において,高速データ伝送を行うためには,伝送路特性に

起因する波形ひずみ(符号間干渉と呼ぱれる)を除去するための等

化器が不可欠である。符号間干渉は回線ごとに異なるので,等化器

の設定を手動で行うよりも自動的に行うほうが望ましい。自動等化

器に関して,各種の方式が提案され種々のデータが発表されてぃる。

との研究にお仏ては,(1)音声帯域(MI02規格)での高速デー

タ伝送に使用すること,(2)収束時問が短仇こと,(3)高精度で

あるとと,(4)適応性(データ送信中に回線特性が変化しても等化

器が追随する性質)があること,の4点に焦点を絞り,それに適合

した自動等化器を設計した。まず各種の方式を比較した結果,自動

等化器の形式として,ベースバンド時間領域等化形・トランスバアーサル形,

設定方式として,自乗平均誤差を最小とする最急、降下法を選定した。

次忙選定された方式において,タッづ数・基準タヅづ位置・量子化 e

ヅト数・平均範囲・制御定数・初期設定用パターンの周期などの設計

パラメータを選定した。更に,選定された方式とパラメータにおいて,

各種劣化要因^振幅ひずみ,位相ひずみ,雑音,搬送波位相ずれ,

搬送波の周波数偏差,タイミング位相ずれ^について,その劣化量

をは(把)握した。実験結果もしミュレーション結果と低ぼ一致した。

20GH.以上の周波数領域において高電力用超高速スィッチング素子と

して用いるととができるエビタ牛シャルづレーナ形 GaAS 己ヨワト牛パリャダ

イオードを開発した。

とのダイオードは(1)直列抵抗及びバリャ容量が小さいので,そ 5

(挿)入損失が小さく,かっアイソレーシ.ンが大きいこと,(2)バリャ

が熱的忙安定で,かっ降伏電圧が高いので,許容電力が大きいこと,

及び(3)づレーナ構造を採用してφるので信頼度が高いととが特長

である0 とのダイオードを開発するために,(且) 1ビタキシャル層の厚

み、を 1μm以下に制御する方法,(b)浮遊容量が小さく,かっ熱

的忙安定なショットキパリャを形成する方法,(C) GaAS 表面安定化

法及び(d)徴少面積ショ,汁キパリャ電極へリード線を接着する方法

を確立した。ダイオードの仕様を下表K示す。

Ⅱ GaAS ショットキバリヤダイオード

従来づレーナ形素子では50OV以上の耐圧をもつ素子を作るのは困

難とされ,高耐圧の素子は高価な金属製の外装を施したメサ形素子

であった。づレーナ形素子は安価なづラスチ,クの外装ができ量産に適

しているので,高耐圧のづレーナ素子が待ち望まれていた。

高耐圧づレーナ素子の製作が困難な原因は二っ考えられる。そのー

つはPN接合の曲面部での電界集中,他のーつは表面保護用絶縁膜

とシリコンとの界面に存在する正電荷のためにシリコンの表面で電界

の集中が起こるととである。とのような原因を除去するためには負

の電荷を誘起するような絶縁膜で素子の表面を保護すればよいとと

がわかった。また,そのような絶縁保護膜を作る2種類の方法を開

10.

直列抵抗

電気特性(代表値)

プレーナ高耐圧素子の製造技術

三菱電機技報. V01.49. NO.1.1975

部客量

大電流

降伏電

12.ダークトレース管用カソードクロミック材料

カソードクロミ.,ク物質を利用したダークトレース蓄積表示管は画像の蓄積

表示機能をスクリーン自体が持っており,従来の静電荷制御形の蓄積

管忙比較して構造が簡単であり,安価に製作できるととなどから注

目されてφる。

このタイづの蓄積表示管のコントラスト比,蓄積時問,消去性などの

性能はスクリーン材料であるカソードクロミヅク物質によって左右される

ために,高性能の材料の開発が必す(須)条件である。当研究所にお

いては従来より京都製作所と共同で高性能カソードクロミ.,ク材料及び

これを利用したダークトレース管の開発を進め,ゼオライト拡散法とよぱ

れる最も簡単なソーダライト合成法の詳細な合成条件を決定し,格子

欠陥の生成をコントロールすることによって着色感度が高く,光消去

性の優れたカソードクロミ,,ク・づ0モソーダライト(Na゛、.10sio094・ BrB)の

合成に成功した。今回得られたづ0モソーダライトは着色感度が20kv,

1μC/om0 て絲勺3 のコントラスト此が得られ,25kv,10μC/om2 では約

10 である。消去性はコントラスト比4から 1.1 になるの忙内色光4,000

{・して際勺5Sであった。蓄積時問は暗い場所で数十分問可能である。

着色感度,消去性のデータを図 1-2,13 に示す。

1.7Ω

圧

0.15 PF

20o mA

20 V

4

梢豊癒力 240lnw

接 合 部温度 200OC
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-65~200゜C
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近年公害問題に対する社会の関心が高まり,更に石油危機忙端を発

して省資源,省エネルギ形絶縁材料の開発が急、がれているが,これら

電着用水分散絶緑ワニス13.
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の電子線照射特性

ん系の値K比べ異常に高い値になる。この現象はE剛川された張力の

一部がマイカ層間にはさまれた苅い樹脂層中でずり応力に変換され

たことK基づく結果であるというととが分かった。

また,充てん率,粒径,表面処理状態を変化させた場合の力学物

性は室温以上で現れる分散機構に特異性がある。つまり主分散の大

きさはマイカ量とともに減少し,表面状態により変化する現象と第

2の分散が充てル量の増加,粒径の小なる低ど顕著になる。これら

の傾向は複合体特有のものと考えられ,不均質系に固有の充てん剤

粒子の相対運動によるエネルギ損失忙基づく粒界分散であると考え

られる。これらの知見は複合組織中の構造,及び充てん剤・マト小,

クス問の界面相互作用を明らかにするため重要である。また,機械

的疲れ試験Kおいて,各因子により顕著な傾向が見られるととから,

基本物性のは握は電気的機械的に強固な集成マイカ構造体を作るた

めに重要である。

15.ばね用銅合金の応力緩和特性の評価

家電製品や電気・通信機器などに組み込まれているスィッチ,りレー,

コネクタ類の接点ぱねや接触片には,導電性や耐食性に優れ,適当な

ばね性と成形性を合わせ持つ銅合金が使われている。これらのばね

は常時応力が生じている状態で長期問用いられることが多くその設

計段階でぱね材料の1心力緩和(へたの特性を十分検討しておくと

とが,機器の信頼性を確保するために必要である。

との観点からここ数年来,材料の応ブJ緩和のデータの蓄積を計っ

てきたが,今回は加工硬化形材料としてばね用りん青銅など3種類,

枅出硬化形材料としてべりりウム銅など3種類,更に比較のための

18-8系ステンレス鋼1種類のいずれ、市販の板材(厚さ 03~0.5mm)

を用い,90,120,180゜C の各温度で累積如01埒問までの応プJ緩和

量を,3~4水準の初期曲げ応力を与えて測定した。

各材料の応力緩和率の温度,応力,時問依存性を示す基礎データ

を,金属材料のグ←づデータの整理法のーつとしてよく知られてい

るラーソンミラー相関を援用して解析した。その結果,比較的高温で

短時問のデータから,より低温で長時間の応力緩和率を推定できる,

加速試験が可能なことを明らか忙し更に応力緩和の面から,ぼね材

料を安全に使用できる最高温度と最大応力を提示し,材料の選択と

使用に際して有益な指標を得るととがて、きた。

16.生産の自動化

生産性の向上,労鋤力の不足,労働環境の改善などに対処するため,

生産システ△の省力化,自動化けますます重要になりつつぁる。と

のため,各種自動機の開発とともに,とれらをサづシステムとして,

素材の投入から加工,組立,試験を経て製品にいたる一貫した製造

ラインの自動化へと研究開発を進めてφる。

四年度に開発したおもなものとしては,りレーの自動組立装置,

電線端末自動処理装置,ミニコンを導入したものとして制御盤用自動

布線機とその群制御システム,板金ラインの集中制御システムなどがあ

る。更に,一貫生産ラインの自動化としては,中津川製作所飯田工

場における小形換気扇生産ラインの完成があげられる。一連の肉動

機群による極端な自動化ととも忙,3台のミニコンによるラインの制

御とモニタリング及び部品管理システムを遵入し,ラインの操業及び管

理イ乍業を大幅に減らすととに成功している。

飯田工場の例のように,自動機の導入による直接作業の自動化と

ともに,これに関連した冏接作業の省力化,自動化が.今後,重要

0.6 ニ]B-3

0.4

0.2

]00

時悶(S)

図 1-3 づロモソーダライトの消去特性

の要求を満たす材料のうちの右力なものとして水性絶緑ワニスがあ

る。当社では現在電着用水分散絶縁ワニスの開発を進めており,そ

の一部は既に MEDIS電線用材料として実用に供せられてφる。

アクリル系,アクリルエポ千シ系水分散ワニスは乳化重合法によって作ら

れるが,このワニスを用いたエナメル電線は従来のはん(汎)用ボリ1

ステル電線よりも絶縁破壊電圧,耐熱衝撃性などが特忙優れており,

総合的にも優秀な電線であり耐熟性B種の1ナメル電線として,既に

相当量使用されている。また巻線加工劣化特性,耐熱軟化温度の優

れた高強度B種エナメル電線も低ぼ開発段階を終わり,今後広く使用

されてぃくものと予想される。ボリエステル,エボキシ系ワニスは化学的

分散法で作られるが,水分散形に持込む段階で性能がやや低下する

ため実用化には達していない。ボリェステル,ボリェステルア舒イミドは物

理的分散法で作られるが,水分散化忙際しての性能の低下がなく,

微粉砕化の過程忙多少の問題は残るが,ワニスの製造づ0セス,怖送

コストなどの点から考えて理想的な、のと考えられ,将来極めて有

望であると考えられる。

N.集成マイカ材料の基本物性

高電圧絶緑忙使用されている集成マイカ,及びその高分子との複合

体の電気的,力学的物性の基本的な研究を続けて仇る。集成マイカ

は均一な小片板状マイカの積層集合体であり,その物性は粒子の形

状,大きさ,分布状態,配向,及び表面性質の影響を受ける。また,

集成マイカを含む高分子複合体の物性もこれら因子によって左右さ

れる。特忙力学的特性に顕著忙現れ,マイカ充てん(旗)率の増加に

伴い弾性率が向上する。特忙高温域における相対弾性率は粒子充て
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になると考えられる。すなわち,生産システムにおける「物」と「情

報」の二つの流れを自動化,省力化するととである。このため,よ

り高度な白動化機器,加工づ0セスの自動化,自動化のための制御,

計測,情綴処理などの技術に関する研究と開発を進めている。

り.ソフトアーク溶接法

自動アーク溶接法としては,通常TIG溶接法やMIG溶接法が用い

られているが,長時間連続使用するための溶接法としては下記の理

由により必ずしも適切ではない。すなわち, TIG溶接法の場合忙は

溶接の際に生ずる溶融金属の飛散(スバッタ)や金属蒸気のためにタン

グステン電極が汚染し,アークが不安定になるため,ときどき電極を

研摩する必要がある。特に低級鋼を TIG溶接するとづ口ーホールなど

の欠陥が多発するととが大きな問題である。また MIG溶接法の場

合にはスパヅタ忙よる心線送給性及びガスシールド性の劣化により連続

使用できないという問題があった。

ソフトアーク溶接法は図 1-4 に示すよう忙保護ノズル及び保護ガス

によりスパッタ,酸化などによる電極の汚染を防止するとと、に,シ

-jレドガスとして C09 を含む混合ガスを用い, si, Mn などの脱酸剤

を含む溶接心線を併用するととにより溶融金属中での冶金反応を促

進させ,づ口ーホールなどのない健全な溶接玉巻を得ることを1寺長とす

る連続自動溶接用アーク溶接法である。また保護ノズルは同時にアー

クに指向性を、与えるため極めて安定なアークが得られる。

図 1-5 はこの溶接法を薄板のコーナ部のすみ肉溶接に適用したー

例であるが,溶接部表面が極めて滑らかである。このように溶接後

の仕上げ加工を省略できるとともとの湖妾法の特長である。

18.プラスチック成形品の信頼性評価

づラスチ,ク成形品の信頼性は,成形品が製造される過程において発

生する凍結応力の大きさと分布状態によって,大きく支配される。

凍結1心力の存在は,外部刺激(倚重・熱・薬品など)に対する抵抗

を弱め,成、形品としての信頼性を著しく低下させる。とのような凍

結応力を,化学的方法によって簡単忙測定する方法を開拓した。

この方法は,応力をうけたづラスチ,クがある種の液体環境に暴露

されるとき,クレーズが発生するという溶剤クレージング現象を利用し

たものである。市販の各種耐衝撃性ボリスチレンについて,広範囲の

溶剤種忙よるクレージングを調べた。他の物理化学的研究との併用に

より,クレージングのメカニズ△を解明した。その結果,クレーズの発生

tる臨界応力と溶剤特性(拡散定数と溶解度パラメータ)との問に存

在する定量的関係則を,温度及び時問の関数として確立した。

上述関係則を活用するととによって,他の方法では測定困難であ

る複雑な形状や着色した成形品の凍結応力が,迅速,かつ,容易に

測定することができる。また,特定の試験設備が不要であるととか

ら,現場において,製造工程や品質の管理に役立つものと期待され

る。

シールドガス

亨

選オ玉

』一ーーーー^イ呆i璽ノス'ル

保護ガス

19.ベターリビングのための商品企画・開発

"調和のある生活環境"形成に必要な新製品を探索し,技術的裏付

けや市場性を検討し,確かな、のを試作品にまで進める商品企画開

発の活動を展開しこれまでに、多くの成果を上げてきた。そして,

(1)実用試験中の、のは新形ちゅう(廚)房セット類,家庭用電力

配分器,新力式けい光灯・灯具類,数種の視聴覚・音響機器などが

ある。また,

(2)商品性打診中のものはエネルギセーeンづシステムなど家庭用・業

務用の多重式情報システム機器がある。

図 1・6 は新形ちゅ房セ.,トを組み込んだべタ]Jピ'ングセンタの研究

室である。家庭の主婦が楽しく,便利に整とルされた状態で使用で

きるように調理の手順にしたがった作業分析によりつり戸棚や調理

台の内部に各種の収納部を設け,合理的忙機器配置をした設計で,

特にちゅうかい(廚芥)処理などの後始末,電力配分器などによる安

全確保に重点がおかれており,とれらの検討結果は新製品開発に反

映されてゆく。
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昭和48年10月はじめの中東戦争忙おける戦略忙端を発した,いわゆる石油減産Kより未曾有の1ネルギ危機て、幕をあけた昭和四年は,石油の

供給は確保されたものの,引続く原油価格の高騰によって日本経済は根底から揺さぶられ,波乱忙満ちた1年であった。

発電.送配電部門もとの一連のオイルショックの影縛を免れることはできず,厳しい 1年であったが,貴重なクリーンエネルギである確力を村効に

供給するため,長年蓄積された技術に,研究開発Kよる斬新な技術をとり入れ,数々の成果を上げることができた。

発電部門では,石油に代わる新1ネルギ資源として,原子力の位置づけが一層クローズアガされ,関西電力(株)大飯発電所向け圈産取火容量

1,30OMVA機をはじめとする原子力用タービン発電機の製作が活況を呈したほか,これも新しい 1ネルギ源として注目される,地熱発電用ターピ

ン発電機が製作されたととは,1次エネルギの転換を方向づける具体的現れと仏えよう。

一方,公害防止忙対する世論は一層厳しいものがあるが,東京電力(株)・三菱重工業(株)との共同研究忙よる排煙脱硝用プく形オゾン発生装置

の開発は,これもこれからの技術の動向を方向づける具体的現れといえる。

送.変電部門忙おいては,50okV送電が完全に実用期忙入り,主変圧器をはじめ,ガス絶緑開閉装置(GIS)の50okV系統への適用など,

超々高圧機器の製作力誹頂調であった。特に, GIS は需要が急、速に伸長し,50okV基幹変電所用はもとより,その信頼性方琉忍められて火力.水

力発電所や,調相設備回路など幅広く採用されている。

電力系統制御では,大停電事故が発生しないよ5 忙,電力系統のセキュリティ確保の度合仏を自列旧りに監視する,セキュリティ自動監視システムが,

東京電力(株)との共同研究忙より開発された。

白家用受配電設備部門においては,世界有数の施設と考えられる日本道路公団恵那山トンネル向け電機品の受注をはじめ,需要は旺盛であった0

特に,との部門においても, G鵄は開花期を迎え,対象も鉄鋼,化学,石油,セメント,官公庁,電鉄,ビルと,あらゆる産業分野に広まりっつ

ある。

以下,昭利四年の技術の進歩を各項目ビと忙,具体的に説明する。

1.発

発電・送酉己

1.1 火力及び原子力発電

1.1,1 タービン発電機

昭和四年度に製作納入したタービン発電機は総計37台,4,472,038

kvAで,台蚊 kvA とも昭和48年度と低ぽ同様の水準を維持し

た。特記事項として次のものがある。

(1)関西電力(株)美浜発電所納め3号機は,原子力用4極機とし

て国産最大級である。更に大容量の関西電力ぜ櫛大飯発電所向け4

極機(固定子水冷却)を製作中である。東京電力(株)袖ケ浦発電所

向け4号機は火カク0スコンパウンド機として最大級である。

(2)大容量機の固定子コイ」レ主絶緑を従来のボリェステル系から電気

的機械的特性の優れた 1ボキシ系に変更した。

(3)輪出機が大容量化し,昭和四年の納入総計3,043,620kvA

は当社の最高記録である。

(4)最近注目されている地熱発電用として,1ルサルバドル用1台を

輪出し,九州電力休櫛八丁原発電所向け1号機を製作中である。

表 2・1 ターEン発電機製作概況

.

電

1.国内事業用タービン発電機

昭和四年度k納入及び製作中の事学{用発電機の代表的なものは以

下のとおりである。

(1)関西電力住月大飯発電用向け1号・ 2号発電機1,30OMVA

24 kv l,80otpm o.9PF O,58 SCR 5kg/om.gH.火ブJ ・原子力を含め

ての国産最大容量機で,昭和50年の完成を目指している。

(2)東京電ブJ(株)袖ケ浦発電所向け4号発電機

P 631MVA 20kV 3,ooorpm o,9PF O.6 SCR 4Rg/cm?gHZ

S 5331Yn7A 20 kv l,50orpm o.9 PF O.6 SCR 4kg/cm9gHZ

1,00OMW タービンに直結される 2速度形クロスコンパウンド機で,づライ

マリ機(P)は固定子コイルに1列べントチューづ内部冷却,回転子コイ

ル忙高圧ギャリづ冷却を適用し, C,入軸材を採用している。セコンダリ

機(S)は固定子,回転子コイルも標準内部冷却,固定子鉄心に軸方

向通風を採用してφる。

(3)関西電力ぜ月美浜発電所納め3号発電機

920MVA 22kv l,80OTpm o.9 PF O.58 SCR 4 kg/cm2gHZ

同電力高浜発電所納め1,2号機と同一定格,同一構造の内部冷却

機である。励磁方式はづラシレス励磁機(定格3,50okw)で現在据付

中である。

(4)四国電力(株)伊方発電所向け1号発電機

630MVA 19 kv l,80orpm o.9PF O,58 SCR 4 kg/cm2gH乞

固定子コイルに2列べントチューづ,固定子鉄心に軸方向通風を採用し

た内部冷却機で,づラシレス励磁機の定格は2,30okW である。

(5)九州電力(株)八丁原発電所向け1号発電機

62MVA 11kV 3,60OTpm o.9PF O.58SCR 2k宮/cm2gHZ

国産最大容量の地熱発電所向け発電機で,客先と共同で約1年問,

現地での各材料の暴露試験を実施しふんい気ガス対策を確立した。

国内事拠用

国内自家用

昭和49年度納入

数

輸

総出力
(kvA)

出

12

計

製

920000

24

J、

2

作

508,4】 8

37

数

発電・送配電

3.043,620

12

総出力
(kvA)

4,472,038

17

6,631,000

12

'.

796,792

41

数

2,668,349

13

洲力

(kvA)

10,096,】 41

29

755】.000
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励磁方式はづラシレス励磁機(330kw)であり,ふんい気ガス中での

カーポンによる整流の問題がなく,かつ保守が低とんど不要という面

から地熱づラント忙特忙適した方式である。

昭和四年度忙運転を開始した代表的な発電機忙は,次のものが

ある。

(1)鬨西電力(株X高浜発電所納め1号920MVA発電機は,国産

最大容量の原子力用発電機で,各種の現地試験・調整及び試運転を

好成績のうち忙完了した。

(2)関西電力(株)海南発電所納め3号670MVA発電機捻同電力

姫路第2発電所5号機と同一定格・同一惜造のもので,現地忙おけ

る各種試験を好成績のうちに完了した。 3,050kw,誘遵電動機で駆

動される 2,80okw,5怖ゆm直流励磁機 C常用,予備の 2台)はこ

の形式として最大級である。

(3)九州電力(株)川内発電所納め1号556MVA発電機は励磁方

式としてづラシレス励磁機(2,70okw)を用いた国内火力用最大容量

機で,試運転を好成績のうちに完了した。

2.国内自家用タービン発電機

国内自家用タービン発電機は景気動向の見通しが極めて難かしい状

況にあるため,台数的には低調であったが,昨今の電力不足を反映

して,蛍機で50MVA 寺越す大容量機左多数製作L左。

(1)日本鋼管(株)扇島向けI×147MVA,鹿島南共同発電(株N琵

島南納め I×80MVA及び大王製紙(株)三島納め I×75MVA機は

ラジアルペント冷却方式の水素冷却機であり,今後のとのクラスの標準

となるものである。

(2)大昭和製紙(株)由老納めI×69MVA,郷淵化学(株)高砂納め

I×67MVA及び三斐化成(株)黒崎納め I×60入IVA機は空気冷却

機であるが高級材料の使用や冷却効果の改善忙より,効率の高仏機

械で空冷機の大容量化の緒を示すものである。

(3)川崎市(橘ゴミ焼却工場)納め I×2,353kvA機はゴミ焼却場

の廃熱利用発電づラント用であり,積層鉄心構造円筒形回転子を有す

る4極機で,従来の突極形忙比して寸法・重量とも忙大幅に小形軽

量化した。

3.輸出タービン発電機

輸出はコス1インフレによる国際競争力の低下により,受注忙かなりの

落ち込みが見られるが,製作実績は記録的な高水準にある。代表的

なものは以下のとおりである。

(1)メ千シコ CFE Loguna V紅de 向け 1号 750MVA機は原子力

用4極発電機として初の輸出機である。 BWRづラントであるので,

づラシレス励磁機(3,oookw)の回転整流機には1耐放射線形シリコン整

流素子を採用し,現在製作中である。

(2)台湾電力(株)協和納め1号590MVA機は現在据付中の大林

5号機と同一仕様の輸出火力機として最大級のもので,固定子コイ

ルに2列べントチューづを採用した内部冷却機である。

(3)タイEGATsouth Bangkok納め 4号415MVA機は昭和49

年に運転を開始した3号機と同一仕様の内部冷却機であり,引続き

同一仕様で5号機を受注製作中である。

(りトルコ TEK sey託6ma納め 3号188MVA,香港電力 AP Ld

CI〕aU 5,6 号 156MVA 及びコロンビア 1CEL TermopaiP且納め 2・号

釘、8MVA機は回転子忙ラジアルベント冷却方式を採用した水素冷却

機で,普通水素冷却の同一容量機に比し寸法・重量が著しく小形軽

量化している。また T改mopai那 2号機は厳しい輸送制限忙納める

ため固定子を分割フレー△とした。
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図 2-1 コ0ンビア1CELテルモパイパ発電所納め 2号87.8MVA
3,600ゆm タービン発電機分割フレームの組立

(5)中近東(某社)納め 10×643MVA機は開放空冷式のガスターピ

ン発電機であるが,砂漠地帯k設置されるため,吸気口部忙砂じん

(塵)落し構造の特殊ダクト及びっイルタ寺採用し左。主左据付・輪送

を簡単.にするため発電機,励磁機,台板,油管などすべてを組み込

んだパッケージ構造とするとともに,点検とびらを各所に設け発電機

内部の点検をヲド常に容易に行えるようにしている。また,無効電力

に対する仕様を満足させるため,回転子忙F種絶緑を採用した。

(6)エルサjレパドルCEL 納め 37.5MVA機は地熱発電用として使用

される、ので,防食上ステンレス系材料を多用するとともに,而1食塗

料忙ぢ慮を払った。

(フ)東洋 1ンジニアリング経由中華人民共和国納め 19.1MVA機は

当社が同国に納入する第1号タービン発電機であるが,同国の厳しい

品質監査に文1応すべく原子力機器並の厳重な品質管理を行った。

1.1.2 調整装置

1.タービン用電気ガバナ

(1) EH ガパナ

現在EH ガ'バナは,60OMW級以上の火カタービン並びに80OMW

級以上の原子カタービンに使用されており,1号機以来四年度分2

台を含めて既に5台の装置が出荷され,今後も数台の製作が予定さ

れている。既に営業運転中のものも2台あるが,1年以上の運転実

績によひ信頼性に関しても十分な装置であることが確認された。

一方, BWR形原子力づラント向けの装置あるいは,1,00OMW タ

ービンK対する装置の設計が開始され,系統の安定化に寄与する高

速バ1ゆ'制御機能の追加など,とれまで忙なかった新しい試みも始

められた。更忙,従来のトランジスタタイづのハードゥエアを IC化する計

画も進められている。

以上のような点から四年度はEHガバナ忙とっては,過去の実績

をもとに,今後の新たな試みを進めていくためのスタートの年であ

イ〕ブヒ。

( 2 )ターポマトリックス

三菱重工業(株)と共同開発を行った第1号機は,大王製紙(株)三島

工場で昭和48年Ⅱ月に官庁検査終乃Υ到順調K運転中である。この

電気ガハ'ナの特長は次の巴おりである。

(a)タービンの自動昇速ができる嫡動弁切換付)
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化)負荷フィードバックがある。

(0)速度調定率が運転中忙変更できる(4~N%)。

(d)機械ガバナとの併用が容易にできる。

(e)づロセスコントロールとの容易なインタフェース。

({)設計・製作上,高信頼性をはかった。

(g)不干渉制御マトリ,,クス回路を採用した。

(h)モジューラ構成で多様な仕様要求に丈打占できる。

第2号機としては,横浜ゴム(株)三重工場向け 6,50okW背圧ターピ

ン用として,デマンドコントロー1レ付背圧調整装買を納入し,昭和四年

8月に官庁検査完了し,好調K運転中である。

現在タービン定格出力165MW に女,jLて,抽気量が70ovh と大

きい抽気復水タービン用として第3,4号機を製作中である。

2.マイクロコントローラ式 ALR, AQR

九"俺力(株)玄海原子力発電所向けとして,マイクDコント0ーラMEL・

MIC-100 によるディジタルカ式の ALR, AQR 装置を製作し出荷し

た。

従来 ALR, AQR などの発電機の出力を自動制御する装置は,

部分的には¥イジタル山1路が使用されることもあったが,演算制御は

アナログ制御が基本となっており,制御方式を全面的にディづタル化し

たものはこの装羅が初めてである。

制御機能としてけALR2台, AQR2台合計4」レーづの制御装置を

含んでおり,中給又は発電所から発電機の電力,無効篤力及びそれら

の変化率の設定を行うことができる。従来のALR, AQRが持って

いた発電機の運転状態の監視機能はそのまま残されほかに多くのセ

ルフチェック機能を持っている。使用した MELMIC-100 のづ0づラムの

容量は IR であるが,別に lk の¥ータメモリを持っている。

ディジタル化により,制御精度の向上,セルフチュック機能の充災,小

給指令との取合いが直接行えるなどの利点があり,発電所での試運

転の結果が期待されている。

3.シーケンサ MELSEC・310

はんqjD用のづログうマづルシーケンスコント0ーラ MELSEC 310 をガスター

ビンの起動,停止のシーケンス制御忙適用した。このシーケンサは商信

頼性,高い保守性,シーケンスが組みやすい,シーケンス変更が容易なと

の多くの特長を有している。既忙十数台の適羽を行゛順調なかq知

動実績を得た。

ターニング制御卿路は, NIELSEC と分雌しりレー麺1路で突現し,ま

た,パックァッづの匝恨各もフェイルセーフの尖現が容男ノなりレー回路で組

むなど,安全面にも十分な配慮が払われている。

器などを取付けたものである。系統表示忙使用した1,000個近いシン

ポルとその配列{Cつぃては意匠,色調などあらゆる面から人問工学

的な配感を行い,発電所の運転操作,監視面での画期的なマンマシン

インタフェース機器として好評を博している。

排煙脱硫装置用配電盤

火力発電所の排煙中K含まれる硫黄分を規制値以下とする排煙脱硫

装買は,[yF年度K引続き建設が盛んでガス処理能力も一層の進展を

みており,それに伴って配電盤も規模が拡大しつつぁる。現在製作

中の北陸電力(株)福井1号機向け,中部電力(株)尾鷲三田1,2号機

向けはいずれも現時点ではづラント出力忙対して我が国最大級のガ

ス処理量をもつもので,中央制御盤の規模も大容量ゾく力づラントのそ

れ忙匹敵するものとなってい。

'

発電づラントの大容量化に伴い,補機関係の容量、一層増大し,更に

公害問題忙対する要求も厳しくなっている。

1.ボイラ用補機

NO.低減策として,従来の GRF忙再循環ガス混合方式が併用さ

れ,新設づラントの GRF はその吐出風圧は倍加されている。昭和

49年度の代表例として,東京電力(株)袖ケ浦発電所2B I,00OMW,

GRF として, FJ22135両吸込(18,ooomヲmin,960mmAg,電動

機出力 4,oookNV)を納入し,火形翼形ターポ'ファンを辛J」めて GRF と

して採用し,この分野における記録的製品となった。低か忙東北電力

(株)東新潟発電所]B60OMW, GRF 以下数づラントの大形魂形送風

機を製作小である。また, FDFの騒音刈策として,四国電力作杓

新徳島発電所3B用として, KC23120両吸込電動機出力3,20田A和

を納入し,騒音指示75(A)ホンに六1し,吸込ロサイレンサを付け,更

に防音壁で囲む刀全のヌ↓策をが断テしている。

2.補機用電動機

昭利四年度の代表的な、のをあげると,東京電力(株)袖ケ浦発電

所納め FDF 用 8,20okW 4極全閉内冷形かご形騒音82(A)ホ

ン以、ト,同発電所納め GRF 用 4,oookW 6極全閉外扇形内圧防

爆形かど形騒音82(A)ホン以下,四国電力(株)新徳島発電所納

め BFP 用 2,650上W 4極開放防澗形かご形騒音'75(A)ホン以

下などがあり,仏ずれもこの分野忙おける記録的製品である。

3.耐震形コントローノレセンタ

近年,原子ツJ発電所向けコントロールセンタの耐震性は,ますます厳し

くなってきてぃる。当社ではその要求忙そうよう,従来の而1震形コ

ントロールセンタの而,震性を更に向上させた。その特長及び仕様は次の

とおりである。

特長

(1)標準コントロールセンタ箱構造を補強し剛性増加

(2)コントロールセンタ上部を壁九らはり(梁)で支持し剛性1削川

(3)耐震用器具の使用忙よる誤動作防止

仕様

(1)固有振動数.

(2)耐震G値

補機及びその他1,1.4

昭和49年度忙納入又は運開した火力づラントの特色のーつとしてあ

げられることは,づうント運転の自動化が,制御用計算機が関与する

範囲とともに一層の拡大をみたととである。その一例として四年

7月に営業運転を開始した九州電力(株)川内発竃所1号機では,循

環水ボンづの起動以降全負荷までのユニ汁起動及び,全負荷より復

水ボンづ停止までのユニ,ト停止操作について全自動化が計られてい

る。そのため数百にわたる電動弁,補機類巴,それらを制御する約

50づルーづのシーケンス制御装置を備えるとともK,これらの監視制観

のためのBTG補助盤を製作した。これはづラントの全系統を,燃料,

補助蒸気,抽気,復水・給水など13の系統に区別し,系統ごと忙

配管,バルづ,ボンづなどをグラフィ,,ク化L,関連する計器,設定器,

その系統に含主れる補機並びにシーケンス制御奘置用の各種操作開閉

1.1.3 配

、
,

盤

2 発電・送配電

9.OH.以上(前後方向,左右力向)

].OG以上(共振周波数下の機械的強度,電

気的機能)

4.大形オゾン発生装置

最近公害防止へのオゾンの適用が非常K脚光をあびるよう忙なり,

なかでも,電力,鉄鋼などの脱硝技術確立のため,オゾンの適用が

極々試みられてぃる。今回,東京電プJ(株),三菱重工業(株)共同研
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図 2-2 大形オゾン発生装置

究による湿式排煙脱硝装置けゾン酸化法)パイロヅトづラント用として,

本邦最大のオゾン発生量38kg小の大形オゾン発生装置を納入した。

とのオゾン発生装置は原料空気をル]ガロワで吸入圧縮し,自動再

生方式の空気乾燥装置で空気露点を下げ,放電冏げき(隙)に通して

38k創h のオゾンを発生させる、のである。井丈機捻放電E山知篭圧の

昇圧と,づラインによる強制冷却方式により,放電電力密度を上げ,

小形化をはかっている。また低温冷却により放電管の一層の信頼性

を高めている。なお,実用規模の脱硝装置用オゾン発生装置として

は,更に大容量化が要求されるので,大容量の高周波オゾン発生装

置を開発し,既に数台を納入し順調にか動してぃる。

1.1.5 原子力設備

1.軽水炉発電プラント

関西電力(株)高浜発電所1号機(826Mwe)は現地試験も順調忙進

み昭和49年秋に運転を開始した。また同2号機(826Mwe)も昭和

50年春の運転開始をめざして,現在鋭意現地試験を実施中であ

る。

高浜2号機同様,国産化をおし進めたづラントとして注目されてぃ

る九州電力(株)玄海1号機(559Mwe)は据付をほぽ完了し,昭和

50年夏の運開を目標忙試験,調整中である。同2号機(559MW.)

の共同研究も順調忙進んでいる。

関西電力(株)美浜発電所3号機(826Mwe)は電気機器の出荷を

低ぽ完了し,昭和51年夏の運開をめざして,据付試験中である。

四}、磁
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ー、ー、

ず

1.,

、坂嶋卦
、ー

弓葬1疑都

とれにつづく関西電力(株)大飯発電所 1,2号機(1,175Mwe)

及び四国電力(株)伊力発電所1号機(566MWO)については現在工

場における機器製作をすすめており,づラントの信頼性,安全性のー

層の向上を副るべく数々の技術的新機岫か導入されている。

なお伊方2号機の共同研究も着々進ちょく(抄)している。

2,高速増殖炉プラント

動燃事業団向けの「常陽」は総合機能試験が開始されており,当社

、町久冷却系電氣計装設備の試験を担当している。また「もノVじゅ」

調整設計について、電気計装設計の分野を担当し種々の成果を得

た。
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1.2 水力発
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1.2.1 水車発電機

昭和四年中紀運転開始した水車発電機は,5づラント延べⅡ台に及

び引続き活況を呈している。そのうち主なものを紹介する。

まず南米べエネズ1ラでは Gud 発電所納め 264.5/230MVA 120

即m水車発電機(全3台中4号機及び5号機)が好調忙運転を開始

した。この発電機は当社が回転部分及びスラスト軸受を分担し製作し

たものであるが,この笑績を高く評価さ才し,づラジルの Sao sinlao

発電所向け6×283MVA 95ゆm 水車発電機を,づラづルメーカと共同

で受注するととろとなった。水力づラントの受注形態として,とのよ

うな国際分業が,今後順次増加するものと思われる。

次にオーストラリアでは Tumut-3 発電所納め 278/263.2MVA 187.5

ゆm発電電動機の罫5号機及び6号機が完成し,既κ運転中の#4

号機並び忙発電専用機3台とあわせて好調な営業運転忙はいった。

また国内でも北海道電力(株)新冠発電所納め105MVAn02MW

231ゆm発電電動機(デリヤ形ボンづ水車直結) 2台が好調忙運転を

開始した。北海道地方で最初の揚水発電づラン1、であると同時に,最

大の水力づうントとして,同地力の電力供給に多大の貢献をしてい

る。

また昭和四年中忙製作した水車発電機としては,次の、のかあ

る。

(1)関西電力(株)奥多々良木発電所納め 3BOMVA心14MW

300 印m 発電電動機(フランシス形ポンづ水車直結)弊4号機は,直

結誘導電動機忙よる始動試験をふくめ,好成繊にて工場試験を終了

した。#3号機は工場仮組立ののち出荷され,いずれ、現在鋭意据

付中である。

(2)づラジル Solto oso,i0 発電所納め 194,5/170 MVA 120 ゆm

水車発電機は,膨畔忙引続き2~4号機を納入した。

(3)アルゼンチン FutaleufU 発電所納め 130/118MVA 231tpm 水

車発電機については,ず畔に引続き4号機を納入した。

(4)スリランカ Ukuwel0 発電所納め 27/21.4MVA 300ゆm 水車

発電機2台を納入した。

とれら(2)~(4)については,すべて部分組立検査を入念に実施

して,工場忙おける回転試験は一切省略して出荷した。

なお上記(1)~(3)はサイリスタ励磁装置,(4)は直結づうシレス

励磁機忙より励磁される。

1.2.2 制御装置
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図 2・3 据付・試験中の九州電力(株)玄海発電所1号機
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1,揚水始動装置

北海道電力(株)新冠発電所は低減電圧制動巻線始動が採用され,現

三菱電機技報. V01.49. NO.1.1975
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地試験の結果,共同研究による起動時間,系統の電圧降下などの計

算値が実測値とよく一致した。

関西電力(株)奥多々良木発電所は直結誘導電動機始動が採用され,

工場における始動試験の結果,始動・加速・せん(揃)速・同期など

各種制御特性につき満足な結果が得られた。なお,使用される誘導

電動機は,世界最大容量(24,50okw)であり,始動から定格速度ま

て際勺3,5分で完了する予定である。

更に大容量機に対して今後登場してくると思われるサイリスタ始動

については,既に開発を完了している。現在,同期電動機始動用と

して,10MW,10kV のものを製作中であり,揚水発電所用とし

ての30MW,18kV クラス忙刈して適用できる技術を確立した。ま

た,この装置は,主機の停止時に,回生制動用として使用するとと

ができるので効率の高い運用ができる。

2.励磁装置・調整装置

オーストデリ Tumut-3 発電所で起こった電力駒井忍を抑えるため,系

統安定化装置を納めた。電力動揺は,長距籬又は,重負荷送電線に

おいて発生しゃすく,最近これを抑えるため忙,国内外とも忙との

装置が必要とされる場合が増えてきている。

カナダKO0也n符発電所向け PID ガハ'ナの工場試験を完了した。従

来のガノけと比較して徹分要素を追加すること忙より,単独運転の

安定性を大幅忙改善することができ,周波数変動忙対する追従性の

向上を期待するととができる。

関西電力(株)下小鳥発電所へ自動負荷制限装躍を納入した。この

装置は,発電運転時の放流忙よる下流の水位上昇率を,法で定めら

れた値以下に保つよら忙,発電機出力増加率を自動的忙制限するも

のて、ある。

昭和四年度の主な傾向と特長は次のとおりである。

(1)消防法改正忙より昭和認年4月までに,旧,増設建築物に

も自家発電設備の設置を義務づけられることになったが,とれらの

建築物にはコンパクトで据付容易なPGシリーズの需要増大が見込まれ

る。

(2)消防法規忙基づく,自家発電設備の認定制度が昭和49年4

月より発足した。この試験忙合格した、のには,消防庁告示などの

基準に適合したものとして取扱われ,現地納入時は「構造及び性能

に関する検査」は省略される。当社は発電機の各形式区分及び発電

機盤について,との試験をうけ合格証票を取得した。需要家ごとの

各発電設備については,認定マークを申諸し,このマークをちょう

(貼)付するとと忙よって,その効力を発揮できるようになった。

(3) eークカリト用電源設備,及び鉱山用電源設備として,6,450

RVAの大容量機を12台製作納入した。非常用電源としては電電公

社を初めとして,上下水道局,道路公団,原子力発電所などに大容

量機を多数納入した。

(4)大形ディーゼル発電づラントの自動化装置として,アルミ電解づ

ラント用十数台の発電機の自動負荷調整装置を製作した。運転員の

省力化を目的とし,発電機の起動・停止時の負荷の増減と運転中の

発電機問の負荷分担を自動的K制御するものである。半遵体装置を

採用し,コンパクトに主とめてあり,初期の目的を達成して好調にか

動中である。

1.3 イ ゼル発電

1.関西電力(株)猪名川変電所納め自動処理装置

頭記変電所関連5001Ⅳ系統の安定化及び同変電所の運転省力化の

コンビュータを中心とする頭記装楓(自動処理装靴,目1杓のため{C,

インタフェース擴,及び継電器雛ほか計24面)を納入した。

との奘置は,制御用ミニコンビュータ MEI"COM 350-7 を,・1.心とし,

これにカラー CRT ディスづレー(M-395,1,280 画素)インタフェース装高

及び継竃器を組合せた斐置であり,下記の特長を有している。

(1) CRTを併用した系統安定化制御を行った。

(2) 50okvs/S の操作,事故記録として,ラ,イジタル約640点,アナ

ログ約40点の大量記録を行っている。

(3) 50okv,1ν2CB 母線の CT省略部分の,電流計算,監視

を行っている。

(4) CRT をフルに活用し,50ORV変電所の定形操作,1剰乍表の

自動作成を行って仏る。

上記機能を, コンビュータ(主メモリ 32RW,外部メモリ]28kw)に

よって実現した。

2.関西電力(株)加古川制御所納め自動処理装置

頭記制御所にミニコンM-フシステ△を主体とした自動処理装置を納入

し,49年8月初旬より運転に入ったのでここにその概要を述べる。

2,1 系統制御

2.1.1 計算機制御

2.送

11

配 電

2.発電・送配電
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図 2・4 関西電力(株)猪名川変電所納め自動処理装置
CRT画面の一例 q剰乍表の作成)

(1)ハードゥエア構成

(a)中央演算処理装置 コアメモリ 32k凡V

128kw化)外部メモリ テイスク

(C) DXI0 28 チャンネル

1台(d)記録用タイづライタ カナ付 1台,カナなし

(e)操作卓 1ム
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図 2・5 関西電力(株リ川古川制御所納め自動処理装置

(2)機能

ミニコンと 1. N テレコン制御を結合した新しいシステムであり,次の

機能を有する。

(a) 1 ' N テレコン装置とのデータの入出力

(b)自動選択テレメータ計測

(0)事故,操作記録

(d)日報,過報,月報の作成

(e)各種データ表示,設定

なお,電力系統の変更に対して全体のづ0グラムを変更することなく,

インデックスだけの変更で容易にできるような構成とした。

3,セキュリティ自動監視システムの開発

電力への依存度が増大している現在,万がー,大停電事故が発生す

ると,その影欝は測り知れなφものがある。

したがって,そのような大停電事故が発生しないように,電力系

統のセ千ユ"イを確保することが,強く要請されている。当社は,

東京電力(株)との共同研究により,セ牛ユリティ確保の度合を自動的に

監視するシステムの開発を完了した。その試作モゞル装置を図 2-6

忙示す。

(1)セ牛ゞ庁イ自動監視機能

(a)電力系統の状態は握

発変電所からオンラインで送られてくる情報忙より,系統の構成状

態,潮流状態及び発電所の運転状態をは握する。

化)セキュリティ確保の度合のチェ,,ク

現在の系統構成と運転状態をもと忙,装貿の中で系統の各所に仮

想の事故を発生させ,高速にカミュレーシ,ン計算して,潮流・電圧

・周波数・安定度忙ついて,異常、が発生しないかどうかなどセキ

ユリティ確保の度合をチェリクする。

(C)予防措置の算定

セ牛ユリティ確保の度合が低下すると認められる場合には,運用者

の指示に基づφて過負荷・電圧異常、・過渡安定度異常について,

適切な予防措置を算定する。

(d)表示

セキュリティ離保の度合・想、定事故の内容・想定事故計算結果の異

常の内容・予防措置の内容などを系統表示盤及びCRT ラ!イスづレー

に表示する。

(2)オフライン計算機能

自動監視機能のほかに,将来の予想される系統状態につ仇て,次の

ととが容易にできるようになっている。
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図 2・6 セキュリティ陶卿曙益視システム

(a)重大事故対策の検討

山)系統計画の検討

(C)運用計画の検討

(d)短絡容量計算

(e)作業停止計画の検討

(f)訓練用シミュレーシ.ン

(3)システムの構成

とのシステムは,図 2-6 に示すようIC,瞬時計算の可能なアナログ計

算機(EFCOM)と大量データの高速処理と判断の機能を持つディジタ

ル計算機(MELCOM 350-フ)を,有機的に一体化したハイづり.,ド方

式であり,画期的な高速計算機能を有している。

(a)制御判断部

系統情報の読込み,全体システムの制御,セ十ユリティ確保の度合の

判定を行う。

化)ハイづりツド計算部

過渡安定度計算,潮流計算,周波数動揺計算などの系統計算,予

防措置の算定などを高速忙精度鴨K行う。

(C)表示部

全系の運転状態を見るための系統表示盤と,全系図,部分系統図,

詳細データなどを見るための CRT (M395形)を有する。

(4)システムの特長

(a)りアづノフ法の採用により,過渡安定度計算を高速で行え

る。

化)ハイづりツド方式のため精度の高い系統計算が高速に行える。

(0)装置が小形で信頼性が高い。

(d)装置が使いやすく,応答が速い。

(e)増設変更が容易である。

2.1.2 系統操作装置

1.中部電力(株X名南,駿遠,三河変電所)納め系統安定化装置

事故による電力系統分断後の電力需給バランスをとるための系統安

定化共置(SSC)は,昭和43年以来,中部電力(株)に納入され,

50okV 系忙設置される親SSC及び超高圧系に設置される子 SSC

装置によるハイアラキシステムが整備されつつぁる。

当社は既に,東部S/S,西部S/S 向け 50okV 親 SSC をはじめ

とする多数の実績を屯つが,今回制御対象の選択にナjセヅト方式と,

スキャンカ式を加味した新方式によるSSC装置を開発し,上記3変

電所K納入した。
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図 2・7 中部電力休瀚三河変電 図 2-8

所納め系統安定化装置

その主な特長は下記のとおりである。

(1)ナル,,ト式と制御ヌ1象スキャン方式とを加味した新演界力式で

演算精度が袷jく,小形である。

(2)常、"航寅算,事故塒制祖1力式を採用し,事故時シーケンスに工火

を加えている。

(3) CDT 裴償との結令を"嫡:して,インタフェース部分を1吟味して

ある。

(4) 2重イヒ常時不一致1靴視,乎動点検などを備え信*則釦司上に留

)獣している。

2,変電所向け自動操作装置

変電所における所内操作を確実かつ高皮化するための白列庁栞竹装置

は,昭和42年以来突用化され多数納入されてφる。

との装羅は信頼度,保守点検,性能価格比に優れたワイヤーFロジック

方式を採用してきているが,最近の機能の多能化,媒作対象の多数

化に対処しモデルチェンづを行った。

今回のモデルチェンづでは1次変電所に必要な平常時操作機能の辿

加とそれに伴うハードゥ1ア構成の分割づ0ツク化の徹底を図った。モ

デルチェンジ後のこの装羅はヰ培3電力(株)志太変電所に納入し,続い

て東京電力(株リ厘島変電所向け忙現在製作中である。その主た噛長

は下記のとおりである。

(1)多重母線の変電所忙おける複雑な平常畔H測乍ができる。

(2)様作規模の掘νくは機能別ユニ介の増波忙より対処できる。

(3)操イ乍機能はづログラムにより,変更拡張が容易にできる。

(4)手動テスト,自動テストによるメインテ寸ンス機能が充突している。

向動テストは更忙時計装置をイガ川して刷期的に突が画し,装鬮異常{C

よる誤操作を未然に防ぐことができる。

2.1.3 集中遠方監視制御装置

竃力系統が大規模で複雑になるに巴もない,従来発変電所ごとに監

視制御を行ってきた運用形態から,発変電所全体が連系された、の

をーつの系統として扱い自動処理装置,自動負荷制御奘羅,自動負

荷制限装置などを組合せてその系統の最適運用を行う形態へと進み

つ七)ある。

とのような総合系統制御システムに使用される遠方監視制御装置

としては,(1.1) N方式と 1. N方式があり,おのおの得失が

あるが,いずれにして、従来の装置より更に高信頼度であることは

2.発電・送配電

'

X

、ノ、ノーイ、イヌ

、、

郵11

'二式;蒙嘉;ニ、/
'経P',毎;姦jj
f 篭;ニ、}=釜,、弓
、り,.'>、ノナノ、ン゛4

井'^"

L ,, 1,ー、ー、
ーー'』一一与,.、ヰ],

1嵩'、,', 1 4生 J

"畢を.基L 、1ご,1、,",1ご<'<ン j'>、
1'、、善聿 j "套舌、宅イCI、ニ、1',/

N・・.・,・・・・・イー LL-','・・ーー
鋤凱牙.,、金雫ノι'ノノ、.シ"'イ

ー・-1-ージー,
,}一ーー薮

→

'

ノノ

故障表示灯を配列Lている。

計測は,常時指示項目が多く,更に他機器への

接点情報を多数伝送するため CDT裴置を遂制装借!とは別に設け,

アナ0グ量,ディジタル県:をイ云送している。

冉動処理装置との接続は PSC, SPC の出力を受け渡すデータシリア

ル方式であり発電所の操作,故障記録のほか日報・円報の作成,水

系副'姉,ダムのオペレーションガイドなどを行っている。ーカ,白動負荷

制御装置,自動負荷制限装鐙との信号受け渡しは,発電機出力偏号

をアナ0グ量で,運転条件を接点で受けi度ししている。

2.配電及び連系用変電所向け遠方監視制御装置

対向方式は制御所1力所に対し被制御万「'巌大28力所を対向させる

1: Nブj式である。

制御は,制御机A, B2机のほか白動処理装貿,上位制御所,又

は営業所など4力所からの指令を受けるととができる。

表示は主系統及び状態表示を多孔式づラフィックパネルへ常1侍表示し,

未端の機器状態及び故障表示は制御机に選択表示としている。

計測はアナログ直送及びアナログ搬送方式で選択剤弧ルし,しゃ断

器,断路器などを選択すれば自動的忙関連する電圧,電流,位相,

故障区問などが指示される。

装貿異常時のパックァ,ガとして共通部は2重化し,個号嘱邪1ミ 1部

位の障害で4力所を越える被制御所の監視制御が不能にならないよ

う,4力所以内の被制御所づ山クに分1阜ル構成している。

肉動処理装確との接続は PSC, SPC の1」_VJを受け渡しするゞータ

シリアルカ式であり,操作,赦障記録のほか掘報・羽報の作成,士下

限監悦などを行っている。吏に第2ステ,ゞづとして機器の"動操作機

能もか動する予定である。

図 29 は1.N集小逮方野餅見制御裴擬の系統監視誰及び制御机

の一部ある。

3.中部電力(株)向け遠方監視制御装置

巾部電力では設備総介自動化の一契として卯ピットCDT力式によ

る新仕様が決定され,当社でも開発を完了し昭和50年度納入分よ

り採用する予定である。

装置容量は制徳190,表示120,訓領13量で制御,表示ともに 600

ビリト/秒である。この装置の特長は,変電所の形態(現在5種類)

に合わせて,ボジシ.ン表を同一配列で共通化したこと,計測をすべ

てディジタjレ伝送選択式にしたとと,六、1主配電雛との接続をコネクタに

してぃるととなどがあげられる。

自動処理装置との接続は搬送信号部を釖換え,白動処理装践側に
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ー,゛,ー,、

もちろノν白動処理装羅, CDT などの関連機器と

の信号受け護しが容易であるととが要求される。

以下,水力発電所向け(1.1) N形,配電用

変電所向け1.N形及び中部電ブJ(株)向け新仕様

1.1迭方監視制御製置の概要及び自動処理装羅

との信号受け渡し方式について紹介する。

1.水力発電所向け集中遠方監視制御装置

六ξ向力式は制御所1力所に六1し,被制御所8 ~15

力所を(1.1) N力式で対向させて集中監視制

御を行っている。制御は2挙動方式とし,機器選

択により選択スィ,,チのほか,系統表示盤の :ニ:ミ.ワ

クシンボルを点灯又はフり,,力させて選択操作の確認

を行っている。表示は系統表示型翌を設け,主系統

は照光式母線で表示させるとともに雛上部忙状態,
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上N集中遠方監視制御装羅系統監視盤及び制御机

を設ける搬送結合方式である。

2.1.4 照光盤

季、'

キイモ,.、

<

M形照光式模擬母線

最近の照光式模擬母線は,単に電力系統を模擬してその点滅忙よ

つて系統の状見亀がは握できhぼよいというだけでなく,照3t伏態の

美しさが強く要求されている。また電力系統がますます複雑化する

ので,限られた配電盤上により多くの系統が収納できるコンパクトで

小形な照光式模擬母線装置が望まれる。

M形照光式模擬母線はとれらの要望を満足させるために開発され

た、のでその特長は次忙よる。

(1)黄,だいだい(燈),赤,白の色彩母線を"剛吏して母線がむ

らなく一様に光る色彩照光としている。

(2)滅灯時の色彩と点灯時の色彩とは模擬母線の色相が変化する

ので点、滅の判別が容易である。

(3)照光装置を備えたわく組の長さの標準化を図り,自在に連結

できる構造としている。

(4)わく組の配電盤への取付けは,取付けのための加工を一釖必

要としないで簡単に取付けできるわく組としているので,配電盤の

占有面積は少なく小形である。

>盆三'
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2.2 系統保護

2.2.1 4端子系表示線保護継電装置

従来より基礎研究を重ねてきた頭記4端子系表示線保護継電装置の

試イノ戸機を完成した。

この装置は,笥行打部κおける電力需要増大κ伴い,年々多端子・化

される送電線の保護を目的としたもので,短銘,地絡表示線保護継

電器,故障検出継電器から構成されている。また自動監視機描を備

えりレー,の動作状態の常時監視,並びに模擬入力による全端子・総

合点検を行って,装躍の高信頼度化,保守省力化を図るととも忙表

示線の健否をも確認できるよう考慮している。

表示線継電方式では従来,3端子までが原理上の限界だったが,

今回,新原理忙基づく力式を採用するととにより4端子の保護を可

能とした。新方式では動作力として各端電流べクル和を使用し,抑

制力として各端子電流値のうちの最大分を直流忙変換して使用して

いるので,従来と異なり無電流端でも他端からの抑制力が十分期待

できるととになる。

今回製作の装置は4端子保護を目標としたが原理的忙は更に多端

子化されて、適用可能である。

なお,この試作装置は現在,関西電力(株)の77kV 4端子系送電

線Kおいてフィールドテストヨニ施中である。
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図 2・10 M形照光方式模擬母線外観

.腎

図2・Ⅱ 4端子系表示線保護継電装貿

2,2.2 3 端子電流差動キャリアリレー

3端子系超高圧送電線保護のため, FM (捌波数変説D 方式忙よる

電動差動牛、りアルーを,中部電力(株)との共同研究により完成し,

模擬送電線によるテスト完了後,現在,高根一北部問B75kV送電

線忙おいて,フィールドテスト中である。

今後の主幹系統では,(1)送電線の太線化・遠隔化,(2)非電

源端子の増加,(3) 3端子構成の発生,(4)ルーづ運用の実施な

ど,系統描成の多様化が進み,従来の位相比較キャリアでは保護でき

ないケースが吉えられるため,各端子電流の瞬時値をFM方式によ

つて互いに相手端忙伝送L,差動ルー方式を適用しようとする屯

のて、ある。

リレーとしての性能は,150%入力の動作スビードが 2サイクル,ν2

流出内部事故に対して(流出電流/タ,づ値)=20まで保護可能で,

外部事故時の最大流出電流忙対して(流出電流/タガ値)=20まで

三菱電機技報・ V01.49. NO.1.1975
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ず

誤動作しな仏ととが硫認された。

信号伝送部は,11可線当たり4 チャンネル(冬扣1山と雑音検出専

用ld0 使用し,マイクロ1到線の瞬断や雑音に対しては,各相による

搬送波監視と雑音倹出専用ohによる監視を併用している。図2・12

は,この装置1端子3相分を示し,燭鬮雑音の侵入防止のため信号

伝送部とりレー部(判定部)を一体としてキ御戊したものである。

河・偶
諄護
選 リ
JP し,
ノ

3端子電流差
亘功キャリアリレー

@ 1

2.発電・送配電

＼

00

最近保護りレー装雁に自動点検,常1】訓莅視機能を付加させるととが

各電力会社でぢぇられている。現在までK新社は自動点検,常時監

視を組み込んだ保護装1祝を100端子以上製作納入しているが,各装

羅ビとに梢度の商い内動点検機能を融父ととは,経済的でないため,

1:N形の新しい自動点検装羅の開窕を中部電力(株)との 1年冏

Kわたる共同研究の結果完成し,小部電力 154kV 志太 S/S 納めの

母線保設りレー,回線逃択保護りレー,変圧器保護りレー,搬送保饅り

レー(合計]2伯D との組合せを良好なうちに完了Lた。

特長

(1)変電所に SART 1セットを設買す九ば数トセットの各種りレー

盤を自動的1こ点検できる。

(2)各装置の点検条件はダイオードピンのさし換えだけで白由に選

択することができる。

(3)りレーセット 1セヅト分のテストを 2 ~ 3分で終了し,自剰旧勺に点

検電圧,電流,膨」作時間がラインナJンタ忙打ち出される。

(4)良否は,トリヅづルートと動作時問で判定される。

(5)事故対応が可能である。(20oms)

図 2・14 のように 1セサトはぎ獣意部,制御部,模擬入力発生装凋、

計4面及び1回線に 1箱(横形ケース1コ分K収納)の CPD 切換架

より構成されている。なお試験電源は AC20OV 三相IA (常時)

点検時最大20A程度である。

なお第1号機は6月から中部電力(株)北部SW/S にて約1年問

のフィーJげ'テスト中であるが,その後前記志太S/S にて実用化試験忙

はいる予定である。

2.2.3 保護りレー万能自動点検装置(SART)

図 2-13

、、

15

S

保護りレー刀有E自動

点検方式

A R T

1,大形変圧器(外鉄形)

昭利四年に吟ける大形変圧噐の製作記録を穎みると,前年忙引続

いて 500た75kv,1,000βMVA の単相単巻変圧器が6台製作され,

更に水力発電所初の5001Ⅳ変圧器(三相 6卯MVA)が関西電力

(株)奥多々良木発電所に納入された。そのほか忙も,超々高圧変圧

器がアルゼンチン・メキシコ・イランなどに輸出されたが,そのうち,イラ

ン向けには9台の 40okV 単巻変庄器が完成し,また記録的な400

kV 三相 50MVA 分路りアクトル 3台も製作巾である。超高圧変電

所について、単器容量が増人し,275kV 二相 450MVA 変圧器2

台や,220RV 三相 250MVA 変圧器2台などが製竹建れた。

これらの記録品を含めて昭利49年に製作された三相 10OMVA

以上の火形変圧器は63台で,総容量にして約U,60OMVA である

が,その小から特長ある変圧噐の艇要を次に紹介する。

(1)三相 640MVA 50okV 変圧器

関西電力(枡0奥多々良木発電所は,鬮内で初めて 500上V 男・圧送電

される水力発電所で,50okV主変圧器を納入した。 1次は 18kv

三相320MVAの巻線が2組で,それぞれ1台ずつの発電電動機に

接続されている(スづり.,ト巻帝粉。 2次側は 50okV 三相 640MVA

が1回路で,50okV 巻線の高電圧部の絶縁構造は,500/275kV単

巻変圧器で屯実績のある鼓形配置のE形絶緑が適用されている。

50okV 中性点側は,別置式の負荷時電圧調整器に接続されて2次

側電圧を負荷時調整している。

また変圧器の設置場所は地下発電所内で,輸送朕,の重量と寸法の

嵯減のため特別三相方式とし,最大輸送重量は59tである。

(2)三相 450MVA 275kV 変圧器

超高圧275kV変電所Kおいて変圧器の単器容量が,従来の三相

30OMVA より三相 450MVA に増大されたもので,東京電力(株)

東富士変電所及び中部電力(株)三河変電所に各1台納入された。

とれらの変圧器は,いずれも妬0/2MVA相当の巻線を2並列にし

た8群構成交互配羅で,変圧器の朧成部分の大きさや漏れ磁束など

を低Kおさえ,火容量変圧器に11f有の勿「断小や讓遊損の問題を解決

している。 4お怖送上の制約力、し特別三相力式で最人輸送重量は約

>"J

図 2・14

2.3 送変電用機器

保護りレー万能自動点検装胃
(SART)

2.3.1 変圧器
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東京電力

人

南 Sjs)倒四癒力(嶺

関西確ノ」(喫多た良木P/S)

海 P/S)九州電力(玄

小怜1確力(劇名古屋P/S)

了ルゼソチソ HIDRONOR

場

(斯佐原S/S)

表 2-2 昭和四年大形変圧器製作実績(外鉄形,三相 250MVA 以上又は330kV以上)

所

台湾匙力

喫泉確力

中部磁ノ」

叫国維力

3

3

J/

送油自冷

送油風冷
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図 2-16 東京電プJ(株)東富士変電所納め特別三相450/450n35
MVA 275n47/63kV 負荷1時タ.ゞづ釖換変圧器

(4)極低騒音送油風冷式冷却器

市街地や住宅地に近接した大容量変電所では,騒音規制がきびしく,

また変電所用地の確保が困難であるため,コンバクトでより静かな低

騒音変圧器が強く要望される。そこで,このような変圧器に使用さ

れる冷却器として,50ホン級の送油風冷式冷却器を開発した。との

冷却器は,放熱器前面に吸音材を内張りした防音風洞が設置され,

従来の、のと比較して騒音源であるワアンの回転数をν2忙低下さ

せてあるのが特長である。250MVA 級の変圧器を想定した試作器

について騒音測定と冷却性能試験を実施し,満足な結果が得られた。

従来このような低騒音変圧器忙使用されてきた自冷式冷却器と比較

してその敷地向積を紗ルP,油量を約1μにするととができゴ製品と

して仕関西電力(株)島原変電所向け三相 250MV<変圧器に採用

三菱電機技報・ V01.、19 ・ NO. 1,・ 1975

送北風冷

LRT

LRT

図 2・巧関西電ブJ(株)奥多々良木発電所納め特別三相6如MVA
509,375八8kV 変圧器(別陵式負荷時電圧調整器付)

130tであり,またいずれも2重タンク式の低騒音変圧器で,前者

は 70ホン,後者は 65ホンの仕様値である。

(3) 40okV 単巻変圧器及び分路りアクトル

イランの 40okV送電系統忙使用される 4台の三相 150MVA と,8

台の三相 20OMVA 40OP30kV 単巻変圧器,及び三相 50MVA

40okV 分路りアクトル 3台を受注し,単巻変圧器9台が完成した(ハ

イライト写真参照)。とのうちの 40okV 分路りアクトルは,昭荊142年

に製作したメ千シコ納めの三相舗MVA 420kV 分路りアクトルをし

のぐ記録品で,外鉄形変圧器のコイル,絶緑の技術を基礎にしたく

(矩)形断面鼓形コイルのE形絶縁で,鉄心は空心形構造で製作中で

ある。

60

リ

送油水冷

送油風冷

ノノ

2分割印樹,"1五, LRT

1↓別_三帽, LRT,低騒竒

;寺別三畑, LRT,低騒音

LRT,低騒畜

mを, LRT
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図 2-1フコロンeア 1CEL 納め三相 88MVA 115n3.8RV
変圧器

し,更K他の市街地変電所への適用が期待されている。

2.中形(内鉄升分変圧器

昭和四年度における10MVA以上の中形(内鉄形)変圧器の生産

台数は,116 台,3,40OMVA とたり,このうち,輸出は 30%であ

つた。最近の特長は,発電所の大容量化と排脱装置の増強などのた

め起動用変圧器,所内用変圧器の単噐容量が増えている。配電用変

圧器は,各電力会社及び一般需要家忙多数納入され,低騒音形も増

加してぃる。輪出向け変圧器については,国際事情の悪化Kもかか

わらず,インド向け忙三相 220kv looMVA の負荷時タリづ切換器

付単巻変圧器を6台など,合計34台を製作した。

a)発電所用変圧器

九州電力(株)玄海発電所に 22kv/6.9kv-6.9kV 如MVA のスづり

ツト巻線形所内変圧器を納入した。同容量の2巻線変圧器とスづ小,

ト巻線変圧器とを比較した場合,後者は回路を2分割にするため,し

や断容量・電圧変動率を約V2にすることができる。価格について

は,巻線構成及び絶縁構成が複雑忙なるため, V2の容量の変圧器

2台と大差はない。また,鹿島南共同火力発電所に66九3.8kV 80

MVAの主変圧器を製作・納入した。との変圧器の66kV側づツシン

グは,キューピクル直結形であるため,充電部は露出せず,而N弓損,

受電設備の縮小などの長所がある。

(2)配電用変圧器

電力会社納めの配電用変圧器は,市街地の拡大と需要の増大のため,

主力が10~15MVA から 20~30MVA に移行しつつぁる。また配

電用変圧器用として開発されたDR形負荷時タ,づ切換器付の変圧

噐は,九ナト罵力(株)忙 66kV 20MVA の屯のを納入し,中部電力

(株)向けに 77kV 26MVA を製作中である。電力会社向け,一般

需要家向けを合わせて17台になった。

一般需要家の受電用変圧器の容量、大きくなる傾向にあり,徳山

曹達納め 66kV 70.5MVA,吉田工業納め 154kV 40入fvA などが

ある。

立た,変電所のコンパクト・化のため,札1滉市交通局納めの66kV20

MVA変圧噐は, GIS 直結形であり,コンクリート建屋内に変電所全

体が納められ,床面積の縮小と低騒音が図られてφる0

(3)輪出用変圧器

コロンじア 1SA 向けに単相 230/115/13,8kv,56/56/20 MVA の負荷時

タッづ切換器付単巻変圧器が6台製作された。絶縁・巻線.鉄心.

端わくなどK数多くの検討がなされ,電位振動・漂遊損などの低減

忙努めた。また,コ0ンビア1CEL の PAIPA発電所向けの 115μ3.8

kV 88入n7A主変圧噐は,現地輸送条件(現地据付場所は海岸から

1,0001如,高速2,50om)がきびしく,輪送重量・寸法の縮小に苦

心がはらわれた。

3.乾式変圧器

国鉄山陽新幹線の開業に備え,供給信頼度の高い3回線高圧スポット

ネットワーク用の 20kV 2,oookvA 変圧器3台を始めとして,車両基

地.ターミカ北ルなどに合計約60台納入した。

その低か,ビル受電用・発電機励磁用・電鉄整流器用.鉄鋼整流

噐用,発電所の動力電源用,排煙脱硫づラントの電源用などの広範囲

な分野{Cわたって乾式変圧器を多数納入した。

また,小容量6kV級以下の乾式変圧器にっいては,更にコンパク

トな構造に改良し,一般電気試験の抵かに短絡試験・温度分布測定

などの特殊試験を実施し,極めて良好な結果を得た0

2.3.2 縮小形開閉装置

絶縁性能及び消弧性能の優れたSF6ガスを利用して,変電所の縮小

化を図るため,電力会社との共同研究体制のもとに,低電圧のもの

より順次高電圧の、のへと開発・製品化してきたガス絶縁開閉装置

(GIS)は,我が国の産業の発展による電力需要の急激な増大,及び

人手不足による省力化,無公害設備の要求,高度の安全性などの機

会的要諸ともマッチして急速な成長をとげ,今日,ついに 50okv
GIS の実用化に成功し,その画期的特長・性能を一段と発揮すると

とも忙,今後の高電圧電力輸送技術発展への基礎をっくるに至った0

今年度,特忙注目すべきととは,関西電力(株)との共同研究忙よ

り,500上V GIS の大電流化をめぎして 8,00OA 50okv GIS を試

作し,各種の検証を行って開発を完了したことがあげられる0 8

M用 50okv GIS は,4,00OA用 G玲で検証された信頼性,及び

実フィールドでの実績をそのまま生かすため,しゃ断器・断路器など

の構成機器の構造を 4,00OA定格の凾のと同等とし,これに冷却装

置を付加する方式とした。したがって外形・据付寸法は 4,00OA用

と同一となり,将来の負荷増に容易に対処できる。

50okvGIS は,関西電力(株)猪名川変電所忙 1号機を納入して

以来,多数の製作・据付を完了し,その経験をもとにして製造.組

立.試験.現地据付方法・基礎方式などを見なおし,更に改善.合

理化を図り,製造より据付忙至るまでの万全の態勢を整えた0

また,充電部分をすべてエボキシ樹脂などの固体絶緑物で密封し,

しゃ断部として真空スィ,,チ管を組み込んだ2'kV 固体絶緑開閉装

置は,高い信頼性と,保守の省力化,据付ス弌ースの縮小化なだの特

長により,主忙市街地の配電用として採用されて仏る。鮓年度も東

京電力(株)麹町変電所9ユニット,関西電力(株)新曾根崎変電所1フユ

ニ,トをはじめ多数納入され,引続き好調である。

昭荊149年度に納入された縮小形開閉装置のらち,その主なもの

忙ついて紹介する。

1,50okv GIS

(1)関西電力(株)紀ノ川変電所納め 50okv GIS

紀ノ川変電所は,和歌山近辺の大発電所からの電力を,大阪方面へ輪
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図 2-18 関西電力(株)紀ノ川変電所納め 50okv GIS

送するため忙建設された、のである。

この変電所の 50ORV 系は,しゃ断器1台,断路器2台,接地装

置4 台, CT 6 台とり構成される GIS 1コ_ニ,,ト,し.や断器 3 台,断

路器6台,接地装置10台, CT 玲台より構成される GIS 1ユニ",

及び架空母線とによってりング母線方式として運転され,将来,増

設するとと忙よって IV. CB 方式として運転できるよう{てしてあ

る。外観は図 2・18 を参照されたい。

(2)関西電力(株)新生駒変電所納め 50田Ⅳ GIS

新生駒変電所の 50okV系の規模は,750MVA及び1,00OMVA変

圧器各2ハ'ンク,送電線4回線引込みである。

GIS としてば,しゃ断器3台,断路器6台,接地装置 10 台, CT

18台よ辧蘓成される GIS を 4ユニ,汁設買した。外観については,

ハイライト写真を参照されたい。

2.66~275kv GIS

275kV以下の G玲についてもその採用はこれまでに引続き増加し

ており,しかも従来都市及び近郊の変電所が主体であったものが,

GIS の信頼性が認められて火力及び水力発電所や50okV 主変圧器

3次の調相設備回路にも使用され始めた。

一例として,四国電力(株)徳島火力発電所忙納めた 187kv GIS

を図 2-19 忙示す。との発電所は,既設1~2号発電機で運転され

ていたが,3号発電機が増設されたため,厩線及び開閉装置の増設

も必要となり,との増設がGIS でなされた。この GIS は,既設母

線とり気中線引込みを行い,母線3,00OA (2重母線),づスtクシ.ン

ユニット(2ユニット),づスタイユニリト,主変圧器用ユニヅト,起動変圧器用

ユニ.寸,各母線用計器用変圧器,避雷器などより槽成されている。

3.154~275kV 複合開閉装置(ハイブリッド GIS)

今までの数多くの GIS の技術と特長を生かし,,・べての機器を GI

S化する必要のない場合や,従来形発変電所楢成の主まで開閉機器

の信頼性・安全性・耐塩害特性の向上はもとより,機器の大幅な縮

小化・省資源化・省力化を可能とした複合開閉装置(ハイづりウド GIS,

略称HCIS)をユーザの要請忙答えて開発・製品化を行い,中部電

カ(株)南大垣変電所,北海道電プJ(株)西野開閉所などk納入した。

との複合開閉装置は,タンク形ガ'スしゃ断器を母体としてガス絶縁

断路器,接地装置を一体化し,他の在来械噐(例えぼ避電器, PT

など)や在来母線との組合せを容易にしたもので,フフ~275kV の

'玉
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ゞ

f

{1金金ミ
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1.ガスしゃ断器

当社が,昭和如年忙我か国ではじめてSF0ガスしゃ断器を製作・

納入して以来10年目を迎えた。ガスしゃ断器はSF0ガスそのものの

優れたしゃ断性能,絶緑特性,高い信頼性,安全性などの特長によ

つて急速忙発展し,今日ではその評価も完全忙定着して電力用しゃ

断器の主流となっている。当社は3kV から 50okV におよぶ各種

のガ'スしゃ断器をつぎつぎに開発・製品化して,願客のあらゆる要
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図 2-20 154kV 複合開閉装貿

各種定格忙文、1してシリーズ化を進めているが,今回 154/187kV に00

~3,00OA 31.5沌_okA 定格で,しゃ断器 1 台,断路噐1台,接地装

置2台及び変流器6台の構成として製品化を完了したものである。

この構造はGISと同様忙それぞれの機器のユニ,汁化が行われてい

るため,発変電所構成忙応じて断路噐・接地装置・変流器の台数,

位置の変化忙対応できるものとしており,合理的な配置が可能とな

る。図 2-20 は,154kV ハイづりりド GIS の一例を示,、。

なお,引続いて訟0/275kV 級の各種構成のハイづ小,ド GIS を東

北電力(株)向けに現在製作中である。

2.3.3 しゃ断器
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図 2-21 200εFMT→0形タンク形ガスしゃ断器
240kV 2ρ0OA 40kA

求忙こたえ得る体制を整えた。

が込し形ガスしゃ断器は,72~30okV 31.5XA の単一圧力式の

SFL形をはじめ,如kA定絡の SFM形,72~50okV 50]{A の2

重圧力式のSFH形など,いずれも多数製作・納入され, SF0ガス

しゃ断器の運転実績を治々と伸ぱしつつぁる。

このようながV、L形ガス Lや断器の実績をべースにしてタンク形力

スしゃ断器は, GIS用をはじめ,単1蛸鵡付形としての製品化、既に

一部の機極にっいては終了しているが,複合開閉装置の製作忙作っ

てその基本となる 72~30okV の 31.5kA及び如kA定略の単一圧

力式タンク形ガスし÷断器の bリーズ化に着手し昨年3j]に 204kv

以下の 12,000~2,00OA 31.5上A 定格の 1点切シリーズをハイづり,71;

GISとあわせて公開形式試験を実施し,その後168kV用を中部電

カ(株)南大垣変電所K納入した。また,引続いて240kV 2,00OA の

2点切構成のものや,204kV 3,00OA の 1点切構成の 401.A、定格

シリーズの製品を九州電力(株)大平発電所,北海道電ブJ(株)西野開

閉所などに納入した。図 2・21 に工場試験中の2点切構成のしゃ断

器の1相分を示す。これらのタンク形ガスしゃ断器シリーズは,'嬬己

のハイづりツド GIS と併用され,タンク形としての特長を生かした機種

として引続き各種定格晶を多数各電力会社向けK製作中であり,今

後ますますその需要が増加するものと期待されている。

はじめての特別高圧用 SF0ガスしゃ断器として注目されている

SFG形ガスしゃ断器は,24/36kV 600~3、00OA の 25kA 定格で

単一圧力式消弧室を基本とした接地タンク形ガスしゃ断器であり,

ぼね操作機構と,引出し装陵を設けた図 2-22外観写真に示すよう

に,キュービクル収納を標準として設計されたものである。 H乍年は,

中部電力(株)爾武平町変電所,東北電ノJ(株)仙台中央変電所をはじ

め,多数の配電用変電所忙納入されたガ,今後配電系統の拡充・"

圧化などの動きに沿って更に篶要が増火すると者えられている。

普通高電圧階級K使用されているいわゆる6/3kV しゃ断器には,

歴史rJナ'由しゃ断器忙統いて水しゃ断器,磁気しゃ断器,真空しゃ

断器,最も新しいガスしゃ断器など,非常忙多形式のしゃ断器が実

用されている。

当社では,我が国で最初にガスしゃ断器を笑用化し,現在までに

2.発電・送配電

、,、ー

,,

図 2-22
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特万唾哥圧から超た高圧まで忙使用されるガスしゃ断器を多数製作・

納入し,各方面より性能的・実用的IC優れたしゃ断器として好評を

博してぃる。とれらの長年忙わたる設討'・製造技術を基盤忙して,

小形しゃ断器としての改良を加え,高電圧領域のしゃ断器としては

最初の小形で突用的K優れた電動ばね操作式パヅファ形ガ'スしゃ断器

を開発した。これで,従来より望まれていた,全電圧範囲のガスし

や断器シリーズをほぼ完成したこと Kなる。

今回開発したガスしゃ断器は,接地タンク形構造であるため,小

形で,1次接続部分以外の充電露出部がなくて,感電などの危険が

少ない。接触子の消耗が非常K少なく,保守の省力化ができる。コ

ンデンサやりアクトルなどの調相設備回路用忙使用して、,一般的回路

と同様に優れたしゃ断性能を発揮する。密圭件織造て、あるため,しゃ

断騒音が小さく,また爆発などの危険がない上,じノVあいの多い所

や,袖Ⅱ扉度の'、んい気Kおいても,良好な性能を発揮する。操作機

構は,電動ぼね操作機構を採用しているので,大容量直流電源や圧

縮空気発生装靴などの刊属設備が不要である等の従来機種と比べて,

勝るとも決して劣らない多くの特長を村っているため,有望な引合

や受注が増加1してきている。引続いて,とのクラスをシリーズ化する

ため,他の定格の機種についても開発を進めている。

2、空気しゃ断器

36kV以下の領域でC形空気しゃ断器や"1L形空気しゃ断器は,

根強い需要を持っている。 C形は,電気炉などの極めて多ひん度の

回路や,大容量の回路に用いられ, AHL 形は,過去の実績から岡

U、1以西の山陽新幹線托おいても区分切換用として多数納入された。

また, VPB 形真空しゃ断器も低騒音,保守の省力化などの特長

によって,2436kV のはん用しゃ断器として引き続き多数製作.

納入された。

その他,各種のタンク形油しゃ断器も今までの数多くの実績巴,

安定した性能とから依然として各ユーザの強い支持を得て国内だけ

にとどまらず,海外市場向け忙も多数製作された。

3.縮小形磁気しゃ断器(DHG 形)

縮小形磁気しゃ断器にっいては, DI]E 形を製作開始して以来,既

忙1万台をこえる納入実績をもち,各需要家忙おいて好調に運転を

続けているが,このたび,この DHE形の特長をうけつ仏で新しい

操作機構を開発するとと、に,消弧室・接触部などの配貿・構造に

工夫をとらし,メタルクラ,,ド配電盤忙 2段積収納が可能なような縮小

化に成功したDHG形磁気しゃ断器を開発した。
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2.3.4 直列コンデンサ設備

韓国鉄道庁ナ1.老変電所に定格容量3βookvA の直列コンデンサ設備4

組を納入した。この設備ば,スコ.,ト結線の給電変圧器の2次回路に

接続され,変圧器の誘導性インピーダンスを補償(補償度50%)する

ととによって見かけの電源容量を増大させ,重負荷時のき電電圧を

確保しよう巴するものである。

変電所自体が,ソウルのコントロールセンタから遠方制御される無人変

電所であると巴や,電車負荷であるという特殊性を考慮し,各種の

保護装置を付属して安全運転に万全を期した。

コンデンサ・保護キューピクルなどは,60号絶縁架台に設置し,制御

信号は絶縁変圧器を介して送受する構成とした。(図 2-25)

2.3.5 断路器

断路器の機能をもち,なおかっ,電流開閉容量をもった負荷断路器

は,電気所を設置する場合の経済的効果が認められ,最近ますます

需要が伸びている。当社においては,昭和30年忙断路器の製造技

術のうぇに生産を開始して以来,市場の要求忙マ,,チした種々の形

式を製品化してきたが,とのたび72~168kV用の HLB 形負荷断

路器シリーズを完成させた。

HLB形は,断路部に,我が国の電力系統では標準的忙使用され

ている水平1点切り形断路部を,またしゃ断部K SF。ガス開閉器を

採用し,構造が簡単であるにもかかわらず,開閉性能のよい信頼性

の高い負荷断路器である。 HLB形負荷断路器は,従来の埀直1点

切り形断路部をもった負荷断路器巴比較して高さが60%と低くな

つているので,屋内用・キュービクル用には最適な構造巴なっている。

図 2・26 に,70-HLB-12形,定格電圧72/84kv,定格電流に00

A,開閉容量は,負荷電流60OA,励磁電流10A,充電電流10A,

ルーづ電流60OA の負荷断路器を示す。

雷2.3.6 避 器

50okV系を初めとして低圧用K至る諸羽途K納入実績を持つ避街

器は,引続いて各種定略のものを多数納入した。

50okV 用では, SV・・FB 形 420kV 避雷器(対象汚損度 0.olmg/

Cmりを関西電力(株)猪名川変電所,同奥多々良木発電所へ各3相

串'壮

董ノ

j゛

r-^,

図 2-25 韓国鉄遭庁九老変電所納め直列コンデンサ設備
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図 2・27 BA-20OCR 形電カヒューズ AC 27.5kv/DCI,50OV
85A

納入した。なお,重汚損用(対象汚損度0.03mg/cm9)定格 420kv

器も開発を完了している。

2.3.フヒューズ

限流ヒューズは,しゃ断容量が大で,動作時問が早く,かっ,小形・

安価であるという特長から1癌広い需要をもってぃるが,とれに対し

て特別高圧・高圧用のCL形をはじめ,低圧用に至るまでのシリーズ

が完備している。これに対し,今般,複電圧用で,非限流形ヒューズ

として,次のものを開発・納入した。

(1)定格: AC 27.5kv/DC I,50OV 85A

(2)直流しゃ断特性.330A25秒以内動作

(3)納入先・用途.韓国ソウル首都圏交直両用電車向け・変圧

器保護用。とのヒューズは, AC27.5kV にお仇て負荷電流を通電で

き,直流架線区間にあって誤ってDC I,50OVが変圧器忙E脚川され

ても,変圧器が直流励磁を受けて焼損することがないよう忙保護す

るものである。したがって,27.5kV と 1,50OV両電圧のしゃ断が

できることが要求される。 23kv/DC I,50OV のものが非限流形で,

既に用いられているが, DCI,50OV で動作後,交流電圧が印加さ

れたときの耐圧が限界と考えられていた。しかし今回,消弧室にア

セタール枝用旨によ新逸縁部を追設することより, AC 23kV から 27.5

kV に上げても十分に使用できるものを開発することができた。非

限流ほう酸ヒューズは,限流形では得がたい複電圧共用ヒューズとし

て今後利用されることが期待される。

2.3,8 計器用変成器

1.乾式計器用変成器

乾式計器用変成器忙ついては,屋内用としてづチルゴムモールド形・1ボ

牛シレジンモールド形,屋外用として EPT ゴムモールド形をWF年に引続い

て各力面忙多数納入したが,特筆すべきはⅡokv GIS用PTを開

発したことである。このPTのような大物注型品の開発忙ついては,

三菱電機技報. V01.49. NO.1.1975
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図 2-26 70-HLB-12形負荷断路器
72/84kv l,20O A
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図 2-28 PC-25S 形変流器 287.5kV 4、00OA 5鉄心

当社の材料及び注型技術に対する基礎研究の成果忙負うところ火な

るものがある。

2.油入計器用変成器

油入変流器は,新形がいし形変流器として U5kVから550kV まで

のシリーズ化を完成した。新形が仏し形変流器の特長は, Fotm-Fit

タンク構造の採用,大電流域変流器の正立形化,小形軽量化,耐震

強度の向上で,その外観は図 2・28 のようである。新形がいし形変

流器は,各電力会社及び日本国有鉄道をはじめ,納入台数は既に

200台を越えたが,このうち,3,00OA 以上のものが 100台を越え

て仏る。この低か昭和四年忙は,形式変更の過渡期忙あったため,

従来のタイづの変流器、多数製作した。

PD は,ガス絶縁開閉装置(GIS)忙直結形で,油入同軸コンゞンサ

形のものて・1,00OVA を完成し,四国電力(株)新徳島発電所納めの

GIS に取付けた。
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図 2-29

電力用特高閉鎖開閉装置(キュービクル)については, WF年度も電力配

変用,大容量変圧器3次調相回路用,発電主回路用の3分野に多数

の製品が納入されたが,特に発電主回路用のものにおいて大きな進

歩が達成された。これは関西電力(株)奥多々良木揚水発電所に納入

された低圧側相反転用の同期しゃ断噐キュービクルで,本邦最大の記

録品である。各定格は,

18kv定格電圧

定格電流 12,00OA,自冷

定格短時問電流:Ⅱ01ゞA

である。この牛ユーピクルは,図 2-29 {C示すよう K各相独立した構

造で,主回路電流による強大な磁界の影響を最小限K抑えるための

材料選定や構成に種々の注意を払って製作されている。

従来揚水発電所ではその発電と揚水運転巴の切換えは,主変圧器

の高圧側で行ういわゆる高圧同期方式が,低圧側忙適当な開閉器が

なかったこともあって一般的であったが,この大容量開閉装置の完

成を機に,高圧同期力式よりも経済的な低圧同期方式が,今後増加

するものと期待されている。
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2.5 配電用機器

2.5.1 小形変圧器自動試験システム

変圧器試験作業の合理化としてミニコンMELCOM 70制御による小

形変圧器自動試験システムが完成し順調忙か動している。一相, 三

相,10okvA以下の油入変圧器の特性試験,データ処理,試験成績

書の作成,良否の判別を一貫して自耐伯りに行えるワンマン操作であり,

オペレータはコネクタを変圧器端子に接続ナるだけでテーづル回転, ロー

ディング,アンローディング耶動はすべて自動で行う。

時問短縮,人忙よる試験ミス,計算ミスをなくし,設計フィードバッ

ク資料の充実,安全性の向上など忙威力を発揮している。

工場試験中の関西電ブJ(株)奥多々良木揚水発電所納め
121王A 同期しゃ断器キュービクル

特高閉鎖配電盤2.4
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2.発電・送配電

尾獣
J支

1 、、
'0、1、3三、

図 2-30 小形変圧器自動試験システ△

2.5.2 高圧気中負荷開閉器

屋内用には,ヒューズ付負荷開閉器として SCL形(引外し装置なし),

SCT形(引外し装置付)があり,屋外柱上用としては,引外し装置
、

なしの PSL があるが,このシリーズに引外し装置,過電流 0ツク機

描付のPST形を加えて発売を開始した。このPST形は,高圧需

要家受電点の区分開閉器として最適なものである。油入開閉器は,

事故時忙油火災忙なりやすく,その災害が公衆におよぶ危険がある
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図 2・31 PST・2形過電流 0,,ク棧構, SOG トリッづ付
屋外用気中負荷開閉器 7.2kV 20OA

ことから,オイルレス化の行政指導がなされている現在,油ノ寸桐閉器

の取替え用として最適な、のである。

PST 形は,トリッづの種類として LG 卜りツづと SOG トリッづの 2種

類がある。 LG トリッづは,開閉器のしゃ断能力をこえる領域ではト

り,,づ回路が 0ツクされ,高圧回路の地絡では,即時トリッづするもの

で, SOG 卜りツづは LG と同じ動作のほか,高圧負荷側で過負荷や

短務があったとき,電源側のしゃ断器が動作するまで蓄勢していて,

停電忙なったあとでトリッづするものである。

特長は,(1)トリ町づ勺り一機機の採用,(2)げわ機構忙上ろ早ス、

・早切動作,(3)万一の内部短絡忙際しても,内圧を自動放圧し

て部品の飛散がないなどであり,安全で信頼度の商いものになって

いる。
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2.5.4 計器用変流器

48年度に引続き,屋外用忙は EPT ゴムモールド,屋1大J用にはづチルゴム

モールド及び 1ポ千シレジンモールドのものを標準として,一般受変電設備

用に多数製作し,納入した。

四年度の特笹すべき事項は, EC-0形CTで.複比定格を開発

したことで,とれ忙よってはん用,全モールドタイづの CT は,10~

2,000/5A (複比は卯0-200帰A 以下)のシリーズが完成し,盤業界

の要求忙とたえている。

2.5.5 自動加圧ゲル化システムによる変流器の開発

エポ牛シ樹脂を使用した注型忙おいて,従来から合理化,品質の安定

化,理境改善に女イする要求は高い。これ忙対処すべく開発したシス

テムが,注型物を短時冏で速硬化させる方式の加圧ゲル化法を取入

れ自動化した,自動加圧ゲル化システム(以下APGS と称す)である。

APGS の開発は,主として材料技術,製造技術,製品設計,評価

技術の各方面から総合的忙進展させる必要を生じたが,エボ千シ樹脂

が市場に現出して以来蓄積された豊富な経験、を基に各種試イ乍検討を

重ね,装置,製品とも忙信頼性が高く,また量産性忙優れるシステム

を開発L得た。

仕様及び耐f立された技術は,次のとおりである。

(1)量産対象製品は,変流器(以下CT と称す)であり,使用す

る桂削旨は,耐クラ,ク性の優れた高分子量固形樹脂である。

(2)枝打指予備処理,計量,注型,硬化各工程を白動化し,ポットラ

イフの短い樹脂処理技術を確立した。

(3)金型の温度管理は,個別の温度訓節計及び温度記録で行い,

金型の真空度管理は,制御信号の得られる真空計で行い製造履歴を

明確忙した。

(4)離型時問を従来法より短縮し,金型の使用率を向上させ,金

型保有面数を激減させた。

(5)複雑な形状をした CT の絶縁構造を,加圧ゲjレ化法に合わせ

て改善し,耐クラ,"ク性の向上と品質の安定化を図った。

この画期的なAPGS量産開始後1年に満たな仏段階であるが,

(幻品質の"安定イビ

(b)内動化による"省力"

(0)枯甥旨処理をクローズドシステムで行うこと忙よる"環境改善"

などの大きな効果が達成された。将来の注翌リ乍業忙おいて,全面的

なAPGSへの移行が計画されている。

2.5.3 E形コントロールセンタ用 CLN升邦艮流装置

限流りアクトルに代わる画抑珀勺な特長を肩した限流装蹟として CLN

形限流装買を発表して以来,日本電機工業会昭和四年度「進歩

貸'」の受賞,電源開発(株)精密受入試験の合格などで真価を大い

に認められ,昭和49年1円以降,同9男現在までに受注25件,台

数にして162セヅトを納め引続き多数製作中である。主な特長は次

のとおりである。

(1)、F位のノーヒューズしゃ断器との完全な選択しゃ断ができ,「負

荷の連続性」が確実に保てる。

(2)永久ヒューズを使用しているため忙,下位忙接続されるはん用

ノーヒューズしゃ断器のしゃ断容量を AC 460V で20okA に昇格す

るとともに,短絡電流を何回も限流しゃ断できる。

(3)電力損失は限流りアクトルの U6 以下で省 1ネルギ形である。
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図 2-32 CLN形限流装置を備えたE形コント0ールセンタ
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図 2-33
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内耐仂Ⅲfゲル化システムによる CD40K形変流器
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自家用受電変圧器捻,近年,公害防止上から低騒音仕様の変圧器が,

また安全性とスペース縮小の面から, SF。ガス絶緑開閉装殿(GIS)

と直結する変圧噐の需要がふえており,低騒音変圧器では,塩野養

製薬(株)納め 15MVA,愛知県水道局納め5MVAをはじめ多数が,

また GIS直結形では,札幌市交通局納め20MVA,神戸製鋼所高

砂工場納め10MVAの低か多数の変圧器を製作納入した。

最近変圧器の大容量化に作い,しゃ断容量が闇題忙なるととが多

くなったが,2台忙分割するよりは,価格及び据付面積の点で有利

なスづりりト巻線変圧器が好評で,徳ル噛達(株)・三菱化成(株)四日

市工場ほかK納入した。特忙徳山、傅達納めのものは,50P5た5MVA,

66/3.45kv,゛、/>e/y という仕様で,スづり,,ト巻線変圧器忙した

_上,2 ・ 3 次容量ベースのインeーダンスを 15%以_ヒとし,しゃ断容

量の低減に大きく貢献した。また三菱化成四Π市工場納めのもの壯,

24/12/12 MVA,73.5/6.9/3.45kv,1、/△/<で 2次と 3 次の電圧

が,2 ● 1の比に左って仇るスづりツト巻吊宗変圧器である。

タ,づ切換器にお仇て仕,前年度に実用化されたDR形抵抗回転

形負荷時タ,づ切換器が多く使用され,日本道路公団 6謀邪山トンコ

ル)納め 15MVA 2台をはじめ,合計12台が納入されその信頼性

の高さと使いやすさが好評を得ている。

電鉄用では,韓国国鉄九老変電所忙,巧4kV受電,33BOPMVA

のスコ,,ト結線変圧噐2台と,5MVA のき電用単巻変圧器9台を納

入した版か,日木国有鉄道(長崎本線)向けに23/20BMVA の抵

かに2台のス),ト結線変圧器と,1~2MVA のき電用単巻変圧器

24台を製作中である。

3' 1 自家用受電変圧器

3. 自家用受配電設備
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3,2 閉鎖配電盤
長月

10kV 以下では,自家発用主回路しゃ断器キュービクル巴して大電流,

大しゃ断容量のものを多数製作した。との分野では,やはり当社の

1点切り横吹付方式のC形空気しゃ断器が最適であり今後も期待さ

れるところが大きφ。某工場納め 3.45kV 6,00OA のものは,塩害

対策のーつとして全密閉水冷式閉鎖配電盤が採用された。

20kV級では,やはり受配電用が多く目立つが,中で、規模の大

きさでは,日本道路公団中央自動車遭の恵邪山トンネル配電用(屋外

2S/S,屋内4S/S),及び札幌市交通局高速鉄道東西線の,琴似一

東札幌・南大通の各変電所があげられる。しゃ断器には多数の実績

を有する VPB形真空しゃ断器が採用された。

30kV級配電は,従来中部電力(株)・関西電力(株)の管内に限ら

れていたが,その後東北電力(株)・北海道電力(株)、 30kV 配電

方式を採用されるに当たり,今後大いに期待される分野巴なった。

この級のしゃ断器は,60kV級以上に治いて安定した実力を有する

SFG形ガスしゃ断器の採用を考えている。

60kV 以上の当社忙おける閉鎖配電盤は,鋼板外奘と力ートリヅづ

方式の全天候形とすることにより,閉鎖配電盤に要請される諸条件

を満足させ得ること巴,荒天候時忙おける点検を可能とする市場の

要舗とを兼ね備え,かつ回路構成や収納機器にヌ・1するフレキシピリティ

2.発電・送配電
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3.3 ガス絶縁開閉装置(GIS)

事業用変電設備忙多数の突鞁を持つガス絶緑開閉装留(GIS)は,そ

の卓越した性能だけでなく,経済性についても認識され,更に深刻

さを増した労働力硫保の困訓健による保守の省力化忙着目し,昭和

47年8月に世界で初めての工場受電設備用 GIS を納入して以来,

既忙]5地点におよぶ設備を納入,製作中である。

また,対象一般需要家は,鉄鋼,化学,石油,セメント,官公庁,

電鉄,ビルとあらゆる産業分野に広まりつつぁり,昨年は自家用変

電所における GIS の開花期を迎えたといえよう。

昭和49年度K納入された土場受電設備用 GIS のうち,その主な

、のについて紹介する。

(株)神戸製鋼所高砂工場納め77kv GIS は,2 回線架空線引込

み,変圧器2バンク,3フィーダ,1LA-PT ユニットよりなり, MOF並

びに変圧器は GIS に直結とたっている。母線は三相共通母線2,000

A で,将来2フィーダ増設が考慮されている。
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図 2-35 60-TSNV-0407形閉鎖配電盤 69kV 60OA

q高圧閉鎖配電盤収納)

を同時に満足させ得るものである。11乍'戸度の傾向としては100~NO

kVにおよぶ火形化巴高圧閉鎖配電桃などの収納忙よる複合化があ

げられ,今後も大い忙期待されるものである。
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最近のビルは超高層・大規模化,更に大小の白レ群が複合された都

市再開発的傾向が強立る主主、に,受変電設備亀大担模にたウてき

ており設備の保守運用面忙おφて合理化,省力化を計ることが必要

である。ビル用受変電設備の主要部である開閉装置と中央監視制御

装置について述べる。

(1)開閉装置は信頼性と安全性に加えスペースファクタが重要である。

某都市再開発白レ向けに70kVガス絶緑開閉装置(GIS),20kv

真空しゃ断器収納キュービクル,6kV真空しゃ断器多段積千ユービクル

を製作中である。特に従来70kV開閉装置を白レに設置する場合

は天井高さ7~8m を必要巴していたが,70RV GIS は機器高さ

約3.3m と非常忙コンパクトであり,今後60/70kV 以上の開閉装置

としてGIS は増加する傾向にあると考えられる。

(2)当社は中央監視制御装置の中央処理装置に制御用計算機の導

入を計画し,多数納入してきた。

某病院向け忙制御用計算機MELCOM 350-7を導入した中央監

視制御装置を納入し,保守,管理の合理化,省力化忙大きく貢献し

ている。今回納入の MELCOM 350-7 の機能は次のとおりである。

なお合理化装置として制御用計算機の導入はますます増加の傾向に

ある巴考えられる。

(a)選択ディジタル計測

(b)上下限監視,警報記録

(C)機器動作,故障記録

(d)日報作成

(e)月報作成

(f)期報作成

(g)スケジュール運転

(h)デマンド監視,警報,制御

(i)変圧器運転台数制御

(j)無効電力制御

(k)停電復旧制御

(1)予備線受電時,非常負荷制御

(m)しゃ断器卜小,づ時自動再投入

(n)しゃ断器手動操作

図 2-36 77kv G玲の一伊KMOF TR 直結)
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ビル用受配電設備

^

スポットネットワーク酉己乍目言斐イ蒲3,5

スポヅトネットワーク配電方式は,"乍年も数多く納入し

たが,電力会社よりの受電系統だけでなく,一般

需要家の構内配電方式に、省力化,信頼度向上の

点から採用されるようになってきた。国鉄山陽新

幹線新博多駅及び新小倉駅納めスボヅトネットワーク

配電設備は,駅構内配電設備K2回線スボットネット

ワーク方式を採用したもので,以下設備の概要忙つ

いて述べる。

(1)新博多駅

22kV3 回線スボットネットワーク忙より電力会社より

受電

221くV/6.6 kV 2,00O RVAX3
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(構内設備)

6.6kv/415-240 V

(2)新小倉駅

66kVで電力会社より常用一予備の2回線受電

66 kv/6.6 kV 5,ooo kvAX2

(構内設備)

6.6 kv/415-240 V I,ooo kvAX2

750kvAX2ガ

50okvAX2グ

グ

ク

1,ooo kvAX2

750kvAX2

30okvAX2

3.6 道路用電機品設備

近年高速道路網の整備拡充が盛んであるが,高速道路を維持管理す

るため忙種々の電機品が設備される。最近の傾向として特筆すべき

事項は,トンネルの長大化,設備と道路の管理範囲の広域化と複雑化

なぞがあげられる。現在日本道路公団恵那山トン初向け電機設備を

受注し,製作中であるのでその概要を紹介する。

恵那山トンネルは,長さ8.51@,車両設計交通量,その設備と管

理方式のいずれをとっても国内に類はなく,正忙世界有数の施設で

ある。

トンネルの電気的負荷設備忙は換気,照明,防災などの諸設備が主

としてあげられるが,極めて重要でかつ大容量の負荷に対して高信

頼度の電力供給をするために,トンネjレ両坑口忙77kV をそれぞれ1

回線受電しトンネル坑内へは22kV に降圧し各換気所忙異系統電源

を2回線供給する。したがって片側買電停電時にも少なくと、負荷

の半分は健全系統より電力供給を受けられ,トンネル内の施設は維持

されてφる。将来平行して同一規模のトンネルが掘られる時点では,

全変圧噐容量は4×15MVA となる。非常用電源巴して片坑口に

3,00ORVA ディーゼル発電機を,トンネ/レ内照明負荷用k各換気所忙 C

VCF (40~90kvA)を設け,トンネ1レ内の無停電を計っている。長

大トンネル負荷を代表するものは換気用モータであるが,各換気所設

置のモータは,起動時の系統安定運転(電圧変動率抑制D,起動・停

止・速度の高ひん度による熱容量問題,適正な風量ノヅチ選定によ

る運転経費低減を月指し,世界で初めての試みとしてサイリスタモータ

(CS形)を採用した。換気システムを高効率に運用tるため,交通
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ドの自動切換え,各種情報のCRT表示などを行う。また計算機停

止時も正常運転ができるよう専用のバックァ,づ装置を設けている0

概略仕様は次のとおりである。

受配電,自家発電,換気,照明,防災,(a)対象設備:

標識,気象観測,車両台数,1TV など

操作卓,系統表示盤, CRT ディスづレー装(b)装置構成

置,中央処理装置(計算機),遠方監視制

御装置,バ四クァリづ装置など

]6力所(1C, SA, PA,トンネル)被制御所数( 0 )

制御(1:4) XN,表示・計測(1● 1) XN対向方式( d )

制御150,表示350,計双雌5/被制御所伝送項目数( e )

制御20obps,表示・計測NO0、PS伝送速度( f )

電気学会通信専門委員会「サイクリック・ディ伝送符号方式( g )

ジタル情報伝送装置仕様基準」に準拠

換気ファンこの予測最適制御,設備異常(h)主な機能

時の運転モード自動切換え,各種情報の

CRT 表示(パターン及びメッセージ),車両

渋滞検出,上下限監視,操作・故障記録,

ロギンづ,データ転送など

制御所よりの設定値制御,専用の計算機( i ) その他

バックァヅづ装置

'、、ー

y

五

〆

1む、つJy
U'ミコ,

ナ島

図 2・38 遠方監視制御装置操作卓
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流の推定の上換気の予測制御を行い,従来のVI, C0値のみのフィ

ードバック制御及びづψ'ラムパターン制御は予測のバックァッづ巴して使用

する。電圧変動の点から CSEータのメリ'"は大きく,主たその制

御性を利して換気の最適制御が可能であることから,今後のトンネル

には CSEータの採用が増加するものと思われる。また,制祖1とし

ては受配電・自家発・換気・照明・防災などを含めたトータル白ステム

として,制御用電算機を遵入している。

3.7 遠方監視制御装置

最近の遠方監視制御装置は制御用計算機と接続され自動操作,日報

作成,操イ儒己録などの機能を持たせ,1ネルギの有効利用,制御の質

的向上,運転労力の減少を目的とした大規模な集中監視制御システム

となりっつぁるが,その一例として日本道路公団恵那山トンネル向け

に製作中のシステム kついてその概要を紹介する。

このシステムは大容量化された 1. N 方式の MELDAC-500 形遠

方監視制御装置と制御用計算機MELCOM 350-30Fを組合せ,高速

道路上のインタチェンジ,パーキング1リア,トンネル内などの各種設備を 1力

所より集中監視制御するもので,計算機による予測制御,運転モー

2.発電・送配電

央、y
气

、.

、

モ

、

ム'

図 2-37 CS 形サイリスタモータ(1,155klv)
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詔和49年度は,石油ショック以来の金融引締め,総需要扣喘町などがあったが,まずは平年並みの需要に支えられて冬方面へ多くの新しい産業用
電機品を納入することができた。主要な傾向と特筆すべき項目は次のとおりである。

(1) 48年末の石油危機を契機として,省 1ネルギ対策は社会的課題巴してクローズア,,づしてきた。当社電機占1,忙おいて込全閉外扇形で泊j効率,
高力率電動機のシリーズを完成して大幅な節電効果をねらった。また空調機器においてはエネ1レギの有効利用として高い評価をうけてぃるヒートボ
ンづなど機種の充実化により利用範囲を拡大した。

(2)公害防止の観点からはんqm用電動機だけでなく,防爆用電動機及び防食形電動機をも含めて低騒音篭動機シリーズを完成した。フ,oookw

立形65ホン誘導電動機などがある。また厳しい水質汚濁規制忙対処するものとして北海道の突冷地向けに水産加区排水電解処理装置を納入でき
たととは今後との方面に大きく寄与する、のである。

(3)人件費の高騰,人手不足から省力機器の要求はますます強くなってぃるが,づラシレスで保守容易,しか、可変速であるサイリスタ電動機の
実績は合計5万kW を超え,従来の CS形に新た忙 C1形(サイリスタ+インダクシ,ンモータ)が製品の新系列に入った。
静止電源巴してのVV, VF装置も新たに鉄鋼のテーづル駆動電源として本格的な開発品を世忙送るととができた。

またコールドチェーン用冷凍機は省力化製品として業界から好評を博してぃるが,その空冷化を行い,低温機器,冷凍,冷蔵クーリングユニットの機
種系列を拡大し幅広い需要に応じた。

(4) NC機は工作機械や産業機器の自動化の最、効果的な手段としてその普及仕ますます拡大してきたが,昨年度はエイ乍機用NCは,専用機
システムが開発され,また産業機としては放電加工機のNCによる群制御技術が確立された。

(5)各産業づラントが大形化,複雑化するにっれて,づラントの高信頼性,白動化の要望がまナまナ強くそれぞれの規模に応じてシーケンサ(ME・

LSEC),コントローラ(MELMIC),ミニコンeユータ(MELCOM 7の,あるいは中大形電子計算機及びそれらの組合せによる自動制御装置が縦横に
駆使されてきた。

(6)その他新製品として,世界最大級トルクの直流電動機2-3,20okW の完成,など特筆すべきもの亀多い。

産業用電1疑
^ ^
^
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1.サイリスタモータ

四年度、多数のサイリスタモータを製作・納入し,累計製作容量は

50,oookW を越えた。とれは世界的にも他に例を見ない数値である。

四年度中の特筆ナべき事項としては,恵那山トンネル向けづ口ワ駆

動用 CS 形サイリスタモータ20台,合計容量15,oookW を製作した事,

C1形サイリスタモータが新しく製品系列に加わり,需要家の幅広い要

求に答えるととができるよらに左ったととがある。

四年度に製作した代表的製品を以下紹介する。

a)恵那山トンネ1レ向けづ0ワ用 CS 形サイリスタモータ

日本道路公団が建設中の中央自動車道恵那山トンネルの換気づ口ワ

駆動用モータに CS形サイリスタモータが採用され,三菱重工業(株),

石川島播磨重工業(株),電業社より計20台(1,215~265kw),総

容量 15,oookW を受注し,先頃全機完成し納入した。

恵那山トンネルは,自動車用トンネjレ巴して仕,世界第2位の長大

トンネルで,最新技術を導入した画期的なものであるが,トンネル換気

用として CS形サイリスタモータが採用されたと主ば中でも特筆すべき

ととである。 CS形サイリスタモータはづラシレス可変速という特長に加

えて,従来トンネル換気用に多く採用された極数変換モータと比較し

て主なる特長は

(幻電源設備容量の低減(起動電流は定格電流以下にできる)

(b)トンネル運用効率の向上(最適風量制御による電力費用低減)

1.1 工業プラントー般

1.1,1 特殊電動機

1.工業プラント用電機品

(C)無接点制銜1(起動・停止・変速・制動・逆転を無接点制御

可能)

(d) 4象限制御(火災時の対策制動→逆転の速応性)

(e)制御性の向上(遠制信号による無段階風量制御)

(f)保守点検の簡略化

などがあげられる。恵那山トンネルでCS形サイリスタモータが採用さ

れたととを契機に,今後計画されるトンネルに、サイリスタモータが多

く採用されるであろう。

(2)荷役・作業機械用 CS形サイリスタモータ

CS形サイリスタモータは,荷役・作業機械用として,ウィンチ類の動力

に広く採用されてきたが,四年度仕三菱重工業向け出入きょ(渠)

ウィンチ用 110kW 4台,浮ドック昇降ウィンチ用301くW 4 台,しゅ

んせつ船スィンづウィンチ用 150kW 1台,徳Ⅱ「曹達(株)向けキルンクー

ラづレード用55kW 3 台を完成,納入した。

四年度に新たに加えられた用途巴してば浮ドック昇降ウィンチがあ

げられる。この装置は,浮ド,,クの 4tみ(隅)をウィンチでつり,浮

ド,"クの水平を保ちながら昇降させる、のである。とのため 4 台の

ウィンチ駆動モータには,高度なせん(揃)速性が要求されている。と

の要求は,との用途のために特に開発されたせん速装置により満足

されてし、る。

CS形サイリスタモータの優秀な性能がより理解され,今後も,従来

の用途に対しては、ちろん,新用途に対しても,ますます広く CS

形サイリスタモータが採用されていくことが期待される。

(3)押出機用 SS 形サイリスタモータ

押出機用可変速電動機として, SS形サイリスタモータを数セット納入し

26



た。大形押出機耶動の場合には,運転効率の良さ,保守の容易さ,

制御性の良さが要求されるが, SS形サイリスタモータは,これらの要

求をかなえる可変速電動機として,採用されたものである。四年

度に製作した大容量機としては,某社向け2×1,80ok刃V である。

(4)高速回転体試験裴隈用 CS形サイリスタモータ

近年,タービン及びターピン発電機などの高速大容量化が著しく,とれ

らの回転子の信頼性の向上がますます重要な課題巴なりつつぁる。

とれらの回転子に関して,より合理的な設計基準を硫立するため

高速回転体試験装置の必要性が叫ばれ,電子計算機忙よる情報処理

技術を邸使した試験装置が設置されつつぁる。試験装置中被試験体

を郭動する高速回転機も,被試験体の高速大形化にともない高速大

容量化し,従来の直流電動機では困難なものになりつつぁる。

このような要求に応じ,整流子がなく高速大容量化に適した交流

可変速電動機竹イリスタモータ)による駆動方式が脚光を浴び始めた。

一方では試験の合理化のための保守点検の容易さとも相呼応して,

今回三菱重工業 CS 形サイリスタモータ 370kNV (5,000~225印m)及

び SV 形サイリスタモータ 10okw (10,000~450rpm)を製作納入した。

他方では,製作された上記タービン及びタービン発電機などの回転

子のつりあわせ試験を行うためにも同様な理由から CS形サや原タ

モータが採用され,先K製作された 60okw,4,320rpm に引きつづ

き三菱重工業向け 250kw (3,000~30orpm)及び 1,190kw (2,500

~75rpm)を製作完成した。

(5) C1形サイリスタモータ

かご形誘導電動機とサイクロコンバータを組合せたC1形サイリスタモータを

押出機の用途として,ⅡokW 1台,90RW 1台を某化学会社に納

入した。次の特長を有している。

(司づラシが無いので,保守が簡単である。

(b) 1C を火崎に採用しているので,信頼性が高く,コンパクトで

ある。

(0)すべり周波数制御を採用しているので,高効率の運転がで

きる。

(d)速度精度のよい運転ができる。

(e) 4象限運転ができる。

(f)電動機のあらゆる保護ブj式ができる。

(g)電源転流を用込ているので,大容量機の製作が容易である。

今後は,押出機の用途のほかに,ポンづ,づ口ワなどの比較的回転数

の低い機械の駆動用としても需要の増加が期待される。

2.低騒音電動機

石油・化学づラントをはじめ各種工業づラントで使用される電動機の

5ち防爆形・防食形などの特殊仕様三相誘導電動機について低騒音

化をはかり一般仕様の電動機でシリーズ化されたサイレントラインシリーズ

に併せて 85,80,75,70 ホンシリーズを完成させ多数納入した。

シリーズ巴しては,防食1種,防食2種,安全増防爆形(eG3)而J

圧防爆形(d2G4)電動機て,0.2~90kw,2~6極の範囲のもので

あり労働省安全研究所の防爆検定試験に合格し安全性が証明されて

いるものである。

大容量電動機については従来全閉内冷形が低騒音対策用巴してよ

く使用されていたが,低騒音化技術の向上により開放形電動機ある

いは全閉外扇形電動機に従来とは異なる新構造のサイレンサを開発完

成したので,どの外被構造の電動機でもすべての極数について75

ホンまでのものにつ仏ては製作が容易となった。

低騒音電動機はそれ白体公筈防止に役立っているが,排煙脱硫,

脱硝,水質汚濁防止などの公害防止対策用装置にも多数使用されて

おり,今後、更忙低騒音電動機の需要が増大していくものと予想さ

れる。

なお昨年度に製作した低騒音電動機のうち顕著なものをあげれぼ

次のとおりて、ある。

大阪府向け

東京電力(株)向け

四国電力(株)向け

某社向け

東京電力(株)向け

フ,oookW 20極備ホン以下全閉内冷形

8,20ORW 4極 85ホン以下全閉内冷形

2,650kW 4極 82ホン以下防滴保護形

1,50ok凡V 2極ε0ホン以下防滴保護形

4,oookW 6極 7フホン以下全閉外扇形

銅金属1.2 鉄

1.2.1 般

(1)鉄鋼テーづル駆動電源用 VVVF 装置

サイリスタインバータによる交流電動機の速度制御方式は,インバータ技術

の急速な進歩により,最近ますますその用途を拡大しつつぁり,特

に多数のモータを同時に制御するマルチモータドライづでは,全面的忙直

所藹K弱ヅテ式にとってかわりつつぁる。

とのたび鉄鋼テーづjレ用IMの加減速制御用として製作したVVV

F装置は,当社独自のユニ,"インパータ方式を採用している。すなわ

ち,1台のマスタ制御盤から例えば5台の20ORVAのインパータを同

ーー制御信号によって制御し,それぞれのインバータ忙は,例えば30台

のモータが接続されている。したがって,設備としては 1,oookvA

の 1台のインパータと同一の機能であるが,保奇.の容易なこと,事故

拡大の恐れがないこと,予備機を設けるときにそれをづラント全体で

共用し得ること,テーづルの増設に対処しやすいことなど,多くの利

点を有してφる。図 3・1 に示すものは,海外の某づラント1司けに製

作した20okvAX20 ユニワトのうちの 1台を示してV、る。

(2)中容量サイリスタレオナード

製鉄づラントなどの各種直流電動機用司変電源として使用されるサイ

リスタレオナード装置は,圧延用主機なぞに使用する大容量装置 CF-E

シリーズ,補機などに使用する中容量装置CF-Dシリーズ,更忙小容量

サイリスヌ装置としてサイリスタ部とスィッチギャ部とを一体化した CF-

G シリーズと,各種用途忙応じて最適な選択が可能なように各シリーズ

が完備しているが,更に中容量装置のサイリスタ部とスィヅチギャ部と

を一体化した CF-GDシリーズの開発を完了した。 CFCDシリーズは,

" N " J、式

3.産業用電機品

一ξ、三1、
ム'、き碕、

4、裁奪

支江

図 3・1

',、与

,八之、■"コ゛'弓タ'、ーゑ0

20okvA 可変電圧司変

周波数インバータセット

三
く'ノ

図 3・2 CF-GD形サイリスタ
レオナード装置
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次の特長を持ってぃる。

(a)サイリスタ部とスィ,,チギャ部とを一体化tるととによって据

付面積が減少した。

化)サイリスタ保護用直流しゃ断器に,大容量サイリスタづレーカを

開発した。

(C)制御回路の IC 化と,保護りレーの半導体化によって信頼

性向上と,メインテナンスの簡素化を行った。

(d)制御回路の配線をづりント配線化して信頼性の向上を図っ

た。

(3)鉄鋼づラント用 MELMIC-MELSEC システム

最近の鉄鋼づラントの自動制御システムは,づラント全体からみた白動

運転が考慮されシーケンス制御,自動演算制御を有機的に結合した白

動制御しステムが導入されている。当社ではすべてづ0グラム化された

マイク0コントローラ MELMIC,シーケンサ MELSEC によっており,主な

特長は次のとおりである。

(a)高信頼性を有している

化)速応性・融通性に優れている

(C)保守が容易で両者を効果的に配置することができる

(d)アナログ制御の DDC 化

(e)計測データの精度向上及び設定ミスの防止

(f)主制御シーケンスのソフト化

これらの特長ある自動制御DDCシステムの鉄鋼設備の主な用途は次

のとおりである。

(a)厚板三ル・・・・・・APC, AGC,スラづトラッキング制御,テーづル自

動運転制御,精整自動シーケンス制御

(b)めっきラインー・・・・主制御(基準速度,コイル径サーポ,慣性補

償制御,ライン運転総合シーケンス制御),各自動減速制御,コイル調心

制御,尾端定位置停止制御,コイ1レハンドリング制御

(4)鋳造づラント用シーケンサ制御システム

鋳造づラントの制御装置として現在まで種々の装置を製作,納入して

きたが,今回MELSEC-310 を主コンポーネントとして採用した造型

ライン制御システムを三斐重工業(株)三原製作所に納入し,昭和四年

9月より順調にか(稼)動している。このシステムの特長は,(a)

MELSEC-310 シーケンサと MELCOM 70ミニコンが並用できるシステ

ムである。(b)づロセス1/φを MELSEC と MELCOM 70 でコンパ

ティづルとしたこと。(C)現地調整期問を大幅に短縮できることで

ある。

(5)連続亜鉛めっき用みぞ形誘導炉

連続亜鉛めっき設備Kおける亜鉛めっきそう(槽)は,鉄なべ式の、

のに対してセラミリクポ.,ト式巴いわれるみぞ形誘導炉が,経済性及び

保守の容易さから次第に増加しつつぁる。当社は,我国では唯一の

セラミヅクボットのメーカであり,諸外国のものとは異なる種々の技術

的配慮を取入れた長寿命の炉として需要家各位の好評を得ている。

昭和四年度には,日新製鋼(株)市川製造所の新設工場NO.3ライン

向けとして世界最大規模の容量170t,電力720k刃V のセラミ,,クボット

を納入した。電力制御は,ステッづレスで行い,ストリ,,づの進入温度の

変化に応じた自動温度制御方式を採用しており,9月上旬よりホヅ

トランに入って順調に運転されている。

1.2.2 製銑製鋼プラント

a)焼結設備用電機品

新日鉄(株)釜石製鉄所NO.1DL式焼結設備に改修用電機品1式を

製作納入し,順調にか動中である。高圧配電設備と電動機の一部を

除き,電機品はすべて更新された。特記事項として次のことがあげ

られる。

(司機器納入から据付,配線及び試運転完了までを約2力月と

いう,異例ともいえる短期闇で達成した。これKはづ0づラマづルな

シーケンサ MELSEC-710 の採用が大きく貢献している。

●)総括制御装置として,シーケンサ MELSEC-710 を採用した。

特色あるシーケンスづ口づラム処理としては,電動機制御シーケンスの

サづルーチン処理により,シーケンスの標準化とづ口づラム数の削減を行

つたこと,判断分岐処理により,タイマの多重化回路を構成し,タイ

マ点数の削減を行ったこと,及び非常停止回路は割込処理を行っ

たことなどがあげられる。制御方法としては,複数からなる高炉

原料そうへの成品投入制御として,計算機による自動運転のほか

に,電気自動によるタイ△スケジュール運転を並用していることが新

しい。

(0) 40OV コントロールセンタの電源引込み用忙 CLN形永久ヒュー

ズ付限流装置を採用し,配線用しゃ断器での確実な選択しゃ断を

可能にした。

(d)可逆運転切換ひん度の高いシャトルコンベア,トリ.,パなどの

40OV電動機主回路に,サイリスタスィ.,チを採用した。

(2)焼結設備用送風機

焼結設備用送風機1式をづうづルCSN社及び韓国浦項総合製鉄所へ

1

図 3・3 鋳造づラント用 MELSEC・310 収納制組1盤
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与

納入した。含じん(塵)ガスを取扱う主排風機にはノ圷ル形送風機を,

集じん用送風機にはラジアル送風機を採用し,摩耗保守が容易に行え

るよう考慮した。 CSN社納入の主排風機のケーシングは3重ケーシンづ

となっており,内側にはエアースペースを設け,外但ⅢCはロリクウールを

厚く詰め約30dBの減音を行った。との主排風機の仕様は下記のと

おりである。

FB714両吸込形名

パドル形送風機形式

850,ooo m3/h風量

1,40o mm1120風圧

温度 125゜C

回転数 90orpm

8,00OHP 60HZ 8極電動機

1.2.4 冷問圧延プラント

ト

(1)熱問圧延用電機品

との電機品には,設備の大形化,高速化による駆動用直流電動機の

大容量化,計算機制御を中心とした各種ミニコン,シーケンサの応用に

よる自動化,省力化,故障監視診断システ△の強化による保守省力化

など,最新の技術が駆使されている。

厚板ミルにおける,絶対板厚AGC,フィードフォワードAGC,形鋼圧

延における無張力制御,など完全な制御方式を確立し,品質の向上,

生産性の増大に大きく寄与している。

(幻厚板ミル電機品

世界的な厚板需要を背景として,新設,既設ミルの増設が相次い

だが,当社は新設3ライン(内2ライン製作中),既設ミル増設2ライ

ンの抵か,処理設備の増設などの電機品を製作した。増設2ライン

につφては,制御用計算機の拡張,増設も併せて実施した。

制御面では,テーパ圧延方式の遵入,絶対板厚AGCの採用,故

障部位を音声により自動通報する音声故蹄警報システムの採用な

どが特長としてあげられる。また,制御回路の静止化(1C,シーケ

ンサ),サイリスター体構造盤など個々のH卸の性能向上に意を注

ぐと1司時に,電気室の統合,電気室冷却系へ脱ガ'スフィルタの採用,

所信己音声故障警報システムの採用など,トータルシステムとしての信頼

性向上,保守の省力化が老慮されて仇る。

山)ホヅトストリヅづ三ル電機品

ホリトストリリづミルでは,新設備1基の受注が決定し,現在製作中で

あるが,最近,旧設備の増設,増強が続き,

(i)主スタンド駆動 DCM の Mototpower の増強として 2タン

デムより 3タンデムヘ,3タンデムより 4タンデム駆動への増強を行い

特に軌1のねじり振動に十分なる老慮を払った。

(H)遠方コイラ,近接コイラの増設忙イ半い最大トルクリール制御を

適用し,モータ,電源の過負荷耐量を減少させ,高い加減速率を得

た。

(iH)シーケンサ,マイクロコンビュータがアナロづ主幹制御忙かわって適

用され,既設ラインの全面内動化,省力化,監視システムへと多ξ展

しつつある。

(0)形鋼ミ}レ電機品

新設連続式形鋼ミル1づラント製作完了した。特忙某社向けミルは

9スタンド連続式形鋼ミルで,当社が開発した連続無張力制御(A

MTC)を採用した。ほか DDC用計算機3セ."を用い,位置制

御,無張力制御,切断長制御,部分的な材料トラリキンづなどを全

1.2.3 熱問圧延プラント

ライン Kわたって実施した。

(d)パイづミル用電機品

パイづミルとしては,大径管1ライン,スパイラル銅管 1ライン製作完了

した。バイづライン特有の複雑なシーケンス制御に対しては当社製づ口

グラマづルシーケンサ(MELSEC 31のを用いて,手動,自動回路とも

に共通のシーケンサセットに含むことによりコンパクト化を図った。

(2)世界最大級プレートミル用直流電動機

づレートミル粗圧延直流電動機用として 2-3,20okW 20/50ゆm を完成

納入した。熱間司逆圧延用として単機定格トルクが 156TMである

とと,及び超低回転速度であることの2点で世界的記録品である。

機械側からの衝撃,及びスラストに対し過酷運転に耐えるため,従

来より更に耐量を増して信頼度の向士を図った。

冷却はユニリトクーリンづ方式を採用しており,更にメーキャッづ1アを

整流子に吹き付けて効果的に冷却を行う独特の方式をとった。(特

許申請中)

またづラシの寸法を大きくすることにより,全体の個数を減らし

保守の簡易化を図った。

なお,とのモータで同・ートルクの 6,40okW 40/10o rpm,8,oookw

50/100即m の等価参考テストを実が■し,温度,整流とも満足すべき

結果を得て,単機大容量化時代に対処し得る基礎データをは(把)握

した。
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讐恕'〆

図 3-5 工場試験中の 3,20okNV 直流電動機

(1)冷間圧延用電機品

最近の冷問圧延設備は制御性能の向上とと、に,製品の寸法的及び

材質的な精度の向上を目指している。

製品の寸法的精度の向上の一例としてAGCシステムがあるが,当

社はアルミ用2スタンドコールドミルの AGC最適調整をとりあげて,

「圧下影縛係数」「張力影響係数1「速度による摩擦の影響」などの

種々のデータを製品圧延中忙,実外乱を与えることによって測定し

た。とれらの数多くのデータを分析して,種々の影響係数を被圧延

材の合金の種別・圧延パス回数・圧延速度などの関数として展開す

ることに成功した。その分析結果にもとづき,自動板厚制御回路に

「速度による正確な摩擦による影響の修正」を採用し,従来行われ
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てぃなかった「張力影轡係数の圧延速度による関数化」(特許出願

巾)などを鄭入して,加減速時における板厚のオンゲーづ化に寄与し

た。

製品の材質的精度の向上の一伽ルしては,伸び率制御システムがあ

る。当社は分解能0.01%のディジタ1し式伸び魯珸十を用いて,偏差信

号を張力系及び圧力系忙婦還する伸び率制御力式で,電動圧下,油

圧圧下の両圧下方式のいずれの方式にたいしても,実績を有してお

り,製品の均一化忙寄与した。

一般的に自動化の範囲は広くなってきてφるが,同時k信頼性の

向上,機能の柔軟性などの解決をはかるために,づログラマづルな装置

を大幅に採用したことは特筆に値する。特にシーケンス制御用のシー

ケンサ MELSEC 310及び4則演算用のマイクロコントローラ MELMIC の

導入は,従来の計算機制御の適用範囲の考え方忙変化を、たらすも

のであり,多くのメリ.,トを有している。

(2)づ0セスライン用電機品

最近のづ0セスラインは,特K大形化,高速化忙加えて,ラインの多様

化,コンビネーション化という傾向が強く,電機品としても,大規模で

かつ複雑なシステムを構成することが多くなうてきている。その結

果,総合システムとしてのノウハウの重要性はますます増大し,また

一方,構成ナる電機品のハードとしては,故障率の低下と保守の省

力化が強く要望される。ということは,終局的には,標準品の適用

と,高級な機能をもたせても,柔軟性を失わない回路構成という,

従来の吉え力からすれば全く相反する二つの二ーズを両立させねぱ

ならなくなって,メーカにとっては,非常に過酷な要求であった。

当社は,この閻題を解決するため,主幹制御のソフトゥ1ア化に取

組み,小形で使いやすい専用ハードゥ1アとして,算術演算や高速パ

ルス列を含む制御には,マイクロコントローラ MELMIC を,シーケンス制

御にはシーケンサ MELSEC・310 を適用して,ストアードづログラム方式の

主幹制御システムを完成した。

とのシステムを適用するととにより,制御りレーその他の可動部分

を、つた割』見が大φ岳に減少し,信頼性の増大は、とより,回路の柔

軟性,速応性をもったディジタル化,制御の集中化による盤外ケーづル

の多心化と配線工事費用の低減などの種々のメリ,寸を見出すとと

ができる。

保守,設置場所の御孫勺もなく,あくまで,従来の電機品なみをモ

り卜に開発したシステ△であり,現在某社めっきライン用として好調

に運転されている。

既に,完成したサイリスタレオナード装置,電動機界磁への温度補償

用超小形サイリスタ励磁装置とあいまって,制御性能は一段とア,,づ

し,かつ保守の省力化を達成している。

(3)鉄鋼づ0セスライン用溶接機

昭和49年は,鉄鋼業界の設備投資のさしひかえ,計画中のラインの

延期などの影縛を受けて,鉄鋼づロセスライン用溶接機の需要は少なか

つた。しかし,その中で某社向け忙製作したマッシュシームウ1ルダは,

高速・白動化の期待忙答えるものであり,先行・後行端を接続する

ため忙エントリセクションを停止させる時問は,板厚lmm,板幅 1,100

mm に対して22チ少巴短く,従来必要としているラインのルーパ量は

約半分となった。これは,溶接機におけるストリ,,づのハンドリングを

高速・自動化したととによる成果であり,将来の鉄鋼づロセスライン

用溶接機のーつの方向を示すものである。

、

図 3・6 鉄鋼づロセスライン用マッシュシー△ウエルダ

a)遠方監視制御装置

1力所から多数の浄水場,配水ボンづ場などの集中監視制御,制御

用計算機との接続,信頼性などの面ですぐれた性能を持つ大規模シ

1: NP . N力式の MELDAC 600形集中監視制御「丁△叫と
1 ^ー

L/ L,

装置を開発した。(図 3-フ)

との装置は被制御所で自動状態変化が発生した場合には,優先処

理を行うことにより表示受信の所要時問を短縮するとともに,制御

送信都,表示受信部の2重化忙際しては,それぞれが独立に2.N

の形で動作するようにし,片方故陣時も 1: N の falH〕ackmode

で動{乍するようにした。概略イ上様は次のとおりである。

制御,表示・副領11共上 N (2. N)(a)対向方式

(b)被制御所数. N三30

制御60,表示80,計泌ル2 (標準)(C)装置容量

電気学会通信専門委員会「サイクリ.,ク・ディジ(d)符号方式

タル恬報伝送装置仕様基準」に準拠

制御20OBPS,表示・計測600 (1,20の(e)伝送速度

BPS

( f ) 伝送所要時問 :制鶴ル.10秒,表示3.14秒moH

制御(ON-OFF,設定値),表示(ON-( g ) 機能

OFF)

計測(BCD 3 けた/ワード)

'ニ'
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図 38 東京都下水道局森ケ1崎処理場納め3次処理制御
用中央監視制御盤

(2)水処理技術

(a)上水の汚泥処理

排水処理施設は浄水づロセスから排水,排泥を受け入れる所から始

まり,処理水の河川放流,原水として返送,ケーキ処分で終了す

る。これらの汚泥処理づロセスは下水の高級処理技術でもって版ぽ

解決できる。今後更に公害関係法令の排出規制も強化される傾向

にあり,これに対応できる設備の建設が急がれている。

化)下水の3次処理

処理水を再利用するための3次処理方式が最近クローズアッづされ

てきており,3次処理に関する方式は実験段階より実施段階へと

着実に進歩を遂げている。

3次処理設備の納入実績づラントとしては東京都森ケ崎(西剛t用水,

神戸市垂水処理場,日本住宅公団新多聞処理場などがあり,今後

1年問くら仏のゞータ収集,改善忙より3次処理技術の確立及び

実用化の・一助となるものと思われる。

(3)情報伝達技術

合理化,省ブJ化のための遠方集中監視にはサイクリヅクディジタル伝送が

使用されていた。最近これに比較して信頼性,対雑音性,工事面

(配線)で経済性の高φデータハイゥエーシステムが開発された。その利

点は,

(幻伝送項目数,伝送速度が数十倍~数百倍

化)数力所(最大 15)のサづステーションをルーづ状の専用ケーづル

2本て際吉ぶと巴ができる。したがって将来の増設が簡単.,また 1

力所検査したいときはその部分だけパイパスさせるととができ,他

の設備に支障を与えない。

(C)計算機2台以上を用いて制御システムを構成する場合,すべ

ての操作,検出端群がデータハイゥ1一を通じて任意の計算機と結ぱ

れるので,計算機相互のバックァッづシステムが容易に構成できる。

(4)制御技術

当社は数年前より動力回路と制御回路の完全分誹を強力に推進して

きた。これの目的は,動力回路(電気1ネルギの供給を目的としたも

のでコントロールセンタが主体)の完全標準化の推進を行φ,づラントの

要求するソフトゥ1アをすべて制御回路(りレー盤)で檎成するととに

より製作手順の分業化を可能にすることである。また,近年のめざ

ましいエレクトロニクスの発達でりレーによるワイヤードロづツクから,計

算機と同じストアードづログラム方式のシーケンスコントローラの出現をみる

に至った。制御回路を分雌しておくこ巴は,シーケンスコントローラの遵

入に当たってもそのままりレー盤と貿換えるだけで目的を達し, 1/ー

ケンスコントローラ採用にス△ーズに移行できるわけて、ある。当社て、は汚

泥処理設備の制御を主体として既に十数力所に及ぶシーケンスコントロ

ーラの納入実績をもつが,これによる利点は下記のようなものが考

えられる。

(.)現地でのシーケンス変更がづログラム変更のみで可能(ハードゥ1

アの変更を必要としない)

化)機器の標準化を可能にし製作期問の短縮が計れる

(0)未開発づラントへの取組みを容易忙する

このよう忙当社ではシーケンスコントローラの積極的遵入により各地で

好評を博しているがこの傾向は今後更に強まるであろう。

(5)水処理づラントのシーケンス制御への MELSEC 310 の適用

最近の水処理づラントはその設備の大形化にともない複雑,高級なシ

ーケンス制御が要求されて仏る。 MELSEC-310 を適用すれぱ,標準

H卿に,づ口づラムによってシーケンスを容易に組むととができ,仕

様変更忙対しても納期を遅らせることなく応ずることができ,また

機械との組合せによって生ずるシーケンス変更にも容易迅速に対処で

きるなどのメリ,,トが多い。水処理づラントの制御への多くの製作実

績を有する MELSEC-310 は順調忙か動している。

(6)水処理設備(佐世保市・川越市納め)

(a)佐世保市納め上水処理設備

との設備は処理水量 18,ooomvd を 33,ooomvd に処理能力拡大

に伴う電気計装設備であって,浄水設備としては小規模なもので

あるが川棚川取水場にて取水L,川棚川より取水できないときに

下の原ダムの新遵水ボンづ場より補水するもので,遠方制御装羅

による集中監視制御を行うものである。

化)川越市仙波浄水場納めポンづ用電機品

との浄水場は分散した地下水取水ポンづ場より遵水し,薬注処理

の後5台の配水ボンづにて,流量圧力制御忙よる末端圧制御を行

う設備である。 5台のうち1台は可変速電動機,4台は定速運転

であって,配水流量及び圧力を検出し,台数制御並びに圧ブJ制御

を自卿旧りに行5 ものである。

(フ)フ,oookW低騒音立形誘導電動機

最近,ボンづ設備における処理水量の増大にイ半い,ボンづセットの単機

容量の増大,立粛Mヒの傾向が著しい。また,特に上下水道設備は住

宅密架地に隣接するととが多く,低騒音化の要求が年六厳しくなっ

てきている。

今回,大阪府磯島取水場向け導水ボンづ駆動用として製作した

フ,oookW 誘導電動機は,立形連続使用として国内最大容量記録品

であり,かつ61ホンの超低騒音機である。騒音防止対策としては,

固定子に磁性くさび(襖)を採用して空げき(F鋤高調波の減少を計る

とともに,電磁気音の発生機構を定量的忙解析するととにより,効

果的な音源対策を施している。

この電動機の仕様は次のとおりである。

出力,極数 フ,oookW 20 極

電圧,周波数, 11,00OV 印H.

全閉内冷形,立形,かご形回松子形式

'常時42 トン(起動時最大認トン)ポンづスラスト:
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1.4 製紙・化学・セメント・荷役プラント

].4.1 製紙プラント用電機品

製紙機械設備の大形・高速化が進むにつれ,制御装置に対する高精

度・高能率の要求はますます増大しているが,とれに対応し,当社

ではミニコン(MELMIC)を使用したソフトゥエアによるディづタル佑Ⅲ卸

システムを積極的に取入れてきた。

昨年度は某社向け高速オフマシンコータ(70om/min)のセク己,ナルドラ

イづに MELMICシステ△を適用し,高梢度計測と高度の自動化を実

現しているが,主な機能は次のとおりである。

a)アンワインダの自動紙継装置として(成功率四%以上)

(a)ペアレントロール径の検出(3 点)

山)新・旧ぺアレント0ール問の過速一致検出

(C)紙継開始タイミング指令の発信

(d)ティル長さ制御

(2)紙継目トラ,井ンづ(4点検出)による自動操作指令の発信

(3)各パートのディづタ}レスeード表示

また某社向け高速抄紙機(90om/min)用セクショナ」げ'うイづ装置に

、ディジタルドロー引愼1・制御用として上位引'算機とのりンケージを考慮:

した MELMICシステムを採用し,現在抄紙づラント全体のづロセスコン

トロールシステムとしてインラインで好調か動中の親計算機(M-350/30F)

と接続されるととになっている。

1.4.2 イヒ

圧

'T斗

(g6)(kw )

]00 2000

(mmAq)

80

電解用負荷時電圧調整変圧器

変圧器定格.三相,60H.,70,50okvA,送油水冷式

内鉄形 C(1W-MRF形

受電倶上 66kV △

出力倒上 23~Ⅱkvn8~6kV △

との変圧器は,上記のとおり調整電圧範囲が広く,出力側電流も

2,050A となるが,出力側直接切換方式の1鉄心形を採用した特長

のある変圧器である。負荷時タッづ切換器は,抵抗式単相用3台を

出力側△巻線の各相に配置し,大電流直接切換えを可能とした。ま

た,出力電圧の23kV と18kV との切換えもタンク外部操作可能に

なるよう,特殊無電圧タッづ切換器を開発採用した。変圧器巻線は,

広範囲の大電流タガ K対処するため,高圧66kV巻線を鉄心側に

設け,低圧巻線及びタヅづ巻線は,外倶姻e置の多層多並列構造とし,

電気的・機械的に特別な設計が施されている。以上の結果,高効率

・軽量となり,取扱いの容易性,信頼性の面で、,より向上したも

の忙なっている。
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図 39 キルン用翼形送風機特性

婆形送風機形式

フ,20o ln3/min風量

930mml・1。0風圧:

ガス1品度: 350゜C

回転数 1,470 rpm

1,50okW 50HZ 4極電動機

2.徳山曹達(株)向けキルンドライプ

近年セメントキルンの単基容量が増大し,従来の湿式キルン同様ツィンド

ライづとなるケースが出てきた。しかるにキルンは減速機を保護する

ためにトーシ.ン軸などを使用するので轍系の固有振動数が小さくな

つてぃるとと及びガース半ヤのバリクラッシが比較的大きいなどから,電

気系との協調を十分考慮しておかないとハンチングを生じ,ガースギャ

の損耗を促進するととになる。今度徳山曹達へ納入の2×50okWキ

ルンッインドライづは,共通レオナード方式を採用し,負荷分担は,起動

差動巻線を使用し負荷トルクの増大に対し速度の垂下特性を持たせ

てぃる。主た電気系の固有振動数は機械系のそれの U3程度で計画

している。

3.三菱油イヒ(株)納め同期電動機アングルスィッチング方式

三菱油化納めの SM のアンづルスィ,,チングは,5 台のレシづロコンづレ,,サ

の振動を相殺するために, SMの機械角をずらして同期投入を行っ

てぃる。機械角をずらした同期投入の方法忙は,近接スィ・,チによる

方法と,シンク0 による方法があるが,今度は,機械角のずれの指示

も兼ねてシンクロによる自動同期投入方式を採用した。

役1.4.4 荷

1.ゴライアスクレーン用電機品

昨年は造船ラッシュ忙より,大形船舶建造のための30ot級のゴライア

スクレーン用電機品を多数製作した。主要電動機はすぺて直流機を用

いたサイリスタレオナード方式又はワードレオナード方式を採用している。

主巻の3動作,横行の2動作,走行の両脚を同期させるため,それ

ぞれをせん(1崩速制御している。クレーン 2基の走行を自動的に同期

運転させるため装置を設けている。づ口,,クの据付精度がlmm級の

要求に対処するため,ディジタル式位置決め装置を装備しているもの

もある。

2.アンローダ用電機品

住友金属(株)鹿島向けに,2,ooovh級アンローダ用電機品を製作した。
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風
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1、セメントプラント用送風機

セメントづラントの大形化が既設づラント忙仮焼機を増設するとと,及び

新設づラントに仮焼機を組込むことによって急速忙進められてきて

いるが,とれ忙伴いキルン排風機忙高速高効率化が更に強く要求さ

れ,納入される送風機の低とんどが爽形送風機となっている。50サ

イクル地区向けとして翼形送風機では初めて4極の電動機で駆動され

るキルン排風機が完成し,現在まで合計5台納入された。図 3・9 は納

入爽形キルン排風機の特性曲線の一例で,要目は下記のとおりである。

FJ2,290 両吸込形名
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図 3・10 糧食運搬用ホイスト

バケ汁の支持,開閉は等容量の2電動機方式をとって゛る。バケット

開き角度制御なざはディジタル方式を採用して仏る。

主要電機品は次のようである。

支持,開閉用 2×70ok气邸

2×220k工入r横行用
直流サイリスタレオナード制御

I×275k圦ア1ふ(保D仰用

I×140 k入V}補巻用

走行用 8× 55kNV 2次抵抗制御交流低圧

I× 160 k刃、フ 極数変換制御コンベア用 交疏高圧

3.電気ホイスト

昨年に引続き,原子力発電づラント用,スタ,カクレーン用, 1坊爆形,輪

出づラント用,など1郭k仕様のものを多数納入した。

(1)低騒音ホイスト

普通容量の低騒音化は比較的容易であるが,フ.5~15t級で75ホン以

下のものを多数納入,か動中である。毬七卓,各部の機楢,防音榊造

驫どに考慮が払われて゛る。

(2)排煙脱硫づラント用防爆防食ホイスト

巻上,横行とも,電磁クラ,,チて乎高速/微速切換えができるもので,

安研の防爆検定に、合格し,最高の防食基津も満足するものが多数

製作,納入された。

(3)船用ホイスト

従来から漁船用,げんてい(舷梯)用,それ忙巻胴部にビニオンギャを

装着した主機開放クレーン駆動用など,各地造船所に多数納入してい

るが,糧食及び機械その他雑品の積込み用として,糧食運搬用ホイ

スト 1,2,3,5 トンのシリーズ化を完成した。

4.トランスファープリッジ付天井クレーンシステム

二r場における天井クレーンの合理化のため,トランスファーづ小ワジを介し

て材料を運搬するシステムを実が極した。

図 3・Ⅱにその外観を示す。

トランスファーづり,,ジ位羅検出方法として,絶緑トロリ線の絶禄セクシ

ヨン設定による制御方法を開発し,従来の位羅検出に用いられたり

Ξ,,トスィッチ竹珂山による方法より優れた停止精度と信頼性を得ること

ができた。また,空気圧作動連結装置により,クレーンとトランスファー

づりツジを白到Ⅱ拘に連結できるようにした。絶緑セクションの2重利用

制御方式の開発込同時に行われ,位羅検出する・一方電気ホイストの逮

隔制御信号搬送用として、利用し,制御装置及び工事内容が極めて

単純化された。
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特長

仏)手捌ル對乍により一般の床上操作クレーンと同様に使用するこ

とかて、きる。

山)乗り移り位置検出精度(士10mm)が極めて高く,任意に

N1鰹設定が可能である。

(0)機械的連結装翌を備え,クレーンの振れ,電気ホイストの種々

の挙動からの安定性を確保した。

(d)クレーン及びトランスファーづり,,づには電気ホイスト脱落防止装隈

が設けられ,連結機倦との冏に機械的インタロ,,クが設けられ,安

全性を確保した。

仕様

6基仏)サスペンション形天井クレーン(電気ホイスト付)

3基(、)トランスファーづりツづ

3t,スパン 12m,巻上速度 9m/mjn,巻上容量( 0 ) 諸元

25m/mjn,走行速度 36m/min横行速皮

6面(d)制御盤指令盤

6面受信移動盤(クレーン設置)

受信固定盤(トランスファーづり,,ジ設置) 3面

5.アルミサッシ用中問自動倉庫制御システム

アルミサリシメーカでは,急激な需要増とコス"'ウンに対処するため,生

産設備の自動化が大幅に採用されてきている。今回,(株)興人の御

指遵のもとに,三協アルヨニューム土業(株)向けに,アルミサッシ用中問

自動倉庫制御システムを製作納入し,順調忙か動している。この自動

倉庫は,アルマイト被膜処理ラインと,穴明切断を行う加エラインの中

問に位置する,生産ライン中問介庫である。中問倉庫として,従来

の末端倉庫と比べて,より迅速な入庫出庫作業性,より高信頼度な

システムが要舗される。このシステムは,対向tるクレーン 2台の入出

庫制御ととれに連結する周辺コンベア設備の仕分け制」御用巴して, N

形シーケンサを 1台使用し, DDC 制御を行わせるとともに同N形シ

ーケンサに小形の磁気ディスクを使用し,オンライン在庫管理を行わせ,

合わせて,冬種帳表の作成も可能とした。このシステムは本格的な計

算機によらない, DDC 制御と,オンライン在庫管理を司能とするシス

テムであり,特に 2,000ラック米満,クレーン台数4台程度の小規模自

動介庫において,従来のワイヤドロづツク制御システムと同程度のコスト

で、つて,管理レベルを引上げ,制御bステムのイ壽頴度を高めるもの

である。当社では従来より多くの自動倉庫システムを製作,納入して

きたが,このシステムは,従来のシステムラインアッづにおいて,本格的

計算機制御システムと,ワイヤドロジック制御システムの,中問ギャリづを

/
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1.開放形低騒音モートルフ0 ホンシリーズを開発

騒音公害の防止,作業環境の改善などの目的に対応して,当社では

既にサイレントラインしりーズとして,はん用の全閉外扇形を中心とした

屋外形,屋外防食形,安全増防爆形,而,圧防爆形の各保護朧造の、の

について,騒音レベルが75,80,85ホン(A)の低騒音モートルの開発

を完了しているが,とのたび更に開放形で70ホンシリーズを開発して

このシリーズを拡充した。

2~6極,0.75~132kW の範囲で,わく番ははん用品と同じの

34
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図 3-12 アルミサッシ中問倉庫の中央監視室

埋めるものであり,とのシステムの完成により,客先の二ーズとコス

ト要求に対し,より幅広く応ぜられるようになった。

また,客先レイアウトて、仕様が大幅にかわる,周辺搬送設備の制御

も,従来のワイヤドロジック制御装置を,づ口づラマづルなN形シーケンサ 1て

吸収したことにより,納期の短縮,設計業窃の標準化,トータルコスト

の低減に結びつけることができた。

.

1.広範囲速度比を実現したプレーナ電機品

直流モータの低速制御は,従前では最高速度のν200程度が限界で

あったが,工作機械左ど機械メーカの要求は,最高速度の ln,000

以下に及んでいる。とれにこたえて,とのたびづレーナテーづルの広範

囲速度伶瞬卸一最高速度の 1八,000(絶対速度 1.6ゆm)ーを実現した。

この方式は減速ギ卞を使用せずに直流モータ自体を電子回路によ

り精密制御して低速軸を得るもので,価格的にも従来機に若干の回

路を迫加するととですみ,高価な減速機を使用する必要がない。

2.公害対策用排煙脱硫ファン用モータ

昨年度は公害防止用の大形誘導電動機を多数製イノ醐入した。発電所

のNOX対策用のガス混合ファン及び排煙脱硫用ファン,製鉄関係の

集じん(塵)ファンが主なものである。発電所は高温ガスを取扱うた

めファンの GD2 が大きく,特にガス混合ファンは 1,oookW 6極で

18t-m9程度のかビ形モータの要求が多かった。製鉄用集じんファンは

電力節減のためにじんあい(塵挨)が発生した時だけファンを駆動ナ

る要求が多く,現在製作中のものに 3,80okw l0極のかご形モータ

2.標準電機品

ため互換性があり,効果的な減音構造を採用しており,吸排気カバ
任〒ヨ

機2.1 を取付けたままでづりースの交換が可能である。

2.高効率節電形モートルを開発

昭和娼年末におそった石油危機以来,省エネ1レギ対策が社会的課題

としてクローズアッづされており,電力、効率よく使用することが,と

れまで以上に必要となった。

このような社会的要求に答えるため,全閉外扇形,0.2~Ⅱkw,

2.4・6極のものにつ仏て,はん用品との亙換性を保ちながら,高
t^

効率・高力率で省資源形のモートルを開発した。

大幅な節電効果により,モートルのコストアッづ分は短期日の使用で

十分に回収できる。
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図 3-13 (株)北市納め水産加工排水電解処理奘置
3,ooo mvd (150 m./h)

て際勺1時問に 1回起動の要求を受けているモータがある。

3.釧路市(株)北市納め水産加工排水電解処理装置

昭和四年の特記すべき成果として,北海道地区における水産加工

排水への電解処理の適用がある。"すけそうたら"などのすり身加

エエ程からの排水はたん(蛋)由質,脂肪を多く含有し, COD が高

く水質汚濁防止法忙心とづ゛て厳しく水質が規制されている。北海

道は寒冷地であるため生物処理には条件が悪く,また,加圧浮上法

が一部忙使用されているが,処理効果,操作性などから実用上問題

点を残している。そとで,従来の装賢の欠点を克服する、のとして,

電解処理法の特長を生かした水産加工排水処理装置を開発し,北海

道内,数力所に納入L好調にか動している。

(株)北市に納入したもの仕 3,ooomvd の処理水量で,電解電流

最大3,00OA といった水産加工業としては記録的な装置である。処

理はPH 制御によって含有たん白質を等電点凝集させ,このフロッ

クを排水の電気分解によって生ずる微細気泡忙よって,浮上分離し

清澄な処理水を得る方式である。分籬されたフロ,,クは有効なたん白

質であり,とれは飼料又は肥料として再利用される。この装置の特

長として(1)気温に影響されない,(2)浮上ガス量を負荷忙応じ

て電気的に最適忙制御できる,(3)電解忙よる水素ガスを使用す

るので気泡が徴細で浮上分籬効果がよい,(り加圧水,コンづレッサ,

溶気そう(槽)などが不要なので小形コンパクで騒音が出ない,(5)

電解酸化作用が重畳して作用するのでCOD, BODの低減効果が

高い,たど多くの点があげられる。
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図 3-14 開放形低騒音モートル
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図 3-17 汚物処理用水中モートル

3,軸流ファン用モートルを開発

とのモートルは外国で固定保持し,風洞内で使用するためのもので,

づラケ,,トの外周を 12角形忙形成して,3,4又は6個のアタッチメント

の取付け要求に共用できる構造としており,クーリングタワー,屋上換

気嫡,有圧換気扇用として,融通性が大きい。

4、汚物処理用水中モートルシリーズを完成

公害対策で需要が急、増している汚物処理ボンづ用として,乾式より

も運転条件の厳しい恒久的な汚物処理設備を対象に耐食,耐荷重,

耐振動のほか,エアチャンバによる對油翻整機騰をそなえた油上拭の水

中モートルで,1.5~18.5kw',4極,ゞ1:,似1('Ⅲ1端下)を標津としてい

る。

5'安全増防爆形ブラシレス同期電動機の大容量機を製作

石油化学づラント向けに, eG3級(防爆検定合絡品)安全増防爆形

づラシレス励磁方式の同期電動機としては,国内最大容量クラスである

8,30okw,6.6kv,38極, F 種絶縁のものを製作納入した。

6.数値制御用ダイレクトドライブ直流モートノレを開発

数値制御用として,精度のよいギャレス直結駆動のためのダイレクトド

ライづ直流モートルを開発した。

""#ー

ンミ11多シ

づ

'手.
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図 3-15 高効率節電形モートル

,、'、謬゛に二ー;1-^1,ゞ,
J、毛1叉11拶^、、ー,'<_、、'

■一*辻、、◆●ゞ,'ゞ、
ミ'、・<,＼t 謬、/1"'j途§嘉,1津1ン

、、j 題 4二冬,■瓢ぎi',1- q.yi驫寺点一,'、、,。yXン、ξヲj父/'"ψつ一玉1ミ,才g
、,■羅一.-y、心'、"'4主紗,途之一ゞ二d・

'

'ー

゛ぢ

、壱ξ

、

4

●一ゞ.

゛゛

、才

ーー゛ーー、1

図 3-18

図 3、16 軸流ファン用モートル

図 3・19 数値制御用ダイレクトドライづ
安全増防爆形づラシレス同期電動機 直流モートル

多極永久磁石界磁構造のため广低速域でも安定運転ができ,高効

率,小形軽量で,応答性寸川速性に優れ,熱容量・過負荷耐量が大

き込ので,工作機械に装備して加工精度が浩K,信頼性・安定性の

闘いNC装置が得られる。
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図 3・22 自動直線縫製の工業用ミシン
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1.電動ハンドを開発

生産工程の自動化・省力化に不可欠な動作として,押す・引く・つ

かむ・上げる・下げる・ひねる・回す・運ぶがあるが,これらの各

基本エレメントを開発するととも忙,これらの組合せによる製品群と

周辺設備{Cより,機械への口一手インづ,アンローディング,ワークの積重ね,

箱詰めなどの全電動式自動搬送装置を開発した。

全電動式は油圧式と違って,配管不要,油漏れ皆無などの特長が

あり,仕様目的に合った各種の駆動モータの適用により経済的な装

置が製作できる。図 3-20 はワークを箱形パレ.,トに移戯箱詰めを行

う装置の例である。

2.工業用ミシン用ダイレクトドライブモートルを開発

従来から工業用ミシンはクラッチモートルによるべルト駆動方式であるが,

縫製自動化の新し仏可能性を持つところの,ミシンに直結する式の

ダイレクトドライづモートルを開発した。
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図 3・20 ×-Y 軸形電動ハンド

産業用電機品
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図 3-21 ミシン用ダイレクトドライづモートル
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ダイレクトドライづとすることにより,ペダル操作は軽く,静かな運転

ができるほか,可変速制御性や高速運転性が著しく向上して,運松

速度は0~6,000(最大)rpm,ミシン針の上下定位楓停止精度は 5゜が

容易に得られる。

3,自動直線縫製の工業用ミシン

縫製加工工程中の直線部を自到川り忙縫製するスルートシーマは自動縫

い装置の最も基本形であり,縫製前に加工品を自到川泌C二C折りし

て縫製できるので,1心用用途の極めて広い奘羅である。

縫製は作業者が加工品台上に布地を重ねて繍父と,光電管により

セ.り卜を検知して二つ折り装羅が作動し,加工布材料をミシンの針下

まで搬送し,ミシンの娜動開始で肉動的に縫製を行い,縫製後は白動

糸切りを行ってスタヅカに積み重ねる、のであり,作業者は加工品台

忙布地をセヅトするだけでよいので,米熟練者で、述転が容易であ

る。

1.大熱容量の水冷式パウダプレーキを開発

機械の大形・高速q高能率化に伴って大熱容量づレーキの要求が高

まってきたのでづレーtトルクが 65,100,20OLgm の水冷式パウタづ

レー牛3機種を開発した。

励磁コイルを2個設けて動作面を従来の2倍以上忙し,冷却水路

を動作面に近づけるととにより,熱容量、2倍以上に向上した。

2.テンシ"ンメータを開発

紙,セロハン,アルミはく,電線などの運転張力を検出・表示するため

のテンシ,ンメーヌを開発した。外村'き記録計用端子及び零テンシ3ン検

出回路刊きのため,加工処理工程での生産性の向上,省力化が可能

である。

3.電子歩出し(ぷだし)装置を開発

CCB (高速クラッチ,低速クラ,,チ,づレーキ)方式による高低速切渙え

の位置制御装置を,特忙木工機械の歩出し用として開発した。 CCB

は 10kgm 品をギャポ,"クス中にまとめ,ディジタ1レ制御装置との組合せ

で,士0.1mm という高い最終停止精度を,使用ひん度の向上とと

も忙得た。
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図 3-23
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図 3-24 テンションメータ
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1. NF50、SA 形ノーヒューズしゃ断器を開発

従来,はん用品Sシリーズの 50A フレーム忙はA形と S形の2機種

があり,両者は必要なしゃ断容量忙より使い分けて゛たが,外形寸

法及び取付け寸法忙互換性がなくて,経済的な盤の製作に支障があ

つた。今回開発した 50SA形は, AC460V で7.51●,220V で

10kA とφう A形以上のしゃ断容量を持つとともに,寸法ではS形

のほかCA・H形と込亙換性を持つもので,生産性と適用性を同時

忙向上させた、のとなった。

2. NF4000 形ノーヒューズしゃ断器を開発

電力設備の大形化,電力負荷の高密度化に伴う幹線用の大容量ノー

ヒューズしゃ断器の開発要望IC答えて,定格電流が4,00OA のものを

開発した。通電容量とともに増大する自己インダクタンスによる表皮効

果の影排忙対しては同相導体の複数分割方式により,また相互イン

ダクタンスによる近接効果によって生じる電流分布の変化忙対しては

十分な接点接触が可能な開閉機繼の採用kより,いずれ、解決して

図 3-25
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1.ダイヤヘノしツァ(VVVF インバータ)をシリーズ化

交流電動機邸動用の可変電圧(VV)司変周波数(VF)インバータは,

既に実用期忙入っているが,とのたび開発したDHシリーズには,変

流器を用いた高性能TC転流方式を採用した。このTC転流方式は,

負荷電流経路と転流コンデンサ放電経路が転流用変流器で磁気結合さ

れ,転流コンデンサの放電電流が負荷電流忙応じて最適忙制御される

ため,同一の逆バイアス時問を得る忙必要な転流コンデンサ容量は従来

三菱電機技報. V01.四・ NO.1・1975

2.4

制御機器2.5

いる。

3. NVF 形漏電しゃ

断器を開発

漏電しゃ断器の普及と

ともに大しゃ断容量,

大電流容量品の要"ミが

高まってきたので,こ

れ忙答えるため,ノーヒ

ユーズしゃ断器の S・ H

1

▲1气ふ厶 YJ/

クラッチ.フレー干

ユニット

ノーヒューズしゃ断器

クラッ2.3

図 3-26

図 3-27 NVF形漏電しゃ断器
シリーズ品と漏電りレー

の NV-ZBシリーズ品を,1枚の金属板上忙組合せて一体化したもの

が NVF 形シリーズである。定格電流は 1,20OA 主で,定格しゃ1析

容量は 10okA までがそろい,定格感度電流は 100・50omA (225A

フレーム以下),200・50omA (40OA ワレーム以上)の感度切換形のた

め,電路の条件忙応じて感度の設定ができると仇う特長がある。

4.時延形漏電りレー

この時延形漏電りレーは,地絡事故発生時に主回路と分岐回路との

選択しゃ断を行う場合の主回路用りレーである。従来の高速動作形

リレーでは選択しゃ断は望めなかったが,時延形漏電ルーの慣性不

動作時問を,高速形の全しゃ断時問よりも長くするととによって,

少なくとも10A以下の地絡電流の場合に動作協調が得られるよう

にな0た。

ディジタル位羅制御
装置
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図 3-28 ダイヤヘルッア

方式の数分の1ですむ,高効率・節電形で,

]征J"以上のものも製作可能となった。

DHシリーズの制御回路部忙はIC を大幅に採用して装置としての

信頼度を高め,箱構造は新方式の防じん密閉形を採用して耐環境性

を向上させて,5.12.5.25.50.75 ・ 10okvA の小形・幌量シリー

ズを完成した。

2.ダイヤロールの高性能シリーズを追加開発

はん用の直流可変速装置として,400.1の変速範囲(速度変動率0・2

%以下)をもっ高性能シリーズ DIAROL・Ⅱ(出力は 0.2~3.7kNV)を

追加開発した。とのため,工作機械の送り駆動などでは,極低速を

得るためのギャ変速の併用は不要となり,安定した回転と速い応符

が自動制御回路忙より得られる。

3.直流調整継電器の改良新形を開発

直流電動機主回路における過電圧保護,界磁回路Kおける界磁そう

失検出用の継電器で,回路条件にマ,,チした操作コイルの選定をし,

1岐苅整の解放ぼねにより動作値を調整・設定するもので,電圧・電

流いずれかの変化を検出でき,新設昏ΠCより,河対寸けスベースは屍行

の約如%忙有印ト,調整も容易な構造となった。

4'無接点りレー"メルログ'を開発

自動制御装置の信頼性向上の要求に対して,ソリッドステート式で各機

3.生産機器
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図 3-29 無接点りレー
メル0ク

主た最泊ν司波数が 1

、itj; 1づ、゛'^

図 3-30 OA形操作スィッチ

能をモジューレ化・ユニ,寸化Lた, LR 形無接鳶Jルー"メル0グ"を開

発Lた。メルロづ忙は AND, OR, NOR 力:どの基木論廻素子,記憶,

時隈,増幅などの一般能動業子のほか忙,十進カウンタもそろえてお

り,次の特長がある。

(1)一般の制御継内使用では配慮不要なよう{Cノイズ対策ずみで

ある。

(2)入出力業子は発光ダイオード表示刊きで,他の索子はチェ,"クユ

二汁で,いずれも動作状態の耐齢忍が容易である。

(3)コネクタへのj剤悦はワンタ,チで,固定も容易である。

5, OA 形操作スイッチを開発

取扱仇と信頼性向上のために OU形をモデルチェンジ Lた OA形操作

スィ,,チは,次の特長をもって込る。

(1)制御用継電器と同じころがり接触で,接触の信頼性が商込。

(2)セルファッづ端子ねじの採用で,将種の配線力法に適用できる

とともに,つめ付き座金の向きを変えるだけで端子方向を変えられ

る。

(3) 1種類のコンタク1づ0ツク(1示D を 4 こまで重ねられる。

(4)ヘッドj祁はカラーチ,づ式のため,形や色が変えやすい。

3.1 電子ビーム溶接機

最近,大形構造物の組立i割妾に電子ビーム溶接を適用しようとする

気運が高まっている中で,このほど,大形構造物の組立溶接には不

可欠の諸特性をもった電子ビー△溶接機を完成した。その主な特長

は下記のとおりである。

(1)低真空中でi割妾ができる電子銃室とi容接室との中問に中問圧

力室を設けてあるので,溶接室内を高真空にする必要はなく,1X

10→t0訂程度の低真空中でもi容接することができる。

(2)除極の寿命が長い

国産ではじめて桙状熱陰極電子銃を採用しているので,標準的な使

用条件の場合に陰極の寿命は401辯問を越え,従来のフィラメント陰極

に比べて寿命は5佶以上である。

(3)溶け込み能力が大きい

定格電子ビーム電力は36kw U扣速電圧90kv,溶接電流40omA)

ノ"r

図 3-31

1

3 産業用電機乱.

イづ元ゞ「 4

゛ノ.,『智、、ノ

隈ぎごゞ、
電子ビーム溶接部の
ピーF 断面

雛状熱除極電子銃方式では・世界最大の出力を有し,図 3・31 に

示すとおり,軟綱(SS41)板の場合,溶接速度υ=30omm/mjn の

ときK溶け幅 W=4mmで,溶け込み深さっ=80mm,(つ/W=2の

の溶け込み能力をもって仏る。
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1,誘導炉

誘導炉に対する新規需要は,景気の衰退忙電力不足が重なって落ち

込みがはげしぬが,当社は昭和49年忙約70基の多くを製作納入し

た。画期的なもの巴しては,トヨタ自動車工業(株)明知工場に昭和

娼年忙引きつづき,如tlo,oookW 炉3基を納入した。鋳造工場

の誘導炉設備としては,当社の技術提携先である BBC社が米国の

ゼ?5ルモータース社に納入したもの忙次ぐ世界第2位のスケールを持つ

、ので,内動化・省力化を折り込んだ最新鋭設備として注目を浴び

て込る。その他,構造改善計画忙よる鋳物工業団地のモデルケースと

して,愛媛銑鉄鋳物協同組合から 3.5t 80okW6基,5t l,20okw

2基を一括受注し,全国鋳造業界の関心を集めて込る。今後,この

方向の協業化が急速に進展するものと思われ,当社の経験と総合力

が高く評価されている。

2.誘導加熱装置

昭和四年は,高効率・高信頼性を旗印とするサイリスタ式高周波イ

ンパータを高周波発生源にもつ誘導加熱装置の需要が,飛路Ⅱ狗に増大

した。拠作中彰含めて 18,oookW の高周波インパータ式誘導加熱奘

置の実績は,国内随一と言えよう。とのうちの低とんどは,鍛造用

ビレ,ワトヒータ及びバーヒータで,3kHZ 2,40ok凡V のパーヒータ,1kHZ

1,50okW ビレ,,トヒータなど,かずかナの記録品を製作Lた。またー

方,サイリスタインバータと加熱機を一体化したコンパクトなピレ,"トヒータ

を開発納入した。

誘導加熟の焼入又ば特殊加熱への応用についても,昭和四年は

多くの足跡を残した。それらの中で特筆されるのは,金属の焼結用

加熱装置,建設用車両の足まわり部品の全自動焼入焼もどし装置,

更忙はふんい気炉巴結合した複合熱処理炉用誘導加熱装置などであ

る。

今後,誘遵加熱装置の特殊加熱への応用は,エネルギ・公害・省力

化などの諸問題忙関連して,その優位性が認められ,飛躍的に増加

するものと思われる。

その他,アクスルシャフト低ひずみ焼入機をはじめ,その他の焼入装

置にサイリスタ式電源を採用して良好な結果を得ているとと、特筆に

値する。

3.2 電気炉・加熱装置

モ●一

ノ、・、、ノ

武J,,."ぎ、女J,Ayh 髄十ι~

.."1111、、1、・砧1
、・/1, 1,・烹{11ト,"、'1" 1、ニ、子11
'、・,・,,'・ーーー、",.謬■.、..

種翻
罷シ'

>'

璽

^

、

3.3 電気加工機

1. DK・700形実用大形放電加工機

DK-700形は従来のダイアックスNシリーズの大形機DM-50ON形をべ

ースに,種々の改良を加え一段と性能ア,ガした実用大形放電加工機

である。許容電極重量35田屯はこのクラス最大級のもので,鍛造

型,づレス型などあらゆる金型製作忙適合する。また DK-700形は

多様化するユーザの要求に対1心するため,づ口,,クビルド方式の設計思

想を配慮し広範囲な仕様を選択できるととも忙EP形電源全シリーズ

との組合せが可能である。

2, DM・6001形超大形放電加工機

昭和45年の 1号機,昭和47年の 2号機忙引き続き, DM'001形

を開発し,国内大手自動車メーカへ納入した。

本機は,これまでの1・ 2号機(DM-5000形)に比較し,ポルスタ

一面積が約 2倍(10m9),加工そう(槽)容量約 1.5倍(16,000ι),最

三菱電機技報. V01.四. NO.1・1975
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図 3・32 DK-700形実用大形放電加工機
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大電極重量1.25倍(15t),本体重量1.44倍(130t)と,世界最大級

のものである。

加工電源は, EP-120形4台を使用し,最大加工速度60g加inが

得られ,8分割加工まで可能である。また機械の操作,加工条件の

設定,監視,加工液系の操作などは,すべて1力所で集中管理でき

るよう忙なってぃる。

3. MELCOM 70 による DNC ワイヤカット放電加工機

ワイ卞カット放電加工機は,ワイ卞電極(CU など)を加工形状に従い N

C制御して糸ノコ式に加工するものである。本機は,ミニコンにより

NC御Ⅱ卸し,ハード,ソフト面の機能向上を行い,加工電源には高周

波トランジスタパルスの電源を用い,加工速度の向上をはかっている。

その特長は,(1)最適送り制御が可能,(2)最高10台までの群

制御が可能,(3)ミニコンと機械本体は隔籬設置が可能,(4) NCテ

ーづの閏動づログラミンづ(MEDIAPT)力り川工しながらできる,(5)

補間,内動づログラムの拡張が可能,(6)高周波トランジスタパルス電

源忙より加工速度が早いなどである。

^髪亀金含全

図 3・33 DM-6001形超大形放電加工機
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図 3・34 DNC ワイヤカヅト放電加工機
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図 3-35 放電加工条件自動検索装置"インフォメータ"

4,放電加工条件自動検索装置"インフォメータ"

放電加工において,面あらさ,クリアランス,電極消耗比などの加工特

性は,それぞれ相互忙関係しあっているため,独立忙設定できず,

加工条件の選定忙多くの時問を要した。「インフォメータ」は,これら

の加工特性を満足する最適な放電加工の電気的条件(電流 eーク値,

パルス幅,電極極性など)を表示,あるいはナJントアウトする裴置で

ある。放電加工では必要とされる加工特性をすべて満足する加工条

件があるとは限らないので,この場合でも入力した値K最も近い加

工条件が出るようになってφる。したがって,電極設計に使用する

ととができ,また,一般イ乍業者が放電加工機を操作する場合,条件

設定を容易に行うことができる。

この装置は,加工Kあう最適な加工条件を出力するため,種々の

電極材料を含む最大3,000の放電加エデータがメモリに記憶されてい

る。また,どの加工特性を重視するかによって,加工条件が異なる

ので,加土特性の入力方法を変えるととKより,種々のデータ検索

が行える。

5.放電加工機用群制御NC装置

1台のNC装置を使用して多数の放電加工機を群制御する画期的な

技術を確立した。一般に放電加工は,加工中の主軸送りがNC装置

に無関係であること,かつ上記制御時問が加工中の時問に比べて極

めて短く,したがってNC装置のか動時間は全体の加工時問に比べ

て極めて短い欠点があったが,今回1台のNC装貿で4台の放電加

工機を時分割制御し,個別NC装置と同じ効果をうるととに成功し

た。このNC装置は加工の進行に伴いづ0グラ△内容を,ルトアウトし,

加工工程のチェック、行うようにし,更にづ0グラム内容とは異なった

指令を任意に割込み実行させることができるなど,従来のNC装置

ではできなかった機能を持った経済的で効果の大きい装置である。

6、全自動電解加工機

ガラス金型,鍛造用金型などの加工用として今回電源容量20,00OA,

パレ'り卜方式による電極,被加工物の自動取付け取外し,及び磁気力

3.産業用電機品

'J

裡

?'

図 3-36 放電加工機の群制御NC装置

^

1. MELDAS5100川・000/5000数値制御装置

旋継用の MELDAS-5100 は,機械メーカ1ンドユーザに極めて好靜を

博しており,昭和49塙火には納入台数300台を突破した。性能的

には次のように充実されてきている。

(1)直径10μ 5μシステムの低か新たに 2μ 1μ精度のシステムの

確立

(2)無公害,省 1ネルギ形のミルスモータサーポ方式に加えて,カ,,づモ

ータサーボ方式の確立
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図 3-37 MC{10OVS.-200IA形全肉動電解加工機

セットテーづによる加工条件のづ0セス制御を行う全自動電解加工機を

開発した。従来から電解加工におφては加工精度の不足,短絡忙よ

る損傷などが欠点とされてぃたが,これらの問題点について実験研

究の結果,硝酸ソーダ水溶液を用いて適当忙加工電圧を制御するこ

とによって側面問げき(隙)が制御できること,及び高速短絡検出し

や断装置により短絡損傷を実用上無視できる値に抑えることに成功

した。この成果をとり入れた磁気カセ,,トテーづによるづロセス制御は

はん雑な加工操作,及び同一加工条件の再現維持を伺動化し,更に

電極,被加工物の位置決めをパレ."力式として高精度を得ること

に成功したもので,電解加工機の全冑動化としてその意義は極めて

大きい。
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(3) 1C強電盤込みの専用機システムの開発(野村桔機納め)

(4)固定サイクルなどの各種オづシ.ンの充実

一方フ三イス系用の MELDAS司000./5000 シリーズけ昭和48年末1号

機納入以来,50台以上の納入を行仇,特に速度精度比a0μ指令で

19.2m/min)が抜誹で,ファインスケール,メモリサイクルなどの新オづシ,ン

が好評で,指令単位1,2μシステムでは,切削面精度が 1~2S を

突現可能にした。

2. MELDAS・2000数値制御装置

MELDAS-2000シリーズは,対象機械を限定して開発された専用NC

裴11瑩て、あり,ユニ,ワト交換により,ポール t碇,フライス,揣,がt"翌,ターレ.ワ

トバンチづレスなど広仏用途に適用できる。

主な特長は次のとおりである。

(1)ユニ,介を交換するだけで,適用機械特有の専用機能を、たせ

るこどができる。

(2)対象機械を限定したととにより,回路構成が廟単となり,小

形,軽量化され,信頼性が向上した。

(3)強電盤を内蔵できるため,むだのないシステムを楢成でき,機

械との結合,調整・保守が簡単である。

(4)デスク形構造であり,操作盤を内蔵できるため集中操作ができ

る。

(5)好評の電気卵動方式を採用しており,精度・速応性・安定性

に優れている。

3、ソフトロジック NC (SLNC) MELDAS6000

SLNCMELDAS'000 は,名前の示すとおり従来ハードゥエアで実現

してきた NC機能を, NC 内蔵の演算機能とメモリによりソフトゥエア

で実現したもので次のような特長をもつ。

(1)広い遭用範囲・・一各種旋盤,マシニングセンタから複雑な術Ⅲ卸を

要する各種纓合機まで適用可能である。

(2)高い拡張性一一機械にマ,,チした各種機能,最適制御などの

高度な機能の卞y川,ある仏は強電盤シーケンスの一削"フトゥ1ア化が

可能である。

(3)マルチコントロール・・,・・最大4 台までの機械を制御するマルチコント0

ールが可能である。

野村精機納めIC強電盤を込み忙した

専用形MELDAS5100数値制御装置
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図 3・39 僻管理用計算機システム
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図 3-40 ミニコンNC

4.群管理システム及びミニコン NC

(1)群管理システム

当社でけとれ,主でに数例の群管理シフ、テムの製作納入実績を有して

いるが,今回三菱重工業(株)との共同開発によって,社内の新設備

加エラインに,典型的な群管理システムを完成し,昭和四年10月よ

りか動に入った。このシステムは, MELCOM 70 を使用して,マシニ

ングセンタなど数台の工作機械を制御し,無人運転をしながら,故障

に対して完全なるバヅクァ.ゞづ機能が完備して仏る点に特長がある。

(2)ニニコン NC (MELDAS-650の

ヨニコンNC は, MELCOM 70 を利用し,従来の NC機能をソフトゥ

1アで実現することにより柔軟性k富み,高度の制御を可能とする

ものである。このNC は,昭和49年度国際工作機械見本市に出品

して好評を博した。

5.数値制御装置のソフトウエア

NC工作機械忙よる加土においては,その指令テーづイノ防艾の省力化

のため白動づログラミングシステムの占める役割は大きい。当社では従

来からの APT に加えてEXAPT の導入,開発,実用化及びM-A

PTの開発により自動づ0グラミングシステムの充実強化を図った。

EXAPT システ△としては次の 3種のファミリーにつφて MELDAS

用ボストづロセリサの開発,データファイルの整備及び MELCOM への実

装などを行い高レベル自動化の実施を推進した。

(1) EXAPT 1 穴加工,直線フライス加工を対象とし,切削速

度の決定,送りの決定,工具選択,加工手順の白動決定などの機能

を持ち,加工技術自動化のレベルは現在最も高い。

(2) EXAPT2 燧削加工を対象とし,切削速度の決定,送り

の決定,工具とチャックや部品との衝突チェ,,ク,加工領域の分割など

の高度な加工技術処理機能を持っている。

(3) EXAPT I.1 EXAPT 1の機能を包含し,更に 2リ.次元

までのフライス加工機能を卞"扣した、の。

M-APT は APT のサづセ.汁として 2リ.次元愉郛制御機能を持

ち,ヨニコンで処理できる小規模のはんq川用会話形Dステムで,手嵯

に使用できる肉動づ口づラミングシステムとして好・評を博している。
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1.空気熱源ヒートポンプユニット(サニーパック)

CAH 形ヒートポンづユニリト(サニーパック)2.0~15kW までの 7機種モ手

ルチェンづ完了し,更忙次のような特長をもたせた。

(1)マンション向け小形機種の開発

全機種とも薄形の片面吸込みとし,据付スペースの大幅縮小化を計っ

た。特に 2.okw,2.2kNV の小形機種はマンションのべラン互にも容易

に据付可能である。2.okW は風のシ,ートサイクル防止のため風方向は

横吹出しであり,また逆勝手据付も可能である。 2.2kW にはセパレ

ートタイづもあり,ベランダなどの狭込場所での分誹据付も可能である。

(2)冷温水循環ボンづ組込み可能

フ.5kW以下では冷温水循環ボンづがユニワト内に組込み可能としてあ

るため,現地配管工事を省力化L,システ△全体がコンパクトにまとま

る。とれ忙より従来問題となってぃたボンづの騒音及び防雨対策な

どが不要になった。

(3)シロッコファンの採用

CAH-15以下では静圧の高い bロッコファンを採用しているため,現地

での消音ダクトエ事を可能にした。

(4) 10OV りモコン回路の採用

全機種とも 10OV りモコン回路を採用しており,電気設備技司i基準及

び内線規定に定める対地電圧150V以下の適用を受ける住居からの

操作を容易とした。

(5)水回路保温装羅の内蔵

寒冷地では運転停止中に水回路が凍結するのを防止するため,自動

保温転装置を設けている。

2.空気熱源ヒートポンプパッケージエアコン(PAH 形)

空気を熱源として冷匝卜温風を作る,分離形でりモートコンデンサタイづ

のヒートボンづパリケーづエアコン(PAH形)を開発し,PAH-20(15kw)

・ PAH-30 (221厶V)・ PAH→0 (30RNV)の 3機種をシリーズ化した。

PAH形は室内ユニヅトPAH形と室外ユニットPVH形の二つのユ

ニットからなり,この室内・室外ユニットを現地で冷媒・配管・電気

結線して完成する。

PAH形の主な特長は次のとおりである。

(1)冷媒回路には当社独特のHVReルiシステムを採用し,安定運

4,1 調機器

4.冷凍・空調機器

転を計っている。

(2)電動4方切換弁の使用により,スィ.,チの操作で簡単に冷房・

暖房の切換えができる。

(3)電動4方切換弁・マニホールドチェック弁により,逆サイクル自動

霜取りを行い,霜取りは短時問で完了する。

3.給湯コイル付ヒートポンプチラー AWH 形

ヒートボンづチラーAWH形は夏は冷水,冬は温水を作るが,とれと同

時に給湯用の温水も作れる「給湯コイル付AWH」を開発した。(A

WH-60C,80C)

これは吐出しガスと水との熱交換噐一「給湯コイル」を備え冷房運

転,暖房運転にかか力らず常時48゜Cの給湯用温水が取出せる。と

のユニ.,トの運転パターンは(1)冷房専用,(2)冷房十給湯,(3)暖

房専用,(4)暖房十給湯,(5)給湯専用の五っがあり,切換弁・制

御回路によってそのパターンを自動的に切換え負荷側の要求に応ずる

ことがて、きる。

特に冷房時の給湯運転は,大気に捨ててⅥる熱の一部を給湯用温

水を作るのに利用しているわけで,一種の熱回収ユニ,,トである0

4.空調用熱交換器

冷温水を用仏る,空調用熱交換器として,冷暖房用にりビンづマスター,

また暖房専用としてりビンづヒータを販売して,低騒音,機種の豊富

さ,信頼性が高いことなどより業界より評価を頂φて仇るが,更に

主K住宅用として LV-KE形りビンづマスター, VW-KE形りビンづヒータ,

また会談室などの大きなスペースの冷暖房を主体としたパ',ケーづタイづ

の大容量りビングマスターLV-PE形を開発した。

LV-KE形りビンづマスター,及びVW-KE形りピングヒータは今まで市

場において好評を得てきた LV-ME形りビンづマスター, VW-HB形り

ビングヒータ, SD-A形りピンづヒータを一新したものて、あり,主な特長

は次のとおりである。

(1)低騒音とした。

(2) 8畳問までを対象とした機種(LV-150KE, LV【250KE, V

NV-350KE, VW-50OKE)は半問柱問に設置できるようにした。

(3)吹出しづりルはワンタッチで上下左右自在に調整可能な、のと

した。

(4)側板を取外し可能とするなど,配管工事性を一層高めた0

LV-PE形りピングマスターは一般ビルの事務室,会談室,ロビーなど,

店舗,学校,病院,鉄道関係などの広いスペースの冷暖房用として開

^、 j』T'^^^^ 尋琴唆牧,丁〔叉^

図 3・41 PAH形室内ユニット
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図 3・42 PVH形室外ユニヅト
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図 3・43 AWH形給湯コイル付ヒートボンづチラー
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図 3・45 工、氏V-50OKE 形りビンづヒーター図 3・44 LV-40OKE 形りビングマスター

発したパッケージタイづのりビングマスターであり,従来のりピングマスターと

は異なった゛ろいろな特長をもち,今後の需要の伸びが期待される。

特長は次のとおりである。

(1)大きなスくースの冷暖房を 1台のバッケージ形りビングマスターでで

きる。

(2)従来のダクトエ事,また多数のりピングマスターの配管工事が不

要となり,工事費が安く,工事資材の使用量が少ない。

(3)外気の取入れが可能なだけでなく,1アーハンドリングユニットのよ

うにダクト専用として、使用できる。

(4)冷温水配管,ビけでなく冷温水用電動3方弁などの制御機器を

本体内1薪追込むととができ,据付美観がよく,また据付スペースも小

さくなる。
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1.小形開放形冷凍機(6VV,7W 形)

開放形冷凍機 0.4kW から 15kW のうち 2.2kW から 7.5kW の機

種について圧縮機の改良を中心としたモデルチェンづを行った。

主な改良点と特長

(1)圧縮機の油返送機構を改良し,吸入室からクランク室油だまり

への油返りがよくて,油上りの少ない信頼性を高めた改良圧縮機。

(2)冷凍機ユニ,介の全幅を縮めて据付面積の小形化(当社比,平

均部%)により機械室の縮小化に答えた。

(3)凝縮器の水配管接続面を一面にそろえクーリングタワ一配管を容

易にした。また凝縮器全長はユニット全幅忙合わせて短くした。

(4)クランク室内の冷凍機油への寝込みを防止するためのクランクケ

ースヒータを取付可能とした。

2.りモート空冷式冷凍機(6AR 形)

リモート空冷式冷凍機は 0.75kW から 5.5kW までの5機腫を既に

発売中であるが,空冷式大形化の需要に答えて7.5kW及びⅡIAV

の2機趣を開発した。主な特長は次のとおり。

(1)多極送風機(10極,12極)により送風機の運転音を少なくす

るとと、に苅形熱交換器により風切り音の発生を防いだ低騒音りモ

ートコンデンサである。

(2)外気温度の変化に応じて凝縮器の容量を変化させて,冬季の

凝縮圧力の異常低下を防止する。

(3)りモートコンデンサの周囲から空気を吸込むよう忙熱交換器を配

置したのて・据付面積も小さい。

3.サクシ"ンアキュムレータ(S 形)

冷凍装置の液バックから圧縮機を保護するサクションア牛ユムレータは既

に発売中の4機種についてモデルチェンジを行った。

(1) 5ι,10ι,20ι,40ιのサクシ,ンアキュムレータ 4機種を単段,2

冷凍機及び応用品4.2

図 3-46 LV-75PE 形りビングマスター

殴圧縮式冷凍機の全機匝について選定使用できる。

(2)店動返油オリフィスにより冷凍機油を確実に返送する。

(3)サクションストレーナ、内蔵しているので,液分肖佳だけでなく圧縮

機への異物流入を防止する。

(4)壁掛けタイづで平形から皿形鏡板忙変えて重量も軽量化(当社

比約70%)としたので取扱いが容易となった。

(5)保守が容易に行える点検ふた付である。

4. ACL 形冷蔵クーリングユニット

48年度は庫内温度一40~-20゜C 用の ACS 形冷凍クーリングユニ,りト

を開発したが,四年度は庫内温度一5~+10゜C 用の ACL-5 (3.75

kw),-8 (5.5'kw),-10 (フ.5kw),-15(11kw)形冷蔵クーリン

グユニ"の4機種を開多昏した。

特長

(1)庫外設置形であるので,搬入据付が容易であり,庫内が有効

K使え,かつ操作・保守点検が容易である。

(2)風の吸込み吹出しが共に背面にあるので,壁に単一の角穴を

あけるだけで冷蔵庫へ接続できる。また高さ 2.5m 程度のづレハづ冷

蔵庫にも容易に取付けられる。

(3)冷却水循環ボンづ及びクーリングタワ一用モートルの電磁開閉器な

どを内蔵しており,電気工事が容易である。

(4)ユニ,トのスィッチの操作だけで運転でき,除霜、自動で行うの

で取扱い容易である。

(5)除霜はホットガスバイパス式であるので,従来の散水式やヒータ式

に比べて庫内温度上昇が少なく,維持費酒少ない。

5.冷凍クーリングユニット(HC 形)

冷凍食品,アイスクリームなどの1庁蔵用として,庫「人」温度一15~-25゜C

で使える冷凍クーリンづユニット HC・・11LA 形(1.5kw), HC-15LAB

形(2,2kNめの 2機種を開発した。

特長

(D 工場完全組立のパッケージ形であるため,据付工事が朔単で工

期が短縮できる。

(2)小形幌量な壁貫通形であるため,搬入据付,点検及び保守が

容易である。

(3)冷媒R502用全密閉形圧縮機を採用して込るので,低温でも

運転特性が安定Lている。

し1)全白到Jホットガスデフ0ストカ式を採用して山るので,除衡時1用

が短く,除霜時の庫内温度上男・が少ない。
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図 3・47 S-20 B 形サクション
図 3・48 ACL-15 形冷蔵クーリングユニヅトアキュムレータ

率の点から多段形オーづンケースK移行し,更に店内動線の省力化を目6,冷蔵・冷凍クーリングユニット(ACR 形, ACS 形)

的とした多段式背面補充形の必要忙せまられている。この省力化を従来方式に変わる当社冷藏・冷沫クーリングユニ,トの用途も多方向に

Π的として BMV-HG形が開発された。わたってきている。

ACL形は高級野菜の子1引井蔵用として伸びてきたが,更K使用 その特長は淡のとおり

元(1)精肉鮮魚の保持に最適な庫内温度0士2゜C にするため忙,温度を下げる必要がでてきた。このほど冷媒R-502を使用して庫内

全2重 1アカーテン方式を採用している。温度を一1テC まで拡張した冷蔵クーリングユニットーACR形4機種を

(2)デフDスト時K庫内が異常高温になることを防止するため,過新たに製品化した。

熱防止器を装備Lている。また冷凍マグ0 の貯蔵忙お込て超低温化が進み, ACS形を使用し

(3)けい光灯付の各棚は水平,10゜,15゜の 3段階1て傾斜可能であた庫内温度一60゜C の冷蔵庫も出現した。とのような,超低温冷蔵庫

の規模も ACS-25と組合わされた小規模のづレハづ冷蔵庫から ACS る。

(4)背面左右引き述い戸には幅広いぺアガラスを採用し,商品の補-100, ACS・160 を使用した数千トンクラスのものまでにわたってい

充が容易であるとともに,後方のナJパリケーリ室の演出効果を高め,る。そのほか立体自動冷蔵庫にACS形を使用した例も実現してい

更忙ケース内の商品の売れ行き具合が,一目でわかる。る。

(5)づライトア四づ照明(オづシ.ン)は庫内照明効果を約60%(当社フ.多段式背面補充形オープンシ,ーケース

比)ア,,づさせ商品の陳列効果を高める。スーパマーケ,'、及び食品小売店舗の精1勾鮮魚の売場は,売場面積の効
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文予定論

MELCOM 80 シリーズの信頼性活動(計算機製作所.福

田,服割分

三斐半導体集積回路の信頼性 qヒ伊丹製作所.多田抵か)

人工衛星の信頼性づログラ△(鎌倉製作所.福島ほか)

人工衛星の信頼度と重量の最適化(鎌倉製作所.鳥山ほか)

自動列車制御装陵の信頼性・保全性(伊丹製作所.六藤,

長谷川;計算機製作所.金子,豊田)

無停竃電源システムの信頼性設計(伊丹製作所.川畑ほか)

工業用計算機システ△の信頼性芳察(本社.久保田低か)

電堺機ソフトゥエアの保全性向上についての提案(計算機

製作所.出口)

電磁接触器の信頼性(名古屋製作所.丸地,岡戸)

カラーテレビ保全性の解析(京都製作所:石川,倉田)

家電用づラスチ,クの信頼性吉察(商品研究所.村山ほか)

高圧回転絶緑の信頼性(中央研究所.下地,高倉;生産研

究所.平林)

電子機器の温度一振動複合スルス忙よる信頼性試験(通信

機製作所.小森,後藤ほか)

車両用後方確認 ITV 装置の信頼性(通信機製作所.古東

ほか)

(14)は紙面都合忙よ小苫通論文として3号以降へ掲載予定
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次号予告信頼性特集号

品質の三焚電機として社会忙泰仕することを社是とする当社は従

来の品質管理に加えて,最近随所に信頼性の手法を採り入れて努

力している製作所が増えてきた。総合電機メーカの当社Kおける

信頼性の1心用範囲は NASA 流の管理による人工衛星を始めとし

て,広く産業機器からテレビのごとき民生機器あるいは半導体製

品のよらな部品生産Kも及んでいる。しかしその応用の程度は対

象機器の二ーズ忙よりさまざまであり,更K各層に多壱展させるた

めに一層の努ブJが必要である。

信頼性が日本に紹介,導入されてから既に15年余を経過した。

理論,手法の理解はともかく,自らの体験を通じて信頼性の重要

性を認識し,日常活動に定着させることは組織やマネジメントの闇

題もからみ難しいことである。しかし二ーズのあるところこれは

必ず芽ばえ育つものである。

この信頼性特架号は正忙とのような時期忙おける全社的な信頼

性体系確立のための発火石として企画されたものでめる。幸い短

期間の募集にかかわらナ,全社を通じて20件の論文1心募があっ

た。

紙面の都合Kより掲載可能は次の 13件であるが,信'頼性発展

のためにこの特集が何らかの参吉になることは論を待たな゛。読

者の御期待をこう次第である。(とりまとめ委員武藤弘道)
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我が国の実質国民総生産はとの10年問年率10.5%で仲長してきた。しかしながら最近は省資源,無公害化が叫ばれ,今後とのような高度成長

は考えられない状況になってきてぃる。

一方電子産業はこの10年間年率20.8%という伸びを示してきた。そして新しく示された"産業朧造の基準"に照らしてみても電子産業は今

後の"知識集約形産業"の典型とみなされ,今後の減速経済下にあってもかなりの伸びが期待されてぃる。

この事は当社の電子機器部門についても同様であり,昭和四年度は厳しい経済環境に、かかわらず,数多くの新技術,新機種を開発し発展

を続けることができた。我々は今後とも、一層の努力を行って創造的技術開発を推進していく所存である。

以下に(1)通信・電子応用機器,(2)電子計算機,(3)半導体素子・電子管,(4)放射線機器に大別し,昭和49年度忙おける当社電子

技術進歩の成果の概要を説明する。

子^幾

昭和49年度は,陸上移動無線の分野で電波行政上狭帯域化が完了

し,トーンスケルチ方式も本格的に使用されるようになった。一方機器

の小形化も一層進み,携帯無線,機上用無線機については次のよう

な新機種が開発された。列車無線については,韓国ソウル地下鉄向

けに,新たに設計した無線機が輸出された。

1.新幹線沿線従事者用携帯無線機

新幹線の博多延長に伴い3機種の沿線従事者用携帯無線機を開発・

納入した。

(1)防護警報送信機

(2)無線呼出装置受令機

(3)保守用車列車接近警報機

(1)は列車防護の目的で緊急時に発信する150MH.帯の防護警綴

送信機,(2)は指令情報の伝達に使う 40OMH.帯の群呼出し,個

別呼出し及び音声受信機で電界が弱くなったとき他の強仏波に切換

える 3チャンネ1レ自動周波数切換器付である。(3)は夜問の保守業務

安全向上のために携行する40OMH.帯の警報受信機で,上り線・

下り線用の自動周波数切換器を実装している。

それぞれの運用方法,形態には類似性があるためきょう体構造は

同一とし,電池パ,,ク,充電器も共通化した。更に雨中での使用性

能向上のため忙第3種防滴規格を満足させたもので外形寸法は38

X60×136mm,重量は約450宮である。

2, MT・61D 01形40O MHZ帯携帯無線機

本機は小形蛭量化を目的として新しく開発したものであるが,娼年

度はじめて警察庁忙納入した。

本機の特長は次のとおりである。

(1)きょう体はすべてづラスチ,クモールドとして軽量化をはかった。

無線機本体の重量は電池を含み約50ogである。

(2)電池はNi-cd,450mA11のものを 6個直夙ルして嵯量化をは

かり,カセ,汁化して交換を容易にした。

(3) ch数は最大 3山の実装が可能であり,かつ各Cb 忙りンクし

たトーンスケルチ回路の実装が可能である。

(4)外部スビーカマイクの装着が可能であり,運用の多様化に対処

できる。

移動無線機器1.1

1.通信・電子応用機器

図 4・1 無線呼

出装置

受令機

1忙

'、、ニ.,ー

図 4・3 入丑、1R-3形VORル0C受信機

3. VOR/LOC 受信機 MNR・3

本機は軽飛行機及び小形へりコづ夕用として設計されたパネルマウントタイ

づの機上用 VORル0C受信機であり,108.00~117.95MH.を 50ldl.

問隔で, VOR :160チャンネル, LOC ; 40チャンネルの受信が可能であ

る。本機の特長は次のとおりである。

(1)外形寸法は既開発済みのMAR-9形VHF/AM無線機と同一

寸法をとって゛るため, MAR-9 と組合せること忙より, NAV/

COM を同ーケースで装備することができる。

(2)能動素子をすべて半導体化し,受信高周波部をバリ牛ヤッづ同

調とすることにより機械的な可動部分をなくし,かつ可能な限り

IC化するととにより小形,軽鼠高信頼度化をはかっている。

(3)ディジタルシンセサイザを採用するとと忙より,スナbスの減少を

はかってし、る。

(4) VOR, LOC ともK セルフチェック機能を有している。

(5)づラグィン構造により,機体への脱着が容易である。

(の指示器の指針が平行忙振れるため,指示が見やすい。

(フ) F. A. A の TS0 規格を十分満足tる性能を備えている。

4.韓国ソウル市地下鉄納め電車無線機

ソウル市が計画した地下鉄網の最初の路線が昨年8月開通したが,当

社はこの無線設備として 150MH.帯FM単一無線基地局・同車上

局及び関連設備を納入した。開通区冏の電波伝搬は漏えいひめ同杣

ケーづルで行ない約 3bn ごとに基地局を設置した。各基地局の操作

".ー」" 図 4.2 MT-61

D01形

携帯無線
電話装置
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図 4・4 基地局無線機
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車上局設備(制御器,無線機本体,図 45
゛

」.ニ.M
電源装貿)

監視と車上局との通話は中央司令所で行う。車上局は無線機・1競卸

器・空中線などで構成し篭車運転室{CとうG罰赦する。この路線は

韓国国鉄(KNR)と相互釆入れを行うため車上局の突装チャンネルは

5波(地下鉄用, KNR用各2,非常用1)とし電車が該当ゾーン忙

入ったとき車両からの情報忙より自動チャンネル切換えを行う。また

同ーゾーン内の用途別チャンネルの受信は自動選択力式とし,複数チャ

ンネルの値界が同時忙存在するときは優先順位の高ぬチャンネルを自動

姉捉する。車上無線機の諸性能は次忙示すとおり。

車両電源DCI0OV,無線機入力電圧DC 13.8V,送信出力35W,

不要ふく射一85dB,受信機感度一 3dB (EIA ・SINAD),実効選

択度10odB,低周波出力8W。

J /

威一

UHF帯の機器では国鉄山陽新枠線列車無線地上系装置(トンネ1レ対

策設備を含む)を完成した。一方マイク0波帯では,直接発振・増幅

素子を使用した無線機の信頼度評価を進め,7GH.帯で送信出力

IWの機器が完成した。

1.山陽新幹線列車無線地上系装置

岡山一博多間の設備のうち,岡山統制ゾーン及び小倉統制ゾーン内の

基地局設備玲局,統制局設備2式,及びトンネル対策設備の全設備

(中継機数152台,その他付帯設備多数)を納入した。

機器,システ△の主要な特色を以下托示す。

(1)全長郭Nookm のうち,半分以上がトンネルであり,との中に

は全長18kmの鬨門トンネルをはじめ,長大トンネルが多く,信頼度の

点から IF ヰ味鑑方式による中継器を多数使用してφる。(図 4-フ)

(2)基地局設備は20W 2力向の送信機を含め全TR化されてお

り,送受信機ともK予備機を有しシステム信頼度の向上を計っている。

(図 4・8)

(3)基地一統制局問のアづ口ーチ回線は,マイク0迂回構成を利用し,

ケーづル断などの障害時忙バヅクァ,づ回線が構成される。

(4)速方監視,制御忙より,基地局及びトンネル設備の動作状態が

統制局で容易には(把)握でき,保守の便がよくなっている。

2.マイクロ波帯送受信機

7GH.帯ではマイクロ波ダイオード発振器の信頼度評価試験と改良を行

うとともに,インパリトダイオード増幅器を用仇た送信出力 IWの無線

機の実用化が完成し(図49),輸出、含めた機種として製作中であ

る。マイク0 波ダイオードに関しては,当社中央研究所により特に高信

多重無線通信装置1.3

'・・・・ 1

,→
尋1
急.1
'气,"YYjが,
ーー三ψ i'

移動用ディジタル伝送機器1,2

4.電子機器

川山川川

釦

45

、^

雫■^J

」

図 4-6 MDS-18形移動用テレづりンタ

局線を収容して各回線相互の切換接続を電子的に制御する,携帯形

のディジタル式電話接続装羅で,表記の名称で日本国有鉄道に納入さ

れた。

適用電話機が磁石式であるため,電話の相互接続には扱者の操作

が不司欠ではあるが,扱者の操作の可能な限り批狢弁化し押しポタンス

イ,,チのワンタッチ操作で処理されるようになっている。

また,使用聚境条件が野外携帯用であることを考応し,而ル畏i扉皮

・振動・衝撃性,小形軽量化,消費電力の低減(電源としてはAC

・ DC (内蔵電池)の両用)などK対し,方式,部品素子,構造上の

点で注意が払われている。この装置の主な機能・諸元は次のとおり。

(1)回線数.電話機回線(磁石式) 8,局線(白動式/磁石式)

4,(2)1呼出し信号.出力 6W 以上(1kΩ),50H",(3)接続機

能:2者通話,扱者割込3者通話,一斉通話会談電話(会議電話形

式),(4)電源. AC I0OV, DC 12V,(5)消費電力(無通話畔"

DC12Vの場合 3W以下,(6)制御方式江C-ROM によるマイクロ

づ口づラ△方式(約 500ステ,づ)。

近年移動無線機を使用ナるデータ伝送機器の必要性が漸次高まって

きている。当社ではFM無線機を用いるデータ伝送装置MDS-18及

びディジタル式の電話接続装置(携帯形)を開発した。

1.移動用テレプリンタ MDS・18

との装置はVHF帯のFM無線機を用いて,符号伝送を行い,無人

の自動車内でも画動受信し,符号に対応する文字(カナ,英数字,記

号など)から成る指令竃文を,ノンインバクトのサーマルナルタて、印字す

るもので,2相 DPSK変調方式を用い,またインタリーづBCH符号

による誤死丁正装隙を内蔵し, ARQ忙よらない一方向動作の誤り

訂正を行ってφる。その結果,移動無線回線の特質であるインパルス

雑音やフェージングなど忙よる短期問の回線暁断が生じても,符号誤

りを生ずることがなぐ正確な指令電文が得られる。また選択呼出し

機能を有し,一斉呼出し,群呼出し,個別呼出しの使い分けができ

る。この装貿の主要諸元は次のとおり。

伝送速度.30ob心(対無線機閻),使用周波数.900~1,50OH.,

変調方式.2相DPSK,誤り訂正符号.インタリーづBCH符号, BCH

(15,フ,2)インタリーづ数40,60,80,100,印字方式●サーマル,印字

文字.129種類(カタ仮名,英数字及び記号),印字速度.20字/砂,

文字寸法.10字/インチ,同期方式:独立同期式(位相制御付),使用

温度範囲.-10~+50゜C,寸法.重量.140×500×220mm,12kg。

2.新幹線沿線用臨時直通電話接続装置

新幹線の災害時など樂急の場合に保修現場と中央指令室相互問の情

報伝達系を迅速忙構成する必要が生じることがある。この装置は,

保修作業現場で使用さ北る磁石式電話機と,自動式及び磁石式交換
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図 4フトンネル★、1策用中継機 図 4・8 基地局用列車
無線送信架σF力式)

頼度(70OFIT以下),低雑音のダイオードか畔拶をされ機器の総合信頼

度の向上に寄与した。またTV伝送用として,ピデオ信号の帯域外

にサづキャリアを用いて最大 4Chの音声を重畳する付属機器も開発し

た。一方,12GH.帯ではマイク0 波ダイオードだけで 0.1W 出力の送

信機の開発を完了し,インパットダイオード増1長器の付加による高出力化

を進行中である。

3、準ミリ波帯送受信機

心年度に実験局を開設して伝搬特性を測定中の20Gfし帯PCM再

成H味佳機については,測定した手ータの集計分析を行った。また送

信部のドライづ用バルス増嬬器はクロ,,ク周波数20OMH"にヌ、1し立上

り時問 1.5nS以下のものを開発し, PSK変調器の特性改良に寄与

した。
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1,インテルサット標準地球局用設備

国際商業衛星通信は,運用開始以来飛躍的な発展をとげ,加入地球

局及び通信量の著し仏増加が認められた。これに伴い衛星もインテル

サ,り卜Ⅱ号,Ⅲ号,Ⅳ号系へと切りかえられ大量化してきた。インテル

サ,,トでは更に大きな容量のⅣ一A号衛星の導入,及びV号系衛星の

開発が計画されている。これらインテルサヅトの推移,計画に合わせ今

回下記の装買を開発した。

(1)周波数シンセサイザ

この周波数シンセサイザは,当社製送受2重周波效変換装置及び試験用

周波数変換装置における 5GHU7GH.帯局部発振回路の10OMH.

帯発振源として利用するため忙,出力周波数問鰯1,25Mfb,出力

十 8dBm,周波数安定度土5×10-0となるように設副・された、ので

ある。とれにより上記術星通信地上局忙おいて比較的ひんψ鋤繁に

実施される周波数変更に文、jし,その要求される 50OMH.帯域内と

の周波数にも即座に対処できるよう忙なった。

(2)送信電力増幅器

今回開発した術星通信地上局用送信機は,6GH.帯において500

辻セ帯域飽和出力30OWの強制空冷式電力増幅器である。 2台の

'1

血ヨ'姑ゑ'識誰蛭、瓢

、宕

池

図 4-9 直接多削辰・1曽ψ月 図 4.10 6 GHZ 帯 300工入7
力式 7GH.帯 TWT電力増幅器
無線機四60oh
形)

増幅器が冗長系を構成しており,送信運転中の増幅器が故障すると

予備器が内動的に切換えられる。外形寸法及び消費電力は,それぞ

れ 1,10OWXI,90OHX750D(mm)及び 6.5VA である。

(3)直交2 偏波フィード

インテルサ,ト V号衛星に採用が計画されている周波数再利用のための

フィードを開発した。このフィードは,当社が既忙国内外に建設した4

枚反射形空中線と組合せ,優れた性能を発揮しうる、のである。と

のフィードは広帯域直交モード変換器(OMT)と偏波変換器が,その

主姜備成品である。主喪性能を下記に尓す。
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2.国内地球局用設備

当社では,月下,とれから始まる国内衛星通信の時代忙そなえて放

送衛星,通信衛星用地球局空中線設備などを鋭意開発中である。

3.可搬局

インテルサヅトⅣ号通信衛星による小容量電話電信回線の設定及びTV

受信可能なG/Tが31.7dB以上の性能を有する可搬形地球局設備を

開発した。空中線は既忙可搬形として開発された衛星切換可能な直

径12.8mの力tグレイン形を採用して仏る。低雑音増幅器も既に開発

した電子冷却力式のパラメトリック増幅器を採用し,空中線のフィードコ

ーンに収容してある。その他の GCE,端局などの電子機器及び竃

源機器はすべて可搬形シェルタk収容され,上記空中線とともに分解

・輸送・組立は極めて簡単忙できる。通信機能としては,電話60

Oh 容鼠,電信 24Ch 容量のほかにテレビ受信機能を有する。また,

フエールセーフモニタ受信機を用い,自局送信波の衛星折返しの監視を行

うとと、に,これを空中線制御Kも利用している。
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1.5 宇宙開発機器

1'5.1 地上機器

我が国の災用術星計画は,宇楡開兆事業団のN計画第1・号術星

ETS-1の咋年秋の打上げを皮切りに,いよいよ水格的な衛星打上げ

段階を迎えた。

当社は衛星自身の開発と並行して,衛星打上げ段階で打上げBケ

ツトを所望の軌道に誘導制御するための誘導レーダ,誘導計算機,打

上げ中又は打上げ後の衛星の状態を地上で監視するための衛星テレ

メータ受信設備,衛星の軌道を計i則するためのレンジアンドレンづレート設

備などを開発し製作を進めてきた。そのうち誘遵レーダ,誘導計算

機は昨年完成し宇宙開発事業団種子島宇宙センタに設置納入された。

また天文分野でも電波望遠鏡,天体望遠鏡などの開発,製造を通

じて活躍をつづけている。

1.誘導レーダ

このレーダは,宇宙開発事業団のN計画において打上げられる衛星

をとう載した Nロケットを高精度で自動追尾して,ロケットの飛しょら

経路を計測し,その結果を誘遵計算機へ入力するとともに,誘導計

算機よりの,ロケリト操舵信号などの誘遵指令信号を送信する高精度

の追尾レーダで,当社は送信装置を除く主要部分を製作担当L,と

の種レーダとしては世界最高級の高精度を有するものである。

このレーダの特長は次のとおりである。

(1)世界最高級の計測精度・・・・一角度4/10odeg,距敵3m。

(2)観測可能距籬が極めて大きい。

(3)信頼性,操作性,保守性が優れている。

2' AATB (英豪望遠鏡庁)向け 3.9 m 天体望遠鏡

AATB より1970年夏に受注Lた 3.9m天体望速鏡は,当社神戸製

作所の大形 eりトを用いてのマウント部分の工場仮組立と精度試験や,

大阪製鋭造機(株)高砂工場の精密ホづ盤と,英国国立技術研究所

(NEL)が開発した精密回転角度測定器(PGU)を用い, NELの技

術スタ,フを動員して行った。歯車列のかみ(噛)合試験左ど,かずか

ずの精密試験を行ったあと 73年4月よりオーストラリアのニューサウスウ

1ルズ艸けイデンづスナルグ天文台での据付工事も1974年4月に完了し

たが光学系を含む全系のコミ,シ,ニングも終わり1974年10月に公式

の開所式が行われた。

この天体望遠鏡は現在の科学技術,工業技術の水準で老え得べき

最高度の手法を用いている点忙特長があり,その結果この天体望遠

鏡の婁町乍に関与してWるのは,日本,イギリス,オーストラリア,カナダ,ア

丈功,スィス,トイッなど多くの国忙わたり,非常に国際色豊かなづ口

ラエクトとなった。

当社は(1)この天体望遠鏡の 3.9m の主鏡を支持して赤※皐杣と

極側1まわりに回転させる構造物である重量約300トンのマウント本体。

(2) 2個の 3.6m主歯車とそれと組合わされる卵動及び検出の歯

車系よりなる郭動部。(3)望速鏡を0.船秒/秒の徴小速度でも倒

転させ,かつドームをも含んだ望速鏡システム全体の制御機能をも冷

する制御部の製作と据付,調整主でを担当した。

3.45 mφ電波望遠鏡

高桔度大形電波望遠鏡の設計手法として,自重変形が常にパラボラで

ある「ホモロジー反射鏡」の設計見通Lがついたので,実機の設計に

必要なツメを行って仏る。現在特にホモロジー K影欝するつぎの問題

忙ついて検討Lている。

宅考,7叉長讐^、ふ゛・魯'乏
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P .D

第3段アンテナ

2

-180

{

ノゞワーテノ、イタ

同萄ケーブル 29,2MH.

図 4-12 アンテナの配置及びづ0ツク図

(1)ビン 1、合わせの力法,(2)鏡面パネル支排力法,(3)センターハ

づの設計,(4)鏡面測定方法。

1.5.2 宇宙機器

N ロケット第 1,3段とう載テレメータ送信装置用アンテナ

宇宙開発事業団が昭和50年に打上げを予定している3段式ロケット

(N0ケ,,ト)の第1,3 段にとう昔戊されるテレメータ送信装置用アンテ

ナを開発し,フライトモデル 1号機を納入した。 Nロケットは我が国詞]の

実用衛星を打上げるためのロケヅトであり,テンテナに要求される性能

は打上げの最初から最終軌道までの全区問における放射パターンと利

得はもちろん,輸送時,打上げ時,飛しょう中忙遭遇する機械的,

熱的環嶢条件、満足することが必要である。図 4-12 に,づ口,りク図

及びアンテナの配置を示している。

1

二才

P .D

P .D

4

-90

气.OMH

4 竃子機器

第りミ1ンテナ部

2

1,6

情報革新の時代を反映して,公衆通信用として多量の新サーゼスのた

めの伝送路の需要は哨加の一途をたどっている。とのすう(趨)勢か

ら当社のマイク0 波アンラナ及びマイク0 波附研右忙ついて、従来機種の

1寺性紋薔と新機極開発を統けている。昨年度の技術進歩の成果の代

表例を以下に示す。

マイクロ波アンテナ及びマイクロ波部品
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1.実験用20GHZ帯ディジタノし無線中継方式用カセグレンアンテ

ナ

日本電信電話公社横須賀電気通信研究所の実験用20GH.帯ディジタ

ル無線中継方式用のカセグレンアンテナを製作した。昭和46年以来,同

研究所の御指導のもとに改良開発を重ねたもので,主反射鏡直径が

2.4m の、のと,1.8m のものとの 2種類があり,形式は円すい(錐)

ホーン給電鏡面修整形カセづレンアンテナである。改良の重点は広角度放

射特性と交差編波識別度特陛にあって,前者は80度方向レベルが従

来約一47dB であったものが約一訟dB 忙,後者は約32dB であ

つたものが約35dBに改善した。将来の超多重中継回線用として期

待される、のである。

2.まゆ形コルゲート導波管

まゆ形コルゲート導波管は,マイクロ波方式の給電管の設計,施工の省

略化及び省資源化などが計られることから日本電信電話公社で採用

されることになり,昭和48年度に商用試験が実施され良好な結果

が得られた。そして昭和49年度後半から本格遵入が行われるとと

になった。

しかしながら,まゆ形導波管は壁面にコルゲーションを施しているた

め, VSWRの点では方形遵波管に比べ多少劣っている。したがっ

て更に改善する必要があり,昭荊149年は,4,5及び 6GH.帯用

について特性の改善と量産技術の開発を進めた。その結果,6GH.

帯につ仏て見れぼ,長さ 10om の、のでVSWR I.035 以下,伝送

損失0.042dB/m以下の、のが製造可能となり,その特性は従来の

ブゴ形導i皮管のそれ忙j五いものになりっつぁる。

3.2GHZ帯大電カサーキュレータ

日本電信電話公社が計画中の沖繩一南大東島問及び沖繩・3乞島間の

対流圏散乱見通し外通信回線用として 2Gfし帯導波管形大電カサー

牛ユレータを開発した。低損失ガーネットを使用した結果,2kW の通

過電力K対して,自然空冷で順力向損失0.15dB 以下,入力電圧定

在波比1.10以下,逆力向損失 25dB 以上の特性を得た。

{

^

図 4-13 20 GH.帯1カセグレンアンテナ(2、4mφ)

計算制御システムはますます多様化,高度化しつつぁり,特に通信回

線を経由して広域化する傾向と,鉄鋼づラント,白レ諸設備などにお

けるデータハイゥ1一と組合せて処理するシステムに見られるようにシス

テム全体の経済性の要求が強くなってきて仏る。これらの要望に答

える制御用データ伝送機器の成果の一端を述べる。

1.豊業用フK集中管理システム

農業の近代化の一環として,農業用水を総合的に管理して,管理業

務を合理化し,適正な水配分,水質保全などの目的を果たす農業用

水集中管理システ△の必要性が高まっている。

図4-16 は当社が東海農政局濃尾用水に納入した機器の外観,図

4-17 はそのシステム系統図である。伝送路は自営ケーづルを使用,監

視は各分水工,放水工のデータをチェ,,クエに集め,常時は親局より

1.n方式により順次走査して,ディジタルサイクリ.,ク伝送させ,選択表

示は 1.1のサイクリ,,ク伝送としている。常時表示系データと選択表

示系手ータとは時分割出力させるととにより,両データの時問遅れ忙

よる不一致をなくし,また,数値は有効数字3 けた(桁)を伝送し,

操作卓で可変小数点表示する方法をとっている。

制御系は各系統ごとに1回線を使用,制御時伝送,選択指定制御

方式を採用,操作卓よりの2挙動3操作により制御している。非制

データ伝送機器1.フ

,1,

,4

＼

磯趣
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図 4-14
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図 4-15 2GH.大電カサーキュレータ
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NO.5 困困■

NO,6 NO.5 NO.4 NO.3

N

図 4・17 濃尾用水遠方監視制御装置系統図

',ニ
御時は全スペース信号を送出するととにより,回線の常時監視を行っ J

ノ

ている。また,各系統ごとに 1回線を利用して,親局,子局,孫局
y

^

相互問で通話ができるよう忙なっている。 イ' ι'
ノノ>

このシステ△の収容局数は1系統当たり子局10,伝送項月数は1

子局当たりアナロづ計測8量,ディジタル計刈N量,状態表示72項目 ノノ、JX 、ノ

ノノ

ON-OFF 制御6項目,設定値制御6量とたっており,伝送速度は

FS方式60OBPS,符号方式は隣接反転符号方式を用いている。 ノ

NO.2

5

NO.1

N 4 N 3 共 2

2.簡易形時分割多重伝送装置

オートメーションが発展する1てっれてコンeユータなどによる集中コントロー

ルが盛んになってきてぃるが,これにイ半って中央の制御部と多数の

分散した端末割北の信号伝送の量が膨大となり配線費用の増大,配

線ミスの増加が問題視されている。

当社はこのような問題点、を解決するため簡易形時分割伝送装置を

開発した。この装置には専用に開発されたLSI(C-MOS)を使用し,

機器の小形軽量化,低消費電力,低価格化をはかった。

この簡易形時分割伝送共置は2対の信号線を使用して伝送制御装

置1台と最大16個の端末制御装置問の通信を行うもので,いわゆ

る 1.nのサイクリ,,ク伝送方式をとっている。中央部に設置されてい

る伝送制御装貿の基本ユニ,,トは入力,出力合わせて 128点,端末制

御装置の基本ユニ,,トは入力,出力合わせて8点である。

負荷駆動時には負荷回路の断線,短絡を検知し中央へ返送する機

能も備えている。伝送距離は最大 2km可能であり,ビルの諸設備,

船舶機器,車両機器など幅広い分野へ適用できる。
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新らしく開発した 00託0.θピーム複反射鏡形の三リ波アンテナを高速回

転させた飛行場管制用の ASDEレー互は,国際入札の結果,カナダ運

輸省に採用され,トロント空港向けの1号機を製作した。

気象用レーダは国内は室戸,海外ではインドのカルカッタ及びキューバ

の3サイトの据付を終わり,台風や,サイクロンの観測・予報に,活躍

を開始した。またWMO(世界気象機構)から受注したマダガ'スカル向

け3台の出荷も終わった。これで, WM0 向け気象用レーダの輸出

は独占的に 12台となった。またとれまでの輸出実續は合計20台を

数える。

当社独自の方式で十数年来開発してきた,高1鮪E3次元レーダも,

盤

ヨ尾ν

キューパに据付けられたWM0の気象用レーダ

ーダ1.8 レ
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(a)走査変換装置

図 4-19

(b)帯域圧縮装羅

狭帯域レーダ画像伝送装置

既に 3力所のレーダサイトで実用されて込る。その4号機は現在建設

中である。

製品,技術の開発では,航空管制自動化のためのゞイジタイザ,自

動車用小形レーダがある。マイクロ波IC,マイクロ波半導体の応用製品

である白動車用レーダは,ガスパヅグなどの乗員保護装置を起爆するた

めのセンサとして開発され,2月にワイラデルフィアで開かれたIEEEの

19741SSCCで発表して,多大の反縛を呼んだものである。

また,~力づ夕用のレーダが誕生したが,これは~力づ夕の回転翼

中心部に,レーダアンテナを取りっけた。初めてのレーダで,とう載重

量,容積の厳しい制限から極力小形化し,送信マグネトロンを除いて

全部固体化されている。

1.航空管制用ディジタイザ

航空交通量の増大に伴仏,安全性の確保,管制業務の効率化のため

に,航空管制自動化計画が航空路及びターミナル両面で推進されっつ

ある。とれらのシステ△を構成する主要機材である,レーダ信号から

航空機目標を検出するディリタイザを開発してきたが,航空路管制用

手イジタイザを日本電信電話公社忙,ターまナル管制用ディジタイザを航空

局にそれぞれ納入した。装置の仕様を下記する。

(1)航空路管制用手イジタイザ

1次レーダ及び2次レーダビデオから航空機位置の検出。距離範囲

20ONM,精度:距籬 V8NM 方位 0.0認度,分解能.距雛ν4

NM 力位 1.3皮(1次レーダ) 3 度(2次レーダ)

2次レーダ f青報検出。検出コード.モードA,モードC,特殊コード.緊急,

通信障害,ハイジャ,,ク

(2)ターミナル管制用ディジタイザ

2次レーダビデオから航空機位置検出。E巨籬範囲:64NM,精度●長

雛V16NM,方位0.088度

2次レーダ情報検出。検出コード:モードA,モード C,特殊コード.緊急,

通信障害

2'気象用レーダと狭帯域レーダ画像伝送装置

マダガスカルでは,レーダサイトから 30km離れた空港へ,電話回線を使

つてレーダ画像を送る必要があり,電話回線 1チャンネルを使用して

PP1像を狭帯域伝送できる装置を開発した。送信側では, PH画像

を,蓄積形ビディコンを用いた ITV カメラで撮像して PP1から,標準

方式の TV信号へ走査変換した後,ピデオコンづレ.,サによりサンナルづ

処理走査変換を行い,1,500~2,350H.の FM信号として伝送す

る。受信側では,ディスクメモリを用いたビデオ1クスパンダにより復調

し,標準TV信号へと再変換して CRT上に表示する。この装羅は

約1分で1枚のレーダ画像が伝送でき,中間調表示も可能である。
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図 4-20 UHF I00气V TV

中継放送機

また, PP1画像と同時K,アンテナ角度,エコー強度レペルなどのレー

ダデータも伝送する。更に,受信側で得た画像を,ハードコピー装置によ

り,記録紙の上忙複写できる。

゛゛.一」

三菱電機技報・ V01.49 ・ NO.1・1975

昨年の放送機器の特記事項は, NHK技術本部の御指導により,

ⅥIF放送用マイクロ波ICを開発,使用し,良好な伝送特陛や運用

特性を有し,高信頼性が予測される10OW までの TV 中継放送機

を実用化させたことである。また, TV 中継放送機の SwitoNng

Rog田飢吋による省電力化(当社機器で従来のν2 以下)及び, 雷

害対策による事故の減少(例年のν3 男下)など多年の努力成果が

確認できた。

図 4・21 新形防爆カメラケース

、

1.9 放

〆

機器

JニノJ

昭和四年度は新形防爆カメラケースを開発した。適用ナる ITVカメラ

本体は標準IT一Ⅱと IT-15形である。

構造は円筒状ケースを採用して強度を高めている。またケース分解

部にはパヅ牛ンシールを用仇て,密閉構造忙している。性能は第1種危

険場所忙適合でき,防爆等級は d2Gιである。

特長は従来品忙比べ,屋外用にも使用できる,ズーム, E・E

及び太陽光シャッタ,導電ガラスを装備し5るなどである。

産業用テレビジ.ン1.10

50

1"マイクロコントローラ MELMIC・100 シリース

演算制御ユニヅトの記憶容量を拡張したMELMIC-10IBを開発した。

新しV、 MELMIC-100 ジjーズは,

(1) RAM力ード, ROM力ードの 1枚当たりの記憶容量が,512W

になる。

(2)演算制御ユニ介に実装できる制御メモリの記憶容量は,最大

2kW になる。

(3)命令体系は,従来の MELMIC-101とほとんど同じなので,

既存のソフトゥエアをそのまま使える。

(4) RAM書込奘陵や周辺機器は,従来のものがそのま主接続で

きる。 j珂辺機器は,ιkw/ユニットのデータメモリユニ,1、及び磁気¥イ

スク装置(31厶V,別AV,16kw)を新設した。

1.11 シーケンス制御装置とその応用
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などの特長を込ち,適用範囲は一段と拡大された。

2,シーケンス制御・監視システム(MELMIC・PAC、2 システム)

日産内動車(株)との共同研究{Cより,りレーシーケンス図から直接,づ0

グラ三ンづでき,製造ラインの動作状態のモニダルグと故障検知のでき

るはん用シーケンス制御・監視システムを開発し,第20回大河内記念

生産賞を受賞した。

2.1

図 4-22

MELCOM-COSM0700は,通産省より電算機開発促進補助金の交

付をうけ,四年に開発を完了した最新鋭の大形電算機シスラムであ

MELCOMCOSM0 シリーズモデルフ00

シーケンス制御・監視システム
ーーーMELMIC PAC-2システム^

.,

00

MELCOM-COSM0 シリーズは当面4機種からなり,スケール順に,

モ手ル900/700/500/300 である。そのうち,モデルフ00 が最初に完

成した。モデルフ00 は,現有大形機種MELCOM 7700 の後継機種と

なるもので,そのソフトゥ1アは7700 に対し上方互換性を保っている。

一方,ハードゥ1アについては,最新の素子,最新の技術を用いて完

全に面目を一新した。主な特長をあげると次のようになる。

(1)マイクロづログラム制御方式と工S1の使用により小形化,高性能

化している。

(2)ユニークな思想による口ーカルづ0セッサをもつ。との口ーカルづロセ

ツサのサボートにより多様な入出力装置及び通信回線を極めてフレ牛シ

づルに接続て、きる。

(3)仮想記憶方式をとっている。

(4)万一の故障時の瞬時検出と回避機能により高い信頼性と保全

性を実現している。

マイクロづログラ△方式は, LS1化と密接に関連して仏る。すなわち,

モデルフ00 の CPU て、は,イレギュラな制御はすべてマイクロづ0グラミンづ

2.電子計算機

"響二導瓣

駆.,1
蛭手註ま

ー、,ト
^

奪欝
臺^

ノ'

,烹{

工●写

凡 1^^^

、ー,ミ゛

により実現し,ハードコア巴しては,レギュラ村遅成をもつ ROM(LSI),

RAM(LSI), ALU(LSD を主柱としている。また,マイク0 づログラム

方式により180種に達する命令レパートリを安価忙実装しており,更

に保全性向上のためのマイク0 診断ルーチンやデバヅグ用のサービスルーチ

ンをも備えている。

ローカjレづロセリサは,マイクロづ0グラム制御のもとで到K CPU とは独

立のづ0セ,"サである。その役割は次の3項である。

(1) CRT コンソールのサポート

(2)各種のモードでの回線接続のサボート

(3)カードリーダやラインナJンタなどの周辺入出力機器の接続のサボー

一個の口ーカルづロセヅサはこれらを同時に処理する。

モデルフ00 の仮想記憶には,二つのモードが用意されてφる。ーつ

はぺーづマッeンづ方式であり.他のーつは2レベルテーづル変換メ斌であ

る。後者については,2セ,りトアソシアティづ方式のテーづル変換バ.ワファ

を備え,変換速度を高速化している。

信頼性については,まず第1に LS1オリエントな設計を行って素子

の数量を大幅に削減した。次に故障検知のための回路網をきめ細か

くシステム内に張りめぐらし,万一故障が起こったときはこれをその

場でただちに検出し,自動的{C故障情報を主メモリに記録する。

主メモリ装置には 1ピ',トエラーの訂正機能が標準装備されている。

同様に,磁気ディスク装置には 11ピ,,トまでのバースト誤りを訂正し,

磁気テーづ装置には 9トラック中の 1トラックのバースト誤りを訂正する

機能がある。 CPUが演算実行の途中で誤りを検知した場合は,そ

れが1瞬時故障である場合が多いので,自動的K命令開始ポイントある

φは適当なチェ,,クボイントへもどり再試行を実施する。16回までとれ

を繰り返す。
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図 4-23 MELCOM-COSM0シリーズモデルフ00 図 4-24 MELCOM-COSM0700用づりント基板力ード
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モデルフ00 のソフトウエアについては, MELCOM 7000ソフトゥエアを

継承してそれに完全な上方互換性を有している。

オペレーティンづシステ△としては,多重仮想記憶方式に基づく,1B

MOSIVS1を上回る高度なはん用性を有する UMS/VS並びK本格

的タイムシェアリンづ機能を持つ技術計算指向の UTSⅣS の2種に加え,

MELCOM 7000で多数の使用実績を持つ BPM並びにRBMが継

続サボートされる。

多重仮想記憶方式は計算機のユーザビとに独立した仮想記憶を提

供するものであるため,ユーザのそれぞれが自分専用の計算機を持っ

ているように使用でき,またりアルメモリのサイズに制限されな仇大

きさのづログラムを実行できる利点が大きい。

MELCOM 7000シリーズ(M700のは昭和46年9月の1号機出荷以

来,官公庁,国鉄,大学,民間企業の各方面で多数使用されて仇る。

以下に最近の特色ある適用例を紹介する。

ーつはオンライン販売管理システムで中央のM7000にMELCOM70

コンビュータを経由して全国の営業所と工場内の数十台の端末装置

が接続されるハイアラキ構成となっている。ファイルとしては M7000

には在庫マスタファイル,ミニコンピュータには品名マスタや得意先マスタファ

イルが接続される。こうしたファイル分割により端末から要求される

処理の多くはミニコンビュータが単独で処理するととができ, M7000

は大量の通信制御やファイルのアクセス処理に忙殺されることなく,オ

ンライン処理と併行してパッチ処理を高仏効率で実行できる。また多

様な端末装置の付加や通信制御方式の混在などはミニコンビュータが

分担し処理するのでオンラインシステ△の開発が非常に容易となってい

る。

他のーつは研究・開発用システムで, M7000 に各種の実験装置や

計測器を直接あるいはミニコンビュータを経由して接続し,とのほか忙

キャラクタ手イスづレーやタイづライタなどのタイムシェアリング端末,あるφは

図 4-23 のリフレ,,シュ形の M 380グラフィ.ワクディスづレー,づラフづロッタ,

タイムシェアリンづ端末用の蓄積形づラフィ.ワクディスづレーなどの図形処理機

器、接続されたものである。これらの処理はバ,,チ処理と併行して

行うととができ研究・開発のためデータの収集と計算処理や図形処

理あるいはづψ'ラム開発などの多くの処理要求に対して M7000

は総合的忙カバーすることができる。

2.2 MELCOM 7000 シリーズ

MELCOM80シリーズ小形電子計算機2.3

現有機種MELCOM86侶8 に加えてモデル31を発表し,ラインア,,づを

一段と強化拡充した。

1' MELCOM80/31

モデル31は,これまで4,200台近い販売実績をもつ MELCOM80シ

リーズを基盤に,新しい設計思想と最新の電子技術を駆使して開発さ

れた事務用小形電子計算機である。モデル31は,とれまでの MEL・

COM80シリーズ忙適度のスパンをもった上位機種として位置づけら

れ,顧客の上位移行に必要なシステ△要素をすべて満たすとともに,

新しい需要に答え得るようハード/ソフト両面から考慮されている。

従来から得意としてきた直接入力処理から,バッチ処理,オンライン処

理,とれらの複合処理システムを経済的に構成できる。

(1)ハードゥエア

(a)中央処理装置は徹底した事務処理向きアーキテクチャを採用し,

高レベル言語のコポルコンパイラなどシステ△づログラムで必要な操作,演

算,データ処理命令などむだがなく最適化して仇る。

(b) MS1ルS1を大幅に採り入れ,加えてマイクロづログラム制御方

式によりハードゥ1アを縮小小形化し,システムの信頼怯保守性を

極めて高いものにしている。

(C)主ヨ己憶装置は高速IC, RAM で構成し,8KB 単位で 16

KB から64KBまで拡張可能なモリュール構造である。

(d)複雑な遠隔通信や,簡単な構内通信など雑多なオンライン業

務を容易に導入できるよう,単一回線用,複数回線用通信制御装

置や構内の問合わせ,ラ旦ータ入力端末など,安価に接続し得る各

種通信用アダづ夕を用意している。とれらの機能により,モデル31

は,端末装置を接続したホストシステ△あるφは他の大形システムの

サづホストシステム又は端末装置として構成できる。

(2 )ソフトウエア

モデル31 には,中形計算機並の機能と性能をもったオペレーティングシス

テム(OS)が装備されてφる。この OS は,インライン処理,オンライン処

理,バッチ処理及びスづール処理の三つの処理を同時に実行する機能

をもっている。もちろん,公衆ないし1寺定通信回線を利用したオン

ライン処理も得意である。

主なシステム要素と特長は次のとおりである。

(a)づログレスシステム

づログレスは顧客のシステ△設計とづログラム作成の手間を最少にする

ために作られた"づログラムレス"システムである。バッチ処理は言うに

及ばずオンうイン,インライン処理のづ0づラムも,表形式のシートに必

要事項を記入することによって簡単に作成できる画期的な簡易言

語をもったシステムである。

(b) COBOL

JIS COBOL に準拠し,かつオンラインデータ通信のための機能をと

り入れたCOBOLである。デパッグ機能なども強化されており,小

形機随一の規模をもっている。

(C)管理づログラム

オンラインの制御,各種づログラ△の同時処理,ジ.づの連続処理仂タ

ψ下づ0セデュアを含む),ゞータ管理, SPOOL処理などの機能を

もってぃる。オンラインを指向したかずかずの特長を、つた管理づ

ログラ△である。

4器ゞ'

三菱電機技報. V01.49. NO.1.1975

多

弓
弩

^

亨

52

図 4・25 M380形グラフィ,りクディスづレー装置

二ミ

,
,
●
ヌ
§

ー
'
ー

琴



図 4・26 速隔形ビリングターミナル(タイづ 3)

2. MELCOM 80 シリーズ・オンラインシステム

MELCOM認と UNIVAC1106とを竃話形公衆通信回

線で結んだオンラインシステ△が昭和49年5月忙本か動を開

始した。

分0支装置

2,4 三菱データ集配信システム

(MELCOM PENTA・NET)

オペレーショ寸ルなレベルの情1輩管理を行うインフォメーションハンドリング bステ

ムとして利用される, MELCOM PENTA-NET システムを完成し

た。これはホストコンビュータのマネづアルなレベルの情報管理システムと

ともK,バランスのとれたコンビュータシステムを実現するものである。

基本機能

(1)データ集信機能,(2)データ配信機能,(3)メッセーづ交換機能,

(4)問合わせ機能,(5)コンピュータ結合機能。

特長

a)情蝦を発生部門でとらえ速隔処理できる,(2)簡易なオペレー

ション,(3)データの正確性,(4)迅速なシステムリカバリ,(5)豊富

なシステム構成,(の己ステム導入の短縮可能。

・・1y
I X
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1 、、

ラインコントローラ
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データ集配信用端木桜器群
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図 4-27 MELCOM PENTA-NET村切支図
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(通信回,瀚

MELCOM70は47年5打発売以来,それぞれの分野に適した入出

力機器,ソフトゥエアの充実忙伴って,広範な応用分野において着女

と実繊を築きつつぁる。ここでは代表的な適用例を中心にして最近

の開発成果について紹介する。

1.高エネルギ研究所納め計算機複合システム

最近のヨニコンビュータの低価格化に伴仏,これを複数台結合してパー

フォーマンスコストの高いシス子△を構成することが注目を集めているが,

高エネルギ物理学研究所の6台のMELCOM70 による複合システムは,

とのーつの典型であり,東洋最大の規模をもつ陽子シンク0トロンのデ

ータ収集解析,制御に用いられている。

2.某製銅会社納めメッセージスィッチングシステム

このシステムは菁積交換方式により,メヅセーリ交換とデータ集配信を

行うシステムで,東京本社の交換局と,データ量の多仏立喘末局はMEL・

COM70 で,その他の端末局はターミナルコントローラで構成されてい

る。圓線費用の最適化をはかるため速隔地端末局は分岐接続,半2

重ポーリンづ方式(東京一八1矯一長崎,東京一名古屋一広島一倉勇幻

を,その他の局は対向接続,全2重コンテンション方式(広田,宇都宮,

大阪,東京近郊)を採用している。

2.5

企美活動宗施系務

(通信回線)

Tイスク

王芯j五、テー、フ"装置

ホスト

1コンピニLータ}

コンピュータ MELCOM 70

テ'ータ七ンタ

L______"

二熊翻、

,11LL1凱゛

1.新技術をとり入れた高性能,高信頼化を実現した

(1)火形3層力ードと新形3線メモリの採用により信頼性,保守性

を奥K改善した。

MELCOM 910OBO F2.6

J、イ」ノJ

「'

データ処チ里加工

ご

ホストコンピニータ
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図 4-28 MELCOM PENTA-NETオンライン端末システム
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図 4・29 M70日本航空システム

3.日本航空国内線空港システム

このシステムは日本航空がジャンポジェット機の就航に似巧旅客の増大に

対処し,空港におけるチェヅクィンなどのとう乗手続を迅速化し,旅

客へのサービスの向上をはかるため遵入されたシステムで,札幌.東

京.大阪・福岡・沖繩の5空港に MELCOM70各1台を殻羅し,

これに空港の規模に1心じて 15台から30台の M 345カラーキャラクタデ

イスづレーが接続されている。

4'横浜市立大学病院中央検査室システム

標題のシステムは既設のテクニコン社製自動化学分析装置オートアナライザ

Ⅱ形6台を MELCOM70K接続して血液や尿などの検体検査の自

動化を目的としたもので,検査結果の自動収集と検査前後の事務的

作業のEDP化を行う。

4.雷子機器

、ゞ, y.〕

゛,

ゾ

ゞ

貸

響

~●."ン▼ノセ^"゛゛,、

'ミ畷姦一

^

ーーー.

1-r

加
姦

二

ノ
'
'
ー
」
"

ー
'
姦
"
、
t
み
1
美
1
み
ー
ー

、

一

メ
一
t
'
J

ξ

ノ
{
、
一

'
j

四

ゞ
浄

ゾ
一
'

t

1
X,
f

イ
 
3
 
.
ー
が
モ
ノ
音
」

、
ー
ゞ
イ
・

'

ヨ
参
1
ゞ
゛

'
ぎ

ご
宗

豊
,

~

g
o

一
▲

4
气蜜

ー
゛
一
」

§一翻
,

、
、
、

J
、

、
ー

-
C

ψ
●
や
4

一
゛
き
条
毛

、
 
J
 
/
 
J
 
、
、

ノ
、
〕

1
2

三

d

{
ン
、
J
 
、

、
ミ
ノ露



三斐竃機技報. V01.49. NO.1.1975

づ沙仏.ーニ

.影一
能'念挫1、
'^

1、^、肘三卸聖^・剛薯^
ゞ

ン゛1凱、" XL

図 4・30 室蘭工業大学納め MELCOM9100βqFシステム

(2)メモリモづユールのマザーポードに大形多層基板を採用し,バヅクワイ

ヤリングの完全廃止を実現した。

2. TSOSバッチモニタの大幅機能拡張を行った

多入力教育用システムへの適用の例(室蘭工業大学納め)

ミニコン MELCOM70 を複數台接続し, M70 それぞれに 8台のカラ

文字表示装置(M345カラーCRT)を接続して,実習網多入力を

界与成した。 M 70 は, CRT を有効利用したキーツーディスクシステムを

購成しており,データ保存用としてカセ,,ト磁気テーづをもってぃる。

利用者はCRTを使ってづ口づラムとデータを入力作成し,随時,ホスト

コンビュータである MELCOM9100 へジョづ入力を指示できる。処理

結果は M70 のラインづりンタへ出力される。 9100 側は, M70 から

のジ.づ入力の処理と併行して,カードリーダ,マークカードリーダ,カセリトテ

ーづからの直接ジョづ入力忙よるバッチ処理を行える。(図 430 参

照)

3.工業用計算機言語の性能を強化

当社では先にづロセス制御用高位言語CONFORM一Ⅳとそのコンパイ

ラを開発した。これは JIS7000レベルの FORTRAN を完全に包含

し,実時問制御に効果的な手ータタイづなど各種機能を豊富に備えた

ものである。今回はこ九忙対し,づログラ△記述能力の向上,オづづエク

トの最適化,各種コンパイラオづシ,ンの充実化を行い,初版に対して

空問効率,時間効率ともに20%程度の性能向上を実現できた。

4.計算機負荷シミュレータ

計算機システムの最適構成を選択するため忙,各りソースのか動率(負

荷率),各りソースのサーピス待ち時問を評価する 2種類のシミュレータ

を開多'した。そのー・つは SSMC (sequence simulator of compu・

t雛ion)で, MELCOM9100 システムの比較的ミクロな評価に適する。

あとのーつは MPSS (MELCOM process computersystemsimula・

to0 で,制御用各種機陸の比較的マク0 な評価に適している。
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図 431 M304N形パネルディスづレー装置

2.キャラクタディスプレー

一般用のM340,高性能な M345,簡易図形用 M395 いずれも優

れた性能がワイールドで実証され,好評を得ている。

咋年度はM345 の公衆網接続機構の開発, M395用図形づりンタの

開発,1TY うイクィンタフェースの M 345 T の製品化などが行われ

た。

自動車保険システム,航空機チェックィンシステムなどのディスづレーシス

テム、開発され,またMELCOM PENTA-NETシステムの月玉端末

として M345 を使用した各樋生産管理,販売管理,資材管理の b

ステムが開発された。

3.グラフ'ツクディスプレー

M 380グラフィ',クディスづレーは,高性能ミニコン M 70 を内蔵したインテ

りづエントディスづレーて、ある。

昨午度は1'用ソフトゥエアの拡充が計られ,エレベータの運行シミュレー

光学系の設計システム,データ交換系シミュレーシ,ンなどの各種τノヨ;"f,

システムを開発し,納入した。

渉
゛

ディフづレー装置の本格的実用期を迎え,用途の多岩剣ヒに適応できるよ

う,小形のパネルディスづレーから各極千ヤラクタディスづレー,漢字ディスづ

レー,そしてグラフィ・ワクディスづレーまでのラインア,りづが完了した。

1.ノぐネルディスプレー

資材管理,販売管理向けに製品化された小形パネル手イスづレーであり,

ディスづレー部の厚みが 80mm と沌く,コンバクトである。文字は大き

く,緑色で見やすい。

図 4・32 M892フレ千シづルディスク發隣

2.フ イスプレー装置

ファイルメモリは,各種磁気手イスク装置を中核巴し,仏よいよその重要

度が増すとともに,応用製品の充実がはかられた。

1. M 892 フレキシブルディスク装置

との装置は従来のディスク装置とは全く趣を異Kするもので,記憶媒

体に軟らかいづうスチ',クフィルムを用φることを最大の特長とし, 交

換が可能であるため単なる記憶装置としてぱかりでなく,入出力機

器への応用が検討されている。

(1)記憶媒体として,1BM 3740 データステーシ.ン用新形ディスケット

を使用し,媒体互換性がある。

(2)長寿命のオールフェライトヘッドの準備がある。

2.その他のディスク装置

現在か卿川・.の主要ディスク装置を表 4・1 に示す。

磁気ディスク装置2.8
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図 4-33 M802-2 力ートリッリ手イスク装置

表 4・1 各種磁気ディスク装睡

スク装羅磁気 イ

リウジデ'スク装置カー 1

区

問定へッ F形ディスク装震

分

鵬

ノノ

形

ノノ

ノ

入1801

八1802

M8W

情報処理システムの高度化忙伴って,漢字の取扱込可能な恬報処理シ

ステムへの関心が高まってきている。との要求に1右じ,今回,漢字

情報処理システム,漢字表示装置を開発した。

1.漢字情報処理システム

このシステ△はハードゥ1ア巴ソフトゥエアを一体化し,漢字情報の入力

から出力までを一貫して処理できる総合システムとなっており, コン

ビュータシステムはMELCOM 7000,入伍LCOM-COSM0シリーズが使

用され,漢字づりンタサづシステムのハードゥ1アは,漢字ぺンコーダ,高速

漢字ナルタ,フォントメモリ及び制御装置などから構成されており,次

のような特長がある。

普通紙への印字

高精度な印字品質

高速印字

多字種の使用

豊富なソフトゥエア

漢字情報処理システム2.9

性

10OMB

カートリッジ形,6MB

12MB"

360o rpm, 124TRK

3引 KB,8 イγチ

】80o tP1肌,】28 TRK

1.1 MB, 12 イγチ

入1825

能

電力用半導体素子3,1

4

3.

2.漢字表示装置

この装置はづ0グラム制御方式によるマルチステーション形漢字表示装置

で,その仕様を図 4-34 に示した。

電子機器

半導体素子・電子管

を半減できる,(2)転流回路のLC定数を半分以下忙小さくできる,

(3)転流損失の少ない回路構成が可能となる,などの優れた特長

力訴与られている。との bりーズ化の完成によって,出力 10~250kvA

のインバータ,チョリパに逆遵通サイリスタが使用できるようになり,

装置の小形軽量化,高性能化,0ーコスト化忙役立つものと期待され

る。

2,モールド形ストロボ用高速スイッチングサイリスタ

写真機の戒列;膨鯏力式白動調光ス1、口ぶけ,篭池の消1壬が少なく述写

が可能であるというメリットがあるためスト8ボの本命とされている。

M836 交長パック形,

図 4・34 沙4字表示装羅表示サンづル

ーマヅトづ口づうム,インづヅト手ータチェ,りクづロクラム

など
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三菱SS ターミナルシステム MELCOS・60002.10

ガプルスタンド(SS)における阪売窓口業務の機械化,省力化機器の決

定版として,石油元売会社仕様に基づいた SS用POSシステムを開

発し,直ちに量産,出荷体制に入った。

MELCOS-6000 システムは, GD-6000 形SS ターミナル, GU-200 形

カードリーダボスト, GH-100 形回転発信器,の 3点から構成されており,

SS 用 POS としての機能を完備している。すなわち,

(1) SS の機械化のためのコンビュータトータルシステムの最先端忙位羅

L, SS の販売窓口業務の省力化を謝'りながらSS-EDPS の入力フ

オーマ四卜にあったデータを出プJするととができる。

(2)石油元売会社指導形の全国マ,,トワークのクレジットシステ△が処

理でき,かつ,特約店メンハ'カードその他各種力ードの相互乗り入れ処

理ができる。このため,カードの村効性のチェックは,確実を期して

ある。

(3) EDPS にf1報を求めなくてもよいよらに,日報が作成できる。

(4)操作方法,手順は一元化され,少しずつ異なる仕様のシステム

であって、,同一手法で処理できるように酉改愈されている。

(5)計量機,屋外力ードリーダボスト巴直結のインラインシステムであり,

SSセルフ化への拡張性を有する。

(6)事故力ードリストを有し,事故力ードに対しては,ボンづ口,ゞク,マ

シンロヅクを行い,不良取引きを未然に防止している。

乾式電子写真方式による普通紙印字

文字は 32×32 のドットマトリクス

2,800行/分化勺20万字/分)

最大16K 字印月1剛本,ゴシリク, OCR)

フォントマスタ作成づ0グラ△,づりン 1、ファイルフォ

1.逆導通サイリスタシリーズ化完成

定格オン電流60~40OA の高速逆導通サイリスタ13 機種のシリーズ化

を完成し,量産に入った。各機種のおもな定格特性を表4-2に,外

観を図 4・35 に示す。これらの逝導通サイリスタは,高速サイリスタと

商速りナν杓づイオードとを逝Ⅲψ'水こ1河・一系子に1バ蔽したものである。

この結果,インバータ,チョッパ応用において,(1)装障の構成素子数
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表 4-2 逆導通りイリスタシリーズの主な定格特性

形

RCR70AY

名

RCR150AX, AY

FR】50AX, AY

RCR30OAX, AY

(RCR :スタ,ド形, FR

1200

平形)

や断する能力を有していることである。しかもとのパルス電流をし

や断制御するのに必要な転流コンデンサの容量は,3.9μF以下に抑制

しうるように設計されている。

3.軸流冷却形フラパックスタック

大電力用平形サイリスタ,平形シリコン整流素子及び平形トライア,,クを

1心用したスタ',クは,昭和40年以来4系列 q刀Cがそれぞれ40OA,

価OA,90OA,1,30OA)が量産化されており,市場で好評を博し

て込る。しかし,制御盤を更に小形化し,組立工数も低減したいと

いう要求が日増し忙強くなってきたの忙答えて,軸流冷却形フラパ.,

クスタックの開発を行い量産に移した。とのスタックは,冷却風をスタ

."クの轍線方向に流すという新しいアイデアに基づいて設計されてお

り,その結果制鶴困Zに底W同を設けなくても,スタックを取付けるだけ

で,半導体素子を風冷できるという特長を有する。したがって数十

kvA のヒータ制御盤や,インパータ装置が極めて小形化,簡素化され

るものと期待されている。更忙このスタックには,下記のような新し

い設計製造技術が込りこまれている。

(1)極めて効率のよい形状のアルミフィンを採用した。

(2)素子との接触面形成に,冷問鍛造法を採用し平面度を高めた。

(3)特殊弾性体により圧接組立を行い,体積を20%縮小した。

20

図 4-35 通導通サイリスタシリーズの外観
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図 4-36 スト0ポ用高速スィ.ワチンづサイリスタCR3HM

図 4-37 軸流冷却形ワラパ.,クスタック

このストロポ忙用いられるサイリスタとして,小形で外装の絶縁化をは

かったモールド形ストロポ用サイリスタ CR3HM を開発し,昭和四年

6月量産を開始した。

シリコン樹脂モールド外装K適した独自の接合表面安定化処理技術の

開発,大きな電流密度の繰返しパ1レス電流に而1えうる構造と組立技

術の確立,及び既に定評のある高速スィヅチングサイリスタの製造技術の

応用が相まって,この CR3HM の量産化に成功した。この CR3

HM の特長は,電圧定格如OV,最大ゲートトリガ電流 50mA,及び

波高値180Aのパ1レス電流峠勺350V に充電された容量900μF のコ

ンチゾナの放電電溺D を任意の時問に 6μS以下という短時間内kし

ノ

1.数字表示デバイスと緑色発光ダイオード

現在市販している赤色発光ダイオードMEⅡ2~ME119の応用として

GO(A鋤一"PX)を使用した数字表示素子 ND I01, NDI02 と新しく

GOP緑色発光ダイオードME201, ME202 を開発した。

NDI01, ND I02 はモノリシック形多けた(桁)数字表示素子で, ND

101は4 けた, NDI02 は5 けた表示できる。電流は最大1セグメント

当たりパルス電流40mA (パルス幅lm■,手ユーティν1の,直流4mA

て、1C により直接ダイナミ.,クドライづできる。用途として各種工業用計

器,各種計測機器など多くの数字表示があげられる。

GaP緑色発光ダイオードは液相工Eタキシャル技術忙より作るもので,
0

発光eーク波長は5,70OA,電流は最大で直流如mA,順電圧は2.2

V (電流如mA),標準の明るさは 1.5mlm (電流如mA)である。

今後は現在市販の赤色発光ダイ才ードとともに各種計測機器の表示ラ

ンづなどに広く利用されるものと期待される。

2、光半導体素子

高速直接変調高師度発光源巴して発光ダイオード,レーザダイオードの研究

開発を行ってきた。前者は長時問寿命試験と温度サイクル試験等を行

い信頼度の確認を進めている。

レーザダイオードはづロトタイづで最長室温連続発振寿命は数千時問を越

え,実用化に向けて第1歩を踏み出した。電気的光学的特性の異な

るサづミクロン厚の薄い結品を重ねた多層構造工ぜタキシャル技術の進歩,

電極づけひずみを低波する材料技術工作法の開発が実り,レーザ発振

しきい値電流200皿A前後で10mWの光出力が得られる標準形(図

4・39)では,実用的な寿命が得られる見通しを立てた。一方発光

ダイオード並の低電流で発振可能なユニークな構想の新設計レーザ佃斜尓

TJSレーザと命名)の試作も進め, CW動作最小飢mAで,横・縦

ともに単ーモード発振を実現した。

Si-APD (図 4・39)は P゛PN゛形の開発によって,1GH.を越える

高速応答性と理論的な低雑音化の限界に躍ぽ到達する低雑音性(増

倍率100末満の範囲で雑音指数3~4.5dB)を実現し,また,光フ

三菱電機技報. V01.四. NO.1.1975
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騒

数字表示手ハイスNDI01,

NDI02 と緑色発光ダイオ
ードME201
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レーザダイオード

と Si-APD

発を進め,その結果,10GH'帯においてC凡V出力2.4W,効率

15%の特性を得た。またその広帯域特性と良好な温度特性が確認さ

れた。

トラパットダイオードは, S帯における高出力高効率パルス発振の開発

を進め,パルス幅 0,4μS,パルス繰返し数 350H.,周波数 2.4GH■,

出力 124W,効率27%の出力を得た。

Pinダイオードは結品などの改良により,パイアス+10mA と一20V

(cj一即γ=0.26PF)で,直列抵抗1.2Ωとする技術を開発した。

GaAS シ,ツト牛障壁ダイオードは,障壁金属{C Ni-pd を使用し, n

値1.05,順方向直列抵抗1.8Ω以下の性能を得,また周囲温度200゜C

に十分耐えるようになった。この結果,故障率 10OFit 以下と推定

される信頼度を得た。

マイクロ波,準ミリ波帯で高利得低雑音が期待され,微弱な信号の

受信増幅,また発振素子として有用な GOASSBFET (図 4-41)の

開発に着手し,最大発振周波数約如GH.,10GH.の最大有能利得

12dB 以上の特性を得,更に高性能化研究を進めている。
'、 病

このトランづスタは,動作電圧72V を目標に,コレクタ.エピタキシャル

層比抵抗を 13.5V動作素子に比べ如%程度下げ,これに伴う利得,

効率の低下を防ぐため,マイクロ波トランリスタと同程度の高精度パター

^

図 4-40 ガンダイオード通竃寿命試験装置
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漬

是青偉

=eリ

アイバを利用する本格的な右線光通信に備えて,光ファイバを装着し

た外装の開発も行ってφる。

光結合素子用フォトトランジスタを開発し,感皮50A卿(hル~20の,

VC五0>50V,1Dく10o nA,フ~1μS を得ている。

3,マイクロ波半導体棄子

Gι'Sの材料技術では,縦形回転式成長炉による大面積で均質な気

相1ビタキシャル成長と Cが桑加半絶縁性液相エビタキシャル結品成長に成

功した。 1nト"G0§b高純度n形液相1ピタキシャル結晶成長を可能と

し,80OV允m以下の低臨界電界の発振を耐昂忍した。

ガ'ンダイオードでは,エビ基阪の厳選,不純物濃度分布,電極材及び

熱圧法の改良,ダイオード選別技術の開発により,故陣率 60OFit(信

頼度水準60%)以下の世界最高の信頼性評価結果を得て,通信や民

需レーダなどの大幅な需要増大に、対処できる技術的基盤を確立し

た(図4・4の。とれを基に国鉄 7GH.帯無線機,警察交通取締り

用レーダスビードメータ,小形船舶用レーダ,海難救助用トランスボンダなど

へのガンダイオー凡占用実用化を進めた。他方,ガンダイオードの雑音機

衞の解明を行込,雑音低波化技術を開発して,従来のガンダイオードよ

り約10dBの低雑音化に成功した。

Siインパヅトダイオードでは,]帯で温皮上昇 165゜C,出力 1.2W 以

上のダイオードを開発し,マイクロ波中継器に使用しつつぁる。 X帯の

ダイオードの信頼性は,接合温度200゜Cで 1,50OFit の故障率である。

またX帯パルス動作用ダづルドリフト形では,出力 5.1W,効率10.5%

のものを試作した。 G"ASインパットダイオードでは, P-N 接合リード形

による材料,づロセス,動作などの諸条件を理論と実験の両面から開

' 症

図 4・41 GaAS SBFETの顕徴鏡写真

壷

0

嘉毒

Ji二βt'1 、'

◆り,,タ、N、

宅登、司'

、嘉1.魚"父#""驫戦鉾

遍

痕

'

1,ダーリントンパワートランジスタ

自動車イグナイタ用として,シリコンモ■ルック構造の NPN 3重拡散メ

サ形高而1圧ダーリントンパワートランジスタ 2SD 521 (TO-3 パッケージ)を開

発した。

このパワートランジスタは,従来のトランジスタと比較して h四が非常

に高いため,イグナイタに用いると次のよ 5 なメ小りトを発揮する0

(1)イグナイタの回路の簡単化,小形化をはかる。

(2)小出力のトランジスタにより那動可能となり,駆動段の回路の

抵抗により消費される電力を大幅忙軽減する。

イグづ・イタ用トランジスタに要求される1詳上は次のとおりである0

(1)高温においても V伊π)C五0 が高く,安定である0

(2)安全動作領域が広い。

(3)低温におφても h1三が高く, VCE(肌りが低い0

(4)自動車用トランづスタとして要求される過酷な熱サイクル 1C十分

耐える。

これらの要求を満たすため, V伽(訟りを低くする必要があり,この

ためべース層の上層部に低温不純物拡散と多層金属蒸着を行う新し

い電極形成技術を開発し,1C= 8A, PC=10OW, V(B究)C五0塗550V,

hル釜100 (標準300,@1C= 4A, VC三=1.5V,周囲温度一40゜C),

VC五佃武)奎1,5V (標準1.1V,@10= 8A, ZB=120 mA)の特性をえ

た。

2.485 MHZ.フ.2V高周波高出カトランジスタ

携帯無線機を小形・軽量化し,更に消費電力を少なくして,使用可

能時問を長くするために,最も大きな影縛を及ぽすのは,送信段の

高周波高出カトランジスタである。すなわち,下記(1×2)のとうに,

動作電圧の低減と,利得・効率の向上により,小形・軽量化及び使

用可能時問の増大を実現するととができる。

(1)動作電圧の低減一→バッテリ個数の減少^刃卜形.輕量

(2)利得・効率の向上一ーー"肖費電力の減少^、使用可能時問の増

大

3.3 トランジスタ

4.電子機器
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ンを採用した。なおパターン設計に際しては,13.5V到J作素子忙比

べ同じ出力を得るのに倍近くの動作電流を必要とするため,エレクト

ロマイグレーシ,ンが問題とならぬよう電流密度を考慮した。その他寄

生インダクタンスの小さいスドj,,づライン形のりードを有した小形シリコン

モールドパッケーづを採用した。以上の結果,485MH.,フ.2V で,出力

1.2W,利得6 dB,効率 60%(2SC 1603),出力 0.3 W,利得8 dB,

効率50%(2SC1604)の特性が得られた。

3.複合トランジスタ

複合トランジスタ2SA798,2SC1583 は,オーディオ機器の差動低雑音

増幅用に開発された手ユアルトランづスタで,外装は 5ビンのシングルイン

ラインのトランスファモールドタイづである。構造は,通常のトランジスタチッづ

2個を同一外装に組込んだ 2チゞづ方式である。そのため,通常の

トランジスタの現在ある最高のづロセス技術を駆使して製作することが

可能であり,1チ,づ方式のモ〆ル,,ク集積回路では不可能な高耐圧

(VC三0塗50V),高hF三(標準60の,そして低雑音特性が容易に実現

されている。更にデュアルトランジスタとして要求されるぺア特性につい

ては,無転位ウ1ハの使用,無欠陥拡散法の適用,そしてトランジスタ

のチガを製造するときの拡散工程の条件が同じである同ーウエハ内

の隣同志,又は近辺同志のトランづスタチ,づを同一外装に組立てると

巴により,モノリシヅク集積回路のデュアルトランジスタとほぽ同じぺア特性

(hlEyh1Ξ.=0.8~1.0, 1VB動一VB助1萎10mv)が得られている。

ステレオのメインアンづ,づりアンづ初段の差動低雑音増幅や,ステレオカセッ

トデッキの A上C (Automoti0 1".vel con辻01)回路に,またピークレベル

検出回路(シュミット回路),非安定マルチハイづレータなどの発振回路用

巴しても,今後広く使用されることが期待される。

こ巴は,従来困難であった。との試作IC はこれらの点を解決し,

低ひずみ率で10Wの出力を安定にだすことができた。大1"力で低

わい(歪)率化を実現ナるため, A級卵動段から負荷側をみたインピー

ダンスを正負の半波Kおいて等しくし,出カトランづスタ忙エミ,,タバラス

ト抵抗を採用して大出力時の1ゆ万直線性を向上した。また駆動段に

定電流負荷,出力段にダーリントン接続の採用で,開ルーづ利得は 90

dB と高利得,負帰還は 50dB と多量だが安定にかけ,処に卵動段

以前と出力段を二つのチヅづに分離して熱帰還によるひずみ率悪化

を防いだ結果,出力14W (@THD= 1%, j'= 1噸力,全高調波

ひずみ率 0.08%(@ア。= 1W,/= 11dl.及び 110H力,閉回路電

圧利得如dB,周波数特性20H.~娼kH.(-1dB幅),無信号時

消費電流25mAを実現できた。また電源電圧妬V,過大入力時の

負荷短絡においても,製造づロセスの破壊耐量向上巴保護回路の採用

により,破壊などの異常を発生しな仏。また 4チャンネルステレオなど,

電源電圧変動の大きいセ,汁忙使用した場合の電力損失増大につ仏

ても,パヅケージの面で考慮が払われている。

3.タイマ用 IC

タイマは一定の遅延時問後に出力信号を発生する機能である。今回開

発したタイマ用IC M51841P は CR の充電特性を利用した CR タイ

マである。この IC は比較器,プjツづフ0ツづ,放電回路,及び出力段

で構成され,1Cの外部に接続された抵抗及びコンデンサによる時定数

回路のコンデンサの充電電圧をICで検出し,繰返し精度のよ仏,
モ王二

源電圧や温度の変化に対して安定な時問遅延を得ることができる。

また, M51841P は1安定動作だけでなく,反復動作ができ,とれ

によってパルス発生器,パルス幅変調器,分周器,音調発生器などの

広い応用範囲をもっている。

しかし,はん用タイマに使用されるときは,下記のような種々の

条件での動作が要求されるが, M51841P はビン数の制限のため使

用範囲が制限される。

(1)外部からの誘導雑音忙対して安定に動作するとと。

(2)時限コンデンサの再充電など忙よる時限誤差が少な仏こと。

(3)時限前に電源が切れ,再投入されて、正規忙動作するとと。

(4) 6Vから20OVまでの広い電源電圧で使用できること。

これらを満足するIC としてM518心Pが開発された。上記M51841

P の機能に加え,ノイズフィルタ端子,電源安定化用ツェナダイオード,電

源電圧の立上がり時,立下がり時,及びオフ後に放電回路を動作さ

せる制御回路を内蔵しているので,とのIC をタイマに用いる巴,種

種な使用条件でも安定した性能を発揮するととができる。

4.電卓用 1チッププロセッサ

電卓用LS1の開発はカスタムメイド品主体から標準品主体へと転換し

てきたが, ROM ・ RAM方式による表示管式電卓用1チ,づづ0セ.,サ

技術とその製品M 58618 P の開発を完了し,標準品化を一層進め

るととができた。この標準品化忙おⅥては顧客が要求する仕様変更

は電卓用 1チ,づづロセ,,サLS1に内蔵した ROM の内容を変更すると

とにより行われ,ターンアラウンドタイムも大1隔忙短縮できる。表示管式

の電卓用 1チ四づづロセッサ LS1 は 32個のマイク0インストラクシ,ンを持0

た 4ビヅト CPU, ROM, RAM及び入出力回路より構成されている。

演算処理が 4ビリト並列処理であること,処理内容を 4ビットビとに

インストラクシ,ンによって指定できることと忙より,従来の全けた直

列処理方式忙比べて演算処理の自由度が大きく,演算時問も短い。と

のづ0セッサの制限条件は内蔵するROM容量のほかには,最大使用

けた数が内蔵するRAMの容量と出力回路部分で制限されるだけで,

1.バイポーラ,プログラマブル ROM (PROM)

従来のマスクROM は使用者側でROMコードの種類が多い場合同一

回路での大量生産方式がとれず,この結果ROMコード'指定後の製

品納期が長く,その上マスクチャーづを要する欠点があった。パイボーラ

・PROM は使用者側で任意にづ0づラムできるのでとれらの問題を

一挙に解決できる機能を有している。

今回開発した M54730S, M5470OS はTTL構造でメモリェレメント

としての Nicrヒューズを切断することによりづ0グラムでき,それぞ

れ256 ビ,,ト(327ード X 8 ビット),1,024 ピット(2567ード X 4 ビット)の

PROM である。なおNic"ヒューズはすべてクローズ状態(出力論理

" H")で出荷される。これらをオーづン状態(出カヨ兪理" L")にす

る方法を簡単に説明すると,まず切断するヒューズをアドレス入力(AO

~AD により選択し,チ,,づイネイづル E0 を論理" H"にした後, E.

とづログラ△される出力に 29V を印加すればよい。

またワードあるいはビヅト数はチ,づイネイづル端子EI, E0 を利用し

て任意に増加できる。

PROM は CPU-LS1と組合せて経済的なマイクロコンeユータ,シーケ

ンスコントローラ及び単能機巴して使用される制御機器などの広範な応

用が考えられる。

2、ステレオ用低ひずみ率 10W電力増幅IC

ステレオに使用される電力増幅IC は,(1)低ひずみ率,(2)破壊

しない,(3)電源スィ,,チ,オン・オフ時に衝撃雑音を発生しな V、,

(4)高耐圧,(5)大出力,(の許容電力損失が大きい,などの

条件を満たす必要があり,とれらを完全に,しかも同時に解決する

3.4 集積回路
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最大使用けた数の範囲内ではけた数を含む演算仕様の変更はROM

の内容変更だけで可能である。内蔵する ROM は 4Kビヅ1、, RAM

は 192ピ,り卜である。また儒号の入出力はそれぞれ独立K 4eりトコー

ドで取扱われるので,遊屯以外に種々のづ0セッサとしての利用も可

能であり,今後この種の応用範囲が広がるものと期待できる。

5,マイクロプロセッサ用 LSI

マイクロづロセヅサは性能的にも価格的にもミニコンeユータの下位に位す

るが, LS1化{Cよって高信頼度化,小形化,低消費電力化が達成さ

れ,性能・価絡比においてミニコンビュータをしのいでいる。機器装置

の制御回路K マイクロづロセ.,サを用いると仕様の変更が容易になり,

またシステムシミュレータから ROM製造忙至るまで首尾一貫したCAD

を活用できるなど多くの利点をもっている。

マイクロづロセッサ用LS1としては, CPU, RAM, ROM,その他周辺

回路用LS1がある。このうち当社で開発した LS1の機能と特性の

概要を表 4-3 に示した。これらはいずれ、 NチャンネルジJユンゲート技

術を用いている。

並列式 8ビリトCPU の命令数は 76,接続可能メモリ容量は 65K

ハ'イト,入出カポート数は 256,内蔵スタ,クポインタにより入れるサづル

ーチン使用無制限,割込みは 1レベルである。クロスアセンづラ,シミュレータ,

基本ライづラリを基本ソフトゥ1アとして朋発済みであり,また上記LSI

で1蒜成した標証重マイクロコンビュータに支、jしてモニタユーティリティが準備さ

れている。

表 4-3 マイクロづロセッサ用 LS1の機能巴特性の概要

多

電子機器

形 名

M58刀OS

穣

M58720 S

並列式8 ピプ

GATE J゛
ノ

図 4-42 NnC技ヤ協商用トランづスタ

フ.マイクロ波 IC

マイクロ波IC技術は, UHFから SHF帯Kおける通信,民生,レーダ

などの各機噐{C広く適用され,機器の小形幌量化,高信頼度化など

の高性能化を進めた。

UHF帯の各極トランジスタ増幅器はマイクロ波IC技術の適用により,

広帯域高W力化がなされたが,1歩進んで,トランジスタパッケーヨ内に

入出力端子を 50Ωとする MIC整合回路(図 4-42)を設け,従来

のトランジスタより帯域は 1.5倍以上,利得は ldB 以上の 5.5dB,飽

和出力13Wなど大幅な性能向上をさせ,トランジスタ増暢器の一層の

性能向上を図っている。

民生機器では, LID形GOAS ショヅト千バラクタ,パッケージレスカンダイオ

_ドを用いたFM変調可能なX帯MICガン発振器を含む,移動物体

の速度,方向及び距籬などの計測可能なマイクロ波モづユールなどを開

発した。

レーダ用機器では, MIC化X帯ディジタ」呼'イオード移相器の轟1性能化

と小形化を更に進め,そう q洞入損失<2dB,帯域>50OMH.,

大きさく12.5×25mm2とした。また低Qsiインパヅト発振器の温皮補

償技術の開発などにより耐環境特性を向上させた。

8. CAD技術の進歩

LS1の開発にあたって,設計における誤り発生の防止巴設計期問の

短縮のため, CAD の活用は必要不可欠のものとなっている。

49年度に開窕又は改良したCADシステムを以下K述べる。

(1)マイクロづロセッサ用のシミュレーシ.ンシステ△を開発した0 これは,

アセンづラ,システムシミュレータ, ROMマスクパタンシェネレータ, ROMテストパタ

ンジェネレータなどからなるもので,この応用づログラムから ROM の設

計が自耐伯辧Cできる。

(2)はん用論理シミュレータ LSP-2 を開発した。これはミニコンの

DOS システムを使って 1相~4相のクロ.ワクの論理回路を 5,000ゲート

程度まで効率よく bミュレートすることができる。

(3)前年度忙開発した非線形回路解析づログラ△LILASを改良し直

流,過渡解析を容易IC実施できるようにした。これで, EE-MOS,

ED-MOS, C-MOS など MOS論理回路解析ができる。

(4)レイアウト図形の処理1(開しては, CALMA社のディジタイズシス

テム,ガーバーネtの白耐J作関システム,マン社のパタンジェネレータを統合し,

総合CADシステムを完成した。更忙 ROM の肉動設計データなどを

このシステムのデータベースに変換するソフトゥ1アも開発した。とれに

より図形データの照査修正が容易になり,レイアウト設計完了からマス

ク作成忙至るまでの期問が従来の平均4週間から1.5週問程度まで

に短縮された。

M 58730

-XXXS

自,

涛、

,'ず

6.液晶表示ディジタル腕時計用 CMOS IC

このたび,当社では世界で初めて,時・分の低か,秒・曜日・日・

AM/PMをも液晶で表示するチイジタル腕時計用CMOSIC 2品種を

開発した。ーつはトランジスタ数約200個から成るシリコンゲート構造の

発振.分周用 MSI M認427S で,他のーつはトランづスタ数約2,300

個から成るアルミゲート構造のデコータ用 LSI M58428A である。

この IC の主な特長仕次のとおりである。

(1)液晶を直接駆動して秒・分・時・曜日・日・ AM/PM をディ

ジタル表示する。

(2)二つのICの全消費電力は3.2μW と極めて低い(完成品とし

ての時計になった場合,小形駿化銀電池1個で1年以上動作可能)。

(3)ワンタッチで士30 砂の遅進修正を行うことのできる機構をも

rつ。

(4)節電のための表示停止機構をもつ。

(5)新しく開発された超小形高信頼度セラミックパヅケージに封止され

ている。

このICを使った液晶表示ディジタル腕時計はシチズン時計(株)より"シ

チズンクォーツ<りキッドクリスタル>"として昭和49年4打に市販開始され

た。
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1.真空スィッチ管

三斐真空スィッチ管"ROHOVO0"シリーズは,その高い信頼性とと、に

"VSりアクトル"に代表される当社の完ぺき(壁)なサージ対策と呼応し

て,モータ制御などのコンタクタ用や,各種しゃ断器用に需要家の好

評を得ている。また都市災害の低減の一環として,高圧負荷開閉器,

特忙柱上開閉器のオイルレス化が美務づけられて久しいが,との傾向

は白レの受電設備や大規模づラントにおける不燃化,爆発防止対策へ

と輪を広げ,真空開閉機器の需要増加を一層促すととKなった。真

空スィ,,チ管が原理的IC消弧媒体を必要としないため,爆発事故や火

災の懸念がないことが,今後オイルレス化の本命として真空開閉機器

が大きく期待されるわけである。

一方,咋今の電力需要の増大により,配電線路末端の需要家の電

圧変動補償を珂的とした単柱装架形配電用自動電圧調整器が多数設

置されるようになってきた。 3 相 6.6kv l,000~3,oookvA のこれ

らの負荷時タ,,づ切換用として,真空スィ.,チ管の機能が極めて適性

を有しており,各種実領が蓄積されっつぁる。 100万回内外の負荷

開閉寿命が要求されるが,転移や消粍を抑えた電極材質の選定,衝

撃緩和を施した機朧上の配慮などにより,十分裕度のある性能が検

証されている。更に数 10MVA 級のタ,づトランス用として込各種

Dataがとられ,改めて真空スィ,,チ管の耐久性,高信頼ぶりが再認

識されている。

配電用変電所におけるコンデンサ開閉用のしゃ断器は,寿命及び保

守性はもちろんのこと,無再点弧特性を要求されるが,早くから真

空しゃ断器はその優秀性に着目されて使用実績を積上げてきた。数

年にわたる無事故の実績は昨今とみに高い評価を受け,需要増大と

ともに従来 72kV 2,50okvA 程度であったものが,5,000~フ,500

RVA とますます大容量コンゞンサハ'ンクへとその適用範囲を広げっつ

ある。

2.イグナイトロン

核融合鬨原の各種基礎実験が各界の研究機関において本格化した結

づラズマ閉じ込めを目的とする強磁場発生用としてスィ.,チング用
eJ
フK,

イづナイト0ンの需要が増加した。電流耐量としても如01金の使用例

玉あり,今後更忙大容量化するもの巴思われる。一方,溶接機用イ

グナイトロンも電子管特有のタフネスさが評価され,根強い需要が続φ

ている。

3.5 力

JJ1 土J●予゛ヘ^J

図 4-43 10インチDT管によるファクシミリ画像信号受信画像

秀一・・・.、

1.ダークトレース蓄積管

情報産業用づラウン管の四年度の主な開発製品として,安価で蓄積

機能を有するダークトレース蓄積管(DT管)を開発した。 DT管とは,

カソードクロミック物質であるソーダライトの粉末をスクリーンに塗布したづ

ラウン管で,電子ピームが当たると着色し,電子 eームを切ってもす

ぐ消えることなく残像している。蓄積時問は材料の種類や外光の明

るさによって異なり,数秒から数時閻のものが得られる。消去はス

クリーンを 200゜C程度に加熱するか,又は高強度の光を照射すること

により行5。用途としてレーダ表示,ファクシミリのソフトコビー, TV の

静止画像表示, X線・超音波撮影画像などの表示,計測器,スキャン

コンバータなどがある。

yゞ'鸞

y

ミ

DT 管として,10インチ丸形 55゜偏向,及び 14インチ角形90゜偏向

の光消去モード CRT を開発した。得られるコントラスト比は加速電圧

20kv,照射電荷量1μQ允m.で約3,10μQ/om2て峰勺6である。消

去時間は10秒程度,解像度は4本加m,蓄積時問は外光の強さに

よって制御でき,数砂から数分である。今後の開発のポイントとして

は,電流感度の向上,消去性の改良忙主眼点、を置き,更に性能の向

_ヒを計っていく。

2.カラープラウン管

昨年度発表して好評を博したダイ卞トロンSSS (セルフコンバゼンス,ストうイ

づけい光面,シ,ートネ,,ク)シリーズの第2弾として 16形 420ARB22

を開発した,とのシリーズは性能,省資源の立場はもちろん,偏向ヨ

ークつきの簡便性を買われて市場要求力圷高く,一層拡張の必要が感

ぜられている。

ドットけい光面タイづでは560AB22A を開発した,当社では籾め

ての22形であるが独自の HO゜偏向けい光面作成技術を更k改良し

師度の向上を実現するととも K,シャドーマスク関係をフレームに 1.0

mm厚の材料を採用するなど性能,生産性両面から大幅k改革した。

中でも最大の特長は独冑の管内磁気シールドを設けたことである。従

来管内に磁気シールドを設けることは動作の安定のため忙著しく有

効であることが知られているが,管内材料の増加忙伴う放出ガス増

加のおそれ,シャドーマスク重量の増加,動作開始時のシャドーマスク熟

ル劉坂によるふくれあがり(ドーミング)症状の悪化,消磁電力の増大,

などの好ましくない現象を伴うものとされていたものをシールド効果

を損なわずに解決した画期的なものである。

これらの技術は20形以下の従来管種にも応用されつつぁる。

図 4-44 560LB 22A用シャドーマスク

像
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核計装装置は,原子炉の近傍に置かれた中性子検出器と,検出器信

号を処理すろ電子回路を収納した核計装盤より拷成され,起動より

定格出力まで連続して原子炉内の中性子束を測定する。中性子東レ

ベルの測定は,10~Ⅱけたの広範囲にわたるので,測定系を線源,

中問,出力の 3系統にわけてφる。

核計装の主要機能は,原子炉トリッづ信号,パーヨリシづ信号,警報

信号を発生して原子炉を安全に保護すること,及び,中性子束レベ

ルによる制御棒制御信号を与えて原子炉を安全に運転することであ

るが,このほか,巾性子束レベルに相当する可聴竒を発振して炉内

反応皮の情報を運転員や作業者に与えたり,中性子束分布の偏差を

検出し警報する機能も備えている。

中性子束レベル測定系の構成(チャンネjレ数とヰ.性子検出器)は、ド記

のとおりである。

線源領域系統. 2チャンネル,比例計数管

中剛領域系統. 2チ市ンマル,γ線補償形電解箱

出力領域系統● 4チャンネル,ン線ヲ畔南償形電籬範

そのほか,とれらの系統からの信号を処即する比校.起動率,可聴

計数計,中性子束偏差の各チャンマルが設けられている。

上記の核計裴装置は,関西電力(株)美浜発電所1号機での仮設,

長期動作試験で信頼性が硫認され,国産化第1号機を関西電力(株)

高浜発電所忙納入したが,引続言,九州電力(株)玄海発電所1号機

向け装貿を納入L,現在関西電力(株)美浜発電所3号機,四国電力

住凋伊方発電所1号機向け装置を製作中である。

4.2 放射線監視装置

原子炉核計装装置4.1

4.放射線機器

成され,検出剖泳りの信号はパルス伝送方式により処理部に送られ

る。

この方式による検出部捻,検出器と,その信号の伝送ケーづル,イ

ンビーダンス整合用トランス及び,検出器の機能確認のためのチェヅク線

源機構より構成されている。インぜーダンス整合用トランスの採用と,能

動素子の使用を最小限にとどめることにより,伝送回路の耐雑音性

と検出部の信頼性を向上させることができた。

とのほか,づ0セスモニタに要求される検出感度は検出部設置場所の

環境放射線レベルに左右されるが,問題点を検討し,従来より数段

優れたしゃえい能力のものを実現できた。

上記性能のづロセスモニタ, iワモニタを関西電ブJ(株X高浜発電所2号

機,九州電力(株)玄海発電所1号機向けに納入し,引き続き,関西

電プJ(株)美浜発電所3号機,及び四国電力(株)伊方1号機向け装置

を製作中である。

4,3 フルレングス制御棒制御装置

この装置仕,原子炉の出力制御に用いられるフjレレングス制御朽ξを邸

動する制御怖駆動機構を制御するためのものである。

制御棒那動機惜は,磁気ジャ,井式で,三つの捌河功コイルに一定の

タイヨンづで規定電流を流すととにより,制御棒をそら入あるいは引

抜きするものである。フルレンづス制御棒制御装置は,ロジ四クキャビネット,

パワーキャピネヅト及び DC ホールド牛ヤピネリトから構成され,0ジリクキャビネ

ツトが運転員,原子炉制御装超及び原子炉保設装貿から制御雛駆動

信号を受けて,どの制御棒グルーづをどの速度でそう入又は引抜くべ

きかの信号を,各駆動コイルへの電流信号巴してバワ一〒ヤピネットに送

り,とこで駆動すべき制御棒の駆動コイルに堺定電流を供給する。

DC ホールドキャビネリトは,パワーキャピネットの保守点検の際に制御樺が落

下しなφよ5 に,郭動コイルに直流電流を供給するものである。

国産化第1号機を,昭和48年7"に関西電ブJ(株)高浜2号機向

け忙納入以来,昭和四年1月に九州電力(株)玄海1号機,同年Ⅱ

月忙関西電力(株)美浜発電所3号機向け忙納入した。また,昭和50

年7司に,四国電力(株)伊方1号機向け装置を納入予定である。

原子力発電づラントにおける放射線監視装置は,空問γ線レベルを測

定する 1リアモニタと,種々のづロセス系統の配管及び,ダクト内を流れ

るガス,水の放射線レベルを測定するづロセスモニタに分類できる。こ

れらの装置は,検出部と,その信号を処理する放射線監視盤より構

,、

、
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図 4・45 放射線監視盤

4.電子機器
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4.4 電子ライナック用

加速管の開発

1.πモード形加速管

電子ライナック用加速管の小形化への指向は,

今日の課題のーつである。この小形化に加え,

構造の簡易化の目的で研究開発した、のがπ

モード加速管である。

πモードj扣速管は隣接する空胴共振器問で

マイク0波の位相差がπラジアンである加速管で

あり,並列インぜーダンスσ川速管の性能をあら

わす定数で,エネルギゲインの2乗に比例する)

が他のモードの加速管忙比べて約2倍になる

特長があるが,次の理由により実用化が遅れ

ていた。(1)電子とマイクロ波の同期がτずれ
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図 4-48 8Mev-slde coup]e形定在波加速管

て,電子の安定な加速がむずかしい。(2)隣接モードとの周波数差

が少ないので,加速管の寸法や発振器の周波数安定皮に厳しい制限

がある。

とれらの問題は,空胴共振器の数及び織造の考察によ野解決でき

ることがわかり,7空胴(2個は半空1舸)で全長が約30ommのπ

モード加速管を試作した。

試作管の性能は入射条件が,マイクロ波入力1.8MW,入射電圧25

kv,入射電流420mA,パルス率 10-.のとき,ビーム電流 140mA,

1ネルギ 4Mev,並列インeーダンス63MΩ/m で安定な出力 eームが得

られ,実用化の可能性が実証できた。

2.8 M8Vside couple形定在波加速管

Side couple 形定在波加速管は,πモード形加速管の高V、並列インE

ーダンスと,πルモード形加速管の安定性とをかね備えた優れた加速

管である。当社は既に昭和47年度に,全長が0.3mの Side coupl.

形加速管を開発し,4MeVの小形医療用電子ライナックを製品化し

た。この加速管は構造が複雑なため,長くなると組立など土作技術

的な困難が予想されたが,今回,これらの困難を解決して,全長

1.3m の加速管の試作に成功し,マイク0 波入力 1.8MW のとき 100

mAの電子ビー△を 8MeV に加速した。従来の進行波形加速管で

は,同等の性能を得るのに2m以上の加速管が必要であったが,と

の加速管を用いるととにより,電子ライナヅクの小形化が一段と容易

になると思われる。

、

rtゞー'■==

.手

'^

^

↑ 女

^

^

t^ー

、才

'1哩

襲・'

y・1'ー''゛,、ー

^

図 4-49 45MeV ライナリク木体部全景

装置の構成としては心峻部に約2m長の加速管3本を配貿し,そ

れぞれに 5MW のクライストロン出力の RF電力を伊絲合している。新

た忙開発された電子銃から発射された電子ビームは,との加速管部

で最高 45MeV まてd川速され,スィヅチングマグネットを通して3力向k

取出すよう忙なっている。

この装置の主な性能は下記のとおりである。

最大45MOV,定常'30Mev (せん頭電電子線エネルギ

流10o mA の巴き)

電子線パルス幅 3,0.5,0.1,0.01μS

電子線パルス糾1り返し 10~20OPPS,又は単パルス
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大形電子線照射装置ΦP・1000形)4' 6

中形電子線照射装置ダイヤトロン DP-60OB (電子線エネj峅'60okev,

電子線電流10omA)の開発に引続き,このたび大形電子線照射装

置ダイ卞トロン DP-1000 を開発した。 1号機が大月日本電線(株)に納

入され,照射ボリエチレン電線の製造に活躍している。

おもな性能は,電子線エネルギ最大 1,oookeV で 500,600,700,

800,900,1,oookev,6段切換可能,電子線エネルギの安定度士1.5

%以下,電子線電流最大50mAで5~50mA連続可変,電子線電

流の安定度土2.0%以内,電子線出力最大50kw,電子線走査幅1,2

Oomm,電子線平たん度士5.0%以下である。

この装置は,電子線照射器,高周波昇圧トランス,高周波発電機,

操作卓,照射電源盤,高周波発電機盤,誘遵電動機盤及び冷却機器

で構成されている。電子線照射器には,直流高電圧を発生する高周

波コ,,ククロフトワ1レトン回路も組込まれており,全体が圧力容器中で

SF6ガスて、絶緑されている。

電子線照射装置主要部の高周波昇圧トランス,電子線照射器の外形

寸法巴重量は,高周波昇圧トランス 1,700φXI,90OH,5t,電子線照

射器 2β20 φX2,920 H+1,620×400×2,590H (ス牛ヤンナ部),9.5t で

ある。なお,その他の機器についてはDP・60OB形と同じである。

大日H木電線(株)への納入に際しては,電子線照射により発生す

るオプンを連続的に処理するオゾン処理装置も合わせて製イノ院杓入した。

しご1・1き、

;写*ヤ

'ー

^4'喪"

身゛J七^'抄プ三tミ三'J゛、,'

"グ

ゞ÷璽勺.
,1、べ4、゛

,太一

'

毛

研究用ライナリクはその研究目的によって,高エネルギ化,大電流化な

ど,種たの装置が考えら北,当社は既忙昭和42年に東北大学へ

30OMeVの高1ネルギライナ.,クを納入した実績がある。今回は実験用

原子炉のパルス中性子源として,またパルスラジオ0シスの研究用装置

として,10nSのシ.ートパルスまで発生するととを特長とした45Mev

の研究用ライ寸ツクを開発し,昭和四年春に北海道大学忙納入した。
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4.5 研究用ライナック(ML・45L形)
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昭和四年度は,計泌卜制御の分野でも,公害防止関係及び省力化関係の製品が目立つ。

ι＼竺聖計測の分野では,電力使用合理化関係の製品として,強化而H侯形電力計のシリーズ,集中自劃搭十i則装置MICAM-500シリーズを完成した。

防止用関係計測器として,自動車排気ガス規制の目的のため,電気動力計の高性能化を行い,またづラント煙道ガス測定器を開発した。

システム制御の分野では,水処理・水系制御を主とする官公庁関係の需要の増大と,鉄鋼業関係の合理化投資需要の増大が著しく,また技術画

では,ミニコンの応用が拡大され,中規模システムまで適用されるようになったこと,またミニコンより低位のマイクロコントローラが活用されてきた

こと,また計算機制御と通信制御の総合されたシステムカ"削Ⅲしたことがあげられる。

1.計測器

(0)使用電力量表示'・・・一実際の使用電力量を5 けたで表示

(b)目標電力量表示一・・ーその時点の目標電力量を5けたで表示

(3)集中自卿信卜測装置 MICAM-500形

変電所,受電室などの受変電設備の各種電気量を一定時問ごとに自

動的忙計i則し,タイづライタでその手ータを印字記録し,整理作表する

装置である。

言1 測1・罰H卸

1.1 強化耐候形電力量計

強化耐候形電力量副・として, MF-8WG, MU■W, MU■WG形

を開発した。この計器の利点は,計器箱やフードなどを使用せず計

器を屋外暴露(雨線外)使用できるため,計器箱など忙かかわる経

費と取付工事面での合理化,省力化ができ,これら経費の大幅な節

約ができることにある。改良した主な性能は,

(1)耐光性,耐湿潤亜硫酸ガス特性,耐塩水噴霧試験特性が,現

行計器に対し数信の性能向上を、つとと。

(2)温度特性は屋外取付けのために現行品より,10゜C高温側忙

保証範囲をひろげたとと。

(3) 1忌度上昇仕一番高遍となる電流コイルの遍度上昇を現行吊,よ

り 10゜C 下げたとと。

(4)屋外に暴露して使用するため,ベースは接地した状態でインパ

ルス試験に合格するととである。

1.2 省電力監視装置

(1)デマンド監視装置 MICAM-DM形

現在時点までのデマンド値と,その時点での¥マンド値の増加率と残

り1侍問の積との和を求めるととにより,時限終了時のデマンド値を予

測すると同時忙,との値が目標値を超過するようであれぼ警報を発

し,デマンドの超過を防止するディづタル式デマンド監視装置である。

(a)現在値表示・,・・一現在時点でのずマンド値を4けたで表示

(b)子迦Ⅲ直表示・・・ー・時限終了時の予測デマンド値を 4 けたで表示

(2)電力量監視装賢 MICAM-WH形

期問の設定値と月標設定値に対応して一定ペースで増加する月標電

力量と使用電力量を表示し,使用電力量が目標電力量を超過すれぼ

警報を発して電力の使用量節減を容易にする電力量監視装置。

1.3

(1)高翹消E2輪車用シャーシダイナモメータ

最近の自動車の排気ガス規制の強化にともない,肉動小メーカ各礼

から試験計測設備の商性能・高枯度化が我々K要求されている。某

社に納入した小冷車用シ十ーシダイナモメータの特長は,(a)トルク膳符

速度を従来の10倍程度に速めたこ巴。化)ドラム装羅に静圧軸受を

採用し,揺動可能の構造とすることにより,ドラムの回転により生

じる機械的損失も動ブJ計に指示するととになり,計i則誤差を減少し

たことである。

直流電気可功力計は 60/45kw,220V,350/1,25山'pm,

1,061 ψ X 2501,250 knvh,ドラ△装置は

白動ワードレオナードカ式である。制御装置は

(2)高精度EDダイナモメータ

キャタビラ三菱納めエンリン試験用 ED ダイナモメータはディづタルしょら

(秤)量計を採用することにより,同一形式の従来機の3倍以上の高

精度が得られた。

とれは荷重検出忙従来のような振子式はかりを使用せずに,引張

り圧縮形口ードセルを採用し,揺動角をほとんどゼロ巴するこ巴Kよ

irサ÷・「"ξξ^、"11、'、

、瓢"
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図 5-1 MU■WG形強化
耐候形電力量計

5.計測・制御
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MICAM-500 形集中

自動計測装置
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り,揺動轍受の摩擦抵抗による誤差を小さくしたものである。

仕様は, ED ダイナモメータが 250PS 2,000~5,ooorpm,始動用誘

導電動機がⅡkW 40OV 4P である。

煙道制.jj'ス巾の規制ガス[S0を, NO×(=NO+NeD]の排出濃度の

監視機器として煙道ガス測定器がある。従来我が国でも排出規制ガ

スそれぞれ専用のSO0分析計,あるいはNOX分析計が製品化さ

れているが,精度・信頼性などでユーザの要求を満たしていないよ

うである。当社ではとれらの問題点を解決するとと、忙,1台で

S0旦, NO, N0旦の3種類のガスを同時に測定する煙道ガス測定器

SA-302形の開発に世界で初めて成功した。

SA-302形は紫外線吸収法の多成分演算方式である。測定ブ狂tは,

日本工業規格「排ガス中の窒素酸化物分析方法』(K0104-1974・改

正)忙規定され,また,現在審議中の同燭格原案「排ガ'ス中の2酸

化硫黄冑動計測器」忙も記載されている。

1.4 SA302 形煙道ガスj則定器

FD-30形超音波厚さ計の特長は,

(1)波形分析回路と表面波検出回路により厚み測定の原点を自動

的忙検出することにより,零点調整の必要がなくなるとともk,被

検査物が高温の場合や測定面がでこぽと(凸山Dである場合もそれぞ

れ対1心した零点k自到伯勺に設定されるので,その都度零点を校正す

る必要がなく,測定値も過大に表示されることがない。

(2)受信エコーの処理を低速化すること忙より精度よく音速設定

をするととが可能となり,被検査物の音速が既忙判明している場介

は,音速ダイヤルをその音速忙設定するだけですぐに測定が可能であ

る。また音速不明で厚さの判明している被検査物の場合は,音速ダ

イヤル忙よって逆に音速を直読できる。

1.5 FD30形超音波厚さ計

FD-50形フローテスタはづラウン管なしの超音波探傷器である。このフ

ローテスタは特忙船舶用鋼板溶接部の白主検査を詞的とし,超音波探

傷忙ついて特に専門的知識や技能を持たない溶接施工者が簡単に取

扱うと巴ができ,三斐重工業(株)横浜造船所研究部と共同朋発した

、のである。

日本海出協会では今日のように巨大"部珀の急速大量建造時代では,

従来のような放射線忙よる検査法は合否判定は容易であるが,検査

時間が長くコストも高いため,超音波探傷法忙より簡単に欠陥の存

在を検出できるものがあれば望ましいとして, FD-50形フローテスタ

を使って得られたデータを検討中である。

FD-50形フローテスタの特長をあげれば,距雌感度補正機能(DAC)

忙より,距離忙よる欠陥検出能力の低下が補正されているため,欠

陥の距籬忙関係なく同一検出能力を持つとと及び最も小形の探傷器

(FD-210P)忙比べて重量で 1ル,容積て、ν6 となっていることで

める。

1,6

'ゞ

/,二Lり_"ジノ~、.ぎ

'潔類一
'ノ

FD50 形フローテスタ

システム制御忙おける昭和四年度の傾向としては,第1に水処理・

水系制御を主とする官公庁関係の需要の増大と,第2に鉄鋼業関係

の合理化投資需要の増大があげられる。

また新しい実禎としては,原子力発電づラント忙納入されたシステ

ムがか(稼)動開始時期を迎えつつぁること,また我が国の海外投資

の本格化につれて,づラント輸出が増力「ル,それ忙伴う計算機制御シ

ステムの輪出工事が開始されたことがあげられる。

更に技術面では,次のような傾向が現れている。

(1)最近著しく機能が拡充し充実したミニコンベースのシステム(ME・

LCOM託0-フ)が従来中形制御用計算機を用いてきたようなシステム

に大規模に活用されている。

(2)シーケンス制御やアナψ1劉御の部分托マイクロヨントローラが活用

され,かなりの規模の制御系がコンパクトにまとめられている。

(3)計算機制御と通信技術の総合されたシステ△の増加と,その傾

向のあらわれとして,従来1づラントのオンライン制御中心であった計

算機制御システムから,次のような 3種類のシステムに変ぽう(貌)す

る傾向がある。

図 5・4 FD-30 形超音波厚さ計
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倉庫業務の自動化

受変電設齢の染中弦視

品質向上のための制御

特長
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(a)テレメータ回線を含む遠隔集中監視制御システム

(b)データ伝送回線を含む総介管理システム

(0)広域Kわたるづ0セスを対象として,データハイゥエーを用いた

リモート入出力制御装置Kよる,渠中制御システム

表 5・1 に昭村149年度の実績を主とめた。

図 55 FD-50形 70ーテスタ
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表 5・ 1

物流関儒

ビル関係

製抵土業

フ、 ム 名

'琴」
fu

納入 システム

瓢業用人カブラγト

汎業用原子カブラン 1

拘家用火カプラン 1

系織制御
力

49年度納入
システム数

鉄

剣

大制な自動起動・停止制御

PWRプラソトのデータ処理

遜択負荷しゃ断機椛などの採用

冠力系統の染巾管理

三菱電機技報. VO].49 ・ NO.1・ 1975

1モ延プラソト

プロセスライソ

高度な自動化

計鄭機による辿続的た自動化

上下水道の榮中管理
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(財)機械振興協会向けとして製材システムの自動制御装置を製作し

試運転中である。とのづラントは原木丸太から建築用角材を生産す

るラインで,のとぎり(鋸)びきから製品選別仕分け,結束までをー

貫して行う。生産規模は4,20omV月で,従来方式では約60人の作

業員を要するがこのシステムでは自動化によって約U5の人員忙削減

できる予定である。

機械装置は6台の帯きょ(鋸)盤と搬送装置や結束装置から成って

おり,とれを制御するに計算機MELCOM 350/5F1台の抵か,手イづ

タル式のとぎり歯位置ぎめ装置,ぱん(挽)材速度調節装置,板厚板

幅検出器なぞが使用されている。これら自動制御装置は全ラインの

自動運転を主な機能としているが,ー・方生産計画の作成や製品出来

高集計,在庫管理などの管理機能も含んでいる。また,従来熟練工

が行っていた木取り計算やばん(挽)材速度が計算機Kよって決定さ

れ,かつ自動的忙実行されるよう忙なっており,とのシステムの特長

のーつ忙なっている。

省力化システム2.1

嘉

''

当社では先忙,立体冷凍自動倉庫用巴して一40゜Cの低温環境で支

障なく動作する電機品を開発し,(財)機械振興協会に納入ずみであ

つたが,このたび1年問の試用期問を無事終了し,好評を5けてい

る。

また某石鹸会社向け自動倉庫及びりモートバリチシステムでは, ME・

LCOM 30F を中心巴した自動倉庫のクレーン制御・搬送ラインのコン

ベヤ制御及び入出庫管理と仏う機能の氏か忙,より一屑流通性をも

たせるために,との MELCOM 30F と中央の大形管理用計算機が,

電電公社回線を介して,自動倉庫に関する情報の交換を行っている。

更に MELCOM 30F より,りソースづ口づラム,あるいはデータを入力

し,それを中央計算機忙送信し,その結果を MELCOM 30Fが受

信するとい5,りモートバッチシステムを槽成しており,中央計算機の

有効手11用を計っている。

(1)計算機の2重系 bステムの採用忙よる信頼性の向上

(2)づラント状態のは(把)握を図形式表示忙よる視覚的は握を行い

対応処置時間の短縮

水処理関係の計算機システムは,更に充実した集中監視bステム時代

を迎えるとと忙なる。

2.2 牛勿j流システム

火力づラントボイラより発生する燃焼ガス中の亜硫酸ガスを除去する

ため,公害防止産業として重要視されて仇る湿式石灰石膏法排煙脱

硫づラントに M-7計算機システムを導入した。導入目的は,排煙脱

硫づラントの高度の自動化,安定化,省力化について顧客からの要望

が強いので,これ忙答えるために手ータ処理システム,自動発停システ

△,負荷追従システムを開発するのが目的である。この種の計算機シ

ステム忙対しては,親づラントである火力づラントと同様の信頼性向上

対策が必要とされた。なおとのシステムは,三菱重工業(株)巴の共同

研究により開発したものである。

2,5 排煙脱硫システム

多量の計測手ータの収集と監視のため,千代田化工建設(株)子安研

究所のパイロ,,トづラントに MELCOM 350-30F 及び5F システムを納

入した。これは,手ータハイゥ1一による定周期のデータ収集巴,多量

ゞータのっアイルアクセス方式Kよる処理効率向上を計った、のである。

国鉄在来線電車の総合試験奘置としての計算機システムを従来い

くつか納入してきたが,それらの経験をいかした標準化システムとし

て四年忙は,小倉工場向けシステ△を納入した。このシステムは試験

項目をビル手インづづロリク式に追加できると巴,手順変更による試験

シーケンスの追加,変更が容易忙行えるものである。

製紙工業への計算機システムの遵入として,三菱製紙(株)八戸工場へ

の上質紙づロセスに対する MELCOM350-30F システムがあげられる。

これ仕比較的大きな計算機の利点を生かし,上質紙づロセスに特有な

各オーダごとの繁雑な手続きや制御を一括して計算機にその機能を

持たせたものである。特に注目されるのは,坪量,水分の制御アルづり

ズムにおいて極めて高精度のものを開発したこと,また国内でほと

んど試みられなかったスト四クィンレリト回りの制御,調整パーツの制御

と,柿助メモリに入れられた各オーダの全情報をもとに手替わり及び

抄速変更の自動化に成功したこ巴である。

本州製紙(株)釧路工場には,従来の共同研究における M-TRW'

330の成果の上に立ってMELCOM舗0-フシステムを新設4号抄紙機

製造づロセス忙 1台,更忙当業界では初めての動力づロセスに 1台を

納入し,これを、つて全づ0セスの計算機化が完成し,生産性向上

及び省力化に寄与している。

2.3 計測シ ステム

製紙工業の計算機制御2.6

今までの水処理システムにおける計算機の主なる機能は,処理場管理

のためのづラント諸データの収集,警報監視,管理日報の自動的作成

であったが,最近出荷された水処理用計算機システムでは,従来の機

能に加え,づラント機器の自動制御に重点、を置いており,処理場管理

者の労力が一段と緩和された。また計算機の特性をフルに生かした

広域水系の集中管理システムとしては,次の事項を中心として製作を

打っている。

2,4 水処理システム

九州電力(株)川内発電所1号機納め MELCOM 350-30Fシステムで

は,計算機を中心にアナログ制御装置及びシーケンス制御装置と一体と

なり大幅た自動化を行っており,特に APC,パーナコントロール忙対す

る制御の質が上がっている。

蒸気温度制御,それに伴う軽油本数制御,軽重油釖換時点の燃料

量制御,火炉パス圧力上昇よりの給水系統,特にBFPMから BF

PT給水流量の切換え,その後の2台目 BFPT起動, BFPM 停止

の一連の給水制御の成果は今後のづラントのBFPT 昇速/停止まで

も合めた給水系統DDC化のためのゞータを収集した。

一方住共共同発電(株)壬生川発電所1号機納め MELCOM 350-

5Fシステムでは,タービン起動より初期負荷・弁切換えまでの領域で

従来のタービン自動起動,弁切換装置としてのDACA, AVTS に代

わり計算機により直接制御を行った。

三菱蒸気タービンとしては最初の DDCであったが大阪ガス・タービ

ンで実績のあるハイづりヅド回路の採用,工場調整時ターEンモデルを

構成してのシミュレーションテストの結果,昭和四年4月 TSC一油圧系

静特性試験,5月下旬より6月上旬忙かけて実機による試験調整を

実施し問題なくシステムの完成をみた。

5.計測・制御

火力発電所の計算機制御2.フ
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PWR形原子力発電所のPCCSとして当社が初めて納入した関西電

カ(株)高浜1号機向けの MELCOM 350-30F の調整を完了した。

計算機システムの構成やづログラム機能は既{て本誌48巻Ⅱ号忙紹介さ

れているので本稿では搬入据付以降の現地作業の概略経緯を述べる

ことにする。

現地作業は概略次の四つの期間に分けられる(図 5-6参照)

(1)搬入据付及び計算機単体試験

(2)信号線の継ぎ込みと信号チェ,汐

(3)模擬入カテスト

(4)実入カテストと実動作上の不具合解消

現地イノ喋期間の前半は(2)と(3)が大半である。温態機能試験の

期問は計算機も種々の試験データを収集するが,とのため忙必要な

信号チェリクを試験開始前に完了し多くのデータを採るととができた。

(4)では実際延づラントの運動が行われ,(3)で確認したづログラ△

の数式が実際に使用できるかどうかのチェ,,クや(2)で確認した信

号の他計器とのクロスチェックを行った。

以上のよう忙して計算機搬入から営業運転開始までづラントの建

設及び試験工程とほぽ一体の作業であったが初期の目的を達成する

ととができた。

→①

搬入

原子力発電所の計算機制御2.8

品体機能試験

②

S四n

③

燃料装荷

図 5-6 現地作業

ぞ"旻j恢

まれる。

2.9 製鉄所の計算機制御

最近の製鉄所に納入されるづロセス制御用計算機システ△忙は,データ

ハイゥエーシステムを含む、の,又はそれと結合されるものが非常に多

くなり,データハイゥエーシステムがいよいよ本格的な利用段階忙入った

、のと考えられる。ことにデータハイゥエーシステムを含んだ計算機シス

テ△で,最近当社が新日本製鉄(株)八幡製鉄所忙納入したホットスト

り,,づミル用計算機システム(MELCOM 350-30F)の概略を紹介する。

とのシステムはホットストリッづミル用計算機システ△として従来から行

われている機能であるスラづ情報の入力,加熟炉入側からひょう

(秤)量機までのスラづ/コイルトラ.,キング,設定盤,表示盤及びCRT を

使用した才くレータと計算機との情報交換,仕上ミルの設定計算,仕

上出側温度制御,巻取温度制御以外忙下記の特長がある。

(1)データハイゥエーカステムの採用

データハイゥエーシステムを採用したのは当社でとのシステ△力珠刀めてであ

るため,実績に重点をおき,各運転室忙設置される設定盤及び表示

盤と計算機との信号の授受だけに採用した。データハイゥ1一のステーシ

ヨンは計算機室,加熱計器室,仕上運転室,コイラ運転室忙おのおの

設置され,各運転室忙設置されている合計10面の設定盤,表示盤

との信号の授受を行っている。

(2) DDC機能の実施

とのシステ△では1台の計算機で生産管理の情報処理と DDC機能を

同時忙行って仏る。 DDC機能としては仕上圧延機の圧下位置設定,

圧延速度設定,サⅡ屶イド位置設定, FSB ドラフト設定,仕上温度制

御のための仕上前面テーづ1レ揺動制御,巻取温度制御の注水制御が含

運閉一入__S49/1]ごろ

④

鉄通輸送の列車運行業務は,(1)運転指令業窃,(2)信号扱業務,

(3)個々の列車の運転操縦に分けられる。このうち(1),(2)の

業務の自動化,合理化を目的とするシステムは,既忙昭和46年忙阪

神電気鉄道(株)に計算機による列車運行制御(PTC)システムを納入

し,順調なか(稼)動を続けている。昭和四年度は,三菱重工業(株)

との共同開発忙よる新交通システ△"三斐軌道バス"の試験線におい

て, MELCOM 350-7計算機システ△を用い,上記(3)の業務を中

央制御所から集中的忙行う自動運転システムを開発し,良好な試験結

果を得た。とれ忙よって総合的な列車運転制御システ△忙必要な技術

が整備された。("三菱軌道ハユ"試験線忙ついては第6編交通 1.2

項参照)。

父^システム2.10

国鉄貨物輸送近代化計画忙沿い,当社では長期大形づ0ジェクトとし

て,貨車操車場自動化の推進をはかってきたが,既忙か動中の郡山,

高峪忙つづき今般,塩浜,武蔵野が,相ついで開業の運びとなった

のをはじめ,北上は,一部の機器が搬入され,現地試験の準備が進

められている。

塩浜操車場は,川崎,鶴見臨海部に位置し,この地区の専用線着

発車をまとめて直行輸送を育成する基地として,また臨海部駅扱貨

物の集約基地巴しての使命を担っている(取扱規模 1,800両/田。

自動化の範囲は,分解作業における貨車の速度制御と仕訳制御であ

るが,速度制御忙りニアモータ方式を採用した最初のヤードとして

注目されている。このシステムには,制御用計算機巴してMELCOM

350/5F の 2重系が採用されている。

武蔵野操車場は,首都圏における貨物輸送体系の改善を目的とし

て建設された、ので,貨物輸送幹線である武蔵野線上忙位置する,

我が国有数の大形ヤードである。(取扱規模4,400両/日)。自動化

の範囲は,速度制御及び仕訳制御のほか,構内情報処理,構内進路

制御の自動化忙およぶ, V、わぱヤード自動化のトータルシステムをめざ

した,大規模なものである。このシステムには,制御用計算機として

MELCOM 350P0 の2重系,情報処理用計算機として MELCOM

7500の2重系が,それぞれ採用されている。

北上操車場は,盛岡地区における主要ヤードとして,周辺貨物駅

を統廃合して建設されることになったものであり(取扱規模2,000

両/H,東北新幹線建設のための用地転用が契機となった。)自動

化の範囲及び使用計算機は,武蔵野と抵ぽ同規模の,全白動化ヤー

ドである。特長巴しては,北上が降雪寒冷地にあるため,積雪凍結

防止策が講じられ,そのために速度制御忙はりニアモータ方式が採用

されてぃることがあげられる。

なお,今後これらにつづくづロジェクトとして, YACの全国的な適

用に備えて,その標準化システムの開発が進められており,成果が注

目される。

貨車操車場自動化システム(YAC)2.11
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石油ショ,ク以来の省1ネルギ化・省力化の動き,イ主民パワ一に代表される社会的要謂の多様化と,交通部門においても技術革新が進められてぃる。

これら要請に対し当社はづロジェクトチームを組織するなどして研究・開発を進めているが,主要な技術的成果を列挙すれぼ次のとおりである。

(1)超電導技術を生かした速度5001血ルを目ざした国鉄の超高速鉄道も 7Rm の実験線の計画も具体化しっつぁり,当社は浮上・推進用の

実用化設計を試みた超電遵マグネ,ゞトなどの開発を行い,専用軌道の中容量新交通システム巴しては三菱軌道バスシステムを開発,試験線によるシス

テムの確認試験を行った。

(2)向動車の排気ガス規制対策用として電子制御装置や配電器を開発・生産し,船用電機器では大形コンテナ船用として10,oookvAの電源設

備を納入した。

(3)電卓へのチョ',パ装置の採用は地下鉄用で常用され始めたが,スペイン国鉄向けとして3,00OV用を輸出したととは特筆に値する。

(4)車両用のPCB入り不燃性油使用の電気機器の無公害のため,シリコン油入り主変圧器,沸騰冷却式主整流装置の量産品を設計・製作した。

(5) 540m加in の超高速エレベータを新宿仕友ビルに納入する一方,ビル清掃の省力化の自動窓ふきシステ△を開発し,同ピル低かに納入した。

交通

超電導磁気浮上でりニアモータ推進の超高速鉄道の技術開発は,昭和

四年6月,国鉄が 7km実験線(浮上式鉄道第1実験線)の建設計

画を明らか忙されたことにより,急速忙現実化し,コンボーネントの領

域からシステムの領域へと概念が広がりつつぁる。

(1)超電導マグネットその他

技術革新の頂点をなすものは超電導マづネットであり,昭和49年度

は特にその超怪量と超電導の安定性に重点をおき,更に昭和四年

度運輸省補助金では,前年座までの開発の成果を踏まえて推進用の

マづネットと,浮上用のマグネットとを組合せたHCM-C-450-150を開発

してφる。昭和48年に車両用としての実用化設計を試みた PCM-

A-250 は,コイル寸法 0.3×1.5m で,250MT の起磁力を有しなが

ら,総重量は本体185kg,液体へりウム蒸発量 3Uh の性能の、の

で,1974年の国際低温学会(京都)で発表して大きな反縛を呼ん

だ。

昭和48年度運輪省補助金では,づラスチ,クハネカムによる断熱支持

と,本質的に安定化された超電導線を用ⅥたHCMシリーズのマグネ,,

トを開発し,限界設計的な軽量化に成功し,これを 7km実験線に

応用すべく研究を進めている。その他,着脱式パワーリードや熱式永

久電流スィッチなどの必要1レメント,冷凍系の検討などの本質的な問

題へのアづ口ーチにも取組んでいる。

超高速鉄道の技術開発1,1

1,電気鉄道

(2)推進の制御

7km実験線システム設計のフィーづビリティスタディの結果によると,推

進には超電導マグネットの強界磁を用仏たりニアシンクロナスモータ方式が

適しており,サイク0コンバータを電源とする駆動方式につき,その基

本特性並びに基本的設計を与ることができた。駆動電流波形には正

弦波が優れているが,位相の検出並びに波形の制御の問題がある。

位相の検出には,光センサが非接触・耐ノイズ・即応性の点で優れて

おり,発光ダイオードからの変調光を推進コイル(地上)の位置に対応

して張られた反射テーづに当て,反射光を受信する方式を光波応用

機器の技術によって開発し,十分精度が得られるこ巴が耐'認された。

更Kとのセンサは位置検出だけでなく,浮上高さも同時に測定が可

能で,制御器具の阪か忙測定な仇し保安器具としても超高速鉄道に

有用である。車の制御忙はいわゆる AT0 制御が必要で,サイク0コン

バータ制御をマイナルーづとする推進制御系について研究を行ってい

る。

(3)その他

以上のように,フィージピリティスタディからシステム設計の領域に入り,

時速50okm も夢でなく,いよφよ現実のものとなり,車の振動の

ダンビング問題などとともに,より深いシステム検討力D必要である。

¥

,ー"ー

6.

図 6-1 PCM-A-250形実用形クライオスタリト

^

通

新交通システ△の実現も問近いとされてφるが,当社では昭和48年

9月k広島県三原市の三菱重工業(株)の用地に,同社と共同でMA

Tシステム試験線を完成し,その後,今日に至るまで各種試験及び研

究を続けている。特に昭和48年12月に一般公開を行い広く好評を

博した。その後、関係者の試乗を頂く機会も多く,新交通システムの

イメーリアッづに寄与したものと思われる。

試験線の規模と諸元の大要は次のとおりである。

全長 710 m

車両数 2

制御方式

運転制御方式

情報伝送方式

三菱軌道バスMATシステムの開発1.2

-N

サイリスタ位相制御

全地上式自動運転方式(デマンド運転可能)

隣接反転符号方式,伝送速度 1,200ポー,無線周

波数 40O M11.ハ'ンド, LCX 使用

この本格的な試験線により軌道パスの走行特性,車上電機品特性,
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図 6-2 MAT試験線の制御所

LCX伝送性試験及び定位置試験など種々の基礎性能試験を行うと

とも忙,軌道バス採用の要件である騒音・振動及び誘導障害忙つい

てテストを行い良好な手ータを得ている。更に最も大切た安全性と耐

用性について優れた性能が確認されている。

MAT試験線の特色のーつとして,全地上自動運転制御を採用し,

なお多様性忙富んだ新交通システ△の二ーズ忙即応しうるよう忙ハード

面においても,自動運転装置として新たに開発した自動走行用演算

装置による低か, MELCOM 350-7形ミニコンにより駅問走行中の

速度制御,駅Kおける定位置停止制御,自動連結・解放制御,無人

運転によるデマンド運転などの試験を長期問実施した。

とれらの試験により MATシステ△の実用性を十分忙立証すること

ができたが,今後更に新技術の適用とテストの継続忙より,一層洗

練されたシステムに仕上げることを期している。

1.3 チ.ツパ制御電車

チョヅ{制御電車が世界で初めて営業運転を開始してから既に4年以

上の運転実績を積重ねるk至っている。そして,その優秀な性能と

電力費・保守費の大幅左節減は,高性能・省エネルギ車両として世の

要求忙マッチし,より一届の普及が期待されるものである。

実用化第2弾として新しく開発した AVF (Autom祉k V紅i北le

Field)チョ,,パ制御システムも,帝都高速度交通営団有楽陶、線7000系

新車用占して量産品20セ,"、を出荷し,昭和四年10河末忙子定さ

れている開業を前に快調な試運転を続けている。

そして吏に,この AVFチョゞパ制御システ△の優秀さが認められ,

南海電鉄より昭和48年度新車の一部である新形式8000系試作チ.

ツパ車用としてチ,ツパ装置 1セットを受注し,鋭意製作中である。

との車両は,今後整備される高野線こう配区問も走行できるように,

回生づレーキによる抑速制御付となっており,主電動機も 155kWの

大容量 AVFEータが8台となって仇る。

また,スペイン国鉄向けとして世界初の DC 3,00OV電車用回生づ

レーキ付チョ,パ装置、 2セット出荷し,昭和49年末よりヨーロ,,パの地

で運転が開始されることになって゛る。工場における試験でも,

1)C 3,00OV という高電圧のもとで極めて良好なチ,,,パ動作特性が

得られた。

出荷した営団有楽町線及びスペイン国鉄納めチ,ツパ装置の主要諸

元を表 6-1 K示す。
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チョ,,パ,装置の主要諸元

占団右楽町線

ヨ

チ

動

圧

ツ

4 M 】 T (6 入14 T)

ヨ

ノ、

サイ

機

ツ

DC I'50OV

方式

ノ、

リス

】50kwX 8 台

定格

2 相2臣AVF方式

'¥●ゞ・ー・"■,'ド.

スペイγ国鉄

倉裂

】,50O V 】,50O A

330 HZX2

図 6・3 スペイン国鉄向けチョ,パ装置

1,4 輸出用電気機関車

スベイン国鉄納め直流電気機関車

当社は,スペイン国鉄に対して現地メーカとともに,とのほど50両の

電気機関車を受注し,主要電気機器を製作中で,一部納入を開始し

た。との機関車は, DC 3,00OV,3,10okw, B-B,88t,最高速度

140hnルの269系直流電氣機関車であり,既納車を含めれぱM8両

の電気機関車が量産されることになる。なお既納269系電気機関車

は,好調のうち忙営業運転に入ってφる。(ハイライト写真参照)

1.5 輸出用電車

1.スペイン国鉄納め電車

DC 3,00OV,1,160kW の近郊用直流電車.30両分の電機器を昭和

四年1月忙引渡しを完了,現在好調に営業運転中である。なおとの

うち2両分は制御装置がチ.ツパ装置になっている。(詳細は 1,3節

参照)。

更に30両分につづき53両分の追加発注があ畍杓人した。

2.韓国ソウル首都圏交直流電車

DC I,50OV/AC 25kv,60H.、両用の電車で日本連合で受注,当社

は主電動機(375V,120RW,如%最弱界磁率) 136台,主変圧器

22台,断流器箱妬台,交流主ヒューズ,保護接地スィッチなどをそれ

ぞれ製作・納入した。

3.アルゼンチンウルキサ線電車

Ⅸ)60OV直流電車で日本連合で受注,当社は主電動機(30OV,

180HP,訟%最弱界磁率) 36台,電動発電機22台,ギャユニヅト36

ヒューズ,電気連結器などをそれぞれ製作・納入した。
.ー、
上コ,

動機
三局

1.6 主
、

1. H種絶縁主電動機の開発

車両の動力集中化・高速化忙より,従来と余りスペースを増加せずに

主電動機の大容量化を作る要求が生じてきたが,対策としてはH種

絶縁化することが望ましい。とれがため以前よりH種ワニスを研究

してきたが, H種の決定版ともいえるワニスを新たに開発し,実機

試験機による各種試験の結果,良好な成績を得て,量産実用化の態

勢を固めた。

MT

ノ'毛■"

2,50OV 40OA 逆違通サイリスタ

DC 3,00OV

ハ、' 'タ.ξ、i,ーーー、-it卦讐iブ讐f二ば

290kwX 4台

2旧2癒方式

3,00OV 70OA

175HZX2

1
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2.インド国鉄納め電気機関車用主電動機

つりかけ式主電動機として最大容量の下記定格の直流及び脈流用の

主電動機を製作・納入Lた。

630kw,750V,90OA,895rpm連続定格

1時問定格 665kw,750V,960A,877tpm

3.ワンタッチ式軸受装置

軸受のメインテナンスフリー化対策として従来の密封構造軸受の研究を

1歩進め,新たに外部カバーを取りはずすだけで点検できる分解'

組立の容易な軸受構造を開発,多数の実機を納入,良好な結果をえ

ている。

1.7 車両用主変圧器

昭和48年のジJコン油入り試作変圧器TM922形, TM20IX形及び

TN1920形に引続き,量産形変圧器TM20形,TM201形を設計及び

製作・納入した。これらの主変圧器はいずれも当社で原設計を担当し

たものである。 1M20形は在来線交直電車用主変圧器TM14形の,

そしてTM201形は新幹線電車用主変圧器TM200形のシリコン油化

の呈産形であり,他の仕様はそれらと同一となっている。これら量

産形主変圧器は試作変圧器の試験データをふまえて設計がなされて

いる。TM20IX形新幹線用試作変圧器は昭和48年初めに現車κ積

載され,約斗三年問の走行運転の後,解体点検を行ったが,当初,心

配された点は発見されナ,その後復元され,現在現車積載試験を続

行中である。その他,韓国向けにも同じく,シリコン油入り車両用主

変圧器を製作・納入したが,この主変圧暑号は主平滑りアクト}レ内蔵式

となってぃる。表 6-2 に各変圧器の仕様を示す。

1.8 車両用主整流器

秒雛鵡冷却式にっいては,そのすぐれた冷却特性により,大容量素子

の冷却に適しており,装置が小形・軽量化されるほか,不燃性・無

公害などの特長があり,既に新幹線試作車用として実用化されたが,

引続いて在来線電車用RS45-2形整流器として量産されるに至った。

この整流器は,既設の油冷式RS如A形整流器と置替可能な設計に

なっているが,重量は約40%軽量化された。

一方,新幹線用にお仏ては, RS920形沸1艶冷却整流器に引続い

てRS926形個別フィン式辨班竜冷却器が開発された。との整流器は,

素子冷却フィン内部を渉肌奄冷却し,素子は気中でこの冷却フィンに圧

接する構造で,素子の交換はフロン気密系を開放することなく交換

できる特長があり,特{C サイリスタ整流器に適している。

RS45-2形, RS兜6形の主な仕様を表 6・3 に示,、。

"●鑾"ヤ

二

表 6・2

図 6-4 TM201形主変圧器

TM20形, TM201形,韓国向け電車用主変圧器仕様

形

方 式

TM20

印憎,外鉄形,送油

金属べロー廿γサベ

定怖客量

圧

図 6・5 SR兜6形沸騰冷却整流器

表 63 RS45-2形, RS蛇6形主整流器仕様

IT;

'1!.

ータ使用

形

定

(kvA)

(V)

樹波数(Hり

TM 20】

小畑,外鉄形,送油

風命式,無圧密吋式,

企属べローコン'・サベ

ータ使用

定枯直流電圧

式

1欧

】 235

20,000

定格適流置流

絶鰍油

枯

総玉量住g)

使用グイオード

2欧

】、235

1.850

韓

RS 45-2 形

単栃,外鉄形,送油

風冷式,無圧密封式,

金属べロー=γサベ

ータ使用,主平講リ

アクトル内諭

】 oookw

1,50O V

1汰

】 650

25,NO

50/60

連銑, 130% 10分667 A

6.交

ンyコγ油

50 CS (25゜C)

国

繁子楴成

2次

1'500

2.261

S1 即0-25 (2,50O V,80O A)

3汰

150

232

冷 却方式

2,520

動発電機
巨看

1.9

(1)通勤車冷房は,年々普及の一途をたどっているが,その電源

としての電動発電機Kおφては,低騒音化が近年,特に問題となって

きてぃる。当社では,この問題の解決のため,160kvA,120RVA

電動発電機で低騒音化を図り,効果をあげた。これは,不等ビヅチフ

アンの採用や,排気に工夫をこらしてファン音を低減するーカ, スロ

,,トに起因する磁気音の低減も考慮した設計になっている。

(2)スペイン国鉄納めの 30RVA電動発電機は,補機用電源,照明

や制御用電源となるものである,架線電圧3,0⑳V であり,その使

用範囲も2,000~3,60OV と広範なものであるが,最近の絶縁技術と

工作技術とを郭使して製作され,良好な試験成績で納入された0

(3)帝都高速度交通営団丸の内線納めの 4、5kvA電動発電機は,

1,800叩m で設計され,スリ,,ナルづや整流子の周速を下げる一方,

軸受やエアストレーナの構造などに,保全周期の延長が図られている0

通

1 ひ;

1,170

25,000

60

シリづン油

50 CS (25゜C)

RS兜6形

2汰

1,160

1β50

4SXIPX4A

2'440 kw

1,760 A 述続,2,160A 8分

3 畝:

10

237

1,40O V

サ寸りスタ CSI】000-25

(2'50OV,】,00O A)

グ'才ード S11600-25

(2,50OV, 1'60O A)

フロソ沸騰冷鰯

3,340

60

シリコγ油

50 CS (25゜C)

田イリスタ

I SX2PX2AX5U

グ芥オード

I SX2PX2AX5U

3,350

(りブクト九含む)

個別フ河ソ式フロソ沸鵠冷却
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主たデッドセクシ,ン通過時のことを考え,ワライホイールを有している。

国鉄の新大阪一九州間の「あかつき」など忙使用されてぃる24系

25形式特急形客車用として, AU77形ユニ四トクーラを開発納入した。

とれは昭和46年に開発納入した AU76形をべースにしたものであ

るがサービス向上をめざし,寝台を 3段から2段にしたため,1両当

たりの定員が減少したの忙伴い冷房能力を 20,oook偲VIV両とし車

両天井前後端部に2台とう G割裁される。とのクーラは夜間就寝の

妨げとならなφよう運転騒音を下げることに特に留恵した。

国鉄通勤車用巴して開発されたAU75形をとう載した近郊形電

車の一部は首都圏周辺の山岳線藤にも運用されてぃるおり,一部線

区のとう(勾)配区問は補機(こう配区間用電気機関車)の重連による

協調運転により急こう配を上下している。特にトンネjレ通過時,補機

の屋根上抵抗器の温度上例・により高温巴なったトンネル内空気を,ク

ーラの凝縮器の冷却用に吸込むととにより生ナる冷媒圧力過上昇に

よって高圧力,り卜のひん度があるととが予想される。とのような使

用条件に適するクーラと、して自動復帰形圧カスィッチを内蔵した AU

75CM形を納入した。高圧スィッチの自動復帰後は配電盤内のタイマ

によ川埒限を持たせてから圧縮機を再起動させている。従来の AU

75BM形も防水性能を向上させた。

国鉄向けAU玲A形は使用材料の難燃化を行仏AU13AN形と

した。他機腫も同程度の改良を実施した。

小田急電鉄NSE車用床下ヒートボンづとして昭和37年納入した

CHU如形の代替巴してCU62形を開発納入した。電車床下のせま

いスペース k取りつけられて、,メインテナンスしゃすいユニヅトを納入

し現車試験て、、好成績を収めた。従来の車両より約 4deg0 車内温

度を低下できた。冷房能力は 1両当たり 20,oookoavh であり,1

両に2台とう載される。

京浜急行のCU71A形,西武鉄道のCU72A形は,室外騒音を

約8ホン低くして納入した。

南海電鉄へは新鮮外気取入れ可能としてCU191形クーラを開発

納入した。冷房能力はユニ汁当たり 10,5001如avh である。これは

昭和48年に開発した CU19形の改良である。

1.10 調装置

(3)突放し制1御・・・・・・・・・平面ヤードでの散転制御て・,・・・定速度まで

加速し,常用最大づレーキをかけて貨車の突放しを行うと主ができる。

(4)その他の機能

(勾牽引荷重検出機能 30ot 末減ル 30ot 以上の牽引荷重

の検出を行い,定点停止パターンの減速度を切換えて能率向上を図

つている。

化)空転・滑走時処置機能 士5km小β以上の加減速度に

対して空転・滑走指令を受け, 再粘着のための処置を行う。

(C)転動防止機能

昭和45年秋から発売閉始した従来のBAG-01タイづはがん(頑)丈で,

各ゴルフ場で好評を博してきたが,第2弾として BAG-02タイづを開

発完了し,昭和49年度から販売を始めた。

この製品は従来の特長であるがん丈で高馬力な面を残し,軽快さ

と操作性を重点に,ポゞイのパイづ構成を変更,カバー類のづラスチ,ク

化,タイヤはゴルフ場にあった独自のタイヤを開発し,市N倫取付部に

はクヅシ,ン性を増加した。オづションとして,ク.,シ.ンスタート,電磁づ

レーキを加え,使い勝手がよく,親しみやすい製品とした。同時に,

パ,,テリ充電器、外装面を一新しスマートな製品としてぃる。

1.12

1.11 入換機関車用自動操縦装置

日本国有鉄道武蔵野操車場にDEⅡ形液体式ディーゼル機関車用自動

操縦装置(ATO)を納入した。これは,操車場業務の自動化システ△

の一環として進められ, YAC (ヤード自動計算機制鶴D よりの無線

信号で作業指令を受け,入換機関車の自動運転制御を行うものであ

る。 YAC との結合により,ハンづ及び,平面矢羽根線の散転状況忙

応じて分解散転時隔を完全に自動制御し,作業の効率化・安全性を

飛曜的に高めるものである。現地での調整確認試験で所期の性能を

十分に満足する結果を得た。 AT0 は作業機能として

(1)定距雌転送(定速運動及び定点停止制御) 現地点から

起算して 10,20,40,60,83,220,726m の7腫類の転送が可能

なよ5 に老慮されており,第1押上げ制御(荷物列車を留置線から

散転準備位置まで転送),機回り制御(散転終了地点から留置線ま

での単機転送)などを行うととができる。

(2)定速度運転 第2押上げ制御し辻づで貨車の押上げ散

転)及び高速定速運転用で,1~25km小まで12極類の定速運転を

行うととができる。
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1.電車総合試験装置

昭和48年に手動操作盤扱いによる電車総合試験装置を帝都高速度

交通営団綾瀬工場に納入したが,今度コンピュータ及び同周辺装置を追

設,仏よいよ本格的か(稼)動段階に入った。このシステムの最終的な試

験項目は 15種類3,000データに及び,編成車両の自動試験巴しては,

最大規模のものである。このシステ△の特長は10両編成列車の同時

試験に必要なソフトゥエア,ハードゥエア上の規模を備えてぃるとと,スム

ーズなマンマシンコミュニケーションを実現させるために, CRT カラーディス

づレー装置・自動音声通報装置装置・ヘ,":ホーン装置などを採用してぃ

ると巴及び,低レベル信号の授受のために潤沢に変換装置を配置し,

かつ計測中ヅ鮒訓御装置を備えているととなどである とのシステムの0

完成忙より,鉄道車両基地kおける車両保守用コンビュータ白ステムに

関する,複数車両同貼処理システムのあり方,計測システムのあり力,

データ伝送システ△のあり力,などKついて貴重な経験を積むととが

できた。

2, ATC試験装置

この装置は新幹線あるいは地下鉄電車などにとう載されている AT

図 6・6 BAG●2形ゴルつ・カート

1.13 試験装置

室



衝 C (自動列車制御装貿)の仕業,交番,工場検査を自動的に行うた

めのものである。

装置の構成は中央に電子計算機があり,その端末機器として AT

C と接続される試験盤があり,動作は先ず竃子計算機忙より規定の

順序忙従って試験制御指令を発生し,それを受けた試験盤でATC

へ試験等価信号あるいは条件信号を与えて,その時のATC 出力を

測定ナる。そして測定手ータは電子計算機へ入力され,その値が基

準値と比較判定されて記録として出力される。

この装置採用により試験時問の短縮はもちろん,その他に常忙同

ーの条件で試験できるととにより人問が手動で行う場合に生じやす

い試験ミス,ある仏は測定誤差を防ぐことができる。

実績として既納か動中の日本国有鉄道(在来線用,新幹線用)

納めに加え新たに帝都高速度交通営団(綾瀬工場)向けを完成し

た。

3.ディーゼル機関車総合試験装置

入幽場時Kおける手イーゼル機関車各部の機能及び性能検査を総合的

に行う試験装置を国鉄士崎工場忙納入した。これはエンジン試験装置

・電気試験装置・づレーキ試験装置(次年度製作予定)より構成され,

検査対象車種はDD51及びDE形ディーゼル機関車で,構成及び機

能は次のとおりである。

(1)エンジン試験器

センサ収納箱に収納されているセンサをエンジン各部に取付け,データは

ディリタル処理された上,試験器本体と半導体数字表示,又はナルト

アウトされる。測定内容及び主な測定精度は次のとおりである。

逸▲
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図 67 国鉄士崎工場納めエンジン試験装羅

(2)電気試験器

動作試験は手動で,また導通・絶緑抵抗・耐圧の試験は白動的にそ

れぞれ行い,構成として試験器本体・配線試験りレー箱・中継端子

箱からなる。試験判定結果は 1ンジン試験器のナルタからナルトアウ

トされる。

転

ノゼ气

0~800゜C

力

iメτ

数

0~】ookg/cm

位

0~50,ooo tPワ1

2.昇

2.1 新宿住友ビル納め世界最高速

エレベータの完成

建築の高層化に伴い超高速エレベータの諸問題と取組んできたが,こ

の程5如m/min の世界最高速エレベータを完成,新宿住友ビル忙納入

した。従来1レベータ速度が増せば損なわれ勝であった乗心地,静粛

な運転,高信頼性など忙関しては世界水池を抜q高性能エレベータと

して注目を集め,順調にか動中である。

この 1レベータには当社が超高速用として新しく開発した TFH速

度制御方式が採用され,北ア1Cを大幅忙とり入れ完全静止化され

た速度制御装置,高さが縮減されたDMSH形セレクタ,超高速用マシン

MG,超高速忙マッチした新しφケーづルなど多くの新開発品を採用し

た。また超高速用ガパナ,非常止,終端非常減速装置,緩衝器,制御

装置故障検出回路など,かずかずの安全装置が乗客の安全を保証し,

万一急行ゾーンで1レベータが停止しても高速自動ドリ千ンづ装置で直

排気温度 800゜C士 1 %

量

0~30mm

給気圧力 2,5kg/cm0士0.8%(挑ヌJ誤XI)

0~10O CC/S

測定精度

1.14 MELPAS定期券発行装置

大阪市交通局忙昭和49年5月までに納入した1フシステム30台の窓口

機の定期券発行装置は定期券を作成する印刷部,シール1ンコード部及

び係員が定期券の項目を設定する操作部とをーつのきょう(匡)体に

収容したもので,印刷部,シール1ンコード部は量産化を考え標津化を

行っている。

なおこのシステム Kけ,制御機1台で窓口機4台を制御するシステ

ムもあり,とのようなシステムを実か動させたのは業界ではこれが初

めてである。これを達成するための必要条件として制御機と窓口機

とを通信回線を介さナに数十m離せるインターワエース機構を開発した。

また,機械の信頼性を向上させるため,窓口機で定期券を1枚ず

つシール材でシールし,かっ定期券の火きさ忙力,,トするととを行わ

ず,前もって工場などで規定の寸法忙カットした券用紙を使用する

方式(これを"づレシールカ式"という)を日本国有鉄道指導の下K

開発し,試作機を鉄道技術研究所に納入した。

降機

ちk故障号機と同ーレベルに隣接号機を高速で1呼び寄せ,かつ自動

的忙横付けすることができるなどの十分な安全装置・救出装置を備

えている。

また 1レベータが超高速q高揚程になると縦振動・横振動・走行音

などが大きくなるが,この点に関しても縦振動を抑えるメカニカ1呼'ンパ,

横振動を抑える 0ーラガイドシューやレールの加工・据付梢度の画期的向

上,走行音を抑える特殊かご室構造(これ忙ついては次項)などの

諸対策が施され,振動のない,静粛な乗心地は従来の当社360m/min

級エレベータに比肩できる、のとなっている。

更忙既忙数多くの運転実績をもつ完全静止化され大幅に待ち時間

を短縮した OS-700群管理方式と相まって,高運転率を示しており,

内外の関係者の注目を集めている。

2,2 高速エレベータの騒音イ鵄咸

さきに述べたように建築の商層化とうらはらに建築構造及び建築材

機関回転数 1,80orpm土0.17%

ラッウ目盛 30mln土1.35%

燃料1琵費量】0OCC士】%
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エレベータが高速化される忙従い,かご回りの風速が大きくなり1風

の乱れによって空気力学的な騒音,すなわち風音が発生する。我々

はとの高速エレベータの風音低減の重要性忙鑑み,基礎研究と実機試

験を重ねた結果,次のごとき効果的な改良法を見出した。

(1)風の乱れを抑制するため流線形のカパーをかビの上下に装備

する。

(2)かごの音縛放射能率を下げるためかビ恥面忙づラスウールを張

付ける。

(3)かビ内の換気を損なうことなくかビのしゃ(迭)音特性を向上

させ更忙かどの換気装置にサイレンサを設ける。

とれらの対策をが血した結果,在来のかビでは 60ホン以上忙なるもの

カ:,50ホン以下,とかビ内騒音を 30om/min級のレベル忙主で下げ

るととができた。

以上のよう忙かど内騒音低減の憾か忙建物の内部に対する固体伝

搬音の低減忙つ込ての検討が重要であるがとの点忙対しては建築会

社と共同して研究を重ねた結果,次のような効果的な改善策を見出

ノ」0

(1)エレベータ走行時振動の建物への伝逹を最小に抑えるためガイド

レールと建物との問{て建物の固有振動数を避けた系をそらけ動入する。

(2)エレベータの加振力を低減するためガイドシューギづスに振動減衰性

大なる材質のものを採用する。

とれらの対策を,エレベータシャフト忙隣接して居室が設けられている

ホテルニューオータニ納め 1レペータに採用した結果,従来のものより 15

ホン以上の低減が可能となり,1レペータ走行音が居室に力いて感知で

きな仏レベルにまで下げることができた。

2,3 神奈川県総合りハビリテーシ.ンセンタ

納め身体障害老用エレベータ

神奈川県厚木市に東洋一の規模を屯つ新最の設備の総合りハeりテーシ

.ンセンタが完成した。敷地面積 199,786m2 の同センタ内忙は,本館

をはじめ身体障害者巴う(棟),精神苅弱児(者)とう,保育施設,構

内従業員宿舎のほか体育館づールなどが機能的に配置されている。

当社は同センタ内に22台の 1レベータを納入し現在順調にか動してい

るが,なかで、4台の身障者用エレベータは身障者のため忙細心の配

慮をして製作したものであるが今回納入した身障者用エレベータは盲

人並びに車いす使用者を対象とした、ので,その特長を以下忙列挙

,、る。

(1)ポタンの点字表示

乗場ポタン及びかビ内操作ポタン忙はアルミ製の「ウ1」「シタ」「ヒラク」

「シマル」「ヒジョウ」名板を各ポタンの横忙とりつけた。

(2)乗場乗客に対する到着予報

乗場忙2連音チャイ△を設置して,かご到着の約2秒前に昇り方向の

ときは低~高,降りのときは高~低を鳴らす。

(3)乗り降り安全信号

かビが停止後戸開き完了すると前項のお重音チャイムが繰り返し鳴り

続け,かビの運転方向を表示するとともに乗り降り忙危険のな仏と

とを知らせる。かビの運転方向が無方向のときは高~低~高を

等問隔で鳴らし,戸閉め開始まで鳴り続ける。

(4)かご内乗客に対する停止階予告

かビ内にチャイムを設置し,停止前約3秒忙次の信号を発する。

1階:高音一つ

2階:高音一つ,低音一つ

三菱電機技報. V01、 49. NO.1・ 1975

膨寺j,

図 6・8 新宿住友ビ」レ全景
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図 69 新宿住友ピル納め 540m加in1レベータホール

料は軽量化され,ダンビング特性の好ましくない材料も数多く使用さ

れる傾向忙なってきた。とれは防振・防音の見地から誠k不具合忙

なってきたこ巴で,我々 1レベータ業者に巴っても製品のとれらの性

能と一層の留意を要するとととなった。また一方高層ビルでの交通

システ△では数多くのエレペータを数台のエレベータ群忙分割し,そのビ

ルの階層別のサービスゾーンを分担させるととが常識化している。とれ

は中問階層ゾーンエレベータ併や低層ゾーンエレベータ群では中問階層忙

エレベータ機械室を設けるととになる。とのように中間1砦層での騒音

発生源となり得る1レベータ機械室や,振動騒音の伝達についてます

ます悪条件忙なっている建築環境にヌ止して 1レベータ自体の振動,騒

音低減についての要請はますます厳しいものとなってきている。

当社では,との点忙かんがみ,1レベータのかど内における静粛化

は、巴より,建物の居住者に対しても快適な空問を提供すべく研究

してきたがその目標達成可能な製品開発に抵ぽ成功をおさめた。と

の報告では高速エレベータの風音低減,及び建物への騒音伝搬防止技

術の概要につ仇て紹介する。
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3階:局音一つ,イ氏音一つ,高音一つ

R階:高音一つ,低音一つ,高音一つ,低音一つ

音の問隔は約0.7秒である。

(5)その他,とびらの先端にとびら安全装置を設ける抵か光電装

置を併用し安全性を高めた。巴びらの開閉中はづザー忙より警報を

発する。車いす使用者のために操作ポタン類の取付け位置を低くす

るなど身障者K六、1する細1かい注意がはらわれている。

2.4 エレベータ・エスカレータの

海外市場での活躍

昭駒148年来の石油危機による大1需なコストア,,づにもかか力らず,当

社昇降機輸出は大幅な伸びを示し,1974年現在で数千もの台数が世

界各地でか耐Jして込る。

従来当社は東南アジア各地区,中南米及び南アに男・降機を輸出し

てφるが,今般初めてヨー0ツパの中心パリへの進出を行い,速度

210m/min のエレベータ12台を含む 1レ・エスあわせて 50台の大量受

注に成功,一部は好評のうちにか動を開始した。

フランスには日本以上忙厳格な規格があるが,フランス建築センタ(C

STB)による審査にも合格するなど,三菱エレベータの品質,信頼性

忙対する評価が高まっている。

ヨ

仏)昇降路内のかビ・つり合おもり・中間ピーム・出入口装置の

最適配置設計。

(b)機械室の巻上機・制御盤・受電盤・調速機などの相互干渉

及び出入口・柱・窓などを者慮した最適配置設計。

(2)製図用紙のサイズ決定,各製図用紙上への割付け,作図法(縮

尺・非比例尺の使用)の決定などを自動的に行φ作図する。

(3)寸法線,作図図形,文字などの相互千渉がなく,見栄えがよ

く,実用的で質の高い図面が作図できる。

(4)漢字,片仮名,英・数字などの各種の文字が作図できる。

次にこのシステムの導入に作い次のとおり,極めて大きい効果をあげ

るととがて、きた。

(1)省力効果として,これまでの熟練製図者の作図時問K対し,

約10%程度の時問で処理できるようになった。

(2)作図精度が高く,個人差による図面の不均一さがなくなり,

更に記入洩れ,計算誤り,法規寸法のチェックなどにっいて,電子計

算機によって完全に行われ,組織上でのチェックが軽減された0

(3)作図納期は,従来の手書き忙よる場合に比べ,大怜に短縮で

き,このシステムでは1日~2日で処理可能となった0

(4)設計製図者は,単純な製図作業から解放され,より高度な業

務忙専念できる。

とのシステムのか動により,規格形1レベータの据付図,穴明図,オーダ

形エレベータの意匠図などの自動設計製図が可能となり,余裕のある

設計・製図体制が確立できた。

→11 膏
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図 6-10
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営業所設計部門で作成するエレペータ据付図,穴明図(コンクリート打

図),意匠図などは1レベータ据付工事,建築工事,監督官庁への確

認申請,製作手配用として,欠くことのできないものである。昨今

拡大するエレベータ需要に対し,営業設計製図には多大な人手を必要

とした。この省力化対策のために,1レベータの据付設計から,製図

に至るづロセスをしステ△的IC分析・研究し,電子計算機の図形処理

づ0グラムに創意と工夫を重ね,自動製図機巴組合せて,世界で籾め

ての自動設計製図システ△を完成した。

とのシステムは次のような特長をもっている。

(1)不定形な建築く(g圏体(く体形状,柱・はり(梁)の有・無,

柱の形状,ダクト,階段,出入口,窓,換気扇,ガラリの有・無とその

位置など)の諸条件を前提として,下記の自動設計製図を行う。

当社1レベータ・エスカレータ,フランス進出第1号の

アルベールビル全景

規格形エレベータ自動設計製図2,5

ー'＼

昭利49年度の高級なエレペータ意匠には次のような二つの特長がみ

られた。

その1は,地域へ融和,密着したゾザインがエレベータホールドアーヘ

とり入れられたととがとりあげられる。一例としてハイライト写真忙

示すように,ステンレスのパネルへ札1呪市街の航空写真をエヅチングし

た伊K松坂屋札幌店納め),あるいはボづラ並木を工,,チンづした例

(全日空ホテル納め),及びガラスに列アト玲を 1ツチンづして,各階

異なった単色裏打ちパネルを重ね合わせた乗場の戸の例(そごう広

島店納め注.ダリアはそごうの店花)な E,高級化の中にも地域社

大衆への接近と親しみが配慮されている。/)、
ユ弐,

その2は,マスづ口とか,機械加工された部品のもつ味忙対抗し

て,個別の,手造りの感覚をもった部材が,重厚,華麗を演出する

手法として意匠デザイン忙とり入れられてきたことである。例えぱ図

6-11{て示すよう{C,乗場の幕板,とびらへ丹銅阪ウーづングリルが使

われた例(全国信用金庫納め),あるいはかご室天井へ約1,000個の

穴を星座に似せてちりぱめ,けい光灯の光りを通してスターダストの

効果を現した例(全日空ホテル納め)などがある。これらの製作に

は,メタル.トリートメントエ法での高度の技術を要するが,当社の持っ

豊富な経験忙よって手際よく処理され好評を博している。

次K表示器類ではエレベータ乗場のインジケータは普通階床数字を読

取らせる点滅方式のものがポビュラであるが,これに対してづラ,,ク,

あるいはハーフミラーのガラス板を通して,点灯時忙限りその階の階床

数字だけ見せようとするパネルディスづレー方式のインジケータが増加して

いる(三菱倉庫コンビュータビル,松岡田村ビル納め)。これらは乗場の

幕板ヘ一体で組み込まれるか,又は,3方わくの壁へ縦形の独立パ

ネルで取付けられるが,新しい方式のインジケータとして注目を集めて

いる。(ハイう什写真参照)
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2,6 エレベータの意匠
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2.7 HVB方式油圧エレベータの開発

油圧1レベータは,昇・1峰路頂部に機械室を配置しなくて、よく,また

建物K作用する荷重が小さいという利点が評価されて,中高層ヒル

の途中階や地下階のサービスを中心忙,多力面に設置されるようにな

つた。このたび,当社では小形で高性能の制御ハ'ルづ,サイレンサ及び

油冷却装置の採用忙より,重量が従来品の約半分となった HVB形

油圧パワーユニットの開発に成功した。との新形の油圧パワーユニリトを

適用した当社の HVB 方式油圧1レベータは,次の特長があり,需要

CI

シ "ミ■
叉t
ノξ

図 6・11 全国信用金庫納め 1レベータホール
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家の要求を満たす、のと期待してぃる。

(1)機械室所要床面積は,従来品の約半分

(2)高い使用ひん度の過酷な運転にも,常忙安定した良好な運転

特性を発抓

(3)消費電力け,従来避,に比べて5~10%減

(4)油圧パワーユニ,トには,適WJな地談★、1策カリ血されている

2.8 2段速度エスカレータ

交通機関で使用される 17、カレータでは,最近朝夕のラッシ1時の愉送

力の増強をはかるため高速化の要詰か強く如/30m/minの 2段速唆

エスカレータが実用されるよう忙なった。

2段速度1スカレータは,朝夕のラ,ルユ時は高速で大量の輸送を行

うため如m/minの高速で運転し,比較的乗客の少な仏閑散時では,

安全かつ動力費節減のため従来の標準速度30m加血で運転すると

とが望まれている。し左がって各種の安全対策が考慮されており,

高速運転の際の乗降時の安全性については,乗降部忙おけるス〒ガ

の水平移動長さをおのおの約3ス〒,づとしているしまたとの場合速

度切換えは,現在は手動切換えとしているが,乗客を乗せたままで

自動的に緩やか忙変速する緩変速装置も可能である。これは多数の

エスカレータを中央で集中管理すれば更忙効果的である。

帝都高速度交通営団では既に約1年問忙わたって如心om/minの

2段速度で実働して仇るが,昭和朝年末には同じく営団有楽町線

の麹町駅,永田町盾尺,市ケ谷駅などに 16台の 2段速度1スカレータを

納入した。今後,都市交通機関用 1スカレ{夕は,2段速皮が主流に

なります主す伸びるととが期待できる。

2.9 自動窓ふきシステム

わが国でも超高層ビルが,各地で建築されており,年々激しくなる

大気汚染の中で,建物の窓ガラスを美しく保つための清掃作業もた

いへん難しくなっている。これら建物の窓ガスラ面の清掃を省力化

するとと、に危険な高所作業の安全を計るため,このたび当社で自

動窓ふきシステムを開発し,新宿仕友ビル,往友名古屋ピル,東邦生

命本社ビル忙納入した。

とのシステムは,建物の屋上にルーフカー(巻上げ,走行,制御装

置)を配し,無人の自動ワ,,シャをワイヤローづで懸垂し,ワンマンリモー

トコントロール方式によって,建物壁面のガイドレール忙そって自動ワ',

シャを昇降させ,窓ガうス及び壁面の汚れを白動清掃するものでルーフ

カー,自動ワッシャ,作業床,ルーフカー帆道から朧成されている。

ルーフカーは,屋土忙敷設する四L道上をオペレータの操{乍により,所

定の方向へ移動させ,各窓列へ自動ワッシャをセ,ゞトする、

自動ワ元ヤは窓ガ'ラス及び壁面を清掃する装貿で,哩驫号状の洗浄

液をノズルから高圧で吹付け,ビル壁面を、F降しながら,窓ガうスや

盛面に付治した汚れや不純物をづラシで洗一落す。吹付けられた洗

浄液は真空吸引装置で回収され,浦過器回路を通して再循環使用し,

通常1日の仕事では水を補充する必要がないので,労力のむだを省

くととができる。

このシステムは高層白レの外血て、作業する特蛛条件をぢ慰して,転

倒防止,ワイヤローづの緩み止め,過速度及びメーバランの検出など各

種の安全機構を設け,誤動作や不測の事故{C備えている。このシス

テムは,次のような特長を具備している。

(1)ワンマンコントロールシステムにより大幅な省力ができる。

(2)安全でスピーゞイな清掃作業により,作業時問は,従来の有ノ＼ゴ
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ンドラ方式のν5 以下になる。

(3)ランニングコストは有人づンドラカ式の約ν6 に削減できる。

大容量機として住友重機械工業(株)向け 3,50okvA 2台及び三菱

重工業(株)神戸造船所向け3,125kvA 2台を受注し,鋭意製作中で

ある。3,50okvA機は低圧機巴しては国内最大の単機容量であり,

その仕様は次のとおり,

3,50okvA 450V 60H.4極 1,80orpm

0.8PF F種全剛内冷クーラ付づラシレスブ斌

また三菱重工業(株)向けの3,125RVAは,コンテナ船用であり,1船

に 3,125kvAタービン発電機2台,],875kvA ゞイーゼル発電機2台が

とう載され,合副'10,oookvA の電源設備となっており,最近の発

電設備容量増大の一端がうかがえる。

また,奔量増大にと、ない,岻圧では発電機の製作限界,系統加

絡容量限界,配線ケーづルの増大など問題点が出てくるので,高圧配

電方式の採用忙関する調査検討も実施した。

3.2 補機用電動機

3.1

3.船用電機品

(4)自動ワヅシャが,清掃するので,オフィス,ホテルなどのづライバシ

イが完全に守られる。しWライト写真参照)

1.イナートガスファン

オイルタンクを洗浄する際の爆発防止と,満戯時のオイルガス発生防御及

びタンク内の酸化防止策巴して,不活性ガス(排煙)を送り込む装躍

忙イナートガスファンが用゛られる。

現在,三斐重工業(株)長崎造船所向U に 275kw,2極のイナート

ガスファン卵動用電動機を製作中であるが,本機は2極機としては最

火容量である。

近年,船舶の大形化に伴ら電動機の単機容量増大はボイラ用強圧

通風機を始め各種補機電動機に共通の傾向であるが,特忙イナートガ

スファンと強圧通風機について三菱重工業(株)と電動機の標準化を

試み容量の増大忙伴夕遜動機の多様化に対処することにした。

2.ジェットポンプ

三菱重工業(株)下関造船所建造のドラグサクションドレッジャにり工."ボン

づ駆動用電動機巴して70okW 4極全閉外扇巻線形 2台/船,3

船分計6台を納入した。

本機は低圧,全閉形,4極機としては最大容量である。 1次及び

2次倶ルも,大電流のため口出線の引出しと冷却構造及び騒音対策

K意を用い,特K冷却と騒音に対しては入念な設計計算を行い電動

機本体は、ちろんのこと,集電環部にも空気冷却器と防音カバーを

設けるなゼ低圧大容鼠の全閉形機に対処して製作されて恥る。

船内電源設備が一段と大容量化し,総合的に供給信頼度の向上を追

求した配電盤を多く製作した。三斐重工業(株)長岫造船所納め如

万トンタンカ用配電盤(2,50okvA 1台,1,250kvA 2台,375kvA

1台)ではスづり,,ト,母線方式とし,給電回路忙は短限時付永久ヒュ

ーメ付しゃ断器を使用し,短絡事故時の選択しゃ断を行わせるよう

にし,ディーゼル発電機 1ンジンの始動回路は完全無接点、化しており,

更に発電機制御標準シーケンス(GCS)忙より設計の合理化も計って

いる。

特殊船用としては日本海洋掘削(株)の石油掘肖小Jク"'第4由竜"

用配電盤(2,oookvA 3台),三菱重工業(株)下関造船所納めドラづ

サクシ.ンドい,づヤ 3隻分の配電霊などを製作した。現在,電源設備容

量10,oookvA のコンテナ船及び大形力ーフェリー用配電盤を製作中で

あるが一段と信頼性忙重点をおいた設計となっている。

3.3 配 盤

三斐重工業(株)横浜造船所938,943番船向けの染合始動器盤には

BV-AUT船級適用のダークシステム方式を採用した。これはづラックァ

ウトを含めた自動切換装置に ITP(1ⅡUminated-tU血一PU■h)スィッチを

用いて手イスコーダンス表示を行らもので所期の性能を満足できる、の

<'あった。

この抵か超大形タンカ,コンテナ船用などに,火容量補機として 540

kWポイラ強圧通風機などがあり,補機電動機の始動器類についても

大容量化K伴う安全性,信頼性の向上が更忙要求されるよらになっ

てきた。

3'4 補機制御装置

図 6・14
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3.5 自動化機器

ターeンリモコン装置,ディーゼル兜コン装置,監祝警報装置など各種自

動化機器は質の改善忙つとめて高信頼性,メインテナンスフリーを主体と

して伸ぱしてきた。

1.ディーゼルリモートコントロール装置

EP弁(Electro-pneuma6C valve)を使ったスルザエンジンのりモートコ

ントロール装置を7隻分納入Lた。 EP弁は電流をサイリスタ制御してお

り,アナロづ量を取扱うため調整が難かしかったが,各種設定を芋イ

ジタル設定できるよらに改良し調整の簡素化を計った。

また, EP 弁に代わるシリーズとして ON-OFF 弁を使ったシリーズ

、開発完了した。

2.船用監視警報装置

庁合用監視警報装置(Mitsul〕ishi unmanned engine supeTvison)は

MUS(1ム・ユー・エス)の名称で広く業界に知れわたり納入実績も年

々増加して仏る。船級協会LR-UMS, BV-AUTの形式認定試験に

も合格し,幅広仇仕様忙対応できるようになっている。特に BV

ルールで要求される検出端の接地検出を業界忙先邸けて実施してい

る。

アナンシェータ素子として1石であらゆる警報パターンに応じられる大

容量集積回路M5"07Bを開発し,信頼性の一段の向上とコンパクト

化を計った。

M54407B は 24 ビンセラミックパ,,ケージでどの警報パターン選択ピン

を" L"レベル忙落巴すかで8種類のパターンが選択できるようにな

つている。したがって船主,造船所などの特殊要求に対してもただ

1種類のナjントカードで仕様を満足させるととができる。

大容量集積回路素子(MSD を使用した5点1組のカセ,汁式アナン

シェータ、製作し,制御盤の有効利用とぎ僻D装の簡素化,ルー盤廃

止による制御室のスペース活用など好評を博している。

3.船舶プラントシミュレータシステム

船舶づラントのトータルシステム化による自動化,合理化は,とこ数年,

電算機をとう載した超自動化の出現により,具体化への第1歩を踏

み出したが,運航の経済性をより向上させるための今後の課題は,

まだまだ山積している現状である。そこで三菱重工業(株)では,船

舶の制御システムの開発,設計試験などの合理化を促進するため,及

び乗組員の操作訓練,機器の試験,調整の実施などのために,多目

的のづラント Dミュレータシステムを計画し,当社でば,三菱づレシジョン

(株)と協力し,昭和四年5月に開発完了の上,長崎造船所に納入,

設置した。

このシミュレータ忙は,専用コンピュータとして, MEI^COM 70 (コア

メモリ28KWD)が周辺機器(STW, PTR, PTP)巴巴、に使用され,

とれ忙づラント中央操作盤,機関室現場操作盤,指導員盤,はんd川

用入出力盤などが接続されてφる。特にこのシミュレータはづラントモデ

ルの模掘忠実度,データの精度が高く,ポイラ,タービンといった主要機

器の憾かに,ライン系統,制御奘羅の 0ジック忙仇たるまでソフトウエア

化しており,厳密な実時問シミュレーシ,ンが可能であることと合わせ

て,高い利用効果が期待されてφる。

3'6 特殊船用機器

1.電々公社ケープル布設船用電機品

三菱重工業(株)下関造船所建設7四番船黒潮丸のケーづルエンジン装置

用電機品1式を納入した。これらは従来の油圧駆動装置の油圧サー
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ポ機構による速度制御装置にケーづルスラ,,ク制御を加え,自動ケーづル

布設が可能となっている。また対地船速信号検出のためのトートワイ

ヤ制御共置も併せて納入した。

2.513t フローティングクレーン用電機品

三菱重工業(株)広島造船所建造フローティングクレーン用として,主巻

220kw,補巻220RW,ホイ四づ220kw,引込220kw,旋回110

kwX 2台のモータ群をワードレオナード方式により制御するクレーン電機

品1式を納入した。

これらの界磁制御はすべてサイリスタを用いた無接点制御を行い性

能及び信頼性の向上を計っている。

3.サイリスタレオナード装置

精密なせん速制御を行うクレーン用及びウィンドラス用としてサイリスタレ

オナード方式忙よる電機品各1式を納入した。これはオートテンション△ア

リングとしても使用できるもので今後の需要が期待できる。

3.7 小形船用特殊レーダ

小形船用として,突発的な霧の発生時や夜問の航行の安全を確認t

るための, Xハ'ンドのマイク0 波を用いた障害物検知警報装置を開発

した。送信源にはバラクタチューナ付きガン発振器を採用して, FMパル

スとして容易にバルス動作をさせると同時忙,送信と口ーカル発振を

兼用させることにより,高感度受信を可能とした。受信処理回路K

ぱサンづりング回路を応用し, SN の向上をはかるとともに,低周波

づラウン管で表示を可能としたもので,寸法・重量・消費電力・価格

の諸点から,小形船用として最適のレーダである。
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4.1 自動車用電装品

1.排気ガス対策用制御装置の量産

東洋土業(株)が,昭和50年排出ガス規制の実施に先だって販売を

開始した低公害車APシリーズの,排気ガス制御の中核となる電子制

御装置,並びに空気噴射ボンづからの空気の流れを制御する ACV

(A辻 Con廿0】 V田Ve)を開発し,量産納入を開始Lた。

電子・制御奘置は,排気対策による走行性の低下とコールドスタート対

策のために,従来より酒キメの細かい1捗卸装羅とし,タイマ機能を辿

加した。

更に,ア丈功の排気規制の強化に対応すべく, EGR (Exha略t

Gas Re-circulation) valve を開多邑し,ご菱自動王巨(株)の対米!1瑜出

車向け忙納入した。

2.遅角装置付きバキュームコントロール式配電盤の開発

排気ガス対策の一環として,従来の真空進角装置に遅角機構を付加

した手ユアルダイヤフラム式ハ'牛ユームコントロール装置(DDV)を開発し, 三

斐南動車(株)の New G田ontl,60OGL, DX の MCA一ⅡBシステム用

巴して納入を開始した。このDDVは,進角機構が遅角側から完全

に独立して作動可能であり,特性選択の由由度の大きいことが特長

て、ある。

3.オール 1C化力ーラジオ(AR3000 シリーズ)の開発

MW用標淋力ーラづオの高周波都と低周波部にモノリシック1Cを各1個

イ吏用した、ので,セラヨ,,クフィルタ,印刷抵抗の採用により,これまで

のゞイスクリート削姑吊Cよるものより、品質の均一化,信頼性の向上が

得られた。

カーラづオでのモノリシック1C の全面採用は初めてであり,アンテ寸の

トリマ操作か奘荊後にダイヤル前面からできる特長をもっている。

ーブj,ラリオ付き力ーステレオについては,ス1ーデンの VON0 車純正

4.電 X士
^

用としてづ,,,シュボタン式FMラづオ付き 8 トラリクのもの,及び一般i鰯

出用とし'ぐマこユアルチューニング式 AM/FM 2バンド付きカセットカーステレ

オを開発・生産した。

4,2 航空機用電装品

我が国で初めて開発された超高速高等練習機は,種々の実用試験を

経て,昭和四年7月に制式化され量産に移行した。

当社ではとの練習機用装備品として,試作機の実用試験により得

られた諸データをもとに,機体システム巴のマッチンづを重点に技術的

見直しをし,量産試作を経て,下記の全品目について認定試験又仕

確性試験に合格,量産機用装備品の納入を開始した。

(1)操縦系統装備品

フラ四づアクチュエータ,ア'ワづ口,りクァクチュ1ータ,スィ,ワチポ・ワクス(以上フラッづ

用)。

ラダー用アクチュエータ,スタビライザ用了クチュ1ータ,スポイラ用アクチュ1ータ

(以上トリム用)。

づり,,づ,ハ'イづレータ(以上操縦かん用)。

との練習機の操縦には電気的動力が使用されるため,寸法的にも重

量的にも要求仕様はきびし込が,当社独白で個有技術を駆使して完

成させた。

(2)燃料系統装備品

競!{邪卜づースタ,トランスファポンづ,電動パルづ,りフュエルトランスファバルづ。

これらの饗備品はシステムの重要な機ヨ町邪品であり,特に信頼性管理

品目として作動記録,故障解析など,信頼度目標の設定と管理を実

施している。

(3)制御装置

操縦者の手動操作による信号入力を受け,機体装備品の作動順序と

時問を設定し制御するもので,信号がなくなれば所定の順序と時問

で復元する。

半遵体回路,りレー,コンパータなど,構成部品の信頼度を向上させ

るため,窒素ガス充てノν(娠)式の密封箱形構造とするとともに,製

造の終期に高温度,低温度,更に振動中で手バリギングし,初期故障

を除去している。
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1ネjレギ危機を契機として従来の商度成長K対する反省の時期に肖卿し,所訶功的な絲済状況の、とに家庭用電機製品の販売は,一部において必ず

しも好調とはいえたい。

当社の昭和四年度の開発は,咋年忙引き続き,より快適な生活環境と合理的な生活並びに教育・レジャーに対する欲求に答え,関連機種の充

実を図った。泊H言頼性,操作性の向上,並び忙省資材,省電力の合理的な設計を重点指向して,固有の技術力を結集し,新製品の開発,従来機

種の見直しを行い著しい成果をあげた。

生産の合理化並びにサービス性の向上を図り,部品の標準化,モジ1ーレ化を推進し,テレビ,冷蔵庫,電子レンづなど主力機種に対して今後のモゞ

ルチェンジを極力抑えるよ5基木設計を硫立し併せてユーザの適正使用を指導するため,据付,取扱い,アフタサービスなど一連の充実を図った。

照明忙ついても販売面俄、とより既存設備の減灯による節電要詰は火きな影劉1を与え, A、後に諸問題を提起した、のと思われる。

技術開発は活発でWF年度に引続き産業用光源の拡大に高演色性,小形化,省資源形などを重点指向した。

照明器具としては標準化の進展,工事省力形の開発,特殊品の充実を図った。特に法改正に、とづく非常用機器で大形,中形の誘導灯の発売

により一層の機種充実を得た。

庭用

1.カラーテレビ

昭和四年度は,時勢忙即応した形での技術准歩を展開させた。す

なわち省電力化設計,省資材設計,省工数設計を推進した。また輸

出も,米国,欧州に加えてカナダ,クェートと拡大した。

(1)省電力化シ十ーシ

従来のインスタント方式のためのづラウン管の予熱ヒータ絲勺6W)を節

電するため長時問使用しないときヒータ回路を切るスィ四チを全機種

に導入した。

一方,使用時の電力節減のため,従来の直列制御方式の安定化電

源回路に代って,トランジスタ使用のスィッチンづ方式の安定化電源回路

を開発した。前者は回路構成が簡単で,かつ低コストであるが,出

力電圧を一定忙するために,つね忙余分の電力をトランジスタに消費

させておく必要がある。とれに対し後者は,一定の周期でON-OF

F するスィ.,チンづトランジスタの流通時間を制御して,出力電圧を一定

にするので低損失の安定化電源が実現できる。スィ,,チンづ周期は電

源周期又は水平周期k同期する屯のと非同期形のものとがある。当

社の、のは,水平周期同期形で,スィ,,チンづ回路のあとに配置する

フィルタ回路を簡略化できる特長を、つている。

この方式の省電力化シャーシは,四年5月以降 18CT-35P,18C

T→5P をはじめとする 18形以上の新機種に導入した。このため,

15Wの省電力化が可能となった。更忙ACライン電圧の変動に対ナ

る制御可能範囲が大幅に改善されるとともに,セ,介内部の温度上昇

が低くなり性能・信頼性の面で、有利となった。

岳・旦尋盟興

1,1 レ

1.家庭用機器

(2)省資料,省工数設計

意匠,機構に関して表7・1に示すように部品点数の低減,標準化に

よる部品の種類,及び組立時問の低減が大幅に実現された。

また 1台当たり平均で鉄板11%,ア」レミ34%,づラスチ,ク 14%,

発泡スチ0ール15%の資材低減となる。

このような省資材,省工数設計の意匠の中から,主力機種である

18CT-35P (ハイライト参照),18CT→5P,20CT一訟P の 3機種が

昭和49年度通産省選定のグッド¥ザイン商品に選定される栄誉を得た。

(3)ダイヤトロン SSS (スリー1ス)シリーズの充実化

48年に他社に先がけて,ダイナミヅクコンバーゼンス回路のない画期的な

ダイヤトBンSSS 方式の開発忙成功し,娼年10月から,14CP-15C

を発売した。これは新しい技術的方向を示すものとして業界の注目

を集めた。ダイナミックコンパーゼンス調整が皆無となり,生産ラインの省

力化とともに,市場からは,性能・安定性について好評を得た。 49

年度はこのシリーズの充実化を計った。 14形では,14CP-19P, H

CT-17P,14CT-18P を連続して発売した。

また,インチサイズの充実化を副'るため,16形の 16CT-22P を発売

しともに市場から好評を博した。

(4)タリチチャンネルシリーズの充実化

とれも娼年忙他社に先がけて,電子チューナの利点を最大限に活用

した無接点選局のタ,,チチャンネjレ18CK41CT を発売して好評を博

してきた。との後継機種として,18CT司_1PT,省電力化を加えた

18CK41PTS,当社では最初の 22形 22 CK-110PT (ハイライト参

照)を加えて充実化を計った。

ビ

機

18CT-45 P テープルタイプ

種

表 7-1 従来機械種からの低減率

名

20 CT-52P テープルタイプ

(伊D
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4%

部品の荷類

4%

25%

音匠都粗立
時 問

17 %

30 %

18%
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(5)輸出用力う一〒レビ

米国向けとして,タッチチャンネルでりモコン付きの 20形 CS-1981 を

開発した。これは 14局のタ,チ選局ができるとともに,超音波のり

モートコン1、ロールによって順次式の選局,音量調整,電源 ON-OFF

の各操作ができる。なお,本年から市場の安全性に対する要求に合

力せて,ファイバ類と 15W点に接触するづラスチック類について,設

当する十数点の部品材'質のグレードアッづを行いヌ寸処した。

2.白黒テレビ

白黒テレじは圃内の霸要波,愉出而1力の激減及び稀塾の開発途 1二1圓

への移行に作い,開窕途上国における生産を余儀なくされる現状で

ある。そとでH乍年皮は技術的に次のように対処した。

すなわち昭和47年より採用してきた 9~14形用 L。シャーシシリーズ

は昨年から更に性能,信頼性の向上及び合理化を行い新標準シャーシ

L那形として開発を完了した。今回新たに改良を加えた点は,日本

及び米国市場向けだけでなく,電圧変動の大きな開発途上国での需

要に備えて自動電庄罰整回路の採用,更忙省力化,省資源化を計る

ため垂直回路の OTL化,部晶点数の減少及びVIF, SIF匝Ⅲ各の調

整箇所の減少などを実施した。

次忙 17~24形用としては従来採用してきたX形シ.ーシに代わり

合理化されたY形シャーシを完成した。このシャーシの特長は広範囲

な電圧変動にも対処できる自動電圧詔整回路を備え、またX形シャー

シにくらべ大φ品に部品点数の減少を計って生産性を向上し,海夕yk

産にもよりー・層効率よく対処できるようになった。

1,2 ビデオ機器

1. VTR

H本電子機械工業会(EIAJ)規格に鄭拠した U了'1リール・カートリリ

ジ形の VTR を基本とし,ロングづレー機能を付加した CR-1ε00形を

開発した。

CR-1500形の主な機能は,(1)1泱像音声の記録再生,(9)オートロー

ディンづ,(3)テーづ系群儲検知及び自動巻もどし,(4)テーづ巻もどし

完了時の力ートリッジオートポッづア,,づ,(5)ロングづレイ,(6)内蔵 TV

チューナによる記録,(フ) RF モジュレータ内蔵,(8)スタンハ'イ SW に

よる継なぎ撮り及び編集,(9)タイマによる自羽信三録などである。

EIAJ 規格 CP-508 に準拠した力ートリッジは,20μ厚テーづで 30

分冏の記録再生が限度であったが,最近Nμ厚テーづ忙よる妬分

録再が可能忙なった。しかし市場の拡大ととも忙記録可能時間の延

長忙対する要求が強まり,特に家庭用としては1時問記録が必す

U助条件となりつつぁる。本機で採用Lたロングづレー方式の原理は,

テーづの送り速度を EIAJ 規格の約 3/4 (147.6mm向とし,記録ト

ラックビヅチを詰める方式で, EIAJ力式で45分のテーづを用いれば,

11時間録再可能になる。

EIAJ方式とロングづレー方式とは 1台の機械で共剛できることが

望ましく,本機ではテーづの送り速度の匂J換えだけでとの条件を満

足できることが特長である。しかしトラリクビッチをi,、めるとガード11品

も狄くなり,テーづ走行安定性がより厳しく要求されるため,シリンダ

の加工組立をはじめ,テーづ走行系の糟腔向上に努めた。また 14μ

厚のテーづについても,伸びゃ破断に対する保護が必要で,づレー牛

特性や起動特性の改善を行った。

CR-1500形の抵かK,チューナ, RF モジュレータを除いた CR-2000

形がある。
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図 7-4 DM-100形磁気ブj式ビデオゞイスクレコーづ

2.ファクシミリ

先忙広帯域専用回線(48虹セ,240細力又は同等の自営回線での高

速電送用に,電子管走査・高感度電子写真記録方式を利用した送受

信兼用機FA I00・FA150を開発したが,これに引きっづき,電

話ハ'ンドで高速電送を行う用途に FA200形ファクbミリを開発した。

FA200 は,文字・図形などの2次元的相関忙治目し,書画情報

のもつ冗長度を削減するととによって電送時問の短縮をはかろうと

するもので,高効率な書画憾識の符号化方式,電子管走査,原稿紙

・記録紙の可変速度問欠卵動メカニズムの採用忙より,走査線密度4

本/mm でA4版の平均的な手冉き文霄を約1分で電送する。

3.磁気方式ビデオディスクレコーダ

収録画像数が比椴的多φことを特長とする磁気方式による映像記録

用磁気ディスクレコー互 DM-100形を開発した。これはフィールド記録ブj

式で230フィールドを記録できる。画像の記録は所定のアドレスのトラ

ツクに1画面を任意に記録できる抵か,15,15N,15侶,フィルド毎

秒の割合で自動記録することができる。再生は静止画再生の低か,

15,15N,15/8画面毎秒の割合で再生できる。この装置はフラインづ

へりドを採用しており,起動・秀吐上時はへヅド保護機拙により,肉動

的にディスク面より引籬されるため,ヘッド,ディスク共に半水久的1こ

使用できる。なお特注仕様として検索機能を持った、のも製作可能

て・ある。
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フ.家庭用電気品・照明

1,3 オーデオ機器

1.ダイヤトーンスピーカー

昭和四年の初めは・一般的IC市場不振のなかでオーディオ製品は活発

で,ダイヤトーンスビーカーも全国のマーケットシェア14%以上を保持し,大
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,

きく飛躍することができ, DS-251形・ DS-251MKⅡ形の継続で

国内販売20万台突破という業界における新記録をうちたてた。ま

た,ダイヤトーンのもつづランドイメーづが,関西オーディオフェア会場での

技術新聞社の調査では"好感の、てるメーガ'で最高位の評価を得る

など躍進著しい内容であった。

一方,昭和四年9月18日に発表した DS-28B 形・ DS-20B 形

は,現行の各種スピーカーシステム忙新系列として加わるづツクシェルフ形

の2機種であるが,既忙 DS-251MKⅡ形忙次ぐヒット商品として

DS-28 B 形のうわさは高く,音づくり,意匠,及び価格と 3 拍子

そろった内容豊かな製品で今後の発展が期待できる。

(1) DS-28B 形スビーカーしステム

とのスぜーカーシステムは,250m 3ウェイ方式の中級形ではあるが,ステ

レオ再生忙おける音の広がりと奥行のある音,また中低音の豊かな

音づくりは他に比類がなく,次のような特長をもっている。

(a)キャビネットは,中低音の音を改善するため分散共振形の補強

機構造を採用し,滑らかな指向性パターンを得るために 1,,ジレスキ

ヤビネ.り卜忙なっている。

化)低音用スビーカーは,フレームの有害な固有振動を防ぐため強

固なダイカストフレームとし,動特性の安定した鋳造磁石を使ってい

る。

(C)中音用スeーカーは,制動効果のよいアコースティック0ード形を

採用しており,徴小振動で直線性の優れたV形クロス1.ルを持っ

た整合共振形コーンを使っている。また,不要放射を防ぐためセン

タキャ,,づはダンeング処理を施している。

(d)高音用スeーカーは,高い能率と滑らかな高音特性を得るた

めに,軽量で適度の剛性と内部損失を、つたポリェステ/レ1削指系ダ

イアフラムを採用している。

(2) DS-20 B 形スビーカーシステム

市場忙おける安い価格層のHiFiスピーカーシステムの中で音質本意を前

提に,キャビネットは位相反転形を採用した 20om+50m の 2ウエイス

ビーカーしステム巴して開発した。中で、クロスオーパ周波数は理想的な

2,00OH"忙選び,優れた指向周波数1キ性をもっており,ハ3ンスのよ

い使いやすい本略派のスビーカーシステムとなっている。

(3)ダイヤトーンづ0フェヅショナルスピーカーシステム

業務用スビーカーシリーズとしてNHK をはじは民問放送局でど使用い

ただいてぃる"スタづオモニタスビーカー"や,新NHK ホールや国立劇場な

どで活躍している"ホール用スピーカー"など各種スビーカーbステムがあ

るが,昭和49年度は AS-3002形を開発した。このスビーカーは"スタ

リオモニタスビーカー"の最高級品で最高出力音圧レベル 116dB/m,ダイナ

DS-28B 形スピーカー
システム

ξ
g

湾
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AS-3002形スビーカー

システム

0.5

0.?

般送波周淑数
アンテナ入力

変羽

0.1

0.05

83MH

60dB

ステレオ100%変調

10k

図 7ーフ変調周波数対ひずみ率特性

ミ,,クレンづ80dB 以上の高性能をもっている。内蔵アンづとしては

10OW トランジスタアンづを使い入カレベルー13dB でフルパワ一を発揮

する。

2.ダイヤトーンコンポーネントアンプ

昭和四年度は新製品シリーズの開発忙そなえて,オーディオ製品の高級

化傾向の基礎となる基本性能の向上を検討し,多大の成果を得た。

まず, FMチューナにおいては,高調波ひずみ率及び,相互変調妨

害(なかんずく3信号W芹月忙おいて大幅な改善が可能忙なった。

従来,ひずみの主な発生原因はIF段の位相特性の非直線性による

、のであったが,との段忙使用するフィルタの群遅延特性を平たん

(坦)にするととにより,高羽波ひナみ率を 0.1%以下にすることが

できた。との結果, MPX部の増幅素子の非直線性によるひずみが,

チューナ全体のひずみを左右するよう忙なった。また,相互変調妨害

はFM多局化に伴い是非解決しなければならない問題であるが,

(1)フロント1ンドの利得を適切に設定するととも,ダイナミックレンジの

広い増幅素子を使用して,フロント1ンドを広範囲にりニャ動作させる。

(2)局部発振の三牛サへの注入レベルとミキサのバイアスを適切に設

定する。

(3) 1F段,特忙初段の選択度特性を適切に設定する。

ととにより,従来品忙比べ大幅な改善が可能となった。

更忙,フェイズロックドルーづ(PLL)を用いた MPX 用 IC の開発に

より,高調波ひずみ率特性・分雜度特性及びとれらの温度特性の改

善ができた。

一方,オーディオアンづ忙おいては,パワーアンづ部の FET 化が推進さ

れた。従来のバイボーラトランジスタをB級づツシュづルで使用したパワーア

ンづ忙おいては,

(1)少数牛ヤリア蓄積効果によるスィ.,チングひずみの発生。

(2)入出力特性が低ぽ指数関数忙従うため,耳につきゃす仏3次

以上の奇数次高調波ひナみを発生しやすい。

などの問題があった。とれらの欠点を改善tべく,半導体素子メー

力において3極管特性を持った電力用の縦形FET (V-FEr)の開

発が進められているが,これを1心用したバワーアンづ部の FET 化を

検討した。 FEI、化しても回路構成は基木的にはバイポーラトランづスタ

の場合と同一であるが,熱的安定においてはFET のほうが優る。

しかし反面,下記のような問題がある。

(1)電源電圧変動の影粋を直接受けるため,ハ'イアスの安定化が必

要である。

(2)電源 ON ・ OFF 時のバイアス印加・消失順序が規制される。

50 ]00
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図 78 向動頭出し装置付テーづレコーダーづロックダイヤづラム

これらの問題点に対しては,当社独白の機構を開発して解決した。

3.テープレコーダー

テーづレコーダーにおいぐ,磁気テーづ中の希望する音楽などの録音、部

を探すには,従来,早送り動作,巻もどし動作を何度も繰返して行

わなければならず,非常忙めんどうな操作であった。そこで,この

ような録音部の頭出しの操作性を簡便化するために,テーづ上忙,

位置検出信号(キュー信号)を記録L,これを早送り,又は巻もどし

の検索状態でキュー信号を検知すると,直ちに再生状熊にきりかわ

り,内動的に.録音された音楽などの頭出しが行える自動検索カセ

ツトテーづデッキを開発したので,その概要忙ついて述べる。

(1)キュー信号の記録

牛ユー信号は,30H"の低周波信号を規準レベルより 20dB 低いレベ

ルで約1~1.5秒問,両チャンネルにそれぞれ逆位相で記録される。

その方法は,録音又は再生時に「キューREC」ポタンを押すと巴によ

り,ワンショット回路が働き,りレー1~りレー3 まで順次動作し,任意

の希望の位羅K記録することができる。

(2)牛ユー信号の検索

PLAY と FF 又仕 RE訊フポタンを同時に口,りクすると,ヘッドはテーづ

とわずかに接した位置まで、どり,早送り又は巻凾どし再生状態と

なる。そしてキュー信号を検知すると, FF 又は REWボタンをソレノ

イドを使用して解除するが, PLAYポタンはロックされているため,

肉動的に再生状態となる。録音されている音讐を・音声の信号とキュ

一信号の識別は,キュー信号検出部で両チャンネルを逆位相で合成す

るとと忙より,音楽・音声信号仕打ち消し合う傾向にあるのK対し,

牛ユー信号は加算されるため,そのレベル差で行う。

(3)選曲機構(スキッづ機鼎D

ミューづツクテーづなどを再生するとき,最制の教曲をとぼして,その

次の曲から再生したい場合に,スキッづ機構を希望の何曲目かの曲数

にセットするととにより,希望する曲の頭出しが自弱珀りに行える。

これは,検索時にキュー信号の数をカウントし,所定の数に達したと

きに,検井訓犬態から再生状態に切換えるとと忙より行なう。

4.会議室用音響装置

昭乳148年度から四年度忙かけて,10社11システムの会議室用音縛

装置を受注納入した。この装置は,20~50名程度の会議室で会議机

上忙マイクロホンを設置し調整卓を介し拡声された音が,天井に取付

けたスビーカーから,ビく自然に話す人の声が聞とえるように構成さ

れた多チャンネルマルチ再生方式である。

フ.家庭用電氣品・照明
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図 79 役員会議室用音縛装置

調整卓は室内装飾忙合致させた手ザインで,マイクァンづ.ミキシングァン

づ・パワーアンづ・カセットテーづデッキが組込まれて込て秘轡が扱えるよう

操作を容男ノ1てしたものである。

(1)会議室内の音場分布がよく,ハウリング U吊還発振現象)が少な

く,美しい音力汁夬よく再生でき長時問の会議でも音Kよる疲れがな

い。

(2)マイクロホンの効果的配羅Kより,話す人がマイクロホンを意識す

ることもなく話して、,十分な拡声ができる。

(3)会談中拡声しながら同時に議事録をカセットテーづでステレオ録

音・ができ,談事内容はもちろん,再生すれぱ会議の'、んい気まで再

現できる。

など,多くの特長を、つている。

企業体の役員会談室・大会議室に設置して重役会・発表会・記者

会見・重要会議などの場に沽躍して仏る。

1.4 電気冷蔵庫

買替え儒要期にあって全国で380万台ベースの大形家電市場を作り

出してぃる。需要は大形化が指向され,有効内容積170ιクラスが主

力として定着し,更忙2001以上の大形も全体の 10%に近い肴要

が換起されている。

この機てあって火形化へのーつの布石として,それぞれ独立した

フリーザーと冷蔵庫を組合わせた本格的冷凍冷蔵庫ぺットマーム「TWIN

みどり」を開発した。

TWIN みどりの特長

(1)冷凍と冷蔵の機能を独_住したユニヅトで独自にコントロールでき

るため,冷却効率にむだがなく,しかもフリーザーの能力捻美契美契

FOUR STAR (-2ずC相当)の能力があり,ホームフリージングに大φ

に倬力を発揮する。

(2)二っの組合せのため据付時に人手がかからない。市場忙出て

いるサイドバイサイド(観音開き式冷凍一冷冗髪庫)タイづのものほ 4人

がかりでないと据付ができない。 TWIN みどり捻,今までどおら

り人手で現地据付が可能であり,販売店員の省力に貢献する大形冷

凍一冷蔵庫(450SS)である。

(3)据付場所をとらない積上げ式,今までの冷蔵庫据付スペース

に上へ積上げるこ巴により台所の空問を有効に利用して,大形化の

ために台所を狄くしないスペース尊重形(30OVV)である。

(4)節電用ホ,トパイづ(圧縮機よりの高温,高圧ガスの凝縮パイづ
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図 7-10 "TWIN み

どり" 30OVV 形
冷凍一冷蔵庫

の一部)を外箱内側の周囲にゼ汁して,多湿時に外箱に露がつく

のを防止する新しい機能を採用,従来の、のは,コードヒータ12W を

使用して電熱により露付防止をしていた。

1,5 ウォータクーラー(クールフリー)

づレリシャタイづ,凡VS-2000形クールフリーは,飲料水冷却装置部と注出

装置部を分雌し,との問を梨W色縁されたフレ中シづルな耐圧ホースによ

つて接続した構造であり,1台の冷却装置より,2台の注倒装置に,

冷却された飲料水を同時にイj辱合することができる。まったく新しい

タイづのウォータクーラーである。

主な特長は次のとおり

(1)水道とウォータクーラーの接続は,ワンタッチづヨイント方式なので,

従来のよらな水道工事は不要である。(だれにでも簡単k接続でき

る)。

(2)注出装賢は,小形・軽量で,壁掛式としても使用でき,また

設置スペースが少なく,カウンタなどに設置する忙は最適である。

(3)飲料・水の注出は,コ,,づをあてるだけのワンタ,,チ方式。

(4)水圧が変化して、,いつもの適量忙水量を調節する自動流量

調整装置を採用しているので,水の飛び散りがない。

(5)飲料水温度は,温度調節器によって自動的に一定温度忙保た

れる。

(6) 2台の注出装置問は,最大4メートルまで,籬して使用できる

ワイド'タイづである。

以上のように,クールフリー WS-2000 形は,従来のウォータクーラーでは

得られなかったづレッシャタイづの省力性(連続給水),ボトルタイづの移

動性を兼ね備えた画期的な商品である。
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RR401)
図 7-13 家庭用電子レンジ(左から RR'09, RR-508,

(2)軽量化電波漏れk関係するドア部分は電波漏れ防止機構

(チ.ーク)の寸法精度をよくする必要があり,従来は亜鉛ダイキャスト

を主としたものであったが,とれを鋼阪化した。これにより材料入

手が容易となり,づレス加工が主となって原価低減及び幌量化が計れ

た。

(3)省資源,省エネルギ化焼けむらを防止するためのスターラ

を従来は専用のモータで回転させていたが, RR-401ではマグネト0ン

を冷却する風を利用しスターラを回転させており,専用モータを無く

すととに成功した。

(4)新形マづネト0ン RR-401には従来のものと構造,外観が異

なる新形マづネトロンが使用されている。とのマグネトロンの特長は従来

より小さな磁石を本体忙内蔵させており,また真空容器に鉄を使用

し,かつこの容量をヨークとして利用している。このため磁路が閉

ルーづとなり従来のマづネトロンのよう K近傍に鉄性体を近づけても発

振動作への影郷は少なくなった。

(5)低入力所要電力830W,高周波出力410Wで,配電容

量の少ない家庭でも使用できるよ5になった。

(6)斬新なゞザイン従来の50OW,60OWタイづの由を主体と

したデザインに代わり,グリーン,ベージュを主としたカラフルなデザイン

に一新されている。

2.クリーンレンジ

昭和47年の 10月忙 MAG HEATの原理発衷を行ったが,クリーンレ

ンづはその商品化の第W単として発売したものである。 MAG HEA

T の言葉の由来は MAGne6C HEATからきたものであり,とれか

ら分かるとおり,発熱原理は誘遵加熱を応用したもの忙外ならない

が,従来は工業用としてしか芳えられなかった誘導加熱を家庭用に

1心用したものとしては世界最初のものである。しかも50HU60H.

のいわゆる商用周波をそのまま毎加滋回路へ使用しているのが最大の

特長である。しWライト参照)

レンジカバー内中央には2個ずつが対となった計4個のコイルとコアよ

り構成した励磁装置があり,との上に置くなべは普通のものではな

く鉄製左べの底k ア1レミを張り付けた構造となっている。励磁装貿

より発生した磁束によりなべ底のアルミ忙うず電流が生じ,そのジ

三菱電機技報・ V01.49 ・ NO.1・ 1975

図 7-12 WS-2000 形ウォ

ータクーラー(クールフ

リー)

i人、」气.、、-J」コノ.勺之型ノ、" 1毛

1,電子レンジ

従来の 60OW,50OWクラスに,昭和四年に発売された 40OWクラ

スの RR-401が加わるととによ如見在市販されている家庭用の3

機種すべてがそろったこと忙なる。

RR司01 は従来の 60OW,50OWクラスのものと比べ,以下のよ

5な特長を、つている。

(1)横長タイづ電子レンジの設置場所は一般忙冷蔵庫の上であ

るが,冷蔵庫は年々大形化し背が高くなってきている。そのためス

イ,,チやタイマなどの操イノ畔那を横に付け操作が楽にできるようにした。
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図 7-14 TC-3700 形クリーナーの構造

ユール熱により加熱調理するものである。このようになべ自体が発

熱する、のであり,他の部分に力粋N鹸1諦部がないので種々の1寺長が

生まれる。

(1)安全性が高いなべ自体が発熱し赤熱した商温部や火の気

がないので引火の危険が全くない。

(2)衛生的表面がフラ"なので,料理のふきこぽれも簡単に

ふきとれるし,表面は高温とならたいのでふきこぽれても焼きつい

たりせず忙清潔K保てる。

(3)効率がよく経済的なべ自体が発熱するので熱効率は70

%以上と高効率が得られ,加熱による温度上昇が早く維持費も経済

的となる。

(4)涼しく快適な台所ガスコンロのように周囲の空気を温めな

φため室内の温度上昇が少なくイ刈商な台所になる。

(5)制御性出力制御タイマ鍋なし保護機構,温度過昇防止装

置などを内蔵しており,コント0ールは容易でかつ高信頼性がある。

次の2点の基本的な技術の開発が基礎となって実用化が可能となっ

た。

(0)移相励磁方式 2対のコイルを設け,その問の電流位相

差をπP とすることによりなべに加わる加振力を激減させ,騒

音の問題を解決Lた。

化)特殊合板なべ鉄とアルヨの合板とし,それぞれの板厚

比を最適に設定すること忙より,70%の高効率が可能となり,

また,加振力も減少させた。

最近の省エネルギ化の動向,空気汚染対策の必要性などの時代の要求

Kそったものであり,今後の発展が期待される。

1'7 電気掃除機

TC-3700形クリーナは静音タイづを指向して開発し,音源であるづ口

ワモータの改良とクリーナ本体の風路の改良忙よって,騒音レベルを 60

dB (A)以下K低減した。

クリーナ騒音は第1にづ0ワ騒音であり,その周波数は IK と 2

kH"を中心に広域に分布し,制友U、】から放射される。第2 に床づラ

シなどに始まる風路からの騒音となってφる。

クリーナの消音対策は吸じん(塵)性能を維持して消音することが重

要であり,従来からグラスウール,ウレタンフォームなどの吸音材をづ0ワモ

ータ周囲と本体ケースの問に配置する方法が行われてきたが,本体

の小形化によって消音対策に必要なスペースは減少の傾向にあり,新

フ.家庭用電気品・照明
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図 7-15 AW-3100形全自動図 7・16 FZ-385形家庭用

洗たく機"千出1" ミシン

しい力式による消音対策が急務であった。

1、C-3700形けまず音源対策としてづ口ワモータでは送風理論に基づ

く効果的な風の流れを追求し,スムーズな送風を生み出す構造が開発

され吸込性能のア,,づはもとより,づラケ.汁に設けられた案内リづの

改良による乱流やうず(渦)の減少と相まって,従来に比べ騒音低減

と効率向上ができた。また本体風格の改良としては,消音機構とし

てへん(府)平な風路忙吸音材を張った内張りダクトカ式を採用した。

これはへん平な風路を風が通過するとき,ダクトの」二下のΠ■による反

射効果によって減音効果が大きい。

TC-3700形は本体ケース側を ABS樹脂成型による左右分割タイづ

で形成し,づ0ワモータから排気口までへん平な風路をケースと一体に

形成し,その風路忙吸音材を配置し約3dB (A)の騒音低減がはか

れ,先のづ口ワモータ改良忙よる騒音低減効果によって,目標の 60

dB (A)以下の静音形クリーナが開発された。

1'8 全自動洗たく機

三菱自動電気沈たく機「千曲」 AW-3100 形は,1回の洗たく容量

が2.5kg で,全自動運転のほかK シワ1坊止のため脱水前でも,仕上

剤使用のためすすぎ途中でも,ソフト脱水のため脱水途中でも,洗

剤の再使用のため洗たく終了時点でも,また最終のすすぎ水を洗た

く水に再使用のためすすぎ終了時点でも,希望の行程で運転を停止

させることができる自在停止装置をつけた他社にないメ小寸をもっ

た全自動洗たく機である。また従来品より更に15%の節水を司能

した新しいすすぎ方式を採用し,水資源の節約をはかっている。な

お,当社独自のづログラムセレクタ,断j約コース付きは好看平なので従来ど

おりである。

ーーー月
^゛.゛玉斗1、 J ..邑,、、 Z岬

If、●1,・・ーー、・、.''ー、,、,、 j瓢1ι,,{蓮1、{.
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1.9 家庭用ミシン

最近の住宅構造にマ,,チさせるべく室内空冏を利用して格納できる

ように小形化し,持ち運びの便利なよう K嵯量化し,仏つどとでも

ミシンが使用できるよう考慮し,更にホームソーイング畔打勺に即1心した実

用的な自動椣様を組み入れ,笑用本位IC立とめあげたホームソーインづ

に最適なミシン, FE-385 形を開発した。

このミシンは,スーバオートジグザづミシンて、,

(1)アーム,ベッドー体成形で従来のミシンと比較して小さく,これ

忙モートルを内蔵し,本体は箱形で開閉式袖板を付けているので従来

のテーづルは必要なく,したがって家庭内のあらゆる場所,更には軽

量(8.7k尽)であるため外部への持ち出し使用もできるように取手を

用
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付け,持ち運び容易にしてある。

なお,開閉式袖板は格納時,横カバーになるよう設計している。

(2)自動模様は,ホー△ソーイングに最も適した,ファゴットステヅチ,4

点縫い,小りクラッ万ステ,りチ,トリづルステッチ,台形縫い,オーバロック縫い,

ストレッチャづルづラインドステッチ,サーフステッチ,以上8種類の模様ができ

るカムを内蔵し,これをワンダイヤル集中選択方式とし,更忙前記ダ

イヤルにポタンホール縫い撰H乍も同時に行えるよう設計,このポタンホー

ルは,ホール幅 2.5mm から 4,o mm まで白由に選択できる。

(3)各操作部は,カラー合わせで行い簡単に摸様縫いなどができる。

(4)最近縫製物も多種多様忙なり,二汁,ジャージなど伸縮性のあ

る布地でも調子よく縫製できるように,専用押えを付属し縫製物の

範囲を拡大した。

(5)縫い種類を増すため,2本針縫いを可能にし,自動模様縫い

忙変化を与え,縫製意欲を昂揚するよう忙している。

(6)その他,針板,角板を広幅にして,ポビンの出し入れ,カマの

掃除を容易にし,特にポビンケースのつまみ部をオートラッチ式にしてい

るので,ポピンの出し入れは従来忙比し,一層楽になった。

また,スルートな自動模様以外にりンづ模様もできるよう忙して

多用化を計っている。

1.10 理美容機器(ヘアードライヤー)

昭和48年忙当社がHD-3000形として,「高圧大風量の送風機」と

「発熱体を内蔵した操作苛りとに分籬した,セパレートタイづのへアード

ライヤーを美容院及び理容院向けの新市場に籾めて出した。この時期,

業界のカットとへアードライヤーだけで仕上げるづ0ツスィング技法の流行

と重なり,ダイヤコスメットの名称で,「づ0,ゞスィング=ダイ卞コスメット」と好

評を得た。この原因は

(1)づ口,,スィング技法の流行,(2)タ喋時問が大幅に短縮,(3)使

゛やすく疲れない,(4)仕上がりのよい,新しい髮形を得る,(5)

ー゛、ニ
ー^"~{~、ー

ノノ

図 7-17 HD-5000 形業務用へアードライ卞一

表 7・2 三菱業務用へアードライヤー仕様

2.1 小形ルームエアコン

昭和四年度は,高効率機器の機種充実,インテリ卞へのマヅチング,健

康性の追求,安全性の向上を重点に霧ケ峰の特長である低騒音,据

付簡易,小形韓量に更に改良を加えて開発を進めた。

高効率機能は電力料金の値上げを含めた厳しい経済環境の中で必

需品化しつつぁるルーム1アコンにとって重要な要素となってきてお

り,主力機種である壁掛けセパレート形に導入を計り,意匠を一新し,

「1歩すすんだ霧ケ峰」として発売した。

(1)セパレート形(壁掛けタイづ冷暖房除湿兼用機)

(MSH-25RA,25SA,25RTA)

(0)室内ユニットを全面的にモデルチェンジし,オールづうスチック化を

図り,意匠の商級感と,軽量化(重量16kg)を計った。

(b)室外風量を 1.5倍kし,熱交換器の面積も 1.7倍に広げた

高効率設計で,消費電力は大幅にダウン(冷房時7.5%,暖房時22

タD し,冷房能力は琵%ア,,づさせた。

(0)騒音も室内で冷房28ホン,暖房訟ホンと改良を加え,室外

はフ,、ンの回転数を外気温度に応じて無段階に変化させる SCR

制御方式を採用し低騒音化を計った。

(d)内蔵ヒータは 480W パイづ式を採用し,ユニ,,トの効率アッづ

消賢電力

,ヘ

風足(m3min)

(IV)

風泓(゜C)

】80 ・450・ 610 3段リJ換

HD・、3000 形

付

0.3~0 7

美容室のイメージアッづ,(6)スキンシヅづのアヅづ

など,いままでの美容室Kなかったものが得られた。

またこの HD-3000形の高級タイづとして,安全性により重点を

おき,かつ仕事の効率ア',づを計った HD-5000形を,昭和49年9

月に新しく発売した。

発熱体は,チタン酸バリウムと鉛などの粉末を混合し,細かい格子'

目状に焼成した正特性サーミスタで,強制送風を放熱媒体とし,この

風量に見合った発熱量K,自己コント0ールする安全性の高い、ので

属

室'1・)】20

「1

Ⅱn
ドラバングノズノレ,ヨコノズノレ
タテノズノレ,コームアイロン

処段υ」換(電子コソト40~620

旦ーハ,)

HD・5000 形

2.空調・ホ釦昜機器

0.2~0.8 武E子コ y l、ローノし)

室"~】20

ローノレヒートプラシ,
イロソ,タテノズノレ

で従来と同一のダづル暖房方式をとった。

(e)電源は20A コンセントとし,室内づうスチ,ク化,室外長方形

ユニ"更に付属部品の変更と据付性は一段と改良を加えた。

(f)スィングフロー,オールリモコン(タイマ付)と従来の良い点はその

まま採用した。

(g)フィルタはワンタ',チ方式とし,運転切換スィ,,チはⅢj面下部に

設置し,操作面を一新した。

(h)超音波加湿器取付可能・ー"・暖房時の湿皮低下防止に加湿器

"ミスティ"(UH-25RA, RA)(別売製品)が取付き,快適な湿度で

暖房が楽しめる。経済性を老え低入力式の超音波方式(1,70M

H力とし,0,2300/h て、9時問運転できるカセット水タンクを内蔵

して仏る。運転は本体と連動する。

(2)セパレート形(壁掛けタイづ MS-18RJ,22RD

(a)奥行16.80m の超薄形で,部屋へのマ四チング忙重点をおき,

高級感あふれる意匠に全面モデルチェンジを計った。

(b)高効率設計Kより,消費電力のダウン(18タイづ 20%,22タ

イづ 23%)し,電源は 15A 方式とした。

(C)幅広い叺出口とスィングフローにより低騒音化を計った。

(d)ワンタヅチフィルタ,オールリモコン(3 h タイマ,高感度サーモ内蔵),

室外ファンの手動一自動切換スィ,,チなど従来の良い点はそのまま

コームア
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採用した。

(.)室内ユニ,,トハンづ方法の改良,村属部品の変更と据付性はー

段と改良した。

2.2 クリーンヒータ

1.クリーンヒータ(" MICS"応用)

クリーンヒータを市場忙臓Lてから,昨年で5年目を迎えた。この問日

本の大衆暖房捻,従来からのガ'ス,石油を熱源とするストーづ類から,

FF (F0此ed F]OW)式暖房機へと急、に変化し,その市場規模も,約

300億市場へと急ル劉仮した。

Π乍年品捻,家電メーカフ中に,ガス機器専用メーカ5社合副・12社,機

種数約如機種がこの市場へ進出している。との中で,当社は開発

以来のこの製品忙対するぢぇ方,高信頼性,高安全性のかぎりない

追求が市場に認められ,東京,大阪,名古屋の各ガス会社から、高

く評何治れてぃる。この信頼をくずさないよら, W肝・度捻以下の事

項を配慮して,開発を行った。

(1)機種系列について

11γ師度畔拶さした手ラックスタイづ 2機種を廃止し,標準機種として

VRB-30H, VGB-30H,40H,80H の 4機種とし,ンEi油ショリク

以来叫,ぱれている省資源タイづに介致するようノーモデルチ丁ンジとして

山る。

(2)安全性の点より

U0 前面パネルを開けた場介でも,電気部品に手を触れたいよ

ら保護カバーを追力「ルた。

(b)制咲儲愉見に抜けノJが働いても外れな込よう,抜け止め部.抽

を追加Lた。

(0)給排気アタ四チメン1、の給排知絡が起りにくい雛i造とした。

(3)使いやすさの点から

(0)づレパージ時問を待つ冏,艸しながら待つのを回転させるだ

けでづレパージができるよらにした。

(b) VGB-30H の風吸込口フィルタを,本体側面に出し,タリ邵

から消」帯可能にした。

2.ボクス(VOCS)石油温風暖房機

排気形石油暖房機としては 5年棚はり"ヒート66"シリーズを市場に提

供してきたが,このたび新しく開発した石油新燃焼方式"VOCS"

(VOPO'sod oi] com]川額on sy乳om)を心臓部に内蔵した石油暖房

機を商品化した。特長及び略仕様は次の巴おりである。

(1)燃焼力式は灯油をガス状に気化させてから燃焼させる完全密

剛,づルー燃焼であり,当社がクリーンヒータで採用している"MICS"

燃焼の灯油版である。

(2) FF 方式(強制吸排気)なので室内空気を使用するととなく,

したがって汚すこともない。

(3)豊富な温風方式の採用で,均一かつ迅速な唾房効果が得られ

る。

(4)安全圓路はVOCS独自の電子回路を組み込み,完全自動燃

焼,過熱,対震,停電時などの各保護を行う。

(5)ルームサーモ内蔵忙より室内温度を自到肩§整する。し、イライト参

照)

〔略仕様〕形名 VPB40OA 暖房能力(入力) 4,oook偲Vh 熱利

用効率 85%以上電源 10OV,50/60H.消費電力子熟中

40OW,燃焼中10OW,騒音如Ph 以下寸法 W875XH弱7X

D230mm 重量 391電。

'主'1L^驫,,",ニンtむミ

図 7・18 入ISH-25RA (SA, RTA)形ルームエアコン

U川配器ミルティ付)

J、

'二出

図 7・19 NIS-22 RJ 形ルーム1アコン
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2.3 屋外形電気温水器

深夜電力利用の電気温水器は,快適な生活をするための給湯設備と

して,その便利性,安全性の面から高い評価を受け,一般家庭のセ

ントラ」断冶湯用として,特に中形温水器の普及はめざましいものがあ

る。普及に作い工事上の省力化,更に既設住宅への対応を容易にす

るため,屋外据付可能な新機種を製品系列忙追加した。

屋外形電気温水器は,標準形の特長を持ち合わせている上,次の

ような特長を、つている。

(1)ケースは而1候性の優れた銅板を使用,防水形であるためそのま

ま屋外忙設置できる。

(2)温水器に必要な配管はすべてケース内に施行済みで,屋内へ

の配管と接続するだけで土事が完了する工事省力形である。

(3)ケース内部では,電気系統と配管系統が問隔板をへだてて左右

に分籬しており,万一配管系統で水洩れしても保遍機をぬらしたり,

電気系統に水の浸入する心配がない。

(4)配管の凍結防止対策として,10OV電源ソ乍介が付属して

おり,電球の熱による凍結防止又は凍結防止ヒータの取付けが容易

にて、きる。

フ,家庭用電気品・照明
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図 7-21

(5)前面は2枚のとびらで構成されており,点検,サービスのしや

す込構造となっている。

屋外形電気温水器は,湯量が 3701と4601の2機種ありそれぞれ

の仕様はつぎの表のとおりである。

GRC-3736 屋外

形電気温水器

形

fj

"11

表 フ-3 屋外形電氣温水器仕様一覧

名

86

沸

図 7-22

三菱電機技報. V01,49. NO.1.1975

格

(cm)

(kg)

湯温

タ

20OV,4.4kw

高さ】92,幅 72,奥行 81

185

約 85゜C

GRC-3736

WF-90O D 形

ウイントファン

保

、、

ソ

温

白動温度調筋瓣

ク

主

゛剛

圧矼鋼板十グイヤグラスライニソグ

材

温度過昇防止噐

グラスウール(胴まわり

1.ウィンドファン

四年度ウィンドファンは収納方式に回転収納方式をとり入れ,収納方

式の扱いやすさととれによって得られる風の3面変化を開発の中心

においた。

開発以来6年目を迎えたウィンドファンも最近ではラインフローファンを

使用して涼風を部屋のすみずみに送る機種が中心忙なってきており,

窓わくへの取付けも固定取付けから風雨の強い時には簡単忙室内へ

収納できる収納形が中心kなってφる。この二つ忙重点をおいて開

発をすすめた。

a)収納方式.ウィンドファン本体を取付わくの中で反転させ室内

へ収納させた,この回転収納方式では取付わくに無理な力がかから

ず,動作部分が1本の回転軸であるから家庭内で使用するときの安

全性が大きφ利点がある。反転させることによってフィルタが室内か

ら着脱でき清掃が容易で,常に最良の状態で使用できるのも大きな

特長となっている。

(2) 3重首振●ウィンドファンは部屋のすみに取付けられることが

多く,部屋全体を風を送ることはむずかしい。風向きフィンを最大

に振っても正面から45゜の範囲が限界である。との送風範囲を広げ

るために本体の回転収納を使仏回転の途中で本体を 0,,クし風向き

を左右に広げるよ 5 にした。本体を 15゜傾けて口,,クするととによ

り送風範囲を正面から60゜まで広げ,6畳から8畳の部屋に送風で

きるようにした。

2.換気扇

昨年度はメタルコンパック換気扇を発売した。従来家庭用換気扇は清掃

性の点からづうスチ,クを主体とした換気扇が主流となって仏たが,

づラスチ,ク換気扇は熱に弱く,レンジの真上に取付けるのは間題が多

かった。またイ主宅密巣地域では万一の場合火を戸外へ出さないため

の換気扇が必要になってきたため,金属製の換気扇を開発した。

(1)各部の構成.メタjレコンパック換気扇は主要部分を金属でまと

めた換気扇である。従来PP樹脂の刈フィスは鋼榎メタリヅク塗装に,

ABS 樹脂の羽根はア1レミ板メタリック塗装忙,ポスはダイカスト製に変

更し,アルマイト製シャリタは鋼板塗装K変更してある。

(2)由動停止.従来の換気扇では住宅内で火災が発生した場合

シャ,タ部分が変形して火が外に出てしまうが,メタルコンパック換気扇

ではシャ,,タとシ七ツタロ四ク装置の問に温度ヒューズを入れ,火災発生

時忙は温度ヒューズが溶断してシ十ヅタを閉じモータの電源を切るよう

κなっている。

20O V,5.4 klv

88高さ 192,幅 79,奥行

213

約 850C

発

GRC-4636

',ご

気体膨脹式高慈度温度調節器

20OV, 15A,セプト温炭 88゜C

4ミゾ

要

熱

防

多

メイメタル式 20OV 】OA OFF 時陽温Π0゜C 以下

換2.4

体

蝕

ブ

悦酸銅パバプアルミカヒータ

図 7-23

フ'

'

50mm,上下

棒

部

,グネシウム棒(21.3φ X 】'020 mm 】本,

26.7 φ X510 mm 1 本)

ス

'

制
電磁接触器

線

ス

V-25LM 形メタル

コンパ・りク換気扇

60OV ビニール絶縁電線 35mm三X2.5m)

御

肱

75 mln)

漏電しゃ断器

f「

ιユエ】

鋼鉄心十銅パイプ 10φX90omm

箱

すナメ,キ

20OV,30A

パイロットラソプ

確流動作形(置磁式) 30mA ・30ms

2801,3701...,..20O V 30 A

4601...ー.20OV 40 A

内 蔵

ネオγラソプ(通電表示)

部

滅杠1弁(BC-6 逆11,弁,爽空破按装置,ストレーナ付,

3/4リ)安全弁1コ(BC-6,314リ)
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プ3.1 ラ ン

1.けい光ランプけい光体塗布水塗り化の完成

け込光ランづのガラス管内壁に,けい光体を塗布する場合の塗液には,

一般忙例えぱ酢酸づチルなどの有機謬赦某が使用されている。しかし,

これらの溶剤の取扱いは,安全性や衛生上の観点から常に注意を必

要とし,工程の簡略化やイ乍業性の向上の障害となっていた。

当社では,この障害を取除き合理化をはかる目的で,溶媒として

水を使用する方法の開発にいち速く取組み,既に大半の機種の量産

に採用してきた。しかしながら数種の特殊なけい光体の場合には,

そのけい光体が親水性を示すために,水を溶媒として適用tること

が困難といら問題を残していた。しかし,彫F年度末からの石油パニッ

クを契機とした省資源,無公害化の礼会的二ーズの高まりや,材料

の調達問題がクローズア,,づされたととから,全面的な水塗り化忙切換

えるべく取組み,その結果,塗液の特殊な調合法の開発忙よって,

あらゆる種類のけい光膜塗布の水塗り化に成功した。

2.セミショートアーク形メタルハライドランプ

高効率,高演色性メタルハライドランづ(BOC ランづ)の応用として,オー

バへりドづロジェクタ光源などの用途に使用できるセ三ショートアーク形メタ

ルハライドランづ(PM40O BOC-H)を開発した。このランづは,従来

からこの種用途に使用されているハロゲン電球の代替をねらった玉

ので,ハロゲン電球の持つ小形で,高演色性の利点を保ちつつ,発熱,

効率,寿命の面での欠点を改善したものである。

ランづの形状仕,発光荊Kアーク長)の短い,1重管のコンパクトタイづ

とした(フ-24)。表 7-4 にランづの定格を示す。高効率,高演色性

で,発熱量が少なく,また小形て・あるので,上記のオーハ'ヘッドづロジ

クタ用光源の抵かに,演色性及び明るさを重要視するスタづオ照明,

テ比'カメラ用光源などの用途忙も利用できる。

3. 日召
゛,1、 明

体とした。

(2)ランづ出力はおよそ730W であるが,ランづ及びミラーの改良

によって焼付スeード(ジアゾ系)は,1.5kNV 牛ヤノンランづ巴低ぽ同等

となった。

(3) 20OV 電源そのままで点灯する。

(4)末鰯出時はシャ,,タを閉じて電力を 60~70%に落とすように

した。

(5)ランづは 1重管で,オゾンレス石英を用いた。

(6)ランづの特性は表 75 のとおり。

表 7-5 M750-BL ランづの定格

、仁ナ'ヅ、WX-'*゛、ご上が"丸1主,メノケ>×6夕先く

凡どと、,心一,七、J ヨニι一,4ーメへ、ーゞ

身,、、ユーこ、ー'十'●'^^"哩ま1 イJ4・争

発t ¥'勢斗4J1ノニゞーゞ=才〆t,容、、ゞι,■工、イな1、1fl、ξに.イ゛ξ

形

M 750-BL

形

3.2 照明器

1.110W けい光灯器具の標準化

商照度化,あるいはライン照明用としての用途拡大に作φ機種の充

実を進めてきた HOW けい光灯'器具について,多機種少量生産の

条件下での生産合理化に対1心するため構成部品,,特忙電氣部品を収

納しているケース木体{てついて標準化を行った。このケース本体と,

機種別の反射板と組合せによりトラフ,反射がさつき,埋込み下面開

放,半埋込みの各1,2灯計8機種が構成できる。

2.非常用白熱灯組込みつり下げ円形けい光灯器具

ヲ片常用照明器具の設置が義務づけられているホテル・旅館・寄猪舎

などの居室用に,常用照明器具と兼用できる非常用照明器具を開発

した。 6畳~8畳の部屋K適当な円形けい光灯30W 2灯又は 30

W と訟Wを組合せた住宅用照明器具忙電池内蔵式10W又は20

Wの由熟灯非常灯を組込んだもので,全体としてのだ上ιを損なわ

ず忙まとめられ,非彬、時には 10W の場合は 6畳,20W の場合は

8畳の部屋をきめられた明るさ以上忙照明ができる。また電池は外

から簡単K交換できる構造であって,日本建築センター防災性能評

定委員会の認定品である。(図 7・25)火

フ・4 PM40O BOC ランづの定格

200

式

外

図 7-24

PM 400

BOC-H

全

730

PM 40O BOC
0

ランフ

3.チョークレス形ガリウムランプ

かめ厶を添加したメタルハライドランづは,現在主として写真製版に用

いられているが,今回当社は,従来の,1kw,3kW 忙加えて韓

印刷用として装置を大幅忙小形化したチョークレス形ガリウムランづを開

発した。主なランづの特長巴電気的特性は次のとおり。

(1)従来品は電源装羅と灯体が別個となっていたが,今回抵抗バ

ラストを灯体内に組みこむととによって,電源装置を省略し,灯体一

フ.家庭用電気品・照明

125
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図 7-25 FCK-A.一能01形非常用白熱灯組込み
つり下げ円形けい光灯器具

3、中形誘導灯(避難口,室内通路誘違灯)

消防法施行規制の改正忙より誘導灯が「大形・中形・小形」忙分類

され,当社もこれ忙基いた機種の開発を行った。とのうち地下街,
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図 7・27 避難口誘導灯図 7-26 室内通路誘遵灯

百貨店などに設置が義務づけられる予定の r中形」のものを紹介す

けい光灯20W 2幻用で常時は2灯が,ヲP帛'時捻内蔵蓄電池忙プ

(D O

より1灯が焦1丁する。噐具をH女f寸けや,、くするため忙篭気・部品を取

付ける本休と標識阪を取付けるわく部分とを分航しており,標識板

をさし変えるだけで避蝉1_1,誘導幻'に、室内通路誘導幻'忙、兼用可能

である。主た,じか付け,パイづつりいずれでもよい。(図 726,

フ-27)

4.原子力発電所向水中照明器具

原子力発電所反1心容器及び使用済み燃料ピットの水中照明忙使用さ

れる水中照明器具(HE-501,図7-28)を開発し,関西電力(株X齢兵

発電所,九州電ブJ(株)玄海発電所に納入した。この器具は使用場所

の特殊性から,材質,機能などに特殊な制約を受け,とれら{て対す

る考慮がはらわれている。

概略仕様を表7-6 に示す。

与

図 7-29

4

外

図 7-28 HE501形水中照明器具

表 7-6 HE501形水中照明器具の仕様

靈

欝J

^

径

HA 400形安定
器内蔵形水銀灯

易§,く

淳ヴ

光

材

水中

5.省力形工事用水銀灯器具

電気工事並びに電気設備の保守の省力化をねらった照明器具が2機

種開発された。ーつは安定器とソケ',トホルダを一体にして器具の取付

け,酉諦宗を容易忙し工事の省力化をはかった、のである。機種は

30OW,40OW各2機種がある。(図 7・29)、うーつはソケ,,1休ルダ,

セード,ランづなど照明設備の保守に必要な部分だけを作業可能な位賢

まで下降させて,保守を容易忙した照明器具の男・降装置(CS-1002)

である。しWライト参!1の

6.ガーデンライト

前年度忙引続き,洋風デザインのアクリル成形県.のグローづを使用した

器具力U川えられた。これはー一般家庭はもちろん,ホテル,工場病院な

ど忙、1司き,用途を一段と広げた、のである。白動点、滅噐ソケ,汁が

内蔵され,主た接地工事なしで,安全忙使用できる2重絶緑構造が

採用されているなどの特色を、つ。(図 73の

フ.耐振形ハンガ

近年大形化する工場に対1心して商出力器具が使用されているが,振

動のある工場の実情忙Aわせて,新しい耐振形ハンガを開発した。

金属製コイルスナJングを1人」蔵したフうンジ部,つり下げパイづ,ソケッ1休

ルダなどて中樺成されている。(図 7・31)

法

量

H

包幸

図 7-30 HC-499 形.ガーデンライト

、^ H -^,,、]".-J、罰、

了、J、,,、".コ,、ー、^

打専用

質

300 ψ X 345

8,5 kg

10OV

SUS

図 7・32

ハロゲソ雛球50O W

(50OW 使用の場合)

304

^.ー"・"ー

図 7,31 C-707

P形耐振
形ハンガー

8、調光装置

小ホール,会議室などに使用する堅面取付用の容量 1,ε0OVAの調光

装貿を開発した。けい光灯用と由熱灯用があり,けい光灯用は,如

W けい光灯なら 10灯, BOWけい光灯'なら 15灯まで,また由熱灯

用は 1,50OW までそれぞれ連続調光する、のである。

ホテル,喫茶店はもちろん・一般の侘宅の居冏,1心接冏にも使える

50OW以下の由熱灯調光器も開発された。とれは畦埋込みスィ,,チポ

リクスσISC8器7)に収納できるよう{Cしてあるので,既設のタンづラ

スィッチと簡単忙取替えられるようにしたものである。(フ-32,フ・33)

3.3 照明施
E1し

百又

(1)オフィスじルでは,五十鈴鋼材(株)本社ピ1レ玄関ホール(図 7・34)

がある。由熱電球忙比して小形,高効率,長玲命などの特長をもつ

ハロゲン電球を光源に用いたダウンライトで,すっきり巴した明るい照

明が,玄関ホールを引きたてている。

(2)学佼では,國立詫間電波工業高専図・書館談話室(図 7-35)

が,ホワイトづロンズめっきわく,及びアクリルカバー付'きけい光灯埋込み

形器具を用いて,柔らかな光による落ち着いたふんい気をかもしだ

している。

(3)店舗では,スーパーマーケヅトのマルハ藍仕店(図 7-36),及び,

うぇのユーマートえそしま緑店(図 7-37)がある。前者はけい光灯

と山熱電球のじか付け形器具を幾何一判莫様状に酉引椴して,ショ,ピンづ

の場にふさわし仏明るく楽しい照明効果をだしている。後者は駐車

場の!蝦明とともに,店の正面を飾る屋外灯として設置された"スペー
,,

スル三"の例である。

(4)工場では,麒賤麦酒q凋滋賀工場仕_込み室(図7・38)があ

る。高温多温の特殊な施設忙マッチしたデザイン及び機能を備えた水

銀灯器具を用いている。器具は防せ仏(錨)防湿とするためステンレス

製,また,フードは長くし,ルーバを付けてづレアの岻減を図ってい

る。

^

DLM-1005B 形

内熱灯調光器

、ノ"→,f人
イ 、寸jミ

J 、ノ

;、1ゞ11
父
yゞ

、ノイ

DFM-1015C 形

け仏光灯調光噐
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図 7-34 五十鈴鋼材(株)本社白レ
玄関ホール

250IV /、ロゲン打F面開放埋込み形ダウンライト

60 台,実測照度 150~]70IX

無翅

."
ゞ毒
声那

籍紗

、^

礎、多,.,"、

ど,昂

一郵

図 7-35 国立詫問電波工業高専
図書館談話室

FLR 40×6 F面乳由アクリルカバー,ホワイトブ

訂ソズめっきわく付き埋込み形器具8台,平均照度
1,000 IX

゛藩

'、

奪

図 7-37 うぇのユーマートえそしま緑店

100IV 水銭灯(HF-100-E)スペースルミ 6灯用
7蕊
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図 7・36 マルハ藍住店

FLR 40×1 逆銘士形器具(KV-4631 R) 480 台,

】C0刃V ボーノレラγブじか付けヲ惨噐具250台,平均
翅度】 4001工

'共、

ト

「^^

'゛'.ノ寸,、ー=ι毛,"^'
耳一藍、,j寺、 y"臣'・/づ、、'

」、三、五',

j、イ、'ケ契、丈に三邑く141

図 7-38 麒麟参て・酒(株)滋賀工場仕込み室
300凡V 水釧灯(HF一即0-E)下商ブルミミラ ,

ルーパ付き防1記形噐具2灯用 24 h, 1 灯用 6 台,
設詔床面照度卯~350]X

図 7-40 香川県仲多度郡仲南町体育館
400IV 永鎮灯(HF 400-E)反射がさ形器兵

(HH-313) 48 台,平均照度 490】X

^

L寺"辛一r.

'
禽

"゛'

伽魚

/ J/

.^

『^

ゞ証鯵

(5)スポーツ施設では,世田谷区立千歳温水づール(図 739),及,

び,香川県仲多度郡仲南町体育館(図7・4のがある。最近,青少

年の健全育成,余暇の有効利用などを目的として,各地の自治体が

スボーツ施設の充実に力を入れているが,これら二っの施設、その具

体例である。前者は東京都の千歳清掃工場の余熱により,年問を通

して利用できる温水づールである。後者は中学校体育館をも兼ねた

町民のための体育館で,町のスポーツ振興に大いK役だってぃる。

熱
ーー;、コ.ー^'ーー「、ー.^^

毒ブ三弐妻='ぎぢ捗式怨支t¥呉^
,J卓}J Jイ.、゛ム"

'イとイ、邑A"

エ"叫4る'勢.学ダ

1'y三

図 7-39 世田谷区立千歳温水づール
30ONV 水製灯(HRF 30の 4 灯用向力ード付き

じか付け形編異 14台, FLR 40× 1 ブラケフト形

噐只(FV-4021R) 28台,プールサイド突測照度
750 IX

j、"'、' 1

^、

、'

X

図 7-41 土浦市木田余立体橋
40OW 水録灯(HF-40のセミカ,トオフ A,,、
イゥエイ形噐異(KSC-4) 30台,ポーノレ高き 8m,
400IV 水墾灯(HF 40の柱上形需具(HC一嗣9)
4台,ボール高き 4.5血

フ.家庭用電氣品・照明

ゴ,空'゛'J

図 7-42 松山市中之川地下駐車場
FLR 40×1 反射がさ付き器具(FH-4631R)

593 台,実側照度】00~140IX

(の道路・交通関係では,土浦市木田余立体橋(図 7-41),及び,

松山市中之川地下駐車場(図 7-4,2)がある。前者は昭和四年秋

の荻城国体を目標に,土浦市がつくった都市計画道路の一部である。

後者は松山市中心部の幹線道路の地下忙ある市営の駐車場で,出入

車路に車両検出装置を設け,入口満車の表示を自弱珀勺に作動させ,

規制,制限,案内の各標識により,場内外の通行の安全,円滑化を

図っている。
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電気機器の絶縁材料として作業性に優れた1液性1ボキシ樹脂を造るための新し込潜在性硬化剤,小形回転機の絶縁処理に用いる速乾性の電気特

性の優れた空氣硬化性ボリ1ステル,而側岼貰層板樹脂として作業性と高温の機械特性を改善した付加重合形の新しい樹脂がそれぞれ開発された。

機器用ぱね銅合金として従来の Be-CU合金の経済的はんq川用性を計るため,時効特性が安定し,ぱね特性のすぐれた CU-Be-Ni-A1系合

金を量産化し,また高強度Ee-CU合金につ仏て時効ひずみの少なφ平たん(坦)性の良好な板(条)の製造に成功した。

フェライト関係では Mn-znフェライトのキュリー温度を管理する量産製造技術を確立し,この材料及び永久磁石を応用した部品巴して3種類の磁

気スィッチを開発した。

またメモリ装置としては,特に使いやすさを吉慮した ICメモリ装羅と NDR0形磁性蔀漠記憶素子を用いた非破壊読出し可能な記憶容量8K

バイトの FSM メモリ装置を開発した。

化成品関係では高いふなばた("幻の船舶から安全に退船できるスパイラルシュータの開発があげられる。そのほか熱可塑性1捌恬については再生利

用のためのスクラ,,づの使用条件の解明巴省レジン及び易焼部処理性の増量形づラスチ,クの開発がある。

t河半斗

1.1 新しいエボキシ樹脂用潜在性硬化剤

エポ牛シ樹脂は電気機器の絶縁材料,構造材料として重要な地位を占

めており,用途に合わせて各種特性を持つエボキシ樹脂,及びその硬

化剤が市販されている。しかし,電氣機器への適用法は多種多様で

あり,エボキシ枝朋旨がすぐれた特性を有している忙もかかわらず,作

業性忙おいて有利な 1液性エボキシ枝朋旨として使用した場合,ボットラ

イフ,硬化時間,硬化物性のすべてを満足させるような硬化剤はな

く,それらの要求を満足した1液性エボ牛シ樹脂の出現が強く要望さ

れてきた。この要求を満たすための新しい潜在性硬化剤として,

LEC-47 を開発した。

LEC-47 はエボキシ樹脂と混合して,上踵交的長いボットライフと短い

硬化時問を持ち,かつ硬化物の電気的,機械的特性に、非常に優れ

たもので,とれは従来の潜在性硬化剤に見られな仇ものである。使

用するエポキシ樹脂としては脂環式エボキシ樹脂単独では反応性は遅

く,ビスA 系,ノポラヅク系エボキシ樹脂の硬化剤として適している。

表 8-1 LEC-47潜在性硬化剤による各種エポキシ樹脂の特性

1.絶縁材料

レ

1.2 耐熱性積層板

電氣機器に使用されてφる耐熱性殖層板としては,ポリイミド系,シリ

コーン系,ジフェニルオキシド系樹脂を主体とした積層板が用いられてき

た。しかしポリイヨド及びジフェニルオ牛シド系桂朋旨は,積層板製造のさ

いの作業,加工性が悪く,厚物ができにくい難点があり,またシリコ

ーン積層板は,高温における機械特性に劣るととはよく知られてい

る事実である。

これらの欠点を改善するもの巴して,卞y川重合形の新しい樹脂を

開発した。この樹脂は,比較的低温で成形可能な硬化特性を有して

おり,積層板としては,特忙電気特性,耐薬晶性,耐水性Kすぐれ,

づりント基板の用途にも期待される。

表 8-2 而゛熱性積層板の特性(2t)

,H ツ

ソ の 種類

ゲル化時問

、mlm)

10OC

20OC

40OC

エビゴート 828

2 力月以上一上

1 力月

20日

】50゜C

160OC

170OC

] 80OC

誘電正接

(tan δ)

(%)

アラルグイト
CY-183

4力月以上

2 力月

1 力H

80

25゜C

70OC

120OC

170OC

54

引張り強度

(k創mm?)

グウ DEN-438

0,04

2 力月以上立女

】力月*ー

20日史*

1 14

60

39

お

0.37

0.37

1.4】

4.68

注 1)

2)

250C

70゜C

120OC

170゜C

試験項

曲

*粘座が制甥の2倍になる時問

希釈剤として PGE を 30phr泳加*ノ
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(25゜C)

目

曲げ弾性

(25゜C)

0.75

】.00

8.50

6.50

3.46

1.15

0.23

き

誘 電正

(25゜C)

(200゜C)

0.40

0.49

1.00

3.1】

誘電率(1kHZ)

(25゜C)

(200゜C)

3.フフ

1 85

0.16

0.11

接

kgimmo

位

体稲固村抵抗

(50゜C)

k宮/mmo

フ.12

4.80

2.33

0.67

耐丁

当社朋窕品

耐トラyキング性

%

ケ性

吸 水

(50゜C,24粉

48.5

1,3 高速処理用ワニス

大量生産される小形回転機の絶縁処理の省力化,高性能化について

は,既に滴下含浸用ワニスが開発され,電装品などに実施されてい

る滴下含浸法では,ワニス粘度の関係でヨイル全体に溶剤形ワニスの

】.フ78

Ω一cln

0.6

1.4

S

kv

4.1

3.6

%

1.3× 10妬

136

2.0

.

.

強

率

テ

率

、
ン

イ

】
 
8

3
 
1

蜘
川
乃
υ



ように均一な皮膜を形成することが困難で,過剰につきすぎる欠点

がある。

小形回転機の絶禄処理技術の一環として新しい浸しq釦方法が開

発された。絶縁ワニスについては速乾性と均・ーな皮膜形成とが要望

される。とのような条件に合政した速乾性で可使用時問が長く,電気

特性の優れた空気硬化性ボリェステルが開発された。このワニスは,こ

れまでのコイルワニスと同じょうな処理条件 a20~130゜C)で短時間

で完全硬化し,ボリェステル電線との適合性も良好であり,生産設備

の自動化忙よる省力化の効果が大きく,フ,5kW以下のはん用モータ

の絶縁処理に実用されている。

^ノへ、2.1 B A N 西壬、

この合金は以加に本誌 VO].37・NO.3・1963 "耐熱性高強度銅

合金の研究"で紹介した合金の中から,特性の優れた CU-B.-Ni-

A1系合金を機器用ばね材料として開発,量産化した材料である。

今1回開窕されたこの介金は,1.8~2.0% Be-CU 合金とりん青銅

の中冏の強度をもっており,従来の 1.8~2.0% BecU 合金より廉

価であり,経済的はん用性のある材料として,客先の要求に合致し

広く使用されるようになった。

図 8・1 にとの合金の 1μH材の特性を示す。グラフに示されるよう

にとの合金の時効特性は安定しており, U寺効後の伸びも火きく,部

品組込み後の加工性もよく客先の使用状況によっては大きな利点と

なる。

、

琴

j

試

此

粘

晃、

不揮発分

項

ゲル化時問

表 83 無溶剤ワニスの性質

重 250C

2.金属

硬化

度 25゜C

昌

固済力(へりカルコイル法)

^

1350C-3 h

体秘固村抵抗

問

100゜C

300 ・

単

鞄縁融按電圧

130゜C

270 -100

位

240

i'1.

材料

この合金は既忙コネクタ用材料として採用されており,その使用量

は次第に増加しつつぁる。

実際の使用においては,優れたばね特性と安定性だけでなく,づ

レス性,めっき性,はんだイ寸性,曲げ加工性などの実用テストにおい

ても,良好な結果が得られている。また時効ひ司'みの少ないという

長所も有している。

なおこの合金を用い,従来の BO・CU 合金と同様,ユーザの1峅効処

理を不要とするミルハードン材の製造も可能である。

2.2時効ひずみの少ないべりりウム銅板

B.を 1.6~2.owt%, C0 を約0.25Wt%含むいわゆる滞強度べりり

ウム銅合金は代表的な析出硬化形の実用合金であり,機械的諸性質,

電遵性,耐食性などが優れているので,りレー,スィッチの接点ばねや

コネクタなどの接触ばねとして電気・通信用機器をはじめ種々の分野

に数多く用いられている。

べりりウム銅合金は硬化処理前の軟らかい状態で部品に成形し,続

いて時効硬化処理を施して所期の特性を与えて用いるのが通例であ

るが,との時効硬化処理の過程で析出相の出現にもとづく体祐収縮

現象と素材製造時及び部品成形時に遵入された残留応力との相互作

用によって,部品に大きな形状ひナみ(1時効ひずみと称している)が

生ずることがあり,べりりウム銅合金の欠点のーつ巴なっている。

今回,時効ひずみの観点から,索材の製造工程を見直すとともに,

時効ひずみに及ぼす加工や熱処理条件などの影轡を系統的に羽べた

結果,素材の溶体化焼入処理の際に導入される残留応力の不均一な

分布が時効ひずみを助長するプくきな要因であることが明らかになっ

た。この結果Kもとづき,焼入ひずみが少なくなるような溶体1則尭

入れ法を開発し,板材の量産に適用した結果,平たん性が良好で徒

来品に比べ著しく時効ひずみの少ないべりりウム銅板(条)の製造が可

能になった。
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3.1 感温フェライト

フェライトの千ユリー温度を利用した感温素子は,温度制御機器や温度

監視機器などに適用され,フェライトの新しい応用分野として発展し

つつぁる。その理由としては,フェライトが化学的に安定で品質の劣

化がなく信頼性が高いこと,粉末冶金で製造するため大量生産に適

している点などがあげられる。

ノノーー゜'＼

・ 25

20

・ 15

350

8

400

材 料

フェライト及びメモリ

この感温フェライトは,フェライト磁石などと併用し磁気回路の一部

として構成され,キュリー温度において磁気回路が変化し動作するた

め,透磁率,飽和磁束密度が大きいととが必要条件で,材質的には,

Mn-zn 系フェライトが選ばれている。

キュリー温度はその成分組成を変えることによって,実用的忙は

-40~+300゜C の範囲内で自由に選定することが可能であるが,

Mn-zn 系フェライトは透磁率を高めるために還元ふんい気焼成を行
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表 8・4 感温フェライトの形状寸法と動作温度

印WO S

FOA

(りング)

FSA

(角1励

◎§口

動1悩釜皮のぱらつき

-40゜Cく之く300゜C

うなど製造土程上の変動要因が多いため,キュリー温度のぱらつきを

ロヅト内及びロヅト問てツトさくすることが非常、に困難とされて仇た。

しかしその変動要因を解明することにより,キゞト温度すなわち動

作温度を管理しうる量産製造技術を確立し量産を開始した。

3'2 磁気スイッチ部品

フェライト及びマづネ、,トを応用した部品として,3種類の磁気スィ',チ

を開発した。内容はフェライトのキュリー温度が組成で決まり,経年

的に安定していることを利用したフェライトサーモスィ,,チと,回転体の

速心力と磁石の反発力のバランスをスィ,,チ動作に利用したフフン停止

センサである。

これらのスィ.,チの特長はすべて固体素子で構成されているので

信頼度が高く,各種機器の安全・保護スィッチとして適している。

01

→レ・3

ト創

ロ、ソト内

→ト・2

X 士2.0゜C

磁気スィッチの特性

(1)感温フェライトスィリチ(FT一νリーズ)

談疋温度 70~145゜C (5'C ス〒ゞづ)

9 n〕1nスト0ーク

接点押入力 180g (設定温度十20゜C)

温度誤差 士5゜C

(2)感温リードスィ四チ(RTーシリーズ)

設定温度 -30~帰ぴC (5゜C ステリづ)

温度誤差: 十2,5゜C

4゜Cヒステリシス

タイづ づレーク形,メイク形

7凡V I0凡V 50、Vスイリチ容量

(3)ファンセンサ(GSーシリーズ)

静止部 120XⅡ5mm寸法

回転部 40φX8nun

静止部取付寸法. 104×104mm

異常回転設定値.正常回転数の30~80%に設定可能

センサ容量 0'3 ＼V

3.3 1M・1020 IC メモリ装置

IC メモリ装置IM-1020 は 10進マシン用に開発さ九た長語長,中速

度のメモリで,概N割上様を下に示す。

記憶容量 1,000 語 56 ピ,ワト

90ons (りフレッシュが伺ーサイクルで発生した場合サイクルタイム

1,80o ns)

50ons (りフレ,,シュが同ーサイクルで発生した場合アクセスタイム

1,40o ns)

使用温度 0~50゜C

使用素子 M 58533 (1,103 相当品)ダイナミ,ゞク MOS IC

電源 十 5V →・16＼ノ÷24＼'

との装置は次のような特長を持ち,使いやナさを特に配愈Lた。

(1)ダイナミ,ク入10S IC のリフレヅシュコントロールを非同期式にし,

新方式(可変サイクルタイム)を採用するととにより,コアメモリとまっ

たく同じ概念で使用できる。

(2)駆動周辺回路の節波を計り,非常に低価桜である。

(3) 2,0007ード 56 ピヅトまでの増設ができる。

(4) 190×236 の小形力ードにとう(搭)1或されている。

(5)インタフェースは全TrL コンパチづルである。

(6)補助力ードを追加すること{Cより,電源オフ時のヨ己憶保持が

できる。

χ士2.5゜C

X士1.5゜C

X士1.5゜C
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以上のように,この ICメモリ装置は"使いやすさ"を特に考慮した

もので,小中形計算機のメモリとして最適のものである。

3.4 NDR0 形 FSM メモリ装置

訓卸機の進歩につれ,冬Mメモリの要求が商まっている。このメモ

リ生織難はこの要求に芥えるため俳1発されたもので, RAM (R輿d・

W貞加 Memmツ)である。以下にその4寺長及び什様を述べる。

(1)特長

(a)記憶素子は2届衞造の磁性苅膜で非破壊読出し(NDRO)

可能である。

化)ヨ酎意索子はガラス板_上忙・一括牛産可能なため安価に製造で

(0) NDR0形磁性薄映記憶索子を用いているので不抓発性で

ありイ亭電対策が不要である。

(d)情報11換えの容易な ROM (R印d-only Memωy)として

使用できる。

(0)この装1野は儁号ヌ、1雑高・比がよく,ワイド'ス1、ローづ力式を採用

4.化成品その他

4.2 家電用プラスチック材の省資源対策

石油危機以後,「資源は肩限である」ことの強φ印象と,著しい諸

物価高騰の後遺症が残った。

当社では,家電製品の値上げを極力避けるため,早くから「物を

火切に使う」運動を展開し,各種資材の有効利用を推進してきた。

特に,その主要部品であるづラスチ,ク材にっφては,設計・工作両

向からの介理化・竹盗源化に取り組みつつぁる。

成形スクラ,ガの再生利用熱可畑性樹脂の射出成形塒に発生す

るスクラヅづをバーづン刈にりターンして再生利用しようとするもので,

図 8・8 にそのフローチャートを示す。

成形温度・混入率を変えて繰り返し射出成形したときの再生材の

品質変化にっいて検'、1して,その突用性を硫認するとともに,枯朔旨

ビと・用途別の使用限界条件を明らかにした。省資溺Uこ加えてコス

ト低減の効果が大きい。

増量形づラスチリクの開発熱可塑性枯朔旨に炭カル・タルクなどの

無機質フィラーを高充版して名レジン化を引ろ 5とするものである0

特殊な成形機を用込るととによって,50~70%(重量)まで混入ナ

るととが可能で,省資源・易焼却処理性のづラスチヅクを得ることが

できる。既に一部突用化の域に達しているが,ベースレづンとワイラー

の相溶性の問題など改許を要する点も多く,引続き研究中である。

1畦牙モ r-ーーーーーー'1
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4.1 三菱スパイラルシュータ

非常時ふなばた綿幻の高仏船舶から海上に避難する装置としてシュー
.

タが使用され,当社では斜めに滑り降りる膨脹式直線シュータで海面

から脱出甲板までの誘はが 5~12m のものがシリーズ化されていた。

しかしそれ以上の高さの場介,耐風速・1別性などとの関係で値線シ

ユータは相竺1プくきむものとなり,コストi可の問題があった。

A回,制証状の布雙滑り台を2重の岡傭状の布の剖に設け,下部

に彫,脹itのフロートを設けたスパイラルシュータを開発Lた。これによっ

て,脱出甲板までの高さ 17m まで適用できるシュータをシリーズ化

した。

とのシュータは,当社独自の拙造で次のような特長がある。

(1)滑り台式なので子供や女性,老人を安企に退船させうる。

(2)高さが変化しても胸動的に翻整され安全に脱川できる。

(3)短時問に多くの釆客が安全に退船できる。

このシュータは,既に大形力ーフェリーに相当数装備されている。
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図 8・6 NDR0 形FSMメモリ装置

したため,動作マージンが広い。

(2)仕様

記憶容量.8K バイト(4K語X1フビット)

アクセスタイム/サイクルタイム:250/800 (ns)

ーー

ノ゛

-J

ー¥魯S駆風シー◇
、ー

W

バージン村

(ペレソ 1、)

^,入・.ーノノ.,ノ'、、、,・・《'

◆^1.
y、11

品質確認

リターン材

混合

(混入率)

図 8-8 成形スクラヅづ再ノ上羽"司のためのフローチャート
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登録番号

1025800

1027031

1027032

1027033

1027船4

1027035

1027036

1027037

名

ロータリースイ,ワチ

同期機励磁斐置

モールド形斗ι遵体装羅

大小兼用とたつ上板

半導体装置

小形電気指示器

機開装羅

電子調理器

電気機器のきょう(筐)体シャシー

取付装置

部品送り装置

多段式高圧水銀整流器

多段式高圧水銀整流器

モールド形電気機易吊

表示灯

変流器

記録紙送り装置

空気調和機の送風機取付装置

ガス暖房機の加湿装置

空気調和装置の露受さら

スロ,,ト形空気吹出口の風向調節

装置

彩1

1026456

1027072

1028405

1028406

1028407

1028408

1028409

1028410

1028411

1028412

1028413

当社の登録実用新案

浜口道雄・岡本勝艶 1
1 1031937
森木艶則 1

案

ず武桐〒テ昌・寺・尾秒1

阿部五郎・鈴木清治

上田守・米田良忠

貢菅原

梅崎知和

池田宏司

者__1匿録番引名称
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1ル鵬.
1 10319391
1031940

1031941

一
.1,,

1028414

浩脱内在な放熱

電気機器

スィ,りチなどの糸吉合生を晋

多段位相器

アスヒレーター

つり上げ具

電気機器

電光スダレ

電気温水器

電気マ,りサージャー

高周波加梨1装置

回転電機の同転子

同転電機

電五裟づレーキ装隈

水銀時問計

カセ.,ト式テーづレコーダ

1品泉牙・1品生キ置

内燃機関点火装置

内燃機関点火装隈

温床加熱奘置

内燃機関点火装置

田中寺才台

杣リ頓正人・高島惇

柳瀬正人・商島惇

光木晃造・横山栄

立石俊夫
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特集論文

●MELCOM80 シリーズの信頼性活動

●三菱半遵体集積回路の信頼性

●人工衛星の信頼性プログラム

●人工術星の信頼度と重量の最適化

●内動列車制御奘羅の信頼性・保全性

●無停電電源システムの信頼性設訓

●工業用計算機システムの信頼性吉察

●電算機ソフトウエアの保全性についての提案

●電磁接触噐の信頼性

●カラーテレビ保全性の解析

フィンを有する

110319471
11031948

11031949

1・・・0.
!ル0319511

'1

牛越

大谷泰昭・藁科公彦

藤原三男・石井重行

ノノ

1_Ⅱ本沽美

三菱電機技都・ V01.49. NO.1.1975

ヂ

宇川

秋山勝蔵・伊藤政裟

沢渡広明

根岸宣匡・藤田喜助

川 A舸{ー・橋木

上田時芳

小島敏男゛黄 H.1隆

亘鍋芳夫

鎗水律夫

下野詫祐・川本勇

上村達雄

・1 1031974

111船1975

三菱電機技報編集委員

委員長松岡治

副委員長神1峪漣

武藤正ノノ

常任委員伊藤一夫

字佐見重夫0

大田玉吉ガ

北川和人ノノ

外野範吾ノノ

祖父江晴秋ガ

塚本信雄ノノ

タ＼荘、井モノノ

咳辺征三

秀・米沢克昌

@家電用プラスチックの信頼性吉察

●高圧回転機絶縁の信頼性

●電子機器の温度一振動複合ストレスによる信頼性試験

苦通論文

●可寺設形11寺分1引電子交換システム

●電子計算機忙よる産業用火カプラソトの系統の選定

●鵬UX昇能COLOR CRT MODULE

●キャラクタディスプレー用高解像度カラー管

技術講座

●キへ、ラクタディスプレー(2)

多田端夫

・三ケ田文彦町原善太郎

小林雅和

ノノ

ノノ

昭和50年1月訟日印刷三菱電機技報四巻 1 号

昭和50年1 " 25 Π発行

定価 1吾胎00円(送*拐の無断転城を禁ず

編集兼発行人松岡治

印刷老高橋武夫

印刷所東京都新宿区市谷加賀町1丁目12番地

大日木印刷株式会社

発行所東京都千代田区丸の内2丁目2番3号(〒10の

三蔓電機株式会社内

「三菱電機技郡社」 1el'(03) 218 局2323

発売元東京都千代田区袖田錦1町3丁目1番地(〒10の

株式会社オーム社書店

1'CI.(03) 291局 0912,振替口座東京 20018

'常任委員

多田

1、、i ]iι1

町原義太郎・三ケ田文彦

市川和

94

ノノ

妥

ノノ

木剛吉夫

進弔お三

吉山裕二

粕谷一雄

久保博司

1獲木永

橋爪基

林昇寿

吉武正彦

(以上50音躍D

ノノ

ノノ

案

義昌野ヒ長彦
杉

訂
凶

当
γ

2
 
1
 
2
 
3

3
 
3
 
3
 
3

ー
ー
ー
ー

'
」ノ

イ

J牙B

、

太
言
口

己
諒

考

Ⅱ
1
゛
一

ι
＼

員

形木岡t苅苔1J口浜



T
^ 弌N '

島 弐,
覇

74電設工寮庚製品コンクール表彰式
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去る昭和49年11月15日から東京流通センターで開催された電設工業展の製品コンクールで,

当社が参加出品しナこ電子式ノーヒューズしゃ断器MELNICが,参加メーカフ0社の中から特に

最秀との折紙をつけられ,最高位の建設大臣を受しまし大表彰式は12月17日に電設健保会館で

行われ,当社からは島津常務取締役機器事業部長が出席して状とトロフィを受け,また受メーカ

を代表して誤括辛を述べました。このMELNICはイ氏圧回路をイ呆護する配線用しゃ断器であ,),その心臓部

である自動引外しりレー部分を,従来のバイメタルと電磁石の組合せから単に半、手体化しただけでなく,

下記のような新しい特長をそなえていますので,4割こイ氏圧回路の大電流容量設備では,経}斉性と信頼性を

一段と向上する二とができる新製品です。

特長

1 定格電流が可調整で,負荷に応じて 100 75%の間に設定できるので,適用範囲は広く,

在庫は少なくて済む。

2短限時引外し4寺性も可調整で,動作電流と動作時間を連動して変えられるので,選択しゃ断が

可能とな,),給電の連続性を最大限に確イ呆できる
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電子式ノーヒューズしゃ断器 MELNIC
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